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は じ め に 

はじめに 
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MSX-DOSS TOOLS 



第 1 部 MSX- D0S2 TOOLS 

第 1 章 MSX-DOS2 TOOL 

コマンドの 概要 

MSX D0S2 - TOOL コマンド （以下 D0S2 - TOOL コマンド） は MSX DOS - TOOLS (以 下 
DOS1 -TOOLS) の 28 本の ツール コマンド 中から， 日本語 MSX-D0S2 (以下 D0S2) の COM- 
MAND2.COM や D0S2 パッケージ 付 S の ユー ティ リ ティ コマンドで サ ポー ト されて いない も 
の を 選び， パッケージした ものです. 

ここで は， D0S2-T00L コマンドで 拡張され た 機能な どに ついて， パッケージ 全体 を 見渡して 
の 解説 をお こない ます. 
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第 2 章 DOS 卜 TOOLS か ら のバ一 ジョン アップ 



第 2 章 DOS 1 -TOOLS からの 

バージョンアップ 



g. 1 ファイル 指定に おける パス 名の サポート 

D0S2 の 最大の 魅力の ひとつと して， UNIX や MS-DOS ライクな 階層 化 ディ レク ト リが サボ 
ート された 点が あげられます. これにより ファ ィ ル 管理の 効率が 飛躍的 に アップした わけです が, 
DOS 卜 TOOLS の 各 コマンド では 階 K' 化された ディ レク ト リに 対応して おらず， カレント ディ レ 
ク ト リ （現在 自分の いる ディ レク ト リ） の ファイル しか 极 うこと がで きませんでした. これに 対し 
て D0S2-T00L コマンド では， フ アイ ル名 の 指定 に パス 名 を 用いる ことができ ますので， いちい 
ち オペレーションの 対象と なる ファイルの ある ディ レク ト リに 入る ことなく ファイルに アクセス 
する ことができます. 

バス や 階^ ディ レク ト リの 詳しい 説明 は D0S2 の マニュアル を ご 参照 下さい. 



e.g 八 イブ • リダイレクトと ツール コマンド 

D0S2 では， OS レベルで バイ プ' リダイレクションの 機能 を サポートし ています. "パイプ や 
リ ダイ レ クシ ヨンなら DOS 卜 TOOLS でも 使えた 機能で は?"， と 思われる かもしれ ません が 
D0S1-T00L コ マン ド では， それぞれの コマ ン ドが 入出力 時に 疑似 的に パイ プ' リ ダイレク ショ 
ンを おこなつ ていた ものです. 言い換えれば， D0S1- TOOLS の 各 コマンド は 実際の 処理 をお こ 
なう 部分 以外に パイプな どの 入出力の 機能 を 持って いたのです. このため プログラム サイズが た 
いへん 大き く なって いたわけ です. 

こ れに対 し て D0S2-T00L コマンド では， D0S2 が OS レベルで パイ プ' リダイレクション を 
サ ポー ト したの をう けて， コマンドの 入出力の 部分 は D0S2 の 標準 入出力 を その ま ま 用いる こ と 
で， パイプ • リダイレクション 機能 を サポートして いるので す. このため， 各 コマンドの サイズ 
はたい へん 小さ く なって います. 
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第 1 部 MSX-D0S2 TOOLS 

第 3 章 DOS2-TOOL コマンドの 

#^iislii1% ^^^^^^^^ 

DOS2 では システム ディスク 付属の ユー ティ リ ティ コマンドが 用意され ており， その 中の いく 
つか は D0S1-T00L コマンドと 重複して います. したがって， D0S2-T00LS の TOOL コ マン 
ドは その 重複した コマンド を 除き， 別の 新たな コマンド を 追加して います. 

D0S2-T00LS で 削除 さ れた コマンド は， 

CHKDSK, CLS, DISKCOPY, ECHO, HELP 

の 5 本で， 追加され た コマンド は， 
ADDAUX, SPEED 

です. 追加され た コマンドに ついては， 第 5 章 コマンド リファレンス を ご 参照 下さい. 



3 . 1 DOS 1 - TOOL コマンドとの 相邐点 

D0S2-T00L コマンドと DOS 卜 TOOL コ マン ド では 多少 仕様の 異なる 点が あ ります. ま た， 
いくつか の 機能 は D0S2- TOOL コマンド では 用いる ことができ なくなって います. 

こ こ では， D0S2-T00L コマンドと DOS 卜 TOOL コマンドと の 仕様の 違いに ついて 記述し ま 
す. 

3,1,1 • リダイレクションの 仕様の 遠い 

前述した ように フ アイ ル 入出力の 部分 を D0S2 に 依存して い ますから， パイ プ • リ ダイレク シ 
ヨンな どに ついての 詳しい 仕様 は， D0S2 の マニュアル を ご覧く ださい. 

主な 違いと して は 中 問 ファイル を 作成す る ディ レク ト リの 指定 方法が 環境 変数 を 用いて おこな 
うように なった ことな どが あ ります が， 基本的に は D0S2 の マニュアル を 参照し なくと も D0S1 
-TOOL コマンドと 同様に 用いる ことができる でしよう. 

3-T-S シーケンシャル プロセスの 非 サポート 

D0S1- TOOL コマンド では コマンド を" ： " でつな ぐ ことによ り 複数の コマンドの 実行 を 1 行 
の 入力で お こなう ことができ ま したが， DOS2-TOOL コマンドで はこ の 機能 は サボ一 ト されて い 
ません. 
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第 3 承 D0S2-T00L コ マン ドの 注意点 



3,1,3 ファイル スペックの 指定 

DOS! -TOOL コマンド では フ アイ ルの 間接 指定 や ファイル スペック を" + " でつな ぐ ことによ 
り 複数 指定す る ことができ まし たが， こ の 仕様 は D0S2-T00L コマンド でも そのまま サポート 
しています， 詳細 は， 3.3 コマンドの 書式 指定 を ご 参照 下さい. 

注意が 必要な の は， D0S2 コマンド や D0S2 の マスター ディスクに 含まれる ユーティリティ コ 
マンドで サポート される 複合 ファイル スペック （これ も "+ " を 用いる） と は 異なる という ことで 
す. 複合 フ アイ ルス ペック についての 詳細 は D0S2 の マニュアル を ご 参照 下さ い. 



3.s 各 コマンドの 仕様の 相 

基本的に DOS ト TOOL コマンドの 仕様 はまった く 変わって いません. ただし， LS， PATCH. 
WC など いくつかの コマンド において は ファイル 名の 表示の 際に 画面 レイアウトの 都合 上， パス 
名の 先頭の 何 文字 かが 省略され る 場合が あります. 

例えば， 

H ： ¥DOS2¥TOOLS¥KEY . COM -> ¥TOOLS¥KEY . COM 

のよう に 先頭の ドライブ 名 及び サブ ディ レク ト リ 名が 省略され て 表示され る 場合が あ ります， 
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3,3 コマンドの 書式 指定 



3,3,1 ファイル スペック 

書式 中で" ファイル スペック" となって いる パラメータ は ドライブ 名， ファイル 名， ピリオド, 
拡張 子 名が 正しい 順序で 並んだ もの を 示し， ファイル 名， 拡張 子 名 は ワイルド カード キャラクタ 
(*， ？） を 含む ことができます. 

さらに 上記の 指定 を "+" または "，" でつな ぐ ことにより 複数 指定 可能です. （間の ブランク 
は 無視され ます） 

ドライブ 名 は 常に 省略 可能で あり， デフォルト は カレント ドライブと なります. 

また， ファイル スペックの かわりに ファイルの 間接 指定 (3. 3. 4 ファイルの 間接 指定 を 参照） を 
用いる ことが 可能です. 



例 b ： * . bat + * . c + a ： stdio . h 



3,3-S ファイル 名 

"ファイル 名" で 示される パラメータ は ワイルド カード キャラクタ を 含む こ と 力まで きないと い 
う 点， 複数の 指定が ゆるされな いという 点で ファイル スペックと 区別され ます. 
その他に ついては 同様の 指定と なります. 

3,3,3 ドライブ 名 

"ドライブ 名" で 示される パラメータ は 接続され ている ドライブの A〜H までの 各 ドライブ 名 
に コロン " ： " をつ けた もので 示します. 

3,3,4 ファイルの 圆接 指定 

ファイルの 間接 指定と は， 複数の ファイル を 同時に 指定 可能な コマンド について， 前述の "フ 
アイ ルス ペック" を 用いず， 必要な ファイル 名 を まとめて ひとつの ファイル にして， コマンド 行 
では その "ファイル 名の ファイル" を 間接的に 指定す る ことです. 

フ アイ ルの 間接 指定に よ り 複数の フ ァ ィ ル 指定 を 簡単な コマ ン ド 行の 入力で 行う ことができ ま 
す. 



A) 鬧麟 定の 方法 

通常の ファイル スペック を 指定す るか わりに， 下記の フォー マツ ト にしたがった ファイル 名の 
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リスト ファイル を "门" で 囲んで 指定し ます • コマンド 側 は "[]" で 囲まれた ファイル を 間接 指 
定 ffl の リスト ファイル として オープン しその 内容 を 通常の ファイル 指定と 同様に 処理し ます. 

間接 指定の "[]" のなかで ワイルド カード を 用いたり 複数の リス ト ファイル を 指定す る こと は 
できません. また， 間接 指定 を 用いた 場合 は それの みが 有効で あり， 同時に ファイル スペック や 
フ アイ ル 名の 指定 をしても 無効と な ります. 



B) ファイル 名の リス 卜 ファイル 

ファイルの 間接 指定の ための ファイル 名の リス ト ファイル は 以下の フォー マツ トで 作ります. 
眷 必要な ファイル 名 を 1 行に ひとつ だけ 指定 します. 指定で きる フ アイ ル 数に 制限 はありません, 
秦 ファイル 名に ワイルド カード は 用いられません. 

参 各行 頭の スペース， タブ は 無視され 最初の キャラクタから ファイル 名と みなされます. 



C) 闐接 指定の 用例 

間接 指定の 用例と して ディスク 上の 拡張 子 ".bat" のつ いたす ベての ファイル を ファイル サイ 
ズの 更新 日の 新しい 順に その ヘッダー 部分 を 見ながら 必要なら， 別の ディスクに コ ピ— するとい 
う 操作 を 以下に 解説し ます. 

(1)LS コマンドの リ ダイ レクトに より リス ト ファイル をつ くる， 



例 ] Is /t/c *.bat > b ： bat. 1st 



LS コマンドの /T，/C オプション により カレント ドライブの ディスク 上の 拡張 子 ".bat" を も 
つたす ベての フ アイ ルが 最新 更新 日の 新しい 順に ソート （/T オプション による） され， 一行に 1 
ファイル 名の リス トが (/C による） B ドライブに bat, 1st という 名で リ ダイレク ト されます. 

(2) bat. 1st をフ アイ ル 間接 指定の リス トフ アイ ルに 用いて MENU コマンド により 必要な フ ァ ィ 
ルをコ ピーす る. 



「 例 I menu [b ： bat. 1st J 

これにより 拡張 子 ".bat" を もった ファイルが 更新 日の 新しい 順に プロンプト 表示され， 以下 
MENU コマンドの T コマンドに よりその ヘッダ一 部分 を 見ながら， 必要なら c コマンドで コ ピ 
—する ことができます， 
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3,3.5 西 履 指定 

西暦 年 (yyyy) の 入力 は， 4 桁のう ち 上 2 桁が 省略 可能で あ り デフォルト は 20 世紀と なり ま す. 
| 例 | 00—99 ♦ • • • 1900〜1999 年 

3.3,6 7T7 シ ヨン スィッチ 

"/" に アルファべ ッ ト 1 文字 をつ けた （"/S100" のように パラメータ を 伴う こと も ある） ァーギ 

ュ メント は， コマンドの 各種の オプション 機能 を 実行す るた めの スィッチ を 意味し ます. アル フ 
ァ ベット は 大文字で も 小文字で も 有効で あ り , ま た 複数の 才 プシ ヨン スィッチ を 指定す る 場合， 
スペース， タブ 等で 区切らずに 続けて 指定 可能です. 



「例つ 1 . GREP/X/N/A • • • 
2, grep/x /n /a • • • 

1.， 2. どちらも 有効です. 

3,3,7 ァーギ ユメン 卜の 区切り 

ツール コマンド では， 書式 中" "で 表される アーギュメントの 区切りに は スペース または タブ 
のみが 有効です. カンマ を 用いる こと はでき ません. 

ただし， 7X" のよう な オプション スィッチ を 複数 指定す る 場合， 各 オプション 間の スペース は 
省略で きます. 

[ 例 I grep/x/n/a " -— ,， < xxx.c 
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第 4 章 パッケージの 内容 

本パ ッ ケージ に は D0S2 用 に 機能 拡張 された 25 本の ツール ソフトウェアが 含まれます. ま た 
D0S1-T00L コマンドに 付属の アセンブラ （MSX'M-80) ゃリ ンカ （MSX*L-80)， エディ タ 等の 
ユー ティ リ ティ ソフ トウ エア も D0S2 対応に なって います. これらの ソフ トウ エアに ついては， 
第 2 部 以降 を ご 参照 下さい. 

以下に 本 パッケージに 含まれる ツール ソフ トウ エアの一 覧を 示します. 



ADDAUX 


AUX デバイスの ィ ンス トール 


19 


BEEP 


BEEP 音の 発生 


21 


BIO 


バイオリズムの 出力 


22 


BODY 


ファイルの 一部の 切り出し 


23 


BSAVE 


HEX フ アイ ルの パイ ナ リファイ ル への 変換 


24 


CAL 


カレンダーの 表示 


25 


CALC 


簡易 電卓 


26 


DUMP 


ファイルの 16 進 ダンプ 


27 


EXPAND 


スペース • タブの 変換 


29 


GREP 


任意の 文字列の 検索 


30 


HEAD 


フ アイ ルの 先頭 部分の 表不 


31 


KEY 


ファンクションキーの 設定 


32 


LIST 


BASIC の 中間 言語 フ アイ ルの ソース フ アイ ル への 変換 


33 


LS 


ディレクトリの 詳細情報の 表示 


34 


MENU 


ディ レク ト リの ファイルの 諸 操作 


36 


MORE 


フ アイ ルの 表示 


38 


PATCH 


バイナリファイルの 更新 


39 


SLEEP 


アラーム 機能 


41 


SORT 


ソート （クイック ソート） 


42 


SPEED 


AUX デ バイ ス の 通信 パラ メータ の 設定 


43 


TAIL 


フ アイ ルの 末尾 部分の 表示 


45 


TR 


文字列の 置き換え 


46 


UNIQ 


重複 行の 削除 


48 


VIEW 


フ アイ ルの 表示 （ス ク 口 ール） 


49 


WC 


語数， 行数， ぺ一ジ 数 カウント 


50 



以上 25 本 
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第 5 章 コマンド 1 J ファレン ス 
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第 5 章 コマンド リファレンス 



ADDAUX 



機能 I D0S2 の AUX デバイス を RS - 232C 入出力 用と して 割り当てます 



害 式 | ADDAUX 



m] D0S2 の AUX デ バイ ス を RS-232C 入出力 用 として 割り当てます. ADDAUX を 実行 
する ことにより， それ 以降の C0MMAND2.COM の 内部 コマ ン ド （COPY など） や 
D0S2 の シス テムコ ^"ル レベルで AUX デノ 《 ィ ス を 使用 できる ようになります. 
ADDAUX を 実行す ると， 

ADDAUX version 1.0 

Copyright 1989 ASCII Corporation 

RS232C driver is installed. 

と 表示し， ドライバ を 組み込み， それ 以降の AUX に対する 入出力 は RS-232C に対して 
行なわれます. 

こ の 時の RS-232C の 通信 バラ メータ は 



通信速度 1200 ビッ ト /秒 

キャラクタ 長 8 ビッ ト 

バリ ティ なし 

ス ト ッ プビッ ト 1 ビット 

XON/XOFF 制御 あり 

CTS-RTS ハンドシェーク なし 

CR 受信 時の LF の 付加 しない 

CR 送信 後の LF の 削除 しない 

SI/S0 制御 なし 

送信 時 タイムアウト なし 



に 設定され ます. 
RS-232C がない 場合 は 

ADDAUX version 1.0 

Copyright 1989 ASCII Corporation 

Cannot find RS232C 
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と 表示し， 組み込み を 中止し ます. 
また， AUX がすで に 使用され ている 場合 は 

ADDAUX version 1.0 

Copyright 1989 ASCII Corporation 

Device driver is alreaay installed. 

と 表示し， 組み込み を 中止し ます. 

なお， ADDAUX は TPA( ト ランジェ ント' プログラム • エリ ァ —— ユーザ一 ェ リ ァ） 
に 常駐し， TPA 領域 を 359 パイ ト 使用し ます. そのため， ユーザー エリア や BASIC の 
フリー エリアが 359 バイト 少なくな ります. また， この 時の TPA の 最終 アドレスが 
C800H より 小さい 場合 は 

ADDAUX version L0 

Copyright 1989 ASCII Corporation 

No enough nenory. 

と 表示し， 組み込み を 中止し ます. この場合 は， 接続され た ディスク 装置の 数 を 減らす 
(ィ ン ターフェ イス を 外す， CTRL キー を 押しながら 立ち上げる） などの 対策 を 行って 下 
さい. 

RS-232C を 利用す る アプリ ケ一シ ヨン （ターミナル ソフ ト など） を ご 使用になる と き 
は， 一度 システム を 立ち上げ 直して ADDAUX を 組み込んで いない 状態で ご 使用 下さ 
い. 

ADDAUX を 組み込んだ 状態で はス タ ッ ク 領域が 8000H 以上に ない と， RS-232C が 
呼び出 された とき （データ の 受信 割 り 込み や AUX として の 呼び出 し） に， スタック 領域 
が RS-232C の ROM となって しまうた め， 不都合が 起きます. AUX を 使用した アプリ 
ケーシ ヨン プログラム を 作成す る 際 は ご注意 下さい. 

□WT] A>ADDAUX 0 
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BEEP 



[機能] ビープ 音 を 発生し ます. 



害 式 I BEEP [ビープの 回数] 



解脱 1 ビー プ咅を 発生 します. 

バッチ 処理 中な どで 用いる ことにより， 処理の 進行の 目安と する ことができます. ま 
た， BEEP コマンド では， リ ダイレク ト により ファイルに BEL コード （07H) を 送る こと 
も 可能です. 

ァー ギュメ ン ト と して， 発生す る ビープ 音の 回数 を 指定す る ことができ ます. 



例 ， A>beep 20 

Beep! 
Beep! 

A> 
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BIO 



「機能 1 バイオリズム を 出力し ます. 

| 害 式 | BIO <yyyy/mm/dd> [< [[yyyy/] mm/] dd>] 

rwi バイオリズム を 出力し ます. 出力 は標难 出力が 用いられ ますから， 通常 は コンソール 
に 表示され ますが， リダイレクト により プリンタ に 印刷す る こと も 可能です. 

生年月日 を 指定す ると， 当日と 前後 20 日間の バイオリズムが 出力され ます • 生年 月 曰 
の 指定 は 西暦 年， 月， 日の 順に スラッシュで 区切り 指定し ます. 

オプション として バイオリズム を 調べたい 日 を 指定で きます. この場合 も， 年月日 を 
指定す ると， 指定の 日と 前後 20 口 問の バイオリズムが 出力され ます. この オプション を 
指定し ない 場合の デフォルト は 当年， 当月です. 日付 省略 は 可能です. 

指定 可能な 日付の 範囲 は 1901 年 1 月 1 日から DOS の DATE コマンドで 設定して い 
る 日付 （ほとんどの 場合 は 当日） までです. B I O コマンドが 表示 可能な バイオリズムの 
範囲 は 1901 年 1 月 1 日から 2070 年 12 月 31 日までで す. 

「 例 I A>bio 1962/8/7 >prn@ 
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BODY 



[wm] 入力の 一部 を 切り取って 出力し ます. 



BODY [/H] [/N] [/S く 開始 行 >] [/E く 終了 行 >] [く ファイル スペック >] 



「解脱] 入出力 は 通常 標準 入出力が 用い られま すが， 入力に ついて はく ファイル スペック > に 
より， 1 つまた は 複数の ファイルの 指定が 可能です. 

フ アイ ルス ぺッ クで ，や'?' な どの ワイル ト カード キャラクタ を 指定した 場合， 通常 不 
可視 属性 を もった ファイル は マッチングの 対象と なりません. 
出力に は 入力 の 先頭 行か ら の 行 番号， ファイル 名が つきます. 

各行 は 通常， コンソール 画面 幅 を 超えた 部分に ついては 出力され ませが， 出力が ファ 
ィル その他の デバイス （プリ ンタ など） にリ ダイ レク 卜されて いる 場合 は 行の 途中で カツ 
ト される ことはありません. これによ り 行 番号の ついた ファイル や プリントアウト を 得 
る ことができます. 



/S 入力 の 切 り 出し 開始 をく 開始 行〉 で 指定 します （デフォルト は 先頭 行) . 
IE 切り出 し 終了 行 を く 終了 行 > で 指定 します （デフォルト は 末尾 行) . 
/H 不可視 ファイル も ワイルド カードの マッチングの 対象と します. 
/N 行 番号， ファイル 名 等の 出力が 省かれ， 入力 行の みの 出力と なります. 出力 
行が 途中で 力 ット される ことはありません. 



例 I A>body ¥help¥connand2.hlp >h:te»p0 
A>type h:tenp@ 

A:¥HELP¥C0MMAND2.HLP: 
1： C0HMAND2 

2： 

3： [機能] 

5： [香 式] 

6： 

7： [解 鋭] 
8： 
9： 
10： 



コマンド インタ プリ タを 起動す る. 
C0MMAND2 [コマンド] 

，コ マン ト" は 通常 プロンプトで 入力で きる 任意の コ マン ドで 
す. 

C0MMAND2 は ディスク 上の コマンド イン タブ リタの 名前で あり， 
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BSAVE 



機能 I HEX 形式の ファイル を バイナリファイルに 変換し ます, 



[害 式 I BSAVE く 入力 ファイル > [く 出力 ファイル〉] 



解説 I アセンブラ， リ ンカ 等に よ り 生成した ィ ン テル HEX 形式の ファイル を 入力す る こと 
により， BASIC の "BLOAD" 命令で 口 一 ド， 実行が 可能な バイ ナ リファイ ルを 生成 し 
ます. これにより， 従来の 煩雑な ファイル 操作な しに， マシン 語の ルーチンが BASIC の 
環境 下で 実行可能と なります. 

入 カフ アイ ル は 必ず HEX 形式の ファイル 1 つ だ け 指定 して 下さい. HEX ファイル 
は MSX'L-80 の 7X" オプション により 生成す る ことができます. MSX*L-80 でリ ン 
ク する 場合， 以下のような 方法で 行います. 

A>L80 IP ： xxxx, rel ファイル 名， 作成す る ファイル 名/ N/X/E ： START 



出力 は 標準出力で すが， 特定の ファイル 名 を 指定す る ことができます， この場合， 標 
準 出力へ は 出力され ません ので， さらに リダイレクト な ど をす る こ と はでき ません， 

[ 例 ] A>bsave b¥usr¥work¥input.hex >b:¥usr¥bin¥out.bin0 





Conplete 
A> 



24 



第 5 章 コマンド リファレンス 



CAL 



機能 I カレンダー を 出力し ます • 



「書式 1 CAL [/Y[<yyyy>] | [< [yyyy>/] <mm> 

[mm] 出力 は 標準出力が 用いられ， 通常 画面 表示と なります. 以下 オプションの 指定と その 
機能に ついて 解説し ます. 

月 を 指定す る ことにより， 指定の 月と その 前後 1 ヶ月の カレンダ一 を 出力し ます. 月 
の 指定 は く yyyy/mm > で 年と 月 を スラッシュで 区切って 行います. 各々 の デフォルト は 
当年 当月で 省略 可能です が， 月の みの 省略 は 出来ません. 

/Y 年 を 指定した 場合， く yyyy> で 指定した 年の 1 年分の カレンダ一 を 出力し ま 
す. 年の 指定 は 上 2 桁 を 省略 出来ます. 年の 揩定を 省略した 場合 は， 当年 
の 1 年分の カレンダー を 出力し ます. 

□»T] A>CAL 120 
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第 1 部 MSX-D0S2 TOOLS 



CALC 



「機能 1 簡易 電卓 機能です. 
[*^] CA し C [ぐ 式 >] 

rm^r\ 四 則 演算 を 通常の 演算 書式に よる 計算 式の 入力に より 行う こ とがで きます. 

CALC コマンド では 次の よう な ふたつの 演算 式の 入力 方法 をサ ポー ト しています. 

(1) コマンド 行で 式 を 指定 し な レ 、 場合 (連続 計算 可） 

コマンド ライ ンで" CALC" と 入力し コマンド を 起動した のち， 計算したい 数式 を 入力 
し リターン キー を 押す と 改行し， 計算 結果 を 表示 するとと もに， 次の 計算 式の 入力 ま 
ち の 状態 となり， 以下く CTRL-Z>， く CTRL-C>， "Q" ま た は "q" により コマンド 
をぬ ける まで 連続して 計算 を 行う こ とがで きます. 

(2) コ マ ン ド 行で 式 を 指定す る 場合 

コマンド 行で 計算 式 を 入力す る こと も 可能です. ただし， この場合 は 1 回の 計算で コ 
マンド を 終了し ます. 

CALC コ マン ド では， 十進 十二 桁の 精度での 浮動小数点 演算 をサ ポー ト し， 
-9 . 99999999999E + 99〜9 , 999999999999E + 99 . の 範囲 で 結果 を 表示し ます. 



例 ] A>CALC 12+1222.2+3450 
1579.2 

A> 
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第 5 隶 コマンド リファレンス 



DUMP 



"^能 I ファイル を 16 進 及び キャラクタ により ダンプし ます. 



W^] DUMP [/H] [/N] [/B<1 行の バイ ト数 >] [/S く 開始 バイ ト>] [/E< 終了 バイ ト >] 
[< ファイル スペック >] 

mm] 入出力 に は 通常 標準 入出力が 用 いられ ますが， 入力に はく ファイル スペック〉 による 
1 つまた は 複数の フ アイ ルが 指定 可能です. 

フ アイ ルス ぺッ ク で、， や'?' な どの ワイル ト カード キャラクタ を 指定した 場合， 通常 不 
可視 厲性を もった ファイル は マッチングの 対象と なりません. 

ダンプ 出力に は 16 進数と キャラクタが 用いられます. 

出力 は 十分な 画面 幅が あるかぎり 16 バイ ト 毎に 改行し, 標準出力に たいして 行われ ま 
す. 画面 幅が 16 バイ トの 表示に 足りない 場合， 1 行に 表示 可能な 最大 数 バイ トが 出力 さ 
れ ます. ただし， 標準出力が リダイレクトされ ている 場合， 7B" スィッチ により 行 毎の 
バイ ト数を ユーザーが 指定し ない 限り， 画面 幅に 関係な く 16 バイ ト 毎に 改行され ます. 

/S ダンプの 開始 バイ トを 16 進数で 指定 します （デフォルト はフ アイ ルの 先頭). 

/E ダンプの 終了 パイ ト を 16 進数で 指定 します （デフォルト はフ アイ ルの 末尾) ， 

/H 不可視 ファイル も ワイルド カードの マッチングの 対象と します. 

/N ファイルの 先頭からの オフ セッ ト 番地 及び キャラクタ ダンプ を 省き， 16 進ダ 
ンプ のみ を 出力し ます. 7B" オプションとの 組み合せで 1 行の バイ ト数を 変 
更 する ことにより， 例えば 1 行に 1 バイ ト ずつ 出力し， リダイレクト により 
フ アイ ルに するな どの 操作が 可能です. 

漢字 モードで コマンド 力ま 起動され た 際に は， キャラクタ ダンプ を 表示す る 時に， それ 
が 2 バイ ト 文字に 対応す る 文字コードだった 場合， 画面 上で 正しく 表示され るよう に 出 
力が 調整され る ことがあります. したがって， その場合には 行の はじめの バイトの キヤ 
ラ クタ 表示が 前の 行に 付加され ます. 
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第 1 部 MSX-D0S2 TOOLS 



例 I A>du«p ¥help¥xcopy.hlp0 
A:HELP¥XCOPY.HLP: 

0000： 58 43 4F 50 59 0D OA OD OA 5B 8B 40 94 5C 5D 20 XCOPY. • • • [機能] 

0010： 20 83 66 83 42 83 58 83 4E 82 CC 83 74 83 40 83 ディスクの フ アイ 

0020： 43 83 8B 82 A8 82 E6 82 Dl 83 66 83 42 83 8C 83 ル および ディ レク 

0030: 4E 83 67 83 8A 82 F0 95 CA 82 CC 83 66 83 42 83 ト リ を 別の ディ ス 
0040： 58 83 4E 82 C9 83 52 0D 0A 09 83 73 81 5B 82 B7 クに コ，， ，ビ一 す 

0050： 82 E9 2E OD OA 0D OA 5B 8F 91 8E AE 5D 20 20 58 る [書式] X 

0060： 43 4F 50 59 20 81 6D 83 74 83 40 83 43 83 8B 83 COPY [フ y ィ ルス 
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第 5 章 コマンド リファレンス 



EXPAND 



[機能] スペース/タブの 変換 をし ます. 



害 式 I EXPAND [/H] C/R] [/F] [く ファイル スペック〉] 



解脱 I オプション を 省略した 時， タブ を スペースに 変換し ます. 



/H 不可視 ファイル も ワイルド カードの マッチングの 対象と します. 
/R スペース を タブに 変換し ます. 

/F 各行 頭から 最初の キャラクタ （スペース， タブ 以外の) 間の みで 変換 を 行い ま 

7F" により， 例えば， プログラム 中の 文字列 データ 内の スペース， タブが 変換され てし ま 
い， コンパイル 後， 実行時に 予想外の 表示が なされる といった トラブル を 防ぐ ことができます. 

[例] A>expand test.c > prn0 



29 



第 1 部 MSX-D0S2 TOOLS 



GREP 



「機能， 入力から 任意の 文字列 を 含む 行の み を 出力し ます. 

1*^1 GREP C/H] [/X] [/C] [/N] [/A] "く 文字列〉" [く ファイル スペック〉] 



解脱 I 入出力 は 通常 標準 入出力が 用い られ ます カミ， 入力に はく ファイル スペック > による 1 
つまた は 複数の フ アイ ルが 指定 可能です. 

文字列 は ダブル クオ 一 テーシ ヨンで 囲み 必ず ファイル スペックの 前で 指定し ます. 入 
力 中の 検索 文字列 を 含む 行 を 先頭 か ら の 行 番号 をつ けて 出力し ます. 入力が フ ァ ィ ルス 
ペック の 場合， フ アイ ル 単位で フ アイ ル名 とともに 出力され ます. 

文字列 中で 大文字， 小文字 は 区別され ません. 

文字列に は 漢字 を 含む こ と がで きます. 

GREP コマンドに は 次の ような 4 つの オプション スィ ツチが あり， これら を 有効に 糸 li 
み 合わせ る ことにより， コマンド を 効果的に 用い る こと が 出来 ま す. 

/H 不可視 ファイル も ワイルド カードの マッチングの 対象と します. 
/X 指定した 文字列 を 含まない 行 を 返します. 
/C 指定した 文字列 を 含む 行数の み を 返します. 

/N 行 番号， ファイル 名， 文字列 を 含む 行数 を 省き， 行の み を 出力し ます. 
/A 大文字， 小文字 を 区別して 検索し ます. 

~W1 A>grep /n "書式" ¥help¥c*.hlp0 

[睿 式] CHDIR [d:] [バス] または CD [d:] [パス] 

[書式] CHDIR [d:] [パス] または CD [d:] [パス] 

[軎 式] CHKDSK Cd:] [/F] 

[畨 式] CLS 

[害 式] C0MMAND2 [コマンド] 
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第 5 章 コマンド リファレンス 



HEAD 



機^ I 入力の 先頭から 指定され た 行 を 切り取って 出力し ます. 



害 式 I HEAD [/H] [/しく 出力 行数 >] [く ファイル スペック >] 



解脱 I 入出力 は 通常， 標準 入出力が 用いられ ますが， 入力に ついてはく ファイル スペック〉 



で 1 つまた は 複数の フ アイ ルが 指定 可能です. 

入力の 先頭 行から 指定の 行数 を 切り取り， 行 番号， 残り 行数， 入力が ファイル スぺッ 
ク である 場合， ファイル 名 をつ けて 出力し ます. 

各行 は 通常， コンソール 画面 幅 を 超えた 部分に ついては 出力され ませが， 出力が ファ 
ィル その他の デバイス （プリ ンタ など） にリ ダイ レク ト されて いる 場合 は， 行の 途中で 力 
ッ ト される ことはありません. これによ り 行 番号の ついた ファイル や プリ ント アウト を 
得る ことができます. 

出力の 内容 は 以下の ォ プショ ンスィ ツチに より 変更 可能です. 



/L 先頭から 何 行 出力す るか をく 出力 行数〉 で 指定し ます. 指定の ない 場合， 先 

頭 か ら 10 行 分の 出力 となり ま す. 
/N スィッチ を 指定す ると， 行 番号， ファイル 名 等す ベて 省かれ， 行 本体の みの 

出力と なります. この場合の 出力 は， 画面 幅と 無関係に 全て 表示され ます. 
/H 不可視 ファイル も ワイルド カードの マッチングの 対象と します. 



例 ] A>head ¥help¥x*.hlp(3 

A:VHELP¥XCOPY.HLP: 
1： XCOPY 
2： 

3: [機能] ディスクの フ r ィル および ディレクトリ を 別の ディスクに コ 

4： ビーす る， 

5： 

6: [書式] XC0PY [ファイル スペック [ファイル スペック]] [ォ ブシ 8 ン] 
7： 

8: [解説] 使用で きる ォブシ 8ン を 次に 示します. 
9： 

10： C/A] [/E] C/H] C/M] [/P] C/S] C/T] C/W] 

A:¥HELP¥XDIR*HLP: 
1： XDIR 

2： 

3: [機能] ディレクトリ 中の すべての ファイルの リスト を 表示す る. 

5： [害 式] XD1R [ファイル スペック] [/H] 
6： 

7： [解説] ファイル スペックで リストす る ファイル を 指定し ます. 

8: /H によって 隠された ファイル を 表示す る ことができます. 
9： 

10： XDIR は D1R コマンドと 類似して いますが， ファイルの 日付と 

A> 
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第 1 部 MSX-D0S2 TOOLS 



KEY 



「機能 I ファンクションキーに 文字列 を 設定し ます. 



「害 式 1 KEY [/I] [ON | OFF] [く ファンクションキー 番号〉， く 設定 文字列 >] ••• 

「解脱"1 画面 最下 行に 現在の ファ ンク シ ョ ン キーの 設定 を 表示 （キー オンの 状 能） した り ， 消去 
(キー オフの 状 能） します， 

コマンド 行で 変更したい ファンクションキー 番号 (1〜10) に 続いて, 設定 文字列 を 入力 
する ことにより， ファンクションキーの 設定 をし ます. キー 番号と 設定 文字列 は カンマ 
で 区切り ます. 

設定 文字列 中に キヤ リ ッジ リターン， エスケープな どの コントロール コー ド を 入力 し 
たい 場合， "¥xx" のように 4 ¥ ，に 続けて 2 桁の 16 進数で キャラクタ コード を 入力し ま 
す. 

設定 文字列の 長さ は 15 文字まで 指定 可能です. 

KEY の ON/OFF の 指定 は コマ ン ド 行の 最初の ァー ギュメ ン ト で 行い， 省略す ると コ 
マ ン ド 実行 以前の 設定 となります. 

また， 文字列 中に ツール コマンドの アーギュメントの 区切と して 使われる 文字 （スぺ 一 
ス， タブ， （， ，， '十，， 'く，， '>>, カンマ， 'Z，， ' ；，， ' | ，） を 指定したい 場合， "dir/w" 
などの ように ダブル クオ一 テ一シ ヨンで 囲みます. 

/1 ファンクションキー を BASIC の 初期設定に 再 設定 します. 



例 1 A>key off 1,'，D1R/W ¥OD"0 

(ファンクションキー 1 に DIR/W と 改行 コード を 設定) 
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第 5 章 コマンド リファレンス 



LIST 



[機能 1 MSX-BASIC の 中間 言語 ファイル を アスキー 文字列に 変換し 出力し ます. 



書式 | LIST < 入力 ファイル 名 > 



解脱 | 入力に は 必ず ディスク 上の BASIC バイ ナ リファイ ル名を 指定して 下さい. 出力 は標 
準 出力です. 

MSX-DOS 上で BASIC の プログラム リスト を 表示したり， リダイレクション を 用い 
てフ アイ ルに する ことにより， D0S2 上の エディ タ （KID な ど） をつ かつ て 編集す る こ と 
が 可能になります. 



例 ] A>)ist TEST.BAS0 

100 DEFINT A-Z: SCREEN 1.2:»IDTH 32 
110 COLOR 15，1,1:KEY OFFtGOSUB 400 



800 END 
A> 
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第 1 部 MSX-D0S2 TOOLS 



LS 



「機能 I ディレクトリの 詳細情報 を 報告し ます. 

FW^I し S [/H] [/L] [/A] [/B] [/C] [/D] [/S | /T] [/R] [く ファイル スペック > 
ドライブ 名 >] 



解脱 I アーギュメント を 指定し ない 場合， カレント ドライブの カレント ディレクトリ 下の フ 
アイ ルゃ サブ ディ レク ト リ名を アルファべ ッ ト 順に ソー ト し， スクリーン 幅に 合わせて 
改行し 標準出力に 出力され ます. 

ファイル スペック や ドライブ 名 を 指定 し た 場合に は， 指定の ファイル や サブ ディ レク 
ト リ， あるいは 指定の ドライブの カレント ディ レク ト リの ファイル や サブ ディ レク ト リ 
の 情報が 出力され ます. 



/し 最新 更新 日時， ファイル サイズ， ファイル 厲 性の 情報 を 付加し， 各 ファイル 

ごとに 改行して 表示し ます. 
/A 1 行に 1 ファイル ずつ ファイル 名と ファイル 属性 を 表示し ます. 
/B )) ファイル サイズ を 表示し ます. 

/D ガ ファイルの 日付 を 表示し ます. 

10 表示の 形式 を 1 行に 1 ファイルに する. 
/T 最新 更新 日の 新し レ リ IH に 表示し ます. 
/S ファイル サイズの 大きい 順に 表示し ます. 

/R 上記 2 つの スィッチと それぞれ 組み合わせる ことにより， 各々 逆に 表示し ま 

す. 単独の 場合， アルファベットの 逆順と なります. 
/H 不可視 フ アイ ルも ワイルド カードの マツ チン グの 対象 とします. 



尚， "/T"， "/S" が 共に 指定され た 場合， 7T" のみが 有効と なり 日付 順に 表示され ま 
す， 



フ アイ ル 属性 を 表す キ ャラ クタ の 意味と 表示 形式 は 以下の とおり です. 



d サブ ディ レクト リ を 表す. 

r フ アイ ルが 読み だ し 可能で あ る こと を 示す. 

w ファイルが 書き込み， 削除 可能で ある こと を 示す. 

S フ アイ ルが システム 属性 を 持つ こ と を 示す. 

a ファイルの アーカイブ ビッ 卜が ON である こと を 示す. 

h ファイル または ディ レクト リが 不可視 属性 を 持つ こと を 示す. 
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第 5 章 コマンド リファレンス 



例えば， 

-rw-ah 

と 表示され たと き は， この ファイル は 読み S き 可能な 不可視 ファイル であり， 現在 ァ、 
カイ ブビッ 卜が 立って いる こと を 示します. 



h/l/t0 

0 bytes 
0 bytes 
0 bytes 
14976 bytes 
4480 bytes 
57 bytes 
57 bytes 



(更新/作成の 日付の 新しい 順に ソー ト） 
Aug-10-1988 13： 49 A: TOOLS 
A: HELP 

^ C0MMAND2.COM 
A:MSXD0S2.SYS 

a: autoexec. bat 
a:reboot.bat 



Ju 卜 22- 1988 15：05 
Jul-22-1988 15：05 
Ju 卜 22-1988 14:30 
Ju 卜 22-1988 14:30 
Jul-21-1988 23:01 
Jul-21-1988 23:01 



/ i h Jn i h I i 

s l 一 I 一 I 一 I 

lwwwwwww 

> rrrrrrr> 

A d d d ^ 一 I - A 
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第 1 部 MSX-D0S2 TOOLS 



MENU 



「機能， ディスク 上の ファイル について， 連続して デリート， リネーム， タイプ， ダンプな どの 
処理 をお こなう こと が 可能です. 

[J^] MENU [/H] [/L] [/T I /S] [/R] [く ファイル スペック〉 | く ドライブ 名〉] 



解 鋭 | MENU と 入力す ると， カレント ドライブの ディスク 上の ファイル 名が アルファべ ッ 
ト 順に プロンプト 表示され ます. 下記の サブ コマンド により 各 ファイル にっき コピ^"， 
リ ネーム 等 様々 な 処理 を 行う ことができます. 

また， カレント ドライブに ついて のみでな く， ドライブ 名 や ファイル スペックの 指定 
により 他の ドライブ や 特定 ファイルの 指定が 可能です. ただし， サブ ディレクトリの 指 
定 はでき ません. 

以下， 各 コマンド 操作に ついて 解説し ます. 



ESC, Q 
SPACE, 0 



R 

D 

C 

BS キー 



コマンド 処理の 中止 

現在 表示され ている ファイル について 何も 処理し ません. 次の フ アイ 
ル について， 処理 命令 待ちの 状態になります. 
表示 中の フ ァ ィ ルを 消去し ます. 

表示 中の ファイル をリ ネームし ます. 新しい ファイルネーム を 引き続 
き 入力し ます. 

ファイルの 先頭から 1 画面 分 を タイプ ァゥ ト します. 
ファイルの 先頭から 1 画面 分の ダンプ リス トを 表示し ます. 
ファイル を 他の ファイルに コピーし ます. "C" を 入力 後， 引き続き コ 
ピー 先の く ファイル 名〉 を 入力し ます. 
1 つ 前の ファイルに プロンプトが 戻り ます. 



"T" 及び" D" を 実行した 場合， プロンプトの ファイル 名 は 実行 前の ものが 引き続き 
表示され ます. 従って， ファイルの 内容 を 確認した 後， デリート 等の 処理 を 行う ことが 
可能です. 

ファイルの 表示 順序 は 以下の スィ ツチに よ り 変更で きます. 



11 フ アイ ルの 日付の 新しい 順に 表示. 
/S フ アイ ル サイ ズの 大きい 順に 表示. 

/R "/S"， 7T" と 組み合せて それぞれの 逆に 表示， 単独で は アルファべ ッ トの逆 
順に 表示し ます. 

/L ファイル 名の 他に ファイル 属性， 日付お よび サイズ を プロンプト として 表示 
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します. 表示の 形式 は LS コマンドの 場合と 同様です. 
/H 不可視 ファイル も ワイルド カードの マッチングの 対象と します. 

7T" と "/S" を 同時に 指定した 場合， "/S" は 無視され， 日付 順に 表示され ます, 



A>nenu i«fj 
C0MMAND2.COM 
MSXD0S2.SYS 

TEST,C:R OR を 入力して， リネーム する. 

NEWFILE NAME:TEST1.C0 

O ファイル 名 を TEST1.C と 入力し， リターン キ 一を 押す. 

Complete 

TEST2.C:Q OQ で 終了. 

A> 
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MORE 

I 機能 I 標準入力 または 指定され た ファイル を 1 画面 分ず つ 区切りながら 檩準 出力し ます. 
fW^I MORE [/H] [/P< 行数: >] [く ファイル スペック >] 



解脱 I 標準入力からの 内容， または 指定の ファイルの 内容 を 標準出力 (通常 は CRT ディ スプ 
レイ） に 1 画面 分 表示し ます. 入力が さらに 続く 場合， 画面 最下 部に 

====M0RE?==== 

と 表示 され キ 一入 力 待ち の 状態 となります. 

さらに， スペース キ 一をお す ことにより， 次の 1 画面 分， リターン キー を 押す ことに 
より 次の 1 行が 表示され， 再度 キー入力 待ちと なります， 

以下， 入力 （ファイル また は 標準入力） の 終 り ま で 同様の 操作に よ り 表示す る こと が 出 
来ます. 

Q キ 一入力 待ちの 状態で 'Q， キ 一 を 押す ことにより コマンド は 中止され ます. 
S キーに より， 現在 表示 中の ファイルから 次の ファイルに スキップして 出力し 

ます. 入力が 標準入力の 場合 や 1 ファイル のみ 指定の 時な ど は コマンドの 終 

了と なります. 

IP 1 画面の 出力 行数 を 任意に かえる ことが 出来ます. 

/H 不可視 ファイル も ワイルド カードの マッチングの 対象と します. 



例 | A>more test. doc 0 
TEST. DOC: 

これ は、 nore コマンドの テスト 用 ファイルです. 



==== More ？ ==== 

この 状態で スペース キー を 押す ことにより， 
出力が 再開され ます. 
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PATCH 

[mt] バイナリファイル を 更新し ます. 



書式 I PATCH [/S く ダンプ 開始 バイト〉] く ファイル 名〉 



解脱 1 コマンド 行の 入力に より 指定の ファイルが スクリーンに 16 進で 表示され, パッチ モー 
ド （ファイル 更新 モード） となります. カーソル キーで カーソル を 動かし， スクリーン 上 
の 数値 を 変更す る ことにより， 指定の バイ ナ リファイ ルを 更新す る こと がで きます. 

ダンプ 開始 バイ ト は "/S" オプション により 4 桁 以内の 16 進数で 指定 可能です. 指定 
しない 場合に は， ファイルの 先頭から となります. 

さらに パッチ モードに おいて， ESC キー を 押す ことで コマンド モードに 入り， フ アイ 
ルの 任意の 位置 を 指定し 更新す る ことが 可能です. 以下， 各 モードで 使用で きる キー， 
コマンド について 解説し ます. 



パッチ モー ド 
,A，〜'F， 



'P，， 'N， 
カーソル キ- 
SPACE キ- 
BS キー 
ESC キー 



(0〜9， の 各 キー 

更新したい バイ トの 16 進 表示 上に カーソル を 移動し， 各 キー を 入力す 

る ことにより， メモリ 上の ファイル イメージ を 変更し ます. 

ダンプ 表示 ページ を 切り替えます. 

カーソル を 任意の バイ ト 上に 移動し ます， 

カー ソ ルを 右に 一つ 移動 します. 

カーソル を 左に 一つ 移動 します. 

ザ， コマンド モードへ 移行し ます， 



コ マン ドモ一 ド 

P パッチ モードに 戻ります. 

X 更新した メモリ 上の ファイル を セーブして コマンド を 終了し ます. 
Q 更新した メモリ 上の ファイル を セーブせ ずに コマンド を 終了し ます. 

< ダンプ 開始 バイ ト> の 指定 

ダンプ 開始 バイ トを 16 進数 4 桁 以内で 指定 し， リターン キー を 押す ことにより 指定の 
バイ 卜から ダンプ 表示され パッチ モードに 戻ります. 

PATCH コマンド では 上記の 各 キーの 入力 をリ ダイ レク ト によ り ファイルから 行う 
ことができます. 例えば， 下記の PATDATA.DAT の 様な ファイル をつ くり， これ を 
PATCH 起動時に 入力 リダイレクト する ことにより， 自動的に フ アイ ルが 更新 され コマ 
ンドを 終了し ます. 
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例 ， ファイルの 100H バイト 目 を CDH， 101H バイト 目 を EFH に 変更す る. 

A>body patdat.dat 0 (パッチ データファイルの 内容） 
PATDATA.DAT： 
1：$ 
2： 100 
3:cdef 

5:x 

A> 

A>patch file.bin く fmtdata.dat0( ファイルから パッチ データ を 入力す る） 



A> 
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SLEEP 



mm\ システム を 一時 休止 状態に します. 

SLEEP [/A] [/B] [[<hh>,]<mm>,]<ss> 



r»Bfcl SLEEP コマンド では システムの 再開までの 時間 を 時 (hh)， 分 (mm)， 秒 (ss) で 指定し 
ます. また， オプション により システム 再開 時刻の 指定 も 可能です. 

時， 分 は 省略 可能です 力、 分の みの 省略 は 無効です. また， この場合， 時の デフ オル 
トは 当時 刻と なります. 

/A システム 再開 時刻の 指定と なります. 時， 分， 両方の 省略 は 無効です. 
/B システムの 再開 時に ビープ 音 を 発生し， アラーム として 用いる ことが 出来 ま 
す. 

SLEEP コマンド は 1/60 秒に 1 の 割り込み を カウント する ことにより 時間 を 計つ て 
います. 

pWH A>sleep /b 20 0 



A> 
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SORT 



「機能 1 文字列 データ を ソート （並べ 替え） します. 



«*] SORT [/H] [/A] [/R] [/S く 桁 数 >] [く ファイル スペック〉] 



「解脱， 入出力 は 通常 標準 入出力が 用い られま すが， 入力に ついてはく ファイル スペック > で 
—つ ま た は 複数の 入力 ファイル を 指定で きます. 

入力され た アスキー コードの データ を 各行の 1 文字 目から を 対象に 判断し， 各行 を特 
殊 文字， 数字， アルファベット， カナの 順に 並べ 替え を 行います. アルファベット はァ 
ルファ ベット 順に ソート された 後， 大文字， 小文字の 順に 出力され ます. 



/R 上記の 逆順に ソートし ます， 

/S 各行の 何 桁 目 か ら を 判断の 対象 とする か を 桁 数で 指定し ま す. タ ブは 相当数 
の スペース として 数えます. また， 2 つの オプション は 同時に 指定 出来ます. 
/A アスキー コード 順の ソート をし ます， 

/H 不可視 ファイル も ワイルド カードの マッチングの 対象と します. 



7R" と "/A" を 同時に 指定した 場合， アスキー コード 順の 逆 ソートと なります. 



例 I A>sort test.dat y 
I 2 3 
4 5 6 
A B C 
a b c 
B B B 
b b b 
7 i ゥ 
1 ォカ 
A> 



42 



第 5 章 コマンド リファレンス 



SPEED 

[mm] ADDAUX により ドライバ を 組み込んだ 後に RS-232C の 通信 パラメータ を 設定し ます. 
「書式 | SPEED く speed > < parameter > < timeout > 
[m^] 各 パラ メータの 意味 は 以下の 通 り です. 

< speed > 通信速度 を 指定し ます. 指定で きる 速度 は 以下の通りです. 



50， 75, 110， 300， 600， 1200， 1800, 2000, 2400， 3600， 4800, 7200, 画， 
19200 



< parameter > キャラクタ 長な どの 通信 パラ メータ を 文字列で 指定 します 
各々 の 文字の 意味 は 次の 通 り です. 



1 文字 目 キャラクタ 長の 指定です. 

5 5 ビット 

6 6 ビット 

7 7 ビット 

8 8 ビット 

2 文字 目 パリティ ビットの 指定です. 

N なし 

E 偶数 パリティ 

0 奇数 パリティ 
3 文字 目 ストップビット 長の 指定です. 

1 1 ビット 

2 1-5 ビット 

3 3 ビッ ト 
4 文字 目 XON/XOFF 制御の 指定です， 

X 制御 を 行う 

N 制御 を 行わない 
5 文字 H CTS-RTS 制御の 指定です. 

H 制御 を 行う 

N 制御 を 行わない 
6 文字 目 CR を 受信した 時， LF を 付加す るか どうかの 指定です. 

A LF を 付加す る 

N LF を 付加し ない 
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7 文字 目 CR を 送信 し た 直後の LF を 送信す るか どう かの 指定です, 

A 送信し ない 

N 送信す る 
8 文字 目 SI/SO の 制御の 指定です. 

S 制御 を 行う 

N 制御 を 行わない 



< timeout > XON/XOFF 制御 や CTS-RTS 制御が 指定され て いる 時に 文字 を 送信す る 場 



合， XOFF を 受け取って いたり， CTS が OFF だった 場合に は XON を 受け取 
つたり， CTS が ON になる まで 待ちます が， この 待ち時間 を 数字 (秒 数) で 指定 
します. 0 が 指定され ると 無限に 待ちます. 指定 範囲 は 0 から 255 までです. 

なお， <speed> だけの 指定 やく speed〉 と く parameter) だけの 指定 もで き 
ます. この場合， 省略され た パラメータ は それぞれ 

く parameter) 8N1XNNNN 

< timeout > 0 
となります. 

通信 パラ メータに エラーが あつ た 場合に は 以下の よ う に 表示し， 設定 を 中止 
します. 



SPEED version 1.0 
Copyright 1989 ASCII Corporation 
Parameter error 

Usage ： speed <speed> C<parameter> C<tineout>]] 

<speed>=50,75, 110,300,600, 1200, 1800, 2000, 2400, 3600, 4800, 7200 r 9600, 19200 
<parameter>=<char><parity><stop><X-control><CTS-RTS> 
<Receive LF><Send LF><SI/S0> 



[ 例 l A>speed abc 0 



<char> 

<parity> 

<stop> 

<X - control > 

<CTS-RTS> 

<Receive LF> 

<Send LF> 

<SI/S0> 



5, 6， 7, 8 

N (none), 0 (odd), E (even) 
1 (Ibit), 2 (1.5bit〉， 3 (2b it) 
X (do X - control), N (don't) 
H (do CTS-RTS hand-shake), N (don't) 
A (add LF when CR is received), N (no) 
A (don't send LF after CR), N (send) 
S (do SI/SO control) き N (don't) 



<timeout>=0 f 1, … 



255 (second) 



Default: speed 1200 8N1XNNNN 0 
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TAIL 



機能 I 入力の 末尾から 指定され た 行 を 切り取って 出力し ます. 



「害 式 1 TAIL [/H] [/N] [/S< 開始 行> けしく 出力 行数 >] [く ファイル スペック >] 



解説 I 入出力 は 通常 標準 入出力が 用 いられ ま す 力、 入力に ついてはく ファイル スペック〉 で 
1 つまた は 複数の フ アイ ルが 指定 可能です. 

入力の 末尾から 指定の 長さ を 切り取り， 行 番号， 入力が ファイルの 場合 ファイル 名 を 
つけ で 出力し ます. 出力の 開始 位置 は 以下の オプション スィ ツチに よ り 指定し ます. 

/S 出力の 開始 行 を く 開始 行 > で 指定 します. 

/L 末尾の 何 行 を 指定す るか をく 出力 行数 > で 指定 します. 

以上， どちらも 用いない 場合， 末尾 10 行の 出力と なります. 
/N 行 番号， ファイル 名が 省かれ， 行 本体の みの 出力と なります. 
/H 不可視 ファイル も ワイルド カードの マッチングの 対象と します. 

"/N" オプション を 用いない 場合， 出力 は CRT の スクリーン 幅に あわせて， 行の 終 
わりが カット される 場合が あります. ただし， 出力が ファイル や プリンタ などの デバ ィ 
スに リダイレクト さ れ てい る 場合に は 出力が 行の 途中で 力 ット される こと はあり ま せん. 



例 1 A>tail b: test. doc 0 
B: TEST. DOC: 
22： this is line 22 
23： this Is line 23 

31： this is line 31 
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TR 



機能] 文字， 文字列の 置き換え を 行います. 



f*^1 TR [/H] C/W] [/D] [/S] [/I] C/C] C/N] "く 文字列 1>" ["く 文字列 2>"] 
[< ファイル スペック >] 

[mm] tr コ マン ド では， 入出力 は 標準 入出力で すが， く ファイル スペック〉 により ひとつ ま 
たは 複数の フ ァ ィ ルを 指定 可能です. 

また， "/W" スィッチ により， 2 種類の 置き換えが 選択 可能です. "/W" を 指定し ない 

場合， 文字 単位の 置き換え を 行います. < 文字列 1> に 含まれる 文字が 入力 中に 見つかる 

と， その 文字に 対応す るく 文字列 2> の 文字に 置き換えます. 

また， "/W" スィッチ を 指定し ない 時に のみ， "/C" スィッチが 使用 出来ます. "/C" 
スィ ツチ はく 文字列 1> に 含まれない 入力 中の 文字 をく 文字列 2〉 に 置き換えます. 

"/W" を 指定した 場合， 単語 単位での 置き換え を 行います. く 文字列 1〉 と 完全に 一致 
する 文字列が 入力 中に 検出され ると， く 文字列 2> に 置き換え 出力し ます. 

文字列の 指定に ついて 

• 文字列 は ダブル クオ 一 テーシ ヨンで 囲みます. 

きく 文字列 1> は 省略 出来ません. また"/ D" スィ ツチ 指定 時にはく 文字列 2〉 は 指定 
できません， 

争 文字列 は 255 文字 以下で 指定 し 途中に ヌル キャラクタ を 含んで はいけ ま せん. 
参 次の 三つの キ ャラ クタ は 文字列 中で 機能 コ ードと して 特別の 意味 を 持ちます. 

"-" (ハイフン） 二つ の 文字 ま た は 数字 を "-" でつな ぐ ことにより 文字 ま た は 数字 
の範 H の 指定と なります. ハイフンの 両側 は ANK キャラクタの 
み 有効です. 

例えば， "トビ， と 指定す ると "ijklmn" の 指定と 同等と なります • 

(アスタリスク） 文字 *N(N は 数字) で 同一 文字 N 個の 文字列 を 意味し ます. 
ANK キャラクタ に対して のみ 有効です. 
例えば， は "zzzzz" と 同等と なります, 



46 



第 5 章 コマンド リファレンス 



"¥ "(円記号) や タブ， キャリッジ リターン などの 特殊 コード や ハイフン， ァス タリス 
ク など を 文字列の 要素 として 指定し たい 場合 "¥" の 後に 以下の よ う な 指定 をす る ことに 
より 可能と なります. 



Vn 
¥r 
¥t 

¥x<16 進 2 桁 > 
¥<8 進 3 桁 > 

¥< 文字 > 



ラインフィード （OAH). 
キヤ リ ッジ リターン (ODH). 
タブ コード （09H). 

"x" の 後に 1 桁の 16 進数で コ 一 ド を 指定 します. 

3 桁の 8 進数で 指定し ます. 例えば， "¥102" は "A" となり ま 

す. 

円記号の 後の 文字 は そのまま 文字列の 要素と なります. 
例えば， "¥¥" のように 円記号 を 文字列に 指定 可能です. 



TR コマンドに は 以下の ような オプション ス イツ チが 指定 可能です. 



/W 単語 単位での 置換 (デフ オル ト は 文字 単位） をし ます. 

/C く 文字列 1〉 に 含まれない 文字 を 置換し ます ("/W" 指定 時 は 無効). "/C" ォ 

プシ ヨン は， スクリーンモードが ANK モードの みで 有効で， 漢字 モードで 

起動 し た 場合に は 無視 されます. 
/N フ アイ ル名を 出力から 省きます. 

/D く 文字列 1> の 文字 または 語 を 入力 中から 削除して 出力し ます. 

/S 同一の 置き換えが 連続す る 場合， 1 回の 置き換えに まとめて 出力し ます ("/ 

W"， "/D" のど ちらかが 指定され ている 場合， "/S" は 無効). 本 オプション 

は ANK モー ド時 のみ 有効です， 
/1 複数の 連続した スペース， タブ を 1 スペース として マッチング を 行います. 

本 ォプシ ヨン は ANK モー ド時 のみ 有効です. 
/H 不可視 ファイル も ワイルド カー ドの マッチングの 対象と します. 



例 ， A>TR w a-z" "A- Z" text.c@ 

A>TR Vintf( w M fprintf(stderr" CTEXT.C >CTBXT1.C0 

(置き換えの 結果 を ファイルに リ ダイレク ト する 場合） 
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第 1 部 MSX-D0S2 TOOLS 



UNIO 



「機能 1 入力 中の 隣接す る 2 行 を 比較し， それが 同じで ある 塌合， 2 行 目 を 出力し ません. これ 
により 重複す る 行 を 1 行に する ことができます. 



書式 I UNIQ [/H][/C][/N] [く ファイル スペック〉] 



解 鋭 | 入出力 は 通常 標準 入出力が 用いられ ますが， 入力に ついては く ファイル スペック〉 に 
より， 1 つまた は 複数の ファ ィ ルの 指定が 可能です. 

UNIQ の 機能 は SORT との 組み合わせで 持に;^ 力と な ります. SORT の 結果 を UNIQ 
フィルタに かける 事に より， 同一 行の 連続 出力 を 避ける ことができ， 見やす い 出力に な 
るで しょ う. 



I C 行頭に そ の 行の 出現 間数が 表示 されます. 

/H 不可視 ファイル も ワイルド カー ドの マッチングの 対象と します. 
/N ファイル 名 を 出力から 省きます. 



[例 ] A>sort <filel >file20 
A>uniq <file2 >Iistl0 

(以上の オペレーション により filel の 各行 力ま 辞 S 順に ソー ト され 同一 内容の 行が 重複 

しない リス トが listl として ディスク 上に つく られ ました •） 
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第 5 牽 コマンド リファレンス 

VIEW 



ほ 能 1 ファイルの 内容 を 画面 表示し， カーソル キー， その他の キーに より 画面 外 も 自由に 見る 
ことができます. 

rw^n view < ファイル 名 > 

[mm] view コマンド を 実行す ると ，く ファイル 名〉 で 指定 された フ アイ ルが 先頭 か ら 1 画 
面 分 表示され ます. 以下 カーソル キーな どの 操作に より， 画面 を 上下 自由に スクロール 
する ことができ， 1 画面に 収まらない ファイルの 内容 をす ベて 見る ことが 可能です. 
各 キー は 以下の よ う な 意味 を 持ち ま す. 

カーソル アップ キー 5 行 上 を 表示し ます. 
ダウン キー 5 行 下 を 表示し ます. 
ライ トキ 一 8 桁 右 を 表示し ます. 
レフ トキ一 8 桁 左 を 表示し ます. 

P 前 ページ を 表示し ます. 
N 次 ページ を 表示し ます. 
H ファイルの 先頭 を 表示し ます. 
T フ アイ ルの 末尾 を 表示 します. 

？ VIEW コマンドの サブ コマンドの ヘルプが 表示され コマンド を 起動 中に 参照 

する ことができます. 
Q, q, <CTRL-C>, ESC キー 
VIEW を 終了し ます. 



例 1 A>Yiew test.c0 
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第 1 部 MSX-D0S2 TOOLS 



wc 



「機能 1 入力 中の 語数， 行数， ページ 数 を カウント します. 

rwi wc [/h] [/p< 行数 >] [く ファイル スペック >] 



「解脱 I 入出力 に は 通常 標準 入出力が 用い られま すが， 入力に は < ファイル スペック > により 

1 つまた は 複数の ファイルの 指定が 可能です. WC コマンド では， 文字， 数字の ブランク 
を 含まない 歹 IJ (ただし， "，" "-" 等が 間に あっても 連続と みなす） を 1 ワードと します. 
そ れ 以外の も の は 無視 されます. 

全角 文字 をサ ポー ト していな いため， 入力 中に 全角の スペース などが 含まれた 場合， 
正しく カウントされ ません. 

/P 1 ページ 毎の 行数 を 指定 出来ます. デフォルト は 60 行です. 
/H 不可視 ファイル も ワイルド カードの マッチングの 対象と します. 

「 例 1 A>wc *.doc@ 

Pages Lines Words Characters 

A. DOC 12 116 441 1543 

B. DOC 1 12 25 85 
に DOC IE 110 500 1834 
A> 
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第 6 章 エラーメッセージ 一 K 



第 6 章 エラー メ ytz — ジー薦 

ツール コマンド ではす ベての エラー メ ッ セージ は コンソール 画面に のみ 出力され ます. 
プリ ンタゃ ファイルに エラ一 メ ッ セージが 出力され る ことはありません. 

Bad argument ( + usage) 

アーギュメントの 数に 誤りが あったり， 不要な アーギュメントが コマンド ライ ン中 にあ 
つた 場合 この メ ッ セージと ともに ユー セージ を 表示し コマンド を 終了し ます. 

Bad field specified 

BODY, DUMP コマンドで 出力の 開始 行 (バイ ト） の 指定が 終了 行 (バイ ト） より 大きい 
場合 この メ ッ セージで 処理 を 終了し ます. 

Bad hexadecimal 

16 進数の 指定に 誤 り が あ ります. 

tr "¥Ox" "Oa" (x は 16 進数と して 不適切な ため エラーと なる） 

Excessive argument ( + usage) 

アーギュメント の 数が 多す ぎます. 

複数の ファイル 名 を' + ，または 4 ， ，でつな がずに 指定した ような 場合， この メッセージが 
表示され ます. 

I 例] Is * .c * .com * ,rel 

File cannot be copied onto itself 

MENU コマンドの "C" (コ ピー） コマンドで コ ピー 先の フ アイ ル 名が コピー 元と 同一に 
指定され た 場合 この メ ッ セージ を 表示し ます， 

コピー は 行われず プロンプトの ファイル 名 は そのままで 次の コマンド 待ちと なります. 

く ファイル 名 > is not a hexfile 

BSAVE コマンドで HEX ファイル でない ファイル を 入力した ときに この メ ッ セージで 
コマンド を 終了し ます. 

Illegal combination of switch 

オプション スィ ツチの 指定に 無効な 組み合せが あります. 

その後の 処理 は コマンド により 異なります. （BODY, MENU, LS の 各 解説 を 参照して 
下さい） 
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第 1 部 MSX-D0S2 TOOLS 



例 ] Is /s/t 



Invalid month specif ied^ + usage) 

CAL コマンドで 1〜12 の 範囲 以外で 月の 指定が あった 場合の メ ッ セージです. 

Invalid character in 7x'( + usage) 

オプション スィ ツチ 中に 不要な パラメータが あり ます. 

例えば ゾ H ，才 プシ ョ ンな どの よ う に パラ メータ の 不要な ォ プシ ョ ン において， ゾ HI ，な ど 
のよう に 無効な 文字 や 数字が 指定 されて る 場合， ユー セージと 共に この メッセージ を 表 
示し コマンド を 終了し ます， 

Invalid key number( + usage) 

KEY コマンド において 1〜10 以外の ファンクションキー ナンバーの 指定が あった 場合， 
この メ ッ セージで コマンド を 終了し ます. 

複数の キーの 指定の なかで ひとつで も 誤りが あった 場合 この エラーと なり 処理 を 中止し 
ます. 

Invalid minute or second specified ( + usage) 

SLEEP コマンドで 60 以上の 分 ま た は 秒の 指定が あ つたと きに この エラ^" となります. 
ただし， 時の パラメータ 省略時の 分， 時， 及び 分の パラメータ 省略時の 秒の 指定に は 60 
を 超えた 値 も 許されます. 

<フ アイ ソレ 石> has insufficient lines(bytes) 

BODY, DUMP 等で ゾ S ，オプションで 指定され た 出力の 開始 行 （ダンプ は 開始 バイ ト） が 
指定の ファイルの 総 行数 (バイ ト数） を 超えて いる 場合 この メ ッ セージが 表示され ます. 
複数の ファイルが 指定され ている 場合 コマンド を 終了せ ず 次の ファイル を 出力し ます. 

Invalid time, missing parameters ( + usage) 

SLEEP コマンド の 時刻 指定 (/A 指定 時) で 時， 分の パラ メータ が 共に 省略され た ときこ 
の エラーと なります. 

Vis not digit v + usage; 

数字で バ ラ メータ を 指定し なければ ならない オプション スィッチ で 数字 以外 を 指定 し た 
場合， この エラーメッセージが 表示され ます. 

pWH HEAD /S12FG 

この場合， "'F，is not digit" と 表示され ます. 
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第 6 章 エラーメッセージ 一^ 



Missing parameter ( + usage) 

HEAD コマンド のゾ S ，ォ プシ ヨンの よう に 必ず パラ メータ が 必要な ところ で 指定が な 
いと， この メッセージで エラ^ • 終了と なります. 



「 例 1 cal /y 

この場合， "Missing parameter in ゾ Y'，， と 表示され ます. 

Not enough memory for buffer 

コマンドの 実行に 十分な メモリ を 確保で きなかった 場合に この メ ッ セージ を 表示し コマ 

ンドを 終了し ます. 

くフ アイ ル名 > not found 

指定の ファイルが ディ レク ト リ 中に 見つかりません. 

Rename error 

MENU コマンドの' R ，（リネーム） コマンド において 指定され た 新しい フ アイ ル 名が， す 
でに ディ スク 上に 存在す るフ ァ ィ ルと 同一で ある 場合に， リ ネーム エラーと なり ブロン 
ブトの フ アイ ル名は その ま ま で 次の コマ ン ド 入力 待ち となります. 

Syntax error ( + usage) 

KEY コマンド で 文字列 設定の 書式に ま ち がいが ある 場合の エラ 一 メッセ 一 ジ です. 

| 例 | KEY F1 ，DIR 

こ の 場合， ファンクションキー ナ ンバ〜 と 設定 文字列の 区切 り に カンマで なく 
ピリオドが 使われて いる ためこの エラーと なります. 

Unknown switch ( + usage) 

無効な オプション スィッチ が 指定 さ れた 場合の ェ ラー メッセージ です. 

n^n wc /k 

この場合， WC コマンドの オプションに/ K は 存在し ない ためこの エラーと な 
り コマンド を 終了し ます. 
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スクリーン エディタ 



第 2 部 スクリーン エディタ 



第 1 章 MSX-DOSS エティ タ 
KID, AKID の 概略 

KID, AKID は MSX- D0S2 上で 動作す る スクリーン エディタ です. 

KID, AKID のまな 用途 は プロ グラム フ アイ ルの 作成です が， D0S2 対応に よる 階層 ディ レクト 
リの サポート や， 漢字 対応に より 通常の 文書 作成に も 十分に 対応で きる ものです. また， VRAM 
を データ 領域と して 用いる ことにより 非常に 大 きな フ アイ ルを 編集す る こと がで きます. 

以下に 本 エディ タの 特徴 を 簡単に 述べて みます. 



1,1 MSX-DOS2 への 対応 

本 エディタ は MSX-D0S2 の 階層 ディレクトリに 対応して います. これにより， 編集 対象と な 
るフ アイ ルの 管理 を 効率的に 行う ことができます. 



1-5 漢字 対応 

MSX - D0S2 や 漢字 BASIC により MSX の 世界で も 日本語 を 扱える ようになって きま した. 
これに 対応して， KID では 日本語 ファイルの 編集が 可能に なりました. これにより， プログラム 
中に 日本語の コメント を 付けたり， 漠字 データ を 扱う プログラム を 容易 に 作成す る ことができる 
ようになりました. 



1.3 ユーザー 独自の キー 投 定か 可能 

本 エディ タ では， カーソル 移動 や， 文字の 削除な ど エディ タの 基本的 機能の ほとんど を， CTRL 
キーに よる 操作で 行 うこと がで きる ため， 効率的な 編集が 可能です. 

さらに， これらの キーの 割り当て を ユーザー 自身が 独自に 設定し なおす ことができる ようにな 
つてい ます. つまり， ほかの マシン 上の エディタに 慣れ親しんだ 方が 使い慣れた キ 一設定で 
KID, AKID を 使う ことができる のです. 
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MSX-D0S2 エディタ KID, AK1D の 概略 



1.4 テキスト エリアと して VRAM を サポート 

本 エディ タ のもう 1 つの 大きな 特徴 は， テキストの データ エリアと して VRAM を 用いて いる 
ことがあ げられ ます. 

VRAM に は ANK モードで 約 120K バイ ト， 漢字 モードで 約 64K バイ トの 空き 領域が ありま 
すが， これらが ほぼ フルに テキスト エリアに 割り当てられます. これにより， メイン RAM をデ 
—タエ リアに 使うよ りず つ と 多くの 容量 を 確保で きます （メイン RAM は トータルで 64K バイ ト， 
実際に デー タエ リア に 使え る の は せいぜい 30K バイト）. 

実際に 編粜 できる ファイルの 大きさ は AKID で 約 110K バイ ト 前後， KID で 約 60K バイ ト前 
後です が， これ は 通常の プロ グラム や 文書の 作成に は 十分な 大 き さ です. 
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笫 2 部 スクリーン エディタ 

第 2 章 エディタって 何 7 

エディタ を 初めて 使う 人の 中には， ワープロなら 使った ことがある けど， エディタって 何の こ 
とだろう ？ ワープロと どこが 違 うんだろう ？ という 人 もい るか もしれ ません. 
既に， エディタ を 使って いる 人 や， 使った ことの ある 人な ど， エディタが どういう もの か 知つ 

ている 人 は， 「第 3 章 起動 方法」 に 進んで もらっても かまいません. 

この 章で は， エディ タ がどうい う ものな のか ワープロ と比べてみながら 少し 説明して みる こ と 
にします. 

ワープロ は， もともと 文書 を 作成す るた めに 作られた ものです. ですから， 画面に 書いた 文書 
や， 表 や， グラフ を 最後に は 紙に 記録す る （印刷す る） という こと を 目的と しています. また， そ 
のた めの 機能 （いろいろな 文字 体 や さまざまな バリエーションの 印字 等） をた くさん 備えて います, 

では， エディタ は 何に 使う のでし ようか？ 

エディタ はお もに プログラム を 作成したり， 修正した りする ための 道具と して 使います. です 
から， ワープロ のように 表 を 作ったり， 図 を 書いたり， 印刷した りする こと は 重要で はあり ませ 
ん. いって みれば， "プログラム" という 文章の み をい かに 効率 良く， 早く， 作成したり 修正した 
りして， 最後に は ファイルに 記録 するとい うこと を， 目的と している のです. 

普通， エディタで 扱われる ファイル は" テキストファイル" と 呼ばれる ファイルです， この フ 
アイ ルは， 簡単に言えば， "文字 （スペース や 改行 文字 も 含めて） が 連続 的に 集まった もの" です. 
画面に 表示す る 時には， このまま 表示した ので はわ かりにく いので， 改行 文字のと ころで 改行し 
たり， 長い 文字列 は 画面に 入る よ う に 右端で ターンして 見やす いよう に 表示され ます. 

エディタ は ワープロ に比べ 機能が 絞られて いるので， 一般に 操作 は 簡単で， プログラム 開発と 
いう 目的の ために 処理 は 高速です. プログラム を 開発す るのに 便利で あると いう こと は， デバ ッ 
グ 作業 (プログラムの 不具合 を 修正す る 作業） に 便利で あると いう こ とです. デバッグ 作業で は， 
修正したい 箇所 を 素早く 捜し だしたり （検索)， 内容 を 新い、 命令 や 処理に 置き換えたり （置換） と 
いった 処理が 頻繁に 行われます. エディタ は， これらの 機能に 優れてい ます. 

大きな プログラム では， 1 つの ファイルで 開発 を 行う と 効率が 悪くなる ので 複数の ファイルで 
構成す る ことになります. そこで， ある ファイルの 一部 を 別の ファイル としたり （ファイルの 分 
割)， ある フ アイ ルに 別の フ ァ ィ ルの 一部 を 持つ て 来た り （フ アイ ルの 統合） と いった 機能が あれば 
便利です， ほとんどの エディタ は， これらの 機能 を 持って います. ワープロ では 文章 を" ページ" 
で 区切ります 力、 エディタに は" ページ" という 考え方はありません. 区切りが 必要な 時 は， 行 
番号で 区切ります. 

以上 エディタ について ワープロと 比較 をして 簡単に 説明して みました. ただ， 近で は エディ 
タ のよう な ワープロ や， ワープロの ような 機能 を 持った エディタ もで てく るな どして， エディタ 
と ワープロの 厳密な 区別 はっきに くくな つてい ます. さらに， エディタの 持つ 操作 性の 良さ， 処 
理の早 さ 等に 注目して エディタ を ワープロ 代わりに 利用した りする 人 もで てきて います. 
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第 3^ 起動 方法 



第 3 章 起動 方法 



3.1 漢字 エディタ KID と 

ANK 專用 エディタ AKID 



本 パッケージに は， 

漢字 エディ タ として KID (キ ッ ド） 

ANK 専用 エディ タ として AKID (エイ キ ッ ド） 

の 2 種類が 用意され ています. 

漢字 を 含む 日本語の テキ ス トフ アイ ルの 編集に は KID, ソース プロ グラムな ど 漢字 を 使用し な 
い テキストファイルの 編集に は AKID, という 様に 使い分けて いただきます. もちろん， KID で 
も アルファべ ッ トゃ カタ カナと いった ANK 文字 を 編集す る こと は 可能です が， AKID と KID で 
は， AKID の 方が 処理 速度， 扱える ファイルの 大きさと いった 点で 漢字 処理 をし ない 分， 格段 優 
れ ています • この こと を 踏まえて， 編集す る テキストファイル に応じて 使い分ければ， 効率よ く 
編集 作業 を 進め る こと がで きます. 

3,1,1 KID と AKID の 連い 

鲁 編集で きる テキストファイルの 大きさ は， 編集す る テキス ト ファイルの 内容に もより ますが， 

KID で 最大 約 60K バイト， AKID で 最大 約 110K バイ ト です. 
• 全ての 処理に おいて AKID の 処理 速度の 方が 優って います 力ち と くに スクロール アップ/ダウ 

ン など 画面の 書き換え に関する 処理 速度 は 大き く AKID 力 《優って います. 
• KID では 漢字な どの 全角 文字の 編集が 行えます 

* 詳しい 文字 入力 操作に ついては r 4.3.1 内容 更新 を 行う 操作」 を ご覧 下さい. 

* 両 エディタ とも， 画面 幅 40 桁と 80 桁に ついて サポートし ています. 
起動時の 画面 幅が 40 桁 以内で あれば 40 桁モ ード で， そう でな ければ 80 桁モ 一 ド で 起動 し ま 
す. また， 40 桁 モードと 80 桁 モード は コマンド メニュー （ファンクションキー を 押して 表れる 
メニュー） の レイアウトが 違う だけで 操作 は 同一です. 
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3,g キー アサイン 変 ログ ラム (CONKID) 

本 パッケージに は， KID ， akid に 関連す る プログラム として CONKID という プログラムが 用 
意され ています. 

CONKID は， エディ ッ ト モードの キー アサイ ン， ロール アップ/ロール ダウンの スクロール 行 
数， 起動時の 入力 モード (挿入/上書)， 検索 ノ 置換での 大文字 • 小文字の 区別の 設定 を 行い， 指 
定 された エディタ ファイルに 設定 内容 を セーブす る ことができます. 

デフォルトの キー アサイン では 使いに くい， という 方 はこの アプリケーションで 変更し， 独自 
の 環境 を 作り上げて 下さい. 本 アプリケーションの セーブ は エディ タ 本体の キー アサイ ン テープ 
ルに 行います ので， 設定 を 変更した エディタ は 新しい キー アサイ ンの 状態で 立ち上げる こ とがで 
きます. 

また， 変更した キー アサイン は， 簡単に デフォルト値に 戻せます ので， 気軽に 変更 を 行う こと 
がで きます， 

CONKID の 詳しい 使い方 は， 「第 5 章 キー アサインの 変更 j を ご覧 下さい， 

3,3 とりあえ yffi つて (起動 か 了まで） 

MSX-DOS2 が 立ち上がり， 画面に は， A〉 画が 表示され ています. 
A>| 

A>AKID 0 と 入れて みましょう. 
ディスク ドライブが アクセスされ， 画面が 変わります. 
File name: 讕 

Filename: test 0 と 入れて みましょう. 

再び ディスク ドライブが アクセスされ， 画面が 変わります. test というの は， これから 作ろう と 
する ファイルの 名前です. 入力 間違い は， BS キーで 消して 修正で きます ♦ 

画面 左上に は 力一 ソルが， 左下に は" New File" と 表示され ています. New File というの は， 
test という ファイルが 新しく 編集され る こと を 示して います. 何 か キー を 押す と， New File の 文 
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字 は 消えます. では， 実際に 簡単な 文字 を 入力して みましょう. 

Hello Hello 0 
I an Happy 0 

と 入力して みて 下さい. （もちろん 大文字， 小文字 は CAPS キーで 制御で きます） 
力一 ソル は I の 文字の 下に きてい ま すね. 

左 カーソル キー か CTRL+S を 押し 続けて みて 下さい. カーソル は 最初の 文字に 戻ります. 
次に， 逆に 右 力一 ソル キー か CTRL+D を 押し 続けて みて 下さい. カーソル は 既に 入力した 文字 
の 上 だけ を 移動す る ことが わかります. この こと は， "テキストファイル" が 文字の 連続した 集ま 
りで ある こと を 考える とよく 理解で きる と 思います. 

今度 は 文字 を 削除したり， 挿入したり してみ ましょう. 
カーソル を 1 行 目の 先頭に 持って きて， DEL キー か CTRL+G を 押して 下さい. カーソルの あつ 
たと こ ろの 文字が 1 文字 削除され ま した. DEL キー か CTRL+G を 押し 続けて Hello の 文字 を 1 
つ 消して みて 下さい. （ちなみに BS キーで は カーソルの 1 つ 前の 文字が 削除され ます） 

次 は 2 行 目の Happy の 文字の II の 上に カーソル を もってき て， Very と 入力して 下さい. 
文字が 挿入され ましたね. 

AKID は 立ち上げた 状態で は， 揷入 状態に なって いますので， カーソル を 挿入したい 位置に 移 
動して 入力 すれば 文字 は カーソルの 直前の 位置に 入力され ていきます， 

挿入/上書き 状態の 切り換え は， INS キー 又は CTRL+J で 行う こ とがで きます. 

なお， 起動時の 挿入/上 S き 状態 は 付属の 専用 プログラム CONKID によって 変更す る 事が でき 
ます. 詳しく は， 「第 5 章 キー アサインの 変更」 を ご覧 下さい. 



それで は， 1 度 終了 させて みる ことにします. 

今まで 文字 を 入力したり， 削除したり していた 状態が エディ ッ ト モードです. 
F1 キー を 押してみ て 下さい. 

F1 キーの メニューが 画面 上に 表示され ました. このように コマンド メニューの 表示され た 状態 
が コマンド モードです. F2 から F5 の ファンクションキー にも コマンドが 割り当てられて いま 

エディ ッ ト モードに 戻りたい とき （コマンド を 実行したくない とき） は ESC キー または コ マン 
ド 以外の 文字 を 入力して 下さい. 

では， 今 編集して いる test という ファイル を セーブして 終了す る ことにします. 

E を 入力して 下さい. エディタが 終了し， 画面 は MSX-D0S2 の プロンプト A> に 戻り まし 
た. 

一応 DIR で ディ レク ト リを 見て test という ファイルが 新しくで きている こと を 確認して 下さ 
レユ， 



61 



第 2 部 スクリーン エディタ 

今度 はちよ つと 違う やり方で AKID を 起動して みましょう. 
A>AKID test0 と 入力し ます. 

このように すると， 1 回で エディ ッ ト モードに 入る ことができます， 画面に は， さきほど 編集し 
た 文字が 表示され ています. 

では， セーブし ないで 終了す る 方法です. F1 キー を 押して メニューが 表示され たら， Q を 入力 
して 下さい. 

Q(Quit) は プロ グラムの 変更， 修正で な く， フ アイ ルの 内容 を 確認す ると き に 使う とよいで しょ 
7. 



3-4 起動時の 注意 

KID， AKID とも、 起動す る ときの MSX-D0S2 の 状態が 漢字 モー ドか ANK モー ド かに 関係 
なく 使用す る 事が で きます が、 そのと き の 注意事項 を 以下に 記します。 

• AKID を 使用す る 際 は、 ファイル 名に 漠 字が 使用され ている ファイル は 使用で きません。 ま 
た、 KID を 使用す る ときで も、 起動時の 状態が ANK モードで あるとき は 同様に フ アイ ル 名に 
漠 字が 使用 されて いる ファイル は 使用 できません。 

したがって ファイル 名に 漢字 を 使用で きる の は、 MSX-D0S2 の 状態が 漢字 モ 一ドで KID を 使 
用 するとき だけ、 という ことになります。 

• MSX-D0S2 の 状態が 漢字 モードで KID, AKID を 使用す る 際、 単漢字 入力 モード （CTRL + 
SPACE キー を 押して 最下 行が 反転して いる 状態) のま ま 起動す る と、 エディタ を 終了して 
MSX-D0S2 に 戻つ たと き ファンク ショ ン キーが 表示 状態に な ります。 
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第 4 章 操作 方法 



4.1 コマンド モード 

AKID では 様々 な コマンド を 簡単に 実行させる ために MSX の ファンクションキーの 1 から 5 
を 使用して います (下記 参照)， これらの ファンクションキー を 使用して 以下に 示される コマンド 
を 実 《ラ する わけです. 

ファンクションキー を 押してから 編集 状態 (エディ ッ ト モード） に 戻る までの 状態 を コマンド モ 
—ドと 呼ぶ ことにします. 

SELECT キー は ファンクションキーの 1 から 4 の メニュー を 押す ごとに， 順次 表示し ます. （フ 
アンク ショ ン キーの 5 は 他と 少し 使い方が 異な ります） 

なお， 以下に 示される 各 ファンクションの メニュー は KID の 80 桁 モード （mode 80) のとき の 
メニューです. しかし， AKID の 40 桁 モードの ときの メニュー でも， KID の メニュー でも 使用す 
る コマンド はすべ て 同一で， 入力 操作 も 全く 同じです. 

1 ) IT7 ン 実行す るた めの 邊作 

1, ファンクションキー 又は SELECT キー を 押して メニュー を 表示させる. 

2. 実行 したい メニュー の 頭の 文字 を 入力す る ， 

MSX- WRITE などの 日本語 フロントエンドプロセッサ (MSX-JE 仕様） を 使用 して 文字 入力 
をして いる 場合 は， 1 度 日本語 フロントエンドプロセッサ を 抜けてから， 上記 操作 を 行って 下さい. 



2) ファンクションキー を 押した が 実行した ぐ JX 込き (キヤ:/ 1 ル） 

ESC キー 又は それぞれの メニューの コマンド 以外の 文字 を 入力す る ことで 取り消す ことが で 
きます. コマンドが キャンセルされ ると 元の 編集 状態 (エディ ッ トモ一 ド） に 戻ります， 



キー 操作 


機 tb 


F1 


編集の 終了 や 新しい ファイルの オープン に関する コマンド 


F2 


フ アイ ルの 分割 と 統合に 関する コ マンド 


F3 


力一 ソ ルの 移動に 関す る コマンド 


F4 


検索と 置換に 関する コマンド 


F5 


文字列の 移動 や， 複写に 関する コマンド 



では， それぞれの コマンド について 順に 説明して いく ことにします, 
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4,1,1 編篥鄉 了したい 畤ゃ新 IX ファイル を オープンし たい 時 (F 1 ) 

編集の 終了 や ファイルの 更新 をす る とき は， それぞれの 場合に応じて 適切な コマンド を 選択し 
ます. 



メニュー 項目 


機能 


E セーブ 終了 


現在 編集して いる ファイル を セーブして 編集 を 終了し ます. 


Q 中断 


現在 編集して いる ファイル を セーブせ ずに 編集 を 終了し ます. 


S セーブ 


現在 編集して いる ファイル を セーブして 編集 は 継続し ます. 


N セーブ/新 ファイル 


現在 編集して いる ファイル を セーブして 新しい ファイル を 編集 
します. 


A 中断/新 ファイル 


現在 編集して いる ファイル を セーブし ないで 新しい ファイル を 
編集し ます. 


0 再編 集 


現在 編集して いる ファイル を セーブし ないで 最初から やり直し 
ます. 



• E (Save/End) の コマンド を 実行す ると 現在 編集 している ファイル を セーブして エディタ は 終 
了し， 画面 は MSX-DOS の プロンプト A> に 戻ります. このと き 編集 ファイルに 変更が なけれ 
ば セーブ は 行われません， 

• Q(Quit) の コマンド を 実行す ると 現在 編集して いる ファイル を セーブし ないで エディタ は 終了 
し， 画面 は MSX-DOS の プロンプト A> に 戻ります. このと き 編集 ファイルに 変更が あれば ァ 
ボート プロンプト （セーブせ ずに 終了 Y/N ？) を 画面に 表示して ファイル を セーブし ないで 終 
了して よい かどう か を 聞いて きます. ここで Y(Yes) と 入力す ると エディタ は 終了し， それ 以外 
の 入力で は 編集 状態 (エディ ッ ト モード） に 戻ります. 

• S (Save/edit) を 実行した とき は， 画面 は 編集 画面の ままです. 編集の 途中で 念のため セーブし 
てお く ときな どに 使います. 

• N (save/New) や A (Abort/new) の コマンド を 入力す ると 画面 上 に" フ アイ ル名 ： " と 表示 さ 
れ るので， 新しく 編集したい ファイル 名 を 入力し ます. なお， このと き ディスク 上に 存在す る 
ファイル 名 を 入力す ると， その ファイルに 切り換える ことができます. 新しい （存在し ない） フ 
アイ ル 名のと き は， 画面 下にく New file〉 の 表示が でます. N や A の コマンド は， いくつもの 
フ アイ ルを 続けて 編集したい と き に 便利です. 
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• 0 (Original) の コマンド を 入力す る と 現在 編集して い るフ アイ ルを 最初 か ら やり直します. こ 
のとき アボート プロンプト （Abort Y/N ？) は 表示 しません. 

S (Save/edit), N (save/New), A (Abort/new) の コマンド を 行っても， YANK バッファの 内 
容は 保持され たままで すので， 別の テキス ト ファイル に対して ペース ト 処理 を 行う ことができ ま 
す. （ペース ト 処理に ついては 4 丄 5 を 参照して 下さい） 

フ アイ ルを 読み込む と き （起動時， 下記 L.Insert コマンド も 含む） は 改行まで を 1 行 (画面の 右 
端までで はない） と して 読み込み ますが， 本 エディタ は 改行までの 1 行の 長さに 制限 (画面 上 10 
行） を 設けて あります ので， それ を 越える 1 行 は 分割 (改行 コード を 付加） されます. 



4.1.2 ファイル を 分割したり， 統合したり したい 時 (F2) 



メニュー 項目 


機 能 


1 ファイル 揷入 


カー ソ ルの ある 行の 前に 指定 した テキス トフ アイ ルを揷 入 し ま 
す. 


W ファイル 害き 込み 


現在 編集して いる テキスト を 指定した 名前の ファイルで 書き込 
みます. 


Y ヤンク バッファ 害き 出し 


YANK バ ッファ の 内容 を 指定 し た 名前の フ ァ ィ ルで書 き 出し 
ます. 


D ディ レク ト リ 


ディ レク ト リの 一覧 を 表示し ます. 



• I (Insert file) を 入力す ると， 挿入す る ファイル 名 を 聞いて く るので 入力 します. 
カー ソ ルの あ る 前の 行に， 指定 した フ アイ ルが 挿入 されます. 

フ アイ ルを 統合したい ときな どに 使います. 

• W(WriteFile) を 入力す ると， 書き出す ファイル 名 を M いてく るので 入力し ます. 

W コマンド は 編集 後の ファイル を セーブしょう と したと き， ディスクに 空きが なく セーブで き 
なかった 場合， ノ、 。ス名 （主に ドライブ 名） を 変更して 別の ドライブに セーブしたり， 編集 前の フ 
アイ ルの 名前 を 変えて そのまま 残して おきたい ときな どに 使用し ます. 

• Y(Yank buffer write) を 入力す ると， ファイル 名 を 聞いて く るので 入力し ます. 
YANK バッファに 現在 格納され ている 内容 を ファイル として 書き出します. 

ファイル を 分割した いとき などに 使います， （YANK バッファに ついては 4 丄 5 を 参照して 下 
さい） 

参 D(Directory) を 入力す ると， ファイル 名 を 聞いて く るので ドライブ 名， バス 名， ファイル 名 （ヮ 
ィ ルド カード も 含む） を 入力し ます. 例えば， ここで * ノと 入力す ると カレント ドライブの カレ 
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ント ディ レク ト リの すべての ファイル 一覧 を 表示し ます. また 1 画面に 表示し きれない とき は, 
画面い つばい に 表示した と こ ろで 入力 待ち になります. なに か キー入力 をす る と 残り の 表示 を 
行います. 



4,1.3 カーソル を 目的の 場所へ 早く 移動した IVi: さ (F3) 

大きな ファイル では， 離れた 場所に カーソル を 移動す るのに カーソル キ 一を 使って いたので は 
不便です. 大きな フ アイ ルを 効率 良 く 編集す ると き に 使い ま す， 



メニュー 項目 


機 能 


G 行 移動 


力 


一 ソ ルを 指定す る 行 番号の 行へ 移動 します. 


T 第 1 行 移動 


力 


一 ソル を テキス トフ アイ ルの第 1 行へ 移動 します. 


B 最終 行 移動 


力 


一 ソル を テキス トフ アイ ルの 最終 行へ 移動 します. 



T (第 1 行 移動） コマンド は， CTRL + 0 でも 行えます. 



B (最終 行 移動） コマンド は， CTRL + P でも 行えます. 

• G(Go to line) コマンド を 入力す ると 画面 上に "行 番号： " と 表示され ます. カーソル を 移動 
したい 行 番号 を 入力し ます. 

• G, T， B の コマンド を 実行す ると カーソルの 行， 列， ファイル 名 を 表示し ます. 

ここでい う 行 は 改行まで のこと をい います. つまり 画面 上に 複数 行に 渡って 表示され ていても， 
改行まで その 行 は 1 行と 勘定され る 訳です. 画面の 右端に 文字が くるまで は， 見た目の 行数と コ 
マンドで 表示され る 行数 は 一致して いますが， 右端 を 越えて 両面 上， 次の 行に 渡る ような 長い 行 
が ある 場合 は， 見た 0 の 行数と コマンドで 表示され る 行数 は 一致し ません ので 注意して ください. 

編集 テキス 卜の 最終 行よ り 大きな 行 番号 を 指定され ると 自動的に 最終 行に 移動し ます. 

現在の 力 一 ソ ル 位置 を 知りた ければ， 編集 状態 （エディット モード） で， CTRL + Q キー を 押す だ 
けで， その カーソルの 行， 列と 編集 テキストファイル 名 を 表示し ます. 
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4.1.4 文字列 を 検索したり， 羅^! えたり したいと き (F4) 



メニュー 項冃 


機 能 


F 前方 検索 


検索した レ 汶字列 を カーソルの ある 位置から 前方 向 (下方） に 向 
かって 検索し ます. 


B 後方 検索 


検索したい 文字列 を カーソルの あ る 位置から 後方 向 (上方） に 向 
かって 検索し ます. 


A 全 置換 


カー ソ ルの ある 位置から 前方 向 （下方） に 向かって 指定 さ れた 旧 
文字列 を 指定され た 新 文字列に すべて 引き換えます. 


R 置換 


カー ソ ルの ある 位置 か ら 前方 向 (下方） に 向かって 指定 された 旧 
文字列 を 指定され た 新 文字列に 1 つず つ 置き換えます. 


S 設定 


検索 や 置き換えの 際， 大文字 • 小文字の 区別 をす るか， しない 
か を 決めます. 



文字列の 前方 検索 は， 'CTRL+ 〜でも 行えます. 
文字列の 後方 検索 は， （ CTRL+¥ ，でも 行えます. 

* F(Forward) や B(Backward) の コマンド を 入力す ると， "検索 文字列： " と 表示され ますの 
で， 検索したい 文字列 を 入力し ます. 入力 文字列の 修正 は， BS キ一， CTRL+U キーで 行え ま 
す， また， このと き， 'CTRL+ 、か' CTRL+¥ ，を 押す と， 押す ごとに 元の 編集 画面の カーソル 
位置から 1 ヮー ド ずつ 入力 文字列に 拾って きます. 編集 画面 上に 検索したい 文字列が ある 場合, 
こ の 機能 を 使えば 文字列 を 手で 入力す る ことなく 検索が 行えます. 

も ち ろん 拾って きた 文字列 を 修正す る こと もで き ます. 

入力 文字列 は 1 度 設定す る と 再び 設定され る まで 保持され ますので， 検索の 再 実行 
(CTRL+], CTRL+ [) を 行う ことができます. 

文字列が 見つかった 場合に は， 検索した 文字列が リバース （反転） します. 
文字列が 見つからなかった 場合に は， 画面 上に "見つかりません" と 表示され ます. 
TAB を 入力す る と 入力 文字列 に は い I" と 表示し ます. 

* A (Replace All) コマンド を 入力す ると "旧 文字列： " と 表示され るので， 置き換えられる 文 
字 列 を 入力し ます. 次に， "新 文字列：" と 表示され るので， 置き換える 文字列 を 入力し ます. 
A コマンド では， カーソル の 位置から 前方 向 （テキスト の 最後の 方向） にある 旧 文字列 に 該当す 
る もの をす ベて 置き換えて しまう ので 注意が 必要です. 確認しながら 置き換え たいとき は, R コ 
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マンド を 使う と 良いで しょう. 

• R (Replace) コマンドでの 置換 は， 力一 ソルの ある 位！！ から 前方 向 （テキス トの 最後の 方向） に 
向かって 実行され ます. テキストの すべての 領域に 対して 行いたい とき は， カーソル を テキス 

トの 最初の 行に 移動して から 行います. 

m き 換える 新旧 文字列 を 入力 すると， 置換の 対象 と な る 文字列が 見つかれば その 文字列 を リバ 
ース し， 画面に は ガイド 力 ^ 表示され ます. 

リターン キー を 押す と 文字列 は 置換され ま す， 

スペース キー を 押す と 置換 はさ れず 次の 対象 文字列 に 力一 ソ ルが 移動 します. 
ESC キ 一を 押す と 編集 状態 (エディ ッ トモ一 ド） に 戻ります. 

* S (Setting) コマンド を 入力す ると， 現在の 状態が 表示され ます * 設定 を 変更 するとき は スぺ一 
スキー を 押して 区別す る （Care) か 区別し ない (Don't care) か を 選び リターン キー を 押して 下さ 
い. 

区別す る （Care) にす ると 大文字 • 小文字の 区別 をす る こ とに なり， 以降の 検索 や 置換 は 大文字 • 
小文字 を 区別して 行われます. つまり 文字列" ABC" で 検索 や 置換 を 行っても， "abc" や" Abe" 
や" aBC" は 該当 文字列と して 扱われません. 区別す る （Care) にす ると 逆に 全て 該当 文字列と 
して 扱われます. エディ タ 起動時 は 区別し ない (Don't care) になって います. 
リ ターン キー か ESC キー （キャンセル） を 押す と 再び F4 の メニューが 表示され て 検索 や 置換 
のでき る 状態になります. 

検索 文字列 や 置換 文字列の 旧 文字列 中に ワイルド カードの "？" を 使用して 任意の 1 文字に 該当 
させる 事が できます. 例えば 文字列 を "TE?T" と 入力した とすると， テキストの 中の "TEST" 
や" TEXT" や" TE2T" など はこれ に 該当する 事に なり， 該当する 文字列 全てに 対して 検索 や 置 
換が 行われます. なお， "？" という 文字 を 検索 や 置換したい 場合 は， "¥? "という ふうに"?" 文字 
の 前に "¥" 文字 を 付けて ください. 

コントロール コード 广 C や へ X など） に対して も 検索 や 置換 を 行え ま すが, 改行に 対 し て 検索 や 
置換 を 行う とき は 検索 文字列 や K 換文字 列に "八】" を 入力して ください. 本 エディタ では， 検索 
や 置換 を 行う ときの 改行の 意味 を" ^ J" としてい ます. また テキスト 中の 改行に 対して 置換 を 行 
うとき は B 換を 行つ た 結果， 1 行の 長さが 長 くなる こと に 十分 注意して 下さ い. 本 エディタ は 1 行 
を 改行まで とし， その 長さに 制限 (画面 上 10 行） を 設けて あります. "リ" を 入力す るに は， 実際 
の キー 操作と して' CTRL+ V，， 'CTRL+ J， と 押します， 

コントロール 文字の 詳しい 入力の 仕方の ついては， 「4.3.1 内容 更新 を 行う 操作」 を ご覧く ださ 

い， 

AKID の 40 桁 モードの とき は 上記の 文字列の リバース （反転） は 行われず， それに 代わって， 文 
字 列が ，ぐと，〉' で 囲まれます. 
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4-1,5 文字列 を 移動したり， 複写したり したいと き (F5) 

この キー は， 他の ファンクションキーと 違って， 押しても メニューが 表示され ません. その 代 
わりに， カーソルの あつ た 行が 先頭 か ら 文字列の 終わ りまで リ バー ス （反転） します （空行 は リ バー 
ス しません). これ はこれ から 移動したり， 複写した りしたい 文字列 ブロックの 開始 行 を 指定した 
という 意味です. ですから この キーの 使い方と して は， まず， 編集 状態で 移動したり 複写したり 

したい 文字列の 開始 行に カーソル を 移動して， F5 を 押します. すると 選択され た 行が リバースし 
ます. 次に カーソル を， 移動したり 複写した りしたい 文字列の 終了 行に 移動して， リターン キー 
を 押します と， 以下の メニューが 表示され ます. ここで 実行したい メニューの 頭の 文字 を 入力す 
る と 以下の 処理 を 実行し 編集 状態に 戻ります， 



メニュー 項目 


機 能 


c 複写 


文字列 プロ ックを YANK バ ッファ に 記憶 します. 


A 追加 複写 


文字列 プロ ックを YANK パ ッファ に 追加 記憶し ま す. 


X 削除 


文字列 ブロック を 削除し YANK> 《ッ ファ へ 記憶 します. 



終了 行で リターンの 代わりに メニューの 頭の 文字 を 入力す ると， メニュー 表示 を 省略して 実行 
します. 

文字列の 移動 や 複写 は YANK バッファ という バッ フ ァ を 介して 行われます. 
C (Copy) や A (Append copy) は 主に 文字列 を 複写す る と き に， X(Cut) は 文字列 を 移動す ると き 
に 使います. YANK バッファ を 使った 操作 は， 初めは 多少 煩わしく 感じます が， 慣れる と 大変 便 
利です. 

記憶され た YANK バ ッファ の 文字列 プロ ックの 取り出し （ペース ト 処理） は ペース トキ一 
(CTRL+ @ ) を 用います • 編集 状態で ペースト キー (CTRL+ @ ) を 入力す ると， 現在 カーソルの あ 
る 位置に YANK バッファの 文字列 ブロック を 挿入し ます. ペースト 処理 を するとき は， まず 
YANK バッファの 文字列 ブロック を 出力したい 位 ffi に カーソル を 移動して から 行います. 

このような YANK バッファ を 介して 文字列 プロ ックを 格納したり 取り出した りする 処理の こ 
と を カツ 卜& ペース ト 処理と 呼ぶ ことにします. 

• C(Copy), A(Appendr copy), X(Cut) を 入力す ると リバース している 文字列 ブロックが 
YANK ノ 《ッ ファ に 格納され ます， 

• A (Append copy) コマンドの 場合 は， 今まで YANK バッファに 格納され ていた 文字列に 加え 
て リバース している 文字列 ブロックが 追 Ml して 雲 己 憶され ます. 
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• X コマンドの 場合 は， 文字列 プロ ックの 選択が 終了す ると 同時に その 文字列 プロ ッ ク は 画面 か 
ら 削除され ます. そして 削除 さ れた 文字列 プロ ッ ク が YANK バッファに 格納され ます. 

文字列 プロ ックの 指定の 途中で ESC キー を 押す と キヤ ン セルされ て 編集 状態 (エディ ッ トモ 
ード） に 戻ります. 

文字列 ブロックの 指定で， 終了 行 は 開始 行よりも 前方 向 (下方) に対して のみ 有効です， 終了 行 
を 開始 行よりも 後方 向 (上方） に 指定す ると リバース している 行が 無くなり， 実行しても 何も 行わ 
れ ません. 

YANK バッファに 格納で きる 最大 行数 は 2400 行です. これ を 越えて 格納しょう とすると， エラ 
一になります. 

AKID の 40 桁 モードの とき は 上記の 文字列の リバース （反転） は 行われず， それに 代わって， 文 
字 列が 'ぐと'〉' で 囲まれます. 

C コマンド や X コマンドで 新しく 文字列 プロ ッ ク を 記憶 させ る と 前に 格納され ていた 文字列 
プロック は， 失われ ますが， 新しく 記憶 させない 限り 何度でも 取り出す ことができます. たくさ 
んの 箇所に 複写した いとき 便利です. 

開始 行が 指定 されてから， 終了 行 を 指定す る ま で 使用で き るキ一 は 以下の 通 り です 



CTRL+E, 上 カーソル 


カーソル を 1 行 上へ 移動 


CTRL+X, 下 カーソル 


カーソル を 1 行 下へ 移動 


CTRL+S, 左 カーソル 


カーソル を 1 文字 左へ 移動 


CTRL+D, 右 力一 ソル 


力一 ソル を 1 文字 右へ 移動 


CTRL+W, SHIFT + 上 カーソル 


カーソル 位置 は 変化せ ず， 1 行 ロール アップ 


CTRL+Z, SHIFT+ 下 カーソル 


カーソル 位置 は 変化せ ず， 1 行 ロール ダウン 


CTR し +C 


口 一ルァ ッ プ （ライ ン数は CONFIG 可能） 


CTR し +R 


ロール ダウン （ライン 数 は CONFIG 可能） 


CTR し +A 


カーソル を 1 ワード 後方 (左方 向） へ 移動 


CTR し +F 


カーソル を 1 ワード 前方 (右方 向) へ 移動 


CTRL+0 


カーソル を テキス トの第 1 行へ 移動 


CTR し +P 


カーソル を テキストの 最終 行へ 移動 


CTRL + ^ 


カレント 検索 文字列の 設定， 前方 検索 


CTRL+¥ 


カレント 検索 文字列の 設定， 後方 検索 


CTRL+] 


カレント 検索 文字列の 前方 検索 (Forward と 同じ） 


CTR し +[ 


カレント 検索 文字列の 後方 検索 (Backward と 同じ） 
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< FUNCTION 3> 



G 行 移動 


カー ソ ルを 指定す る 行 番号の 行へ 移動 


T 第 1 行 移動 


カーソル を テキストの 第 1 行へ 移動 


B 最終 行 移動 


カーソル を テキストの 最終 行へ 移動 


リターン， CTRL+M 


G と 同じ 


< FUNCTION 4> 


F 前方 検索 


カレン ト 検索 文字列の 前方 検索 


B 後方 検索 


カレント 検索 文字列の 後方 検索 


A 全 置換 


テキス ト 内の 指定され た 全ての 文字列の 置換 


R 置換 


テキス ト 内の 指定され た 文字列 を 1 つず つ 置換 


S 設定 


検索/置換の 際， 大文字 • 小文字の 区別の 設定 


リターン， CTRL+M 


F と 同じ 



4-S コマンド モードの エラー 

以下の エラーメッセージ は， KID の 場合 は 日本語， AKID の 場合 は 英語で 出力され ます 

譬" ファイルが オープンで きません，，， "Can not open file" 
指定され たファ ィ ル 名で フ ァ ィ ル オープンが できない. 

r^iin 何もし ないで 編集 状態 （エディット モード） に 戻る. 
[mW] ファイル 名 を 正しく 指定す る， 

* " フ アイ ルが 見つか り ま せん"， "File not found" 

ディ レク ト リ 一覧表 示 コマンドで， 指定され た ファイル 名が 見つからない. 
fCTI 何もし ないで 編集 状態 （エディット モード） に 戻る. 
[MW] ドライブ 名， パス 名， ファイル 名 を 正しく 指定す る. 



き 無効な 行 番号です ， Invalid line number 

無効な 行 番号が 指定され た， 

何もし ないで 編集 状態 （エディット モード） に 戻る. 

lm] 行 番号 を 正しく 入力す る. 



ディスクが いっぱいです"， "Disk full" 

ディスクに S いている 途中で ディスクが いっぱい になった. 

r^ai ディスクが いっぱいになる まで 書き出す. 
[W1 ドライブ を 替える か， 別の ディスクに する. 
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• ヤンク バッファ が 空です，，， "Yank buffer empty" 

ま だ 何 も Yank バッファに 格納され ていないの にぺー スト 処理 を 行つ た. 
「画 何もし ないで 編集 状態 (エディット モード） に 戻る， 

rwi 不必要. 

ヤンク バッファが いっぱいです'，， "Yank buffer full" 

指定され た 文字列 プロ ックの 行数が 大きす ぎて Yank バッ フ ァ に 格納し きれない. 
I 処理 I Yank バッファに できるだけ 格納す る. 

1 職 1 このと き は 指定 通 り の 格納が 行われて いないので, 文字列 プロ ッ ク を 分割して， Yank バ 
ッファ に 格納す る 行数 を 減らす. 

肇" メモリ が 足 り ま せん，'， "Out of memory" 

フ アイ ルを 読み込んで いる 途中， Yank バッ フ ァ に 格納す る 途中， あるいは ペース ト 処理の 途中 
で， メモリが いっぱい になった. 
「舰」 フ アイ ルの 読み込みの 途中， Yank バッ フ ァ に 格納す る 途中で あれば， メモリ がいつ ばい 
になる まで 読み込み， 格納 をす る. 

ペース ト 処理の 途中で あれば， メモリが いっぱいになる まで ペース ト する. 
「対策 ！ ファイルの 読み込みの 途中で， エラーになる ので あれば ファイル を 分割す るな どして 読 
み 込める 大きさに する. 

編集 テキスト か YANK ノ s 、ッ ファを 削除す るな どして， 使用 メモリ を 減らす. 

• "総 行数が 多す ぎます"， "Too many Lines" 

ファイル を 読み込んで いる 途中， あるいは ペースト 処理の 途中で， 編集 テキストの 行数が， 編 
集 可能な 最大 行数 を 越えた. 

最大 行数まで 読み込み， あるいは ペースト 処理 を 行う. 
I 対策， ファイルの 読み込みの 途中で， エラーになる ので あれば ファイル を 分割す るな どして 読 
み 込める 行数に する. 

編集 テキスト を 削除す るな どして， 総 行数 を 減らす" 



4.3 ェテ や；; 卜 モード 

AKID が 起動され 最初に 力一 ソルが 表示され た 状態が エディ ッ ト モードです. エディ ッ トモ 一 
ド での 操作 は さ ら に 次の 3 つに 分ける こと がで き ま す. 

1) キーボードからの 打ち込み によ り 編集 中の プログラム や 文齊の 内容 を 更新す る 操作 

2) 内容 更新 を 行い たい 箇所に カー ソ ルを移 勅す るた めの 力一 ソ ル 移動 操作 

3) コマンド モード に 移行す るた め の 操作 
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上記のう ち 3) について は 前章で 述べて いますので ここで は， 1) の 入力 操作と 2) の カーソル 移動 
操作に ついて 解説し ます * また， 本章で は 1)， 2) を 合わせて 編集 操作と 呼ぶ ことにします. 

4,3,1 内容 更新 新う H 作 

1) 文字 や コントロール コ一 ドの 入力 

AKID では ひらがな， カタ カナ を 含む 全ての 1 バイ ト 文字 （グラフィック 文字 は 入力で きませ 
ん） および， 一部 を 除く ほとんどの コントロール コード （00H か ら If H) を 入力す る こ と がで き ま 
す. 入力 は AKID と KID では 異な ります し， ま た 文字と コ ン ト ロール コードで も 入力 方法が 異な 
ります. 

AKID の 文字 入力 

文字の 入力 方法 は， MSX- DOS の コマンド 入力と 同じです， キーボードから 直接 入力したい 文 
字 や 数字 を 打ち込んで 下さい. CAPS キー や， かな キーの 機能 も 通常の MSX-DOS や MSX- 
BASIC の コマンド 入力 時と 同じです. また， シフトキー を 押しながら， かな キー を 押す ことによ 
り ローマ字 仮名 入力と なります， 

改行 (CR， LF) の 入力 は RETURN キーに より 行い ま す. 
タ ブの 入力 は TAB キ 一または CTRL+I により 行います. 

KID の 文字 入力 

MSX-WRITE などの 日本語 フロント ェン ドが ある 場合に は 漢字な どの 全角 文字が 入力で き ま 
す. フロントエンド の 起動 法 や 具体的な 入力 方法 は フロントエンドの マニュアル を ご覧 下さい. 
また， MSX-D0S2 の 単漢字 変換の 機能 は 用いる ことができません. 

フロントエンド が 無い 場合の 入力 は AKID と 同 じです が， ひ ら がな は 全角 文字で 入力 され ま 
す. つまり， フロントエンドがない と 漠字を 含む ファイル を 読み込む こと はでき ますが， ひらが 
な 以外の 全角 文字 (漢字な ど） の 入力 を 行う ことができない ことになります. 

コント ロール コー ドの 入力 

コントロール コードの 入力 方法 は AKID も KID も 同じです. 

コントロール コード は CTRL +V (CTRL キー を 押しながら V キー を 押す） を 入力した 後， 実際 
に 入力したい コントロール コード を 与える ことにより 入力す る ことができます. 

例えば， CTRL+@(00H) を 入力したい 場合まず CTRL+V を 入力し ます. この 時点で はェデ 

ィ ッ ト 中の 画面 は 何も 変わりません • 次に 入力したい CTRL+@(CTRL キ一 を 押しながら @キ 

一 を 押す） を 押す ことにより データと して 0011 が 入力 されます. つまり CTRL+ V はこれ から コ 
ン トロール コードの 入力 をす る こと を エディタに 教える ための 前 準備と いう ことができます. ま 

た CTRL+ V の あとに コントロール コード 以外 を 入力しても その 入力 は 無視 さ れ， CTRL+ V の 
効力 は 解除され ます. 

こうして コントロール コー ドの 入力が できた わ けです が， コント 口〜 ル コードに は 画面 上表 示 
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可能な 文字が 無いた め， 便宜上 や "^c" のように 文字の 前に "〜 をつ けて その 存在 を 表 
示します. これ も MSX-DOS などと 同じです ので 見慣れた 表示 方法でしょう. 
ただし， タブ コード （08H) は 次の タブ 位置までの 空白 文字と して 表示され ます. 従って， CTRL 4- 
1(0811) を 入力しても 画面に ぃ1" と 表示され る ことはありません. 

2) インサート モー ドと オーバー ライ トモ 一 ド 

本 エディタに はィ ン サート （挿入) モードと オーバー ライ ト （上書き） モードの 二つの 入力 モード 
があります. 二つの モー ド は INS キー を 押す ことにより 交互に 切り替える こと がで き ，モードの 
区別 は 力一 ソ ルの 形状に より 区別す る こと がで きます. 

すなわち， 力一 ソルが 園の ように 縦な がの 時 は オーバ ライ トモ一 ドで， この 状態から INS キー 
を 押す ことにより， カーソルの 形状が— のように 変わり インサート モードになります， エディタ 
起動時の 状態 はィ ンサ 一トモ一 ド です. 

次に ィ ン サート モードと オーバー ライ ト モードの 違い を 解説し ます. 



A) インサート ト ド 

インサート モー ド では 入力され た 全ての 文字 ゃコン トロール コード は 現在の 力一 ソル 位置に 挿 
入され ます. 
例えば， 

あいえ お 

の 状態で "う" を 入力す ると "い" と "え，， の 間に 文字 "う" の 2 バイ ト コードが 挿入され， 
画面 上で は 

あいう えお 

のよ う にな ります. 同様に CTRL+C(CTRL + V を 押してから CTRL+C) を 入力 すれば， 

ぁビ C えお 
となり， タブ を 入力す ると 

あい えお 
のようになります. 

ィ ンサ一 ト モードで 注意すべき なの は 改行 (RETURN) の 入力です. 行の先頭で 改行 を 入力す 
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ると， カーソル 位置に 1 行 空行が つくられ， 元の 行 以降 は その 分 下に スクロール します. 力一 ソ 
ル 挿入 さ れた 空行の 次の 行の先頭に 移動 します. 
すなわち， 

あいう えお 

f きくけ こ 
しすせ そ 

の 状態で RETURN キー を 押す と， 

あいう えお 
かきく けこ 

"5 "しすせ そ 

のようになります. また， 行の末尾で 改行 を 入力す ると， 現在の カーソル 行の 下に 1 行 空行が 挿 
入され， 以降の 行 は 1 行ず つ 下に スクロール します. カーソル は 挿入され た 空行の 先頭に 移動し 
ます. 

あいう えお 
かきく けこ 

ここで RETURN キー を 押す と， 
あいう えお 

15、 きくけ こ 



となる わけです. されに 行の 途中で 改行 を 入力す ると， その 行 は カーソル 位置 を 境に カーソルよ 
り 前と カー ソ ル 以降の 1 行に 分割され 力 一 ソ ルは 後の 行の先頭に 移動 します. たとえば 

あいう えお 

の 状態で RETURN キ 一 を 押す と 

あい 
うえお 

のよう になります. 



75 



第 2 部 スクリーン エディタ 



B) オーバーライト トド 

オーバー ライ ト モードで は 現在の カーソル 位置に ある 文字 や コントロール コードが 入力した 文 
字 や コントロール コードに 置き換えられます. 新しい データに よって 上書きされ 元の データが 失 
われる ことになります. 

たとえば， 

あいう 0 お 

の 状態で CTRL+C (CTRL+ V を 押してから CTRL+C) を 入力す る と 

あ ぃ想 お 
のように なり， 

ま た， 半角 文字 "u" を 入力 すれば 
あい お 

のように "えお" の 2 文字が 半角 分 だけ 右に 移動し ます. 

オーバー ライ トモ一 ド では 改行 や タブ を 入力しても データと して 德き 込まれず カーソルの 移動 
のみが 行われます. すなわち， 改行で は， 空行の 挿入 や 行の 分割 は 行われず， 単純に カーソルが 
次の 行の先頭に 移動し ます. また タブ も タブ コードが データと して 入力され る ことなく カーソル 
が 次の タ ブ 位置に 移動 します. 

オーバー ライ ト モードで 注意すべき なの は， 行末での 入力です. 

力 一 ソルが 行の末尾 にある 場合， 改行 以外の 入力 は イン サ" トモ 一 ド 同様の 動作 を 行い ま す. 
すなわち， 行の S 後の 文字と 改行の 間に 入力され た 文字が 揷 入され ていく ことになります. これ 

は タブの 場合 も 同じです， これにより オーバー ライ ト モードで も 現在の 行末に 新しい 文字 を 書き 
足して いく こ とがで きます. 

3〉 文字 や コントロール コードの 削除 

入力に 対応して 必要な のが， 入力した 文字 や コントロール コードの 削除 機能です. これに はデ 
リート と バックスペースの 二つの 機能が あ り ます. 

デリート 

デリート の 機能 は DEL キー を 押す ことにより 行います. デリート は 現在の カー ソ ル 位置の 文 
字 や コント ロール コード を 削除し ます. これにより カーソルよ り 後ろが 1 文字 分 だけ （コント ロー 
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ル コード の 場合 半角 2 個 分) 前に 移動し ます. カー ソ ルの 位置 は 移動 しません. 
デリート は DEL キーの 他に CTRL+G によっても 行う ことができます. 

バックスペース 

バックス ペースの 機能 は BS キ 一を 押す ことによ り 行います. バックスペース は 現在の カー ソ 
ル位 R の 1 つ 前の データ を 削除し ます. これにより カーソル 及び， カーソル 以降が 前に 移動し ま 
す. 行の先頭で バックスペース を 行う と， 前の 行の 改行が 削除され て， 前の 行と 結合して 1 つの 
行と なります. 

バックスペース は BS キーの 他に CTRL+1I によっても 行う こ とがで きます. 

デリート や バックス ペースで 注意すべき なの は 改行の 削除です. すなわち 行の末尾での デリー 
トゃ 行の先頭での バックスペースです. 改行が 削除され る ことにより， 前後の 2 行が 1 行に 結合 
されます. この こと は， 場合によって は 期せず して 長い 1 行 を 作り出す ことになります. AKID で 
は 1 行の 長さに 制限が あるた め (画面 上で 10 行 以内)， これ を 超える 行 をつ くると エラーと なり 行 
の 一部が 失われて しまう ことがあります. 詳しく は， 4.2 コマンド モードの エラー を ご覧 下さ 
い. 

3)TINY カツ ト& ペース ト 
TIN Y カット &ぺ一 ストと は， コマンド モード で 紹介 した カット & ペースト の 縮小 機能 版 と で 
も 言えば よいでしょう 力、， 1 行の 中での 手軽な カツ ト& ペースト 機能で エディ ッ ト モードで 実 
行で きる ものです. 

TINY カット 

TINY 力 ッ ト に は 以下の よう に 削除す る 領域の 異なる 3 種類の 機能が あ ります. 

a) 1 ラインの カツ ト （CTRL+Y) 

力一 ソル 行の 画面 幅 分の 領域 を 削除し ます. 削除され た データ は TINY ペース 卜の ための バ 
ッファ （以降 TINY カット バッファ） に 格納され ます， こ の 機能 は CTRL + Y を 押す ことのよ 
り 行います. 

b) カーソル 位 S までの カット （CTRL+U) 

カー ソ ル 行の先頭 （画面の 左端で は あ りません） から カー ソ ル 位置の 前まで を 削除 します， 削除 
された データ は TINY カツ ト バッファに 格納され ます， これ は CTRL+U によ り 行います， 

c) カーソル 行 以降の カット （CTRL+K) 

力一 ソル 位置 以降， 行末まで (画面の 右端ではありません） を 削除し ます. 改行 は 削除され ない 
ため， 行の先頭で 行っても 空行が 残り ます. 削除され た データ は TINY 力 ッ トバッ フ ァ に 格納 
されます. この 機能 は CTRL+K により 行います. 



フフ 



第 2 部 スクリーン エディタ 



TINY ペースト （CTR し + し） 

TINY ペース トは TINY カツ トで TINY カツ ト バッファに 格納され た データ を 現在の カー ソ 
ル位 S に 挿入し ます. オーバ一 ライ ト モードの 場合で も データ は 上書きで はなく 揷入 となります. 
TINY 力 ッ トバ ッファ の データ は 最後に 行つ た TINY カットに より 格納され た も の だけが 有効 
です. TINY ペースト は CTRL+L により 行います. 

a) 1 行の 揷入 (CTRL+N) 

現在の 力一 ソ ル 位置に 空行 を 1 行 挿入 します. これのより 現在の 力 一 ソ ル行 以降の 行 は 〗 行ず 
つ 下に スクロール します， 

b) 1 ワードの 削除 (CTRL+T) 

カーソル 位置から 次の ワード （単語) の 前まで を 削除し ます. 改行 は 削除され ず， 削除され たデ 
ータ は TINY カット バッ フ ァ に 格納され ません. 

4-3,2 カーソル を 移動す^! 作 

ここまでの 編集 作業 はすべ て カーソルの ある 位置 を 基準に 行われる ものでした. そこで 力— ソ 
ルを 移動す る 機能が 必要になります. これにより プログラム や 文書の 中 を 自由に 動き回り， 任意 
の 箇所 を 更新す る こ とが 可能になる のです. 

まず， 本 エディ タの カーソル 移動 機能 全般に 渡っての 解説 を 行います. 

DAKID の カー ソ ル 移動の 規則 

まず 注意し なければ ならな いのは， AKID では データの ない 場所に は カーソル を 移動で きない 
という ことです. この こと は 画面 上の イメージと 実際の データの 内容が ほ ぼ 一致 している という 
ことで あり， プログラム や 通常の 文書の 編集で はむしろ このほうが 好都合で あると いえます. 

次に やはり この ことと 関連して いるので す 力、 AKID に は カーソルの 横 方向の 位置 を 一定に 保 
とうとす る 機能が あります. これ だけで はなん のこと かわからない と 思います から， 具体的に 説 
明して みましょう. 

Quality of mercy is not strain'd 
The quality of mercy is not strain'd, It droppeth the 
gentle rain from heaven, Upon the place beneath: it is twice 
blest; it blesseth hiu that gives and hin takes; 
'Tis mightiest in the mightiest. 

いま カーソル は 2 行 目の" a" の 文字の 上に あります. ここで カーソル 下 キーに より カーソル を 
3 行 目に 移動し ます. カーソル は 3 行 目の "s" の 文字の 上つ まり 真下に 移動し ました. 
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； y is not strain'd 
The qua : not strain'd, It droppeth 

gentle i i. Upon the place beneath: it i§ 

blest; that gives and hin takes; 

ies し in cue •lightiest. 



もう 1 度 カー ソ ルを 下に 移動 します. 今度 は カー ソ ルは 真下に は 移動せ ず， 4 行 目の 改行の 位 S 
に 移動し ました. これ は データの ない 位置に は カーソル は 移動 しないと いう 規則です から 予想で 
きる 結果です. 



Quality of mercy is not strain'd 
The quality of mercy is not strain'd, It droppeth as the 
gentle rain from heaven, Upon the place beneath: it twice 
blest; it blesseth him that gives and hin takes; |^ _ ! 
，Tis lightiest in the nightiest. 



ここで 力一 ソル 上キ一 により カーソル を 3 行 目に 戻して みます. カーソル は 真上に 移動す るの 
ではなく， "s" の 文字に むかって 右 斜め 上に 移動し ます. すなわち エディタが まえの カーソルの 横 
方向の 位置 を 記憶して いて， そこに データが あって カーソル 移動が 可能な 限り その 位置 を キープ 
しょうと する のです. 



Quality of nercy is not strain'd 
The quality of nercy is not strain'd, It droppeth as the 
gentle rain froa heaven, Upon the place beneath: it i| twice 

blest; it blesseth hin that gives and hin takes; | ^ 

'Tis nightiest in the nightiest. 

もともと 3 行 目から 4 行 目への 移動で は ユーザー 自身が 左に 移動す る 操作 を しないに も かかわ 
らず， エディタ 自身の 都合で 左 斜め 下に 移動して しまった わけです から その後の カーソルの 上下 
でで きる 限り もとの 横 位置に 戻そうと いう 発想から このような 動作 をす る わけです. 

この 機能 は 行と 行の 間に 空行が ある 場合な どに 特に 威力 を 発揮し ます. 従来の 多くの エディ タ 
では カー ソ ルの 上下に よ り 空行に ぶっかる と カー ソ ルは 左端に 移動して し ま い， 次に 長い 行に も 
どっても カーソル は 行の先頭に とどまった ままでした. これに 対して KID, AKID では ユーザー 
自身が カーソル を 左右に 移動す る 操作 をし ない 限り カーソルの 横 位置 は 可能な 限り 元の 位置に 近 
付けよう とします. 



カーソルの 左右 方向の 移動 操作に より， AKID は 新しい 桁 位置 を 記憶す る ことになります. つ 
ま り 上の 例で は， 4 行 目で 力一 ソル 右 キーに よ り " ： "の 位置に カーソル を 移動して から 3 行 目に 
戻す と， カーソル は 真上の "：" の 位置に 移動す る わけです. 
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2) カー ソ ル 移動 の た めの 操作 

つぎに カーソル を 移動す る 操作に ついて 個々 の 機能 を 具体的に 解説して いきます. 

a) カーソル キー 

最も 基本的な カーソルの 左右 上下の 移動 は カーソル キーに よ り 行います， それぞれ カーソル キ 
一 の 矢印の 方向 に 力一 ソ ルが 移動 します. 

行の先頭で 力 一 ソ ル左 キー を 押した 場合 は 上の 行の末尾に， 行の末尾で 力 一 ソ ル右 キーが 押さ 

れれば カーソル は 次の 行の先頭に 移動し ます， 

ま た 画面 を はみ出す 場合に は 行が あ る 限り ス クロ ール がお こります. 

b) CTRL キー や SHIFT キー を 活用した カー ソ ル 移動 操作 

AKID ではよ り 効率の 良い 編集 作業の ために CTRL キー や SHIFT キー を 押しながら 他の キ 
一 を 押す ことで， カーソル 移動 を 行う ことができます. 

特に， キーボード を 見ずに 入力ので きる 方 は， ホーム ポジションから 手 を 離す ことなく 操作が 
でき， より 効率 を 上げる ことができる でしよう. 



CTRL+E 


力一 ソル を 1 行 上へ 移動し ます （カーソル 上と 同じ）. 


CTRL+X 


カーソル を 1 行 下へ 移動し ます （カーソル 下と 同じ）. 


CTR し +S 


カーソル を 1 文字 左へ 移動し ます （カーソル 左と 同じ）. 


CTR し +D 


カーソル を 1 文字 右へ 移動し ます （力一 ソル 右と 同じ）. 


SHIFT+ カーソル 上 
または， CTRL+W 


力一 ソル を 移動し ないで 1 行 下に スクロール します. スクロール 
する 行が 無い 場合， カーソル は 1 行 上に 移動し ます， 


SHIFT+ カーソル 下 
または， CTRL+Z 


カーソル を 移動し ないで 1 行 分 上へ スクロール します. ス クロ一 
ル する 行が 無い 場合， カーソル は 1 行 下に 移動 します. 


CTR し +C 


1 画面 分ス ク ロール ァ ップ します. 


CTR し +R 


1 画面 分 ロール ダウ ン します. 


SHIFT+ カーソル 右 


力一 ソ ルを 行の 右端へ 移動 します. 


SHIFT+ カーソル 左 


カーソル を 行の 左端へ 移動 します. 


CTR し +A 


力一 ソル を 1 ワード 後方 (左方 向) へ 移動 します. 


CTR し +F 


カーソル を 1 ワード 前方 (右方 向） へ 移動 します. 


CTR し +0 


カーソル を テキストの 第 1 行へ 移動し ます. 


CTR し +P 


力一 ソル を テキス トの 最終 行へ 移動し ます. 
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4,3,3 エディット モードの エラー 

1) 1 行が 長過ぎる 場合の エラー 

入力 中に 1 行の 長さが， 画面 上で 10 行 を 超える と 次の エラーメッセージが 表示され ます. 

AKID の 場合 

Line too long 

KID の 場合 

行が 長過ぎます 

こ の 場合 画面 上 10 行の 範囲に お さまる よう に 行の末尾 力 《切 り 捨てられて しまいます. 通常の プ 
ログ ラム や 文 ® では 1 行の 長さが これほど 長くなる こと はめった にあり ません が， 改行 を 削除す 
る ことによ り]: 匕較的 簡単に 長す ぎる 行が 作られる ことがあ ります ので 注意が 必要です. 

2) 行数が 大 き 過ぎる 場合の エラー 

ヱ ディ ッ ト できる 行数 は 画面 上の 行数で， 2000 から 5000 行です. これ を 超える と 次の メッセ 一 
ジが 表示され ます. 

AKID の 場合 

Too many I ines 

KID の 場合 

総 行数が 多すぎます 

こ の 場合 行数 を 減 ら さない 限り， 行 を 増やす よ う な 操作 (改行 や 空行の 挿入な ど） を 行う こと が 
できなくなります. 

3) テキス トの ための メモリが 足りない 場合の エラー 

本 エディ タ では 高速 化の ために テキストの ための バッファ はすべ て VRAM 上に とられて いま 
す. MAIN- RAM にと るより ははる かに 大 き な 領域が 確保で き る のです が， テキストが あまり に 
長大に なると メモリ が 足 り な く なる 場合が あ ります. こ の 場合 次の ェ ラー メッセ 一 ジが 表示され 
ます. 

AKID の 場合 

Out of 面 emory 
KID の 場合 

メモリが 足りません 

こ の エラーが お こ る と 最後に 入力した 1 行が 失われる ことがあ ります. メモリ 不足 は 本 エディ 
タの 物理的な 限界で あるた め， 行 を 減らしたり， カツ ト& ペーストで カツ トゃ コビ一 されて いる デ 
ータを 捨てるな どして メモリの 空き 領域 を 増やさない 限り エディ ッ トを 続ける こと はでき ません. 



81 



第 2 部 スクリーン エディタ 



第 5 章 キー アサインの 変 



5- 1 KID/AKID 用 キー アサイン 変更 プログラム 
CONKID 

例えば エディ ッ ト モードで カーソル を 上下 左右に 1 つず つ 移動した いとき， カーソル 移動 キー 
を 使う と どう しても ホーム ポジションから 手 を 離さなければ なり ません. こんなと きに カーソル 
移動 機能 を [CTRL] 十文字 キーな どに セッ ト できれば， 手 を ホーム ポジションに おいたま ま カー 
ソルの 操作す る ことができる ようになります. また， カーソル 移動に 限らず 様々 な 機能 を セット 
する ことにより， 入力の 効率 もよ くなる ことでしょう. このように 任意の キーに， 様々 な 操作 を 
割付る こと を キー アサイン (KEY ASSIGN) といい， 本 エディタ は [CTRL] 十文字 キーに 設定す 
る ことができます. 

CONKID は， 上記の ような エディ ッ ト モードの キー アサイン， スクロール 行数， 起動時の 入力 
モード （挿入 ノ 上書)， 検索 Z 置換での 大文字 • 小文字の 区別の 設定 を 行い， エディタ 本体に セー 
ブ する ことができます. 上記の よ う な 機能 を 変更す る と き に 使用して 下さい. 



5.e 起動 方法 

MSX-D0S2 のコ マン ド入 カ行よ り 次に 示す ように 入力して 下さい. 

A> CONKID [エディタ ファイル 名] 

引数と して エディタ 本体の フ アイ ル 名が 必要 です. エディタの ファイル 名 は 省略す る ことが で 
きます が， その 場合， 立ち上げ 時の 両面が 漢字 モードな らば" KID. COM" を， ANK モードなら 
ば" AKID.COM" を 指定した ことになります. 複数の ファイル を 指定す る こと はでき ません. な 
お， CONKID は 1 行 40 桁 以上に して 使用して 下さい. また， ANK モードで 立ち上げる とき はス 
ク リーン モー ド 0 でなければ なりません. 起動の 際に エラーが 発生した と き は エラー メ ッ セージ 
を 表示し， MSX-DOS2 の コマンド 入力 行に 戻ります. 

< 起動時の 画面 例 > 
漢字 モード O 

1. カーソル 1 行 上へ 移動 1 

2. カーソル 1 行 下へ 移動 X 

3. 力一 ソル 1 文字 右へ 移動 

4. カー ゾル 1 文 宇 左へ 移動 飞 

5. 力一 ソル 1 ワード 前方へ 移動 7 

6. カーソル 1 ワード 後方へ 移動 — A 
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7. カーソル 行の 端へ 移動 一 B 

8. 力一 ソル テキストの トツプへ 移動 ー0 

9. カーソル テキストの エンドへ 移動 1> 
10. 1 行 口一 ル アップ 

11. 1 行 ロール ダウン 1 



ANK モー K 



1. 


カリ! I» 14 379IMP 9 


一 E 


2. 


カー プル H ヨウ ソタ へ仆 ゥ 


X 


3. 


カづ ft 1 モダ ミキ 'V (ドウ 


一 D 


4. 


カー プル 1 モシ タ' リ v (ドウ 




5. 


カ- ソ ft 1 ヮ -ドビ ンホ' ゥ V (ドウ 


一 F 


6. 


カづル 1 ヮー卜 3ゥ* ゥ M ト ゥ 


ん ！ 

A 


7, 


a-n ゲ 3 ウノ ハク vf ドウ 


'B 


8. 


カ- タル テキスト ノト プフ 'vf ドウ 


一 0 


9. 


t-n テキスト ノ i ンド ヘイド ゥ 


マ 


10. 






11. 






12. 




飞 


13. 


u- w ゥン 




14. 


ケン »クぽレ， ノ t ，ティ, w ゥケン ，タ 




15. 


ケン t ク モシ' レクノ h ティ， コゥ ホウ ケ ンサク 


飞 


16. 


カレント ケ ンサク t グ vvryr ゥケ ンサク 


门 


17. 


カレント ケンサ ゥモダ yjmmm 


一 [ 


18. 


1 モシ' サクグ 3 


一 G 


19. 


が カスぐ -ス 


一 H 


20. 


力-ソル ノ yM*3 ゥヲサ クシ 'ョ 


一 Y 


21. 


t ン トウ カラ 力 づルチ 3 ク ビン 7 テ' サ ウダ ョ 


一 U 


22. 


カ-！ ^力 ラゲ 3 ゥ 7 ツ 7 テ' サゥグ 3 


1 



5,2,1 起動時の エラー 

• "く ファイル 名 > ファイルが 見つかりません"， "く ファイル 名〉 ファイル ガ ミツカ リマ セン" 

指定した フ アイ ルが 見つか ら ない 
I 対策 I ドライブ 名， パス 名， ファイル 名 を 正しくす る 

参" ハ' ラメ 一夕 を 正し く して 下さい"， "パラメータ ヲ タダシ クシ テク ダサ ィ" 

複数の ファイル 名 を 指定した 

rwi 指定す る ファイル を 1 つに する 

譬" エディタ ファイル を 指定して 下さい"， "シティ サレタ ファイル ハ， エディタ ファイル デ ハァリ 
マ セン" 

指定した フ アイ ルが エディ タフ アイ ルと 認められない 
i^^i エディタ ファイル を 指定す る 

• つ 行の 幅 を 40 柘 以上に して 下さい"， "1 ギヨ ウノ ハバヲ 40 ケタ イジ ヨウ ニシ テク ダ サイ'， 

1 行の 幅が 40 析 未満で ある 
「対^ 1 DOS の MODE コマンド または BASIC の WIDTH コマンドで 1 行の 幅 を 変更す る 
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き" スクリーン モー ド 0 ( 1 ギ ヨウ 40 ケタ イジ ヨウ） デシ ヨウ シ テク ダサ ィ" 

スクリーンモード が 0 以外で あ る （ANK モード でのみ 発生す る エラー） 
\lm] DOS か ら は MODE コマンドで， BASIC か ら は SCREEN コマンドと WIDTII コ マン 
ドで 画面 を 再 設定す る 



5.3 操作 方法 



5,3,1 設定 方法 

キー アサイ ンに 対応して いる キー は， キャラクタ コード 00H〜1FH([DEL] キー を 除く 全ての 
コントロール キャラクタ） です. 再 設定 を するとき は， キー アサイ ンを 変更したい 操作まで カー ソ 
ルを 移動し， [CTRL] キ 一を 押しながら 文字 キー を 押して 下さい. 例えば [CTRL] + [E] と 入 
力した 場合， 画面に は 广 E」 と 表示され ます. キャラクタ コード 0OH 〜： LFH は 以下の通りです. 



コード 


コード 


対応 キー 


(10 進） 


(16 進） 




0 


00H 


[CTRL] + [@] 


1 


0111 


[CTRL] + [A] 


2 


02H 


[CTRL] + [B] 


3 


03H 


[CTRL] + [C] 


4 


04H 


[CTRL] + [D] 


5 


05H 


[CTRL] + [E] 


6 


06H 


[CTRL] + [F] 


7 


07H 


[CTRL] 十 [G] 


8 


08H 


[CTRL] + [H] 


9 


09H 


[CTRL] + [I] 


10 


0AH 


[CTRL] + [ J ] 


11 


0BH 


[CTRL] + [K] 


12 


0CH 


[CTRL] + [L] 


13 


0DH 


[CTRL] + [M] 


14 


0EII 


[CTRL] + [N] 


15 


0FH 


[CTRL] + [0] 


16 


1011 


[CTRL] + [P] 


17 


11H 


[CTRL] + [Q] 


18 


12H 


[CTRL] + [R] 


19 


13H 


[CTRL] + [S] 


20 


14H 


[CTRL] + [T] 
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21 


15H 


[CTRL] + [U] 


22 


16H 


[CTRL] + [V] 


23 


1711 


[CTRL] + [W] 


24 


18H 


[CTRL] + [X] 


25 


19H 


[CTRL] + [Y] 


26 


1AH 


[CTRL] + [Z] 


27 


1BH 


[CTRL] + [ [] 


28 


1CH 


[CTRL] + [¥] 


29 


顔 


[CTRL] 十门] 


30 


丽 


[CTRU + に] 


31 


1FH 


[CTRU + し] 



キー アサイ ンの 変更に おいて 無効な キーが 入力され た 場合， その キーに ついては 無視され， すで 
に 他の アサイ ンに 使用され ている キーで あれば， 「同一 コ一ド があります」 (漠字 モード） または 「ド 

ウイ ッコ一 ドガ アリマ ス」 （ ANK モ 一ド） と メッセージが 返されます. こ の 場合， すでに 使用 さ れ 
ている キー を あらかじめ [BS] キー または [DEL] キーで 解除して おかなければ なりません. アサ 
ィ ン されて いない 操作 は， 1 " 未使用」 （漢字 モー ド） または 「ミ ショウ」 （ANK モー ド） と 表示され ま 
す. [SEL] キーに より， 力一 ソル 上の キー アサイ ンを デフォルト値に する ことができ， [HOME] キ 
一によ り ，キー アサイ ンを 変更 前の 値に 戻す ことができます. 

ロール アップ/ロール ダウンの スクロール 行数 は， 1 行から 30 行まで 設定で きます. 入力で き 
る 数値 は 0 から 30 までです が， 0 は (現在の 画面の 行数- 1) を 表します. 

起動時の 入力 モー ド の 設定 は， [INS] キー ま た は [SPACE] キーで 行い ます. 共に トグル スィ ッ 
チ になって いますので, 1 回 押す と 変更し， もう 1 回 押す と 元に 戻ります. 画面 表示 は, 挿入モード 
を 選択す る と 「挿入」 （漢字 モー ド） ま た は 「ソゥ 二 ユウ」 (ANK モード）， 上書き モード を 選択す る 
と 「上 S」 (漢字 モ 一ド） または 「ゥヮ ガキ」 ( ANK モード） となります. 

検索 ノ 置換 処理での 大文字 • 小文字の 区別の 設定 は， [SPACE] キーで 行います. 入力 モー ドの 
設定と 同じように トグル スィ ツチに なって います. 画面 表示 は， 区別す る 方 を 選択す ると 「する」 
(漢字 モード） または 「ス ル」 (ANK モード)， 区別し ない 方 を 選択す ると 「しない」 (漢字 モード） ま 
たは 「シ ナイ」 （ANK モー ド） となります. 
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5.3.2 キー 撮 作 



5.3.2.1 カー ソ M)» 豔, H 定 

力一 ソ ルの 移動， 設定 は 次の ような キ 一 操作で 行い ま す. 



キー 


機 能 


t 


カーソル を 1 行 上へ 移動す る • 


i 


カーソル を 1 行 下へ 移動す る. 


RETURN 


カーソル を 1 行 下へ 移動す る. 


ESC 


メニュー を 表示す る. 


BS 


カーソル 上の キー アサイ ンを 解除し， 「未使用」 (漢字 モード） または， 「ミ ショ 
ゥ」 （ANK モード） と 表示す る. 


DE し 


カーソル 上の キー アサイ ンを 解除し， 「未使用」 (漢字 モード） または， r ミショ 
ゥ」 （ANK モード） と 表示す る， 


おし 


カーソル 上の キー アサイ ンを デフォルト値に する. 


HOME 


カーソル 上の キー アサイ ンを 変更 前の 値に 戻す. 



5.3.S.2 ESC キー 

[ESC] キー を 押す と 画面の 1 行 目に メニューが 表示され ます. 

< メニュー 表示 画面 例〉 
漢字 モード O 



End/Qu i t/Save/Defau 1 t/ESC 



1. 


カーソル 1 行 上へ 移動 


飞 


2. 


カーソル 1 行 下へ 移動 




3. 


力一 ソル 1 文字 右へ 移動 


一 D 




力一 ソル 1 文字 左へ 移 鋤 


一 S 


5: 


力一 ソル 1 ワード 前方へ 移動 




6. 


カーソル 1 ワード 後方へ 移動 


"A 




力一 ソル 行の 端へ 移動 


一 B 


S. 


カーソル テキストの トツプへ 移動 


^0 


9. 


カーソル テキストの エンドへ 移動 


*P 


10. 


1 行 ロール アツ ブ 


一 Z 


11. 


1 行 ロール ダウン 





ANK モー ド 

End/Qu i t/Save/Defau I t/ESC 
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8. 

9. 
10. 
11. 
12. 
13. 
14. 
15. 
16. 
17. 
18. 
19. 
20. 
21. 
22. 



1, 
2. 
3. 



5: 
6. 



力-ソル は' 3 ゥゥ ivf ドウ 
力-ソル 1 ゲ 3 ゥシタ M ドウ 
ト n 1 モダ ミキ， vf ドウ 
力— ソル 1 モダ t タ' リ v (ドウ 
M% 1 ヮギ ビン ホ 'ゥ M ドウ 
it-n 1 リ-ド コゥ ホウへ 仆' ゥ 
カーソル ゲ ヨウ 力 ゆ M ドウ 
t-n テキスト ノト， フ 'M ドウ 
力 -タル テキスト ノエン ド ヘイド ゥ 
1 ゲ ヨウ U-W タフ' 
1 キ *3 ゥ IHt ゲゥン 
ぽ， フ' 
W ゥン 

ケン ササ モシ ノ れテ ィ， ビン *• ゥ ケン, ゥ 
ケン f タ I ダレ! プ H， 3 ゥ ホウ ケ ンサゥ 
力！; ント ケン号 《 グ レ！ /ノビ ンホ， ゥケン ザク 
カレント ケンサ ゥモダ レ V お ホウ ケ ンサク 
1 モダ f クシ' 3 

カ-^ ノ？ II ゲ 3 ゥヲサ ウダ 3 

t ン トウ カラ 力- ^ チョウ ビ ン マテ' サ タグ 3 

カ-プ M ラゲ 3 ゥマ W テ， サ ウダ ョ 



一 E 

一 D 
一 S 

一 A 
一 B 

一 Z 
一 W 



飞 
一] 
マ 



この 状態で [E]， [Q], [S], [D], [ESC] を 選択す る と 以下の よ う にな ります， 

End 設定 内容 を エディ タ 本体に セーブ 後， CONKID を 終了し ます. 

セーブが 正常に 終了した 場合 は 「書き込み は 正常に 終了 しました」 (漢字 モー ド） また は 
「カキ コミハ セイジ ヨウ ニシュ ゥリ ヨウ シマ シタ」 （ANK モ一 ド）， エラーが 発生した 
場合 は 「ェ ラ 一 が 発生 しました j (漢字 モー ド） また は 1 "ERROR ガハ ッセ イシ マ シタ」 
(ANK モード） と メッセージ を 表示し， DOS に 戻ります. 

Quit セーブせ ずに CONKID を 終了し ます. 

Save 設定 内容 を エディ タ 本体に セーブし， 設定 モードに 戻ります ♦ 

エラーが 発生した 場合 は 「エラーが 発生し ました j (漠字 モー ド） または 「ERROR ガハ 
ッセィ シマ シタ」 （ANK モー ド） と メ ッ セージ を 表示し， DOS に 戻 り ます. 

Default すべての キー アサイ ンを デフォルト値 にします， 

ESC 設定 モードに 戻ります. 
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5.3.3 巧 オル Mi 



1. 


カーソル を 1 行 上へ 移動 




2. 


カーソル を 1 行 下へ 移動 




3. 


カーソル を 1 文字 右へ 移動 




4. 


カーソル を 1 文字 左へ 移動 




5. 


カーソル を 1 ワード 前方へ 移動 


へ F 


6. 


カーソル を 1 ワード 後方へ 移動 




7. 


カーソル を 行の 端へ 移動 




8. 


カーソル を テキス トのト ップへ 移動 


^0 


9. 


カーソル を テキストの エンドへ 移動 




10. 


1 行 ロール アップ 




11. 


1 行 ロール ダウン 




12. 


ロール アップ 




13. 


ロール ダウン 




14. 


検索 文字列 設定， 前方 検索 




15. 


検索 文字列 設定， 後方 検索 


、 


16. 


カレント 検索 文字列の 前方 検索 




17. 


カレント 検索 文字列の 後方 検索 


汀 


18. 


1 文字 削除 




19. 


パックス ペース 


A II 


20. 


カーソルの ある 行 を 削除 


、 


21. 


先頭 か ら カー ソ ル 直前 ま で 削除 




22. 


カーソルから 行末まで 削除 




23. 


1 ワードの 文字列 削除 




24. 


改行 




25. 


カーソル 行の 上に 1 行 挿入 




26. 


タブ 


^1 


27. 


行， 歹 IJ ，ファイル 名の 表示 




28. 


挿入， 上書き 状態の 切り替え 




29. 


コントロール 文字 入力 




30. 


FUNCTION 1〜4 の クリック 


未使用 


31. 


削除 文字列 バ ッファ の 内容 挿入 


^ し 


32. 


YANK バッファの 内容 挿入 


、 



ス クロ 一ル 行数 (0 ： 現在の 画面の 行数- 1) 0 

起動時の 入力 モー ド （挿入 ノ 上書） 挿入 

検索/ S 換の 大文字 • 小文字の 区別 しない 
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第 6 章 コマンド 一 麓 

以下に， KID, AKID の コマンド とそ の 意味 を 説明 します. 



6.1 コマンド モ 


ード 


< FUNCTION 1 > 


E セーブ 終了 


現在の 編集 テキスト を セーブし 編集 を 終了. 


Q 中断 


現在の 編集 テキスト を セーブせ ずに 編集 を 終了. 


S セーブ 


現在の 編集 テキスト を セーブ. 編集 は 継続. 


N セーブ/新 ファイル 


現在の 編集 テキスト を セーブ. 新しい テキストファイル を 編集. 


A 中断/新 ファイル 


現在の 編集 テキス トを セーブせ ずに 新しい テキストファイル 




を 編集. 


0 再鎘集 


現在の 編集 テキストの 編集 を 最初から やり直す. 


< FUNCTION 2> 


I ファイル 揷入 


カーソルの ある 行の 前に 指定した テキス ト ファイル を 挿入， 


W ファイル 害き 込み 


現在 編集して いる テキスト を 指定した 名前の ファイルで 書き 




込む. 


Y ヤンク バッファ 害き 出し 


YANK バッファの 内容 を 指定した 名前の ファイルで 害き 出す. 


D ディ レクト リ 


ディ レクト リの一 覧を 表示. 


< FUNCTION 3> 


G 行 移動 


カーソル を 指定す る 行 番号の 行へ 移動. 


T 第 1 行 移 勦 


カ& ソル を テキストの 第 1 行へ 移動， 


B 最終 行 移動 


カーソル を テキスト の 最終 行へ 移動. 


リターン， CTR し +M 


G と 同じ 



このと き カーソルの 行， 列， 編集 テキストファイル 名 を 表示し ます. 
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< FUNCTION 4> 



F 前方 検索 


カレント 検索 文字列の 前方 検索 （テキ ス ト の 終わ り 方向). 


B 後方 検索 


カレント 検索 文字列の 後方 検索. 


A 全 置換 


テキス ト 内の 指定され た 全ての 文字列の 置換. 


R 置換 


テキス 卜 内の 指定され た 文字列 を 1 つず つ 置換. 


S 設定 


検索/置換の 際， 大文字 • 小文字の 区別 をす る， しないの 設定. 


リターン， CTRL+M 


F と 同じ， 


< FUNCTION 5> 

力一 ソ ル 移動 キ一 により， 文字列 ブロック を 指定 し た 後， 以下の 機能 を 実行 します. 


C 複写 


文字列 プロ ックを YANK バ ッファ に 記憶. 


A 追加 複写 


文字列 プロ ックを YANK バッ フ ァ に 追加 記憶. 


X 削除 


文字列 ブロックの 削除と YANK バッファへの 記憶. 


リターン， CTRL+M 


NEMU 表示 後， 実行. 


<SE し ECT> 

FUNCTION 1〜4 の クリック， 


コマンドの 実行 




F.n キー， SELECT 
(F1〜F4) 


ファンクションの 表示. 


各 MENU の 最初の 文字 入力 


実行. 


該当な し 文字 入力， ESC 


キヤ ン セル 
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6.E エディツ 卜 モード 



CTRL+E ，上 カーソル 


力一 ソル を 1 行 上へ 移動. 


CTR し +X， 下 カーソル 


カーソル を 1 行 下へ 移動. 


CTRL+S, 左 カーソル 


カーソル を 1 文字 左へ 移動. 


CTRL+D, 右 カーソル 


力一 ソル を 1 文字 右へ 移動. 


CTR し +W， SHIFT + 


カー ソ ル 位置 は 変化せ ず， 1 行 ロール ァ ッ プ. 


上 カーソル 




CTRL+Z, SHIFT+ 


カー ソ ル 位置 は 変化せ ず， 1 行 ロール ダウ ン. 


下 カーソル 




CTR し +C 


口 一ルァ ッ プ （ラ ィ ン数は CONFIG 可能) . 


CTRL+R 


ロール ダウ ン （ライ ン数は CONFIG 可能） . 


CTRL+B,(SHIFT+ 


カーソル を 行の 左端へ 移動 (CRL+B は トグル スィ ツチ）. 


左 カーソル） 




CTRL+B, (SHIFT H- 


カーソル を 行の 右端へ 移動 (CRL+B は トグル スィ ツチ). 


右 カーソル） 




CTRL + A 


カーソル を 1 ワード 後方 (左方 向) へ 移動. 


CTR し +F 


力一 ソル を 1 ヮー ド 前方 (右方 向) へ 移動. 


CTRL + O 


カーソル を テキス 卜の 第 1 行へ 移動. 


CTRL+P 


カーソル を テキスト の 最終 行へ 移動. 


CTR し +Q 


カー ソ ルの 行， 列, 編集 テキス トフ アイ ル 名の 表示. 


CTRL+M, リターン キー 


改行. 

挿入 状 糠 行 分割 と カー ソ ル 位置の 改行. 
上 害 き 状態 カー ソ ル 位置の 改行. 


CTR し +N 


上に 1 行 挿入. 

カー ソ ル 行の 上に 1 行揷入 し， カー ゾ ルゃ揷 入 し た 行の 左端 
に 移 勦 

V し' 1 タ 


RS CTRL+H 


バリ ク ズぺ 一 ズ 


INS,CTRL+J 


文字の 挿入 状態 と 上書き 状態 の 切り替え. 


DEL CTRL+G 


力一 ゾ ゾレ仿 齊 1 "^"ま 肖 11 除 


CTR し +V 


コント ロール 文字 入 カネ 旨 示 


CTRL+T 


1 ワードの 文字列 削除. 


CTR し +Y 


カーソルの ある 行 を 削除. 


CTRL+K 


行末までの 削除. 


CTR し +U 


先頭 か ら カー ソ ル 直前 ま での 削除. 


CTRL+ し 


削除 文字列 バッ フ ァ の 内容 を揷 入. . 


CTRL+@ 


YANK バッファの 内容 を テキス ト の カーソル 位置に 出力す 
る （ペース ト 処理). 


CTRL + ^ 


カレント 検索 文字列の 設定, 前方 検索. 
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第 2 部 スクリーン エディタ 
CTRL +V カレント 検索 文字列の 設定， 後方 検索, 



CTR し +] 
CTR し +[ 



^ン 卜 検索 文字列の 前方 検索 (Forward と 同じ）. 
カレント 検索 文字列の 後方 検索 (Backward と 同じ) 



6.3 コン フィギ ユレ 


ーシ ヨン 


デフ オル ト値 


キー アサイン （CTRL キー） 


上記 エディ ッ トモ 一 ドの CTRL キーの アサイ ン. 


スクロール 行数 


エディタ を 起動 したと き の 画面の 行数- 1. 


起動時の 入力 モー ド （挿入 ノ上 害） 


挿入モード. 


検索/置換の 大文字 • 小文字の 区別 


区別し ない. 
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第 3 部 ユー ティ リ ティ 

第 1 章 はじめに 



1.1 本書の 構成 

1.2 パッケージの 内容 
1.3 システムの 環境 
1.4 本書での 表記法 
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第 1 章 はじめに 



1.1 本 害の 構成 

本書 は MSX-D0S2 ユー ティ リ ティ • ソフトウェア • パッケージに ついての 解説です. 
た だ し 本書 は 読者が 8080/Z80 アセンブリ 言語に よる プログラミング を 理解して おり， ァ セン ブ 
ラ に関する 経験が ある こと を 前提に して 書かれて おり， アセンブリ 言語の 解説書ではありません. 
従って， 8080/Z80 アセンブリ 言語で プログラム をした 経験がない 場合， 別の 解説書 等で ァ セン ブ 
リ 言語に 関する 知識 を 得た 上で 本書 を 読む こと をお すすめし ます. 

本書の 構成 は 次の とおり です. 



第 1 車 はじめに 

ュ一 ティ リ ティ • ソフトウェア - パッケージの 概略 を 解説し ます. 

第 2 章 ユー ティ リ ティ • ソフ トウ エア • パッケージ を 使った プログラム 開発 

ュ 一ティ リ ティ • ソフトウェア 'パッケージ を 使った プログラム 開発に ついて 説明し ます. 

第 3 章 IV!SX*M-80 マクロ アセンブリ 言語 

MSX-M-80 マクロ アセンブリ 言語に ついて 説明 します. 

第 4 章 MSX'M- 80 の 実行 

MSX • M-80 マクロ アセンブラの 使用方法 （アセンブル 方法） について 説明し ます • 

第 5 章 IVISX'L - 80 リンク ローダ 

MSX-L-80 リンク ロー ダの働 き と 使用方法 を 説明 します. 

第 6 章 CREF-80 クロス リファレンサ 

CREF-80 クロス リファレンサの 働き と 使用方法 を 説明し ます. 

第 7 章 LJB-80 ライブラリ マネージャ 

LIB-80 ライブラリ マネージャの 働きと 使用方法 を 説明 します. 

付録 

ASCII キャラクタ コード， オブジェクト ファイルの フォーマット， アセンブラ 疑似 命令， 命令 
コード 一覧表 を 記載し ます. 
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1.2 パッケージの 内容 



1-S-1 、"ゆ エア 

本パッ ケージで は， ソフトウェアと して 以下の 4 つの フ アイ ルを 提供し ます. 

M80.COM 
L80.COM 
CREF80.COM 
LIB80.COM 



MSX-M-80 マクロ アセンブラ 
MSX-L-80 リ ンク ローダ 
CREF-80 クロス リファレンサ 
LIB-80 ライブラリ マネージャ 



,g,g ドキ: uc ント 

ドキュメント は， 本書 「ュ一 ティ リ ティ • ソフトウェア • マニュアル」 です, 



1.3 システムの 

MSX-DOS2 ュ一 ティ リ ティ *ソフ トウ エア *パッ ケージの 各 プログラム は， MSX-DOS2 の 環 
境 下で 動作す る こと を 前提に しています. 

従って この ユー ティ リ ティ • ソフ トウ エア 'パッケージ を 使うた めに は 日本語 MSX-DOS2 が必 
要です. 

また， 各 プログラム は 1 台の ディスク ドライブ でも 動作す るよう に 作られて いますが， 2 台の ディ 
スク ドライブ を 使用す る こと をお すすめし ます. 



1.4 本 害での 表記法 

本 害で は， コマンド および ステートメントの 書式 を 表わす ために， 以下の 表記法 を 使います. 

英文 字 ステートメント や コマンド のうち， 指定され たと おりに 入力し なければ 

ならない ところ を 表わします. 
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<> (山形 かつ 二） 



[]( 角 形 かっこ） 
{} (波 かっこ） 



山形 か つ こ は 入力す る デー タ を 表わ し ま す. 

かっこ 内に 項目 名が ある 場合， 指定され た 項目の 規則に 従った データ を 

入力し ます. 

例えば， く ファイル 名〉 では 実際の ファイル 名 を 入力し ます. また， かつ 

こ 内に， く CTRL+C>， く RETURN) のよう な 英文 字が ある 場合 は， こ 
こに 霄 かれて いる 名称の キー を 押さなければ なりません. 

この かっこ 内の 項目 は 省略で きる こと を 表わします. 

波 かつ こ は， い く つかの 項目 か ら どれ か 1 つ を 選択す る こと を 示します. 
波 かっこで 囲まれて いる 項目 は， さらに 角 型 かっこで 囲まれて いない 限 
り， 少なくとも 1 つ は 入力し なければ なりません. 



, • • (ピリオド 3 つ） こ の 直前の 項目 を 必要な 回数 だけ 繰 り 返す ことができる こと を 表わ し ま 



その他の 記号， カンマ， コロン， スラッシュ 等 は 示された とおりに 入力 
します. 例えば， く ファイル 名 > [，く ファイル 名〉]... は， ファイル 名 
を 1 つ， あるいは 2 つ 以上の ファイル 名 を カンマで 区切って 入力す る こ 
と を 表わします. 
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第 2 章 ユーティリティ • ソフトウェア リゃジ 
ケージ を 使った プログラム 開発 



2.1 用語の 説明 

2.2 ユー ティ リ ティ • ソフトウェア • パッケージ を 使った プログラム 開発 
2.3 ユー ティ リ ティ • ソフトウェア • パッケージの 特徴 
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第 2^ ユー ティ リ ティ *ソフ 卜 ウェア-パッケージ を 使った プログラム 



ユー ティ リ ティ • ソフ トウ エア • パッケージ は アセンブリ 言語で プログラム 開発 を 行うた めの 
パッケージです. 

この パッケージ を 使った プログラム 開発の 説明の 前に， プログラム 開発に ついての 解説で 一般に 
使用され ている 用語 を 説明し ます. 



2.1 用語の 説明 

ソース プログラム 汎用 テキス ト エディ タで 作成した プログラム テキスト ステート メン 

トで 構成され ています. 



ソースファイル 



ソース プログラムが 入って いる ファイル. ソースファイル はァ セン 
ブラ， または コンパイラの 入力 ファイル であり， ASCII フォー マツ 
ト でなければ なりません. 

マクロ アセンブラの ソース フ アイ ルの 拡張 子の 省略 値 は . MAC で 
す. 



オブジェ ク ト プログラム 
(オブジェ ク トモ ジュール） 



ソース プログラム を アセンブラ または コンパイラで 翻訳した 結果， 
リ ロケータ ブルな 機械語に 変換され ています. 



才 ブジェク ト ファイル 



オブジェ ク ト プログラム か ^ 入って いる ファイル. オブジェクト ファ 
ィルは コンパイラの 出力 ファイル であり， また， リンク ローダの 入 
力 ファイルで もあります. 

オブジェクト フ アイ ルの 標準 的な 拡張 子 は. REL です. 



モジュール 



アセンブラ， コンパイラ または リンク ローダが 扱う ことので きる 基 
本 的な 命令 語 コード 群の 単位です. モジュールに は 開発の 段階 や 性 
質に 応じてい く つかの 種類が あります. アセンブラ や コンパ ィ ラの 
翻訳 結果で ある オブジェ ク ト プログラム はォ ブジェク トモ ジュール 
と 呼び ま す 力、 そ の 性質 か らはリ ロケータ ブル モ ジュール とも 呼び 
ます. この モジュールが リ ンク ローダに よって 処理され た 最終的な 
実行可能 プログラム は 実行可能 モジュールと 呼びます 



外部 参照 

(グローバル リファレンス） 



異なる モジュール 間で シンボル を 参照す る こと を 外部 参照 （グロ 一 

バル リファレンス） といい ます. リ ンク ローダ は 参照 関係の ある モジ 

ユール を 連結し， グローバル リファレンスの 解決 をし ます. また， 
グローバル リファレンス は 他の モジュールから 参照され る シン ポル 

のこと を 指す こと もあります. 



99 



第 3 部 ユーティリティ 



ェント リポ イン ト 他の モジュールが 呼び出す ことので きる ラベル. バブリ ック シンポ 

ル はェン トリ ポイントと して 使う こ とがで きます. 



リ ロケータ ブル ある モジュール を メモリ 内の 別の 場所に リ ロケ ート （再配置） して 実 

行す る ことができる 場合， その モジュール はリ ロケータ ブル (再配置 
可能) であると 言います. 

リ ロケータ ブル モジュール では， ラベル または 変数が その モジ ユー 
ルの 先頭 ァ ドレスからの 相対 ァ ドレスで 表されて います. これらの 
ラベル や 変数 を "コード リラ ティブ，， であると 言い， モジュールが 
リ ンク ローダに よって ロード される 時に 絶対 ァ ドレスに 変換され ま 
す. 



リ ン クロー ド リ ンク ローダ （MSX'L-80) がリ ロケータ ブル モジュール 内の ラベ 

ルゃ 変数の 絶対 ァ ドレス を 計算したり， 他の モジュール や ラン タイ 
ム ライブラリ を 検索して グロ一 バル リファレンス を 解決した りする 
問の 処理 を 言います. ロードと リンク を 行なった あと， リンク ロー 
ダは メモリ 内に ロードした モジュール を 単一の COM ファイルと し 
て， ディスクに 保存し ます. 



S.S ユーティリティ トウ： ^ァ* 八、 ク ケージ を 使った 
プログラム 鬭発 

ユー ティ リ ティ 'ソフトウェア， パッケージ は， アセンブラ と リ ンク ローダの 2 つの 重要な プ 
ログ ラムが 中心に なって います. 

コンピュータ 上で 動作す る プログラム を 開発す るた めに は， アセンブラ と リ ンク ローダの 両方が 
必要です. 

アセンブリ 言語 プログラムの 開発の 手順 を 図 2-1 に 示します. 
図 について いる 番号 は 以下の 説明に ある 番号と 対応して います. 



(DMSX-DOS2 TOOLS パッケージ 付属の ヱ ディ タ， あるいは 他の 汎用 エディタ を 使用して ァセ 
ンブリ 言語の ソース プログラム ファイル を 作成し ます. 

{2) ソースファイル を アセンブラ を 使って アセンブルし， 中間 オブジェ ク ト コード からなる ォブジ 
ェク ト ファイル を 作り ます. 

この 中間 オブジェクト コード は ソースコード にく らべ ると 機械語に 近い ものです が， 実行す る 
こと はでき ません. 
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(3) 別々 に アセンブル された a つまた は 複数の） オブジェクト ファイル を リンク ローダ を 使つ て 1 
本の プログラム ファイルに リンク ロードし ます. 

リ ンク ローダ は 中間 オブジェ ク ト • コード を， オペレーティングシステムで 実行可能な 実際の 
機械語 か ら 成る ファイルに 変換し ます. 

(4) デバ ッ グ 時な ど 必要に応じて CREF-80 クロス リ ファレ ンサを 使い， クロス リファレンス • リス 
ティ ング ファイル を 出力し ます. 

クロス リファレンス 'リスティング フ アイ ルに は MSX'M-80 の リス ティ ング 情報に 加え， ラベ 
ル とその 定義 位置と 参照して いる 行の クロス リファレンス 情報が 出力され， デバッグに 役立ち 
ます. 

(5) サブルーチンが たく さん ある プログラム などの 場合に は， サブルーチンの 才 ブジェク トモ ジュ 
-ルを LIB-80 ライ ブラ リ マネージャで ライ ブラ リ ファイルに 集め， MSX'L-80 での コマンド 
入力 を 簡易に する こ ともで きます. 

(6) MSX-L-80 で 作成した 実行可能 プロ グラム は MSX- S BUG2( 別売） を 使って デバ ッ グ する こ 
とがで きます. 

(7) プログラム は オペ レー ティ ング システムの コマンドと 同じように 名前 を キー ィ ン する だけで 実 
行す る ことができます. 
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テキスト 入力 



テキスト エティ タ 



( I ：' 




LI8-80 

ライブラリ マネージャ 



クロス リファレンス • 
, リス ティン ク ファイル ， 
V (PRN) / 



MSX-L-BO 
リンク o —ダ 



実行可能 フ 7' ィル 
(COM) 



M5X-S BUG2 

デバッガ 



(6) 




(Si! 売） 



図 2-1 アセンブリ 首 語の プログラム 開発 
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このうち， 最初の 3 つが 全体の 手順の 基本的な 部分です. 

ソース フ アイ ルを 実行可能な プロ グラム に 変換す る 手順 を 3 段階に 分け る ことで， 以下の よ う 
な か た ちで， 無駄な 時間 をな くしたり プログラム の 有用性 を 高める ことができます * 

参 プログラム を モジュールと 呼ぶ 適当な 大きさに 分割す る ことができます. モジュール は それ 
ぞれ 別に アセンブル する ことができ るので， 正しく 動作し ない 場合， 関係す る モジュール だ 
け を 修正し 再 アセンブル します. このように して 開発 時 問 を 短縮す る ことができ ます. 

秦 モジュールの メモリ 上の 配置 を （ある 種の 制限 を 除き） 自由に 行なう ことができます. 
あるいは リ ンク ローダに 配置 を まかせる こと も 可能です. 

• モジュール 間に は 決まった つながり はない ので， アセンブルした モジュール を 他の プロ グラ 
ムで 使ったり， もとの プログラムの 変更 版で 使ったり する ことができます. 
汎用 性の ある 使用 頻度の 高い 処理 を 行なう 部分 を (独立した モジュール にして おけば) 再コー 
ディ ング する 必要が な くなります. 

アセンブルした モジュール を まとめて 実行可能な プログラム にす るに はリ ンク ローダ を 使 
います. まとめたい モジュール を 単に リンク ローダに 指示 すれば， リンク ローダ はモジ ユー 
ルを メモリ 上に 次々 に ロードし ます. さらに 加えて， リンク ローダで は ある モジュールの 命 
令と， 別の モジュ ールの 命令 と の 間 を 直接 結びつ ける こと がで き ま す. 
この 結びつける （リ ンク する） というの は， ある モジュールの 中の ある 値 （普通 は プログラムの 
ァ ドレス） を， 別の モジュールの 中の， ちょう ど それが 必要な ところで 使える ように するとい 
うこと です. 

リ ンク ローダ は モジュール 同士の リ ンクを 行ない ますが， そのために リ ンク ローダに リ ン 
クが 必要な こと を 知らせる 指示 を 与えなければ なりません. この 指示の こと を シンボル， 正 
確に はェ ク スター ナル (外部 参照） シ ン ボルお よ び パブ リック シン ボル と 呼びます. 
外部 参照 シンボル は， リ ンク ローダに 対して プログラムの その 位置に 他の モジュール 中の 値 
をリ ンク したい こと をった えます. リ ンク される 値 は パブ リ ック シンボルで 与えます. 
これ はリ ンク ローダ を 正しい モジュールと 命令に 導く ための 指示です. リ ンク ローダ は そこ 
でパ ブリック シンボル の 値 を 外部 参照 シンボルに リンクし， そ れが 終わ ると モジュールの 口 
ードを 続行し ます. 

• アセンブラ では モジュール それぞれに 異なった モー ドを 与える ことができます. さらに 1 つ 
の モジュール 中で も モード を 使い分けて アセンブル する ことができます. 
モードに は 絶対 (Absolute) モー ド， データ 相対 (Data- relative) モー ド， コー ド 相対 (Code-r 
dative) モー ド， コモ ン 相対 (Common-relative) モー ド の 4 つが あ ります. 

絶対 モ 一 ド は 単純な アセンブラ が 生成す る コードの ように， メモリ 上の 固定 アドレスに 配 
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{§ される コード を 生成し ます. それ 以外の 3 つの モード は， これと はまった く 違って， モジ 
ユール を メモリ 上の 任意の 位置に 配置で きる ようにす るた めの も のです. 3 つの 相対 モ一 ド 
は それぞれ 異なった セグメ ントに アセンブル されます. それぞれの セグメ ン卜 内での ァ ドレ 
スは 相対 アドレスです， 

これ は， セグメント 中の 最初の バイトに は 相対 アドレス 0 が 与えられ， 次の バイトに は 1 が 
与えられる， という 意味です. 

リ ンク ローダ は モジュール を ロードす る 時に， セグメント 内での 相対 ァ ドレス を メモリ 上 
の 絶対 ァ ドレスに 変換し ま す. 相対 ァ ドレス は リンク 口一 ダが 決め る 固定 アドレスからの ォ 
フ セット です. MSX-DOS の 場合， 最初に ロード される モジュ ール では この アドレス は 103H 
です. 

従って， 最初の モ ジ ュ 一ルの 相対 ァ ドレス は 103H からの オフセット です. そ の 次の モ ジ ユー 
ルは 最初の モ ジ ユールの す ぐ 後ろに ロードされ， 相対 ァ ドレス は 最初の モ ジ ユールの 直後の 
アドレスからの オフ セッ ト になります. 後続の モジュール も 同様に ロード （および オフ セッ 
ト） されます. 

最初の モ ジ ユールに 対する この デフ ォ ル ト の 開始 ァ ドレス は， リンク 時に 変更す る こと がで 
きます. その 場合， 相対 アドレス は， 指定した 同定 アドレスからの オフセットになります. 

相対 ァ ドレス 方式の 影響の 1 つ は， ORG ステートメントが (他の 多 くの アセンブラと） 異な 
つた 性質 を 持つ という ことです. 相対 セグメント では， ORG ステートメント は オフ セッ トを 
指定し， （たいていの アセンブラ や， 絶対 モード 中での ように） 固定 アドレス を 指定す る わけ 
ではありません. 

従って， 相対 セグメントに ORG が あると， それに 続く コード を ロードす る 前に， 指定され た 
数 だけの アドレス をとば してし まいます. 3.6.3 の ORG ステートメントの 解説 を 注意して 読 
んで 下さい. 

アセンブラが 絶対 ァ ドレスで はなく 相対 アドレス を 出力して いるた め， モジュールの メモ 
リ 上の 配置 を， ある 種の 制限 (第 5 章 参照） を 除いて 調整で きる わけです. 「モジュールの メモ 
リ 上の 配 S を 調整で きる」 こと を 再配置 可能 （リ ロケータ ブル Relocatable) であると いい ま 
す. 

3 つの 相対 セグメ ン ト に対して アセンブラが 生成す る 中間 コード は 再配置 可能 コー ド と 呼び 
ます. 

アセンブル された モジュールの 拡張 子が. REL であり， その ファイルが REL ファイルと 呼 
ばれて いるの はこれ に 由来して います. . 

各 モー ド は それぞれ 違つ た 用途に 使い ま す. 絶対 モ 一 ド に は 特定の メモ リア ドレス に 置 き 
たい コード を 入れます. 各 相対 モー ドは 分かれた セグメント として メモリ 上に ロードされ ま 
す. 

デ一 タ栢対 セグメ ントは データ 項目 や たびたび 変更され る コードな どの RAM 上に しか 置 
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けない コード を 含めます. コード 相対 セグメ ン トは 変更す る ことのない コード を 含め， ROM 
や PROM に 適して います. コモン 相対 セグメ ントは 1 つ 以上の モジュールで 共有す る こ と 
のでき る データ 項目 を 含めます. 

これらの モー ド中 にある ソース ステ一 トメ ント は その モー ドの 14 質 を 受け継ぎます. 
ステートメント 中の シンボル や 式 は， アセンブラ によって， その シンボルが 位置す る ステー 
トメ ント の モー ドゃ， データの タイ プゃ シンボル を 定義した り 式の 一部 を 構成した りする そ 
の 他の ェン 卜 リ に応じて 評価され ます. シンボル や 式に 与えられた モードの 属性 もまた それ 
の モードと 呼びます. すなわち， シンボル あるいは 式 は， 絶対， データ 相対， コード 相対， 
あるいは コモン 相対の モード を K 性と して 持ちます. モードの こういった 概念 は 柔軟 さとと 
もに 複雑さの 原因 ともなって いるので 重要です. もし， ソース ステートメント をす ベて 絶対 
モードで アセンブルしたら， シンボル や 式 はすべ て 絶対値 を 持ち， このような シンボル や 式 
を 扱う の は よ 匕較的 容易です. 

絶対 モー ド での 問題 は， 再配置が 複雑な 手間暇の かかる やり方で しか 可能で ない ことです. 
絶対 モ一 ドは， コード を 再 使用す る 可能性 を 確実に 減らします. 

相対 モード （コード， データ， コモン） は 再配置 を 可能に し， つまり は モジュールの 取り扱 
い を 柔軟に する ための 基礎と なります. 問題 は， 相対 シンボル や 相対 式 を 評価す るの がず つ 
と 難しい ことです. 実際， アセンブラ は モジュール を アセンブル する ために ソース ステート 
メント を 2 回の パスで 処理し なければ なりません. 最初の パスで は， ステートメント を 評価 
し マクロの 展開 を 行なって， それが 生成す る コードの 大きさ を 計算し， シンボル テーブル を 
作成し ます. 

シンボル テーブル 内で は 現われた 全ての シンボルに 値 （と 属性と） が 割り当てられます. 
次の パスで は， アセンブラ は， シンボル や 式の 値 を シンボル テーブル を 参照して 評価し， ま 
た マクロ の 展開 も 行なって， 実際の コード を 生成 し， REL フ アイ ル に 中間 コード を はきだし 
ます. 

REL フ アイ ルが リンク ロー ダに 渡さ れた とき， 複数の セグメ ン ト は 一緒に リンク さ れ 固定 
の メモリ アドレスに ロード されます. 相対 アドレス は （ロード アドレスに オフ セッ トを 加算し 
て） 絶対アドレスに 変換され ます. 相対 セグメント は， コモン 相対， データ 相対， コード 相対 
の 順番で 固定 アドレスから ロード されます. この 固定 アドレスの デフォルト は 103H です. 
(ァ ドレスの 100H から 102H は， 最初に 実行す る 命令への ジャンプ のために 使われます. 通 
常 これ は コード セグメント の 先頭です . ） 

リ ンク ローダで モジュールの リ ンクと アドレスの 割当が 終わる と， その 結果 は オペ レー テ 
ィ ング システムで 実行可能な ファイル として セーブす る ことができる ようになります. プロ 
グラムの 実行 は， オペレーティングシステムの コマンドと 同じように 簡単に 行えます. その 
ため， この リ ン クロードの 終わった ファイル は コマンド ファイルと 呼ばれます. 
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以上が， ユー ティ リ ティ • ソフト ゥヱァ 'パッケージの 全般的な 概念です. パッケージ 全体の 
解説 は 2.3 に 概略が， また， 各 章に 詳細な 解説が あります. 



2,3 ユラ イリ テイ-ソフトウェア • パッケージの 特徴 



£,3, 1 g つの アセンブ リ gg 

MSX-M-80 は 8080/Z80 の 両方の ニモニ ックを サポート します， 

g-3,2 リ ロケータ ビ J ティ 

xMSX-M-80 はリ ロケータ ブルな コードの モジュール を 作成す る こ とがで きます. また， 多くの 
アセンブラと 同様に 絶対 コード を 作成す る こと もで きます. リ ロケータ ビリ ティの 利点 は， 実行 
時の 配置 位置 を 意識せ ずに プログラム を モジュール ごとに アセンブル する ことができる という こ 
とです. さらに， 第 5 章に 記述され ている いくつかの 制約 を 除いて その モジュール を メモリ 内の 
任意な 位 H におく ことができます. 

リ ロケータ ブル モジュール は コーディングが 容易で， テスト， デバッグ， および 修正が 早い と 

いう 利点 を 持って います. また， あとで RAM または ROM/PROM に ロードす る オブジェ ク ト コ 
ードの セグメント を 指定す る こと も 可能です， リ ロケータ ピリ ティに ついては 3.2.4 モード 属性 
の 項で 詳しく述べます. 

2.3,3 マクロ 機能 

MSX-M-80 はィ ン テル 社の 標準 マクロ 機能 を サポ一 卜します. マクロ 機能に よって， 頻繁に 使 
用す る 命令 セッ トの ブロックに 名前 を 定義し， 命令 セッ 卜の 代わりに 名前 を 書く ことができます. 
この 名前 を 書く ことによって， 同じ 命令 セッ トを 何回もく り 返し コーディング する 必要が なくな 
ります. 

この 命令 セッ トの ブロック を マクロと 呼び， 名前 をつ ける こと を マクロ 定義と 呼びます. 
マクロ 定義 は マクロ を 使用す る 前に ソース プログラム 上で 行います が， ディスク 上の 別の ソース 
ファイルに マクロ 定義 をして おき， INCLUDE 疑似 命令で 挿入す るよう にす ると， マクロ 定義 を 
複数の モジュールで 共用で きる ので 便利です. プログラム 中で 命令 セッ トが 必要な 場合 は マクロ 
名 だけ を 指定して， マクロ を 呼び出します. MSX'M- 80 は マクロ 名の 指定が あると， マクロ 定義 
してお いた^^ 令セッ 卜 を ソース プログラム 上に 展開した 形で アセンブル を 行います. マクロの 使 
用に より ソース プログラムの サイズ を 減少す る ことができます. 

また， マクロの 呼び出し 時に， マクロの 展開に 使用す る バラ メータ を アセンブラ に対して 指定 
する こと もで きます. 

マクロ は ネス ト する （重ねる） ことができます. 
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すなわち， マクロ は 他の マ ク 口 内から 呼び出す こと もで きます. 
マクロの ネスティング は メモリの サイズに よっての み 制限 を 受けます， 

g-3,4 条件付き 7 ^ン ブル 

MSX-M-80 は 条件付き アセンブル をサ ポー ト します. プログラマ は プログラム のどの 部分 を 
アセンブル する 力、， あるいは アセンブルし ないかの 条件 を 指定す る ことができます. 条件付き ァ 
セン ブル 機能 は アセンブル パスの テスト， シンボル 定義， および マクロへの パラメータ などの 条 
件 付き 疑似 命令に よって 拡張され ています. 条件 は 255 レベルまで ネストが 可能です • ' 

a,3,5 リンク ローダ 

MSX-L-80 リンク ローダ は， アセンブル された モジュール (REL ファイル〉 を 実行可能な モジ 
ユール (COM ファイル） に 変換す るた めに 使います. REL フ アイ ルは 実行可能 では あ りません. 
MSX-L-80 はまた， 次の こと を 行なう のに も 使う こ とがで き ます. 

•1 つまた は 複数の モジュールの ロード， リンク， 及び 実行. 

參 再配置 可能な モジュールの 指定の ァ ドレスへの ロード. 

秦 プロ グラム 領域 と デー タ 領域の 分離. 

これらの 処理 を 行なう 際に， MSX'I パ 80 は モジュール 間の 外部 参照 を 解決し (別の プログラム 
あるいは モジュールで 定義され ている 値 を 参照， あるいは 呼び出し いる プログラム はリ ンク 時に 
しか 解決で きない 外部 参照 を 行なって います)， オペレーティングシステムで 実行可能な (COM) 
ファイル を ディスクに セーブし ます. 

これらの 機能 は， アセンブルした モジュール を ライ ブラ リ と一 緒に リ ンク して 高級 言語の 実行 
時 ライ ブラ リ に ルーチン を 追加したり， アセンブル 言語の プログラムで ライ ブラ リ を 使用したり 
する こと を 可能に します. 

2,3.6 クロス リファレンサ 

CREF- 80 クロス リファレンサ は アセンブラの 作成した クロス リファレンス ファイル を 処理し 
ます. 

その 結 架 は， プログラムの デバッグに 役立つ クロス リファレンス リス ト です. 
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2,3,7 ラ<7 ラリ マネージャ 

LIB-80 は ユーティリティ • ソフトウェア 'パッケージ およ び 高級 言語の 実行時 ラ イブ ラリの 管 
理を 目的に 作られて います. LIB- 80 を 使って， 専用の アセンブリ 言語の サブルーチン ライ ブラ リ 
を 作る こと もで きます. 

LIB-80 は， 高級 言語 や 他の アセンブリ 言語の サブルーチン となる， アセンブリ 言語の プロ グラ 
厶 から ライ ブラ リ をィ乍 成します. 

LIB-80 では， 個別に 作った モジュール や， 既存の ライブラリ 中の モジュール を 扱う ことができ， 
目的に あった 特別の ライ ブラ リ を 作成す る ことができ ます. 
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第 3 章 MSX*M-80 マクロ ァ セン 

ブ リ霣譎 



3.1 ソース • ファイルの 構成 
3.2 シンボル 

3.3 命令 コードお よび 疑似 命令 
3.4 アーギュメント （式） 
3.5 アセンブラの 機肯巨 
3.6 単一 機能 疑似 命令 
3.7 マクロ 機能 
3.8 条件 疑似 命令 
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この 章で は MSX -M-80 アセンブラの ソースファイル を 作成す るた めに 知って おかなければ な 
らな いこと について 解説し ます * 

ソースファイル は テキスト エディタ を 使用して 作成し ます. 

ュ 一ティ リ ティ • ソフトウェア • パッケージに は テキス ト エディ タの プログラム は 含まれて いま 
せん. 

ソースファイル は 第 4 章 「MSX'M-80 の 実行 j で 解説す る 方法で アセンブル します. 



3.1 ソース • ファイルの 構成 



3,1,1 ファイル 構成 

MSX'M-80 アセンブラの ソースファイル は アセンブリ 言語で 書かれた 一連の ステート メン ト 
行です. ファイルの 最後の 行 は， END ステートメントで なければ なりません. 対応して いる ステ 
一 トメ ント （たとえば， IF...ENDIF など） は， 正しい 順序で 入力し なければ なりません. 
それ 以外の 行 は， プログラマが 考えた とおりの， 任意の 順序で 書く ことができます. 



| 各行 は fi 大 132 文字の 長さまで 受け入れる こ とがで きます. 



| 小文字で タイプ された 全ての シンボル， 命令 コード， 疑似 命令 コード は 大文字に 変換され ま 
す. ただし 引用符で 囲まれた 文字列 や 注釈 は 小文字から 大文字への 変換 はされ ません. 
また MSB を 0 にす るよう な こと はしない ため， カナ 文字， 漢字 等 も 使用で きます. 



3.1.S スト トメ ン ト行娜 式 



ステ一 トメ ン ト行 はフィ 一 ルドに 分けられます. 
その 形式 は 次のと おりです. 



シンボル 




フィールド 





命令 フィールド 



ァーギ ュメン I 
フ ィ 一ル ド 



コメント フィールド 



例 



BUF ： 

シンボル 
フィールド 



DEFS 



命令 フィ ール ド 



1000H 
1 

アーギュメント 
フィールド 



； create a buffer 

コメント フィールド 



シン ボルフ ィール ド この フィールドに は シンボル を 露己述 します. 

シンボルの 直後に は EQU， SET, DEFL, ASET または MACRO 
ステートメント を 除いて コロン （ ： ） を 付けます. 
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命令 フィールド この フィールドに は， 命令 コード， 疑似 命令 コード， マクロ 名， あ 

るい は 式 を 記述し ます. 

アーギュメント フィールド この フィールドに は 式 (定数， 変数， レジスタ 名， オペランド および 

演算子） を 記述し ます. 

コメント フィールド この フィ一 ル ドの 先頭に は セミコロン （ ： ） を 置き， 以降に コメント 

テキスト を 記入し ます. 

各フ ィール ド はいずれ も 省略す る ことができます. 完全な 空行 を 入力す る こと もで きます. 

ステートメント は 任意の 桁 か ら 開始す る ことができます. 空白 または タブ を フィールド 間 に 適 
当に 挿入して ステートメント を 読み やす く する ことができ ますが， 各フ ィール ド 間に は 少な く と 
も 1 つの 空白 または タブが 必要です. 

3,1,3 n メン卜 

MSX'M-80 アセンブラの ソース 行 は 基本的に は 命令と その 引数 （アーギュメント） です. その 
ため， コメント は 常に セミコロンで 始める 必要が あります. コメント は 行末で 終ります. 

長い コメント の 場合， 各行 ご とに セミコ ロン を 入力す る かわ り に. COMMENT 疑似 命令 を 使 
用す る ことができます.. COMMENT について は， 3.6.4 ファイル 関連の 疑似 命令 を 参照して く 
ださい. 



3.S シン 7KJ レ 

シンボル は 特定の 機能 や 値に つけた 名前です * シンボル 名 は プログラマが 決め， 定義し ます. 

MSX'M-80 の シンボル は その 機能に 応じて ラベル， パブ リ ック， エクスターナルの 3 つの 種類 
に 分けられます. 3 種類の シンボル はいずれ も， 対応す る モード 属性 (3.2.4 参照） を 持って います, 
シ ン ボル は 次の 規貝 IJ に 従います. 

會 シンボルの 長さ は 任意です. ただし， 有効 文字 数 は シン ポルの 嵇類 によって 次のように 異な 
ります. 

a . ラベルで は 先頭の 16 文字まで が 有効です. 

ヒ パブ リ ック および エクスターナル シンボル では， 先頭の 6 文字まで がリ ンク ローダに 渡さ 
れ ます. 



1 1 1 



第 3 部 ユー ティ リ ティ 

余った 文字 は 内部で 切り捨てられます. 
秦 シンボルに 使え る 文字 は 次の とおり です. 

A〜Z 0〜9 $ . ？ @ _ 
翁 シンボル は 数字で 始まって いて はいけ ません. 

暴 シンボル を 読みと る ときには， 小文字 は 大文字に 変換し ます. 名前 は 大文字， 小文字 あるい 
は その 両方で 入力す る ことができます. 

aai ラベル 

ラベル は， それ を 定義して いる ステー トメ ント を プログラム 中の 別の ステ一 トメ ント から 参照 
する ために 使います. 機械語 命令 や データ 定義 命令の シンボル フィールドに 名前 を 書く と， その 
名前に 領域の ァ ドレスが 値と して 与えられます. 



例 I BUF ： DS 1 000H 



BUF は 1000H バイ ト 確保され た 領域の 先頭 ァ ド レス を 値と して 持ち ます. 

ラベル を 定義す ると， その ラベル は ァーギ ュメン トフ ィ 一 ルドの 項目 と して 使用す る こ とがで 
きる ようになります. アーギュメント 中に ラベルの ある ステートメント は， その ラベルが シンポ 
ル フィールド 中に ある， つまり ラベルが 定義され ている ステートメント を 参照し， 定義され た 値 
で アーギュメント を 置き換えます. 

I 例 I し D (BUF),A 

この 例で は アキュームレータの 値 を BUF という ラベルで 表される 領域に ス トァ します. 

ラベル は シンボルの 規則に 従う 16 文字までの 名前です. ラベル を 定義す る 場合， それ は ステ一 
トメ ントの 最初の 項目で， 直後に （間 を 開けずに） コロン を 1 つ 付けなければ なりません. （コロン 
を 2 つ 付ける と パブ リ ック シンボル となり ます. 3.2.2 を 参照して 下さい •） 

また ラベル は， EQU 疑似 命令 や SET 疑似 命令 を 使っても 定義す る ことができます. 3.6,2 デ 
ータ 定義お よび シンボル 定義の 項 を 参照して 下さい. 
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3.2.2 パ: 7U ック シン 淑 レ 



パブリック シンボル は ラベルと ほとんど 同じように 定義/参照す る ことができます. 
ラベルとの 違い は， パブ リ ック シンボルが 他の プログラムから も 参照で きる ところに あります, 

パブ リ ック シンボルの 宣言 方法 は 次の 2 通りあります. 



> シンボルの 直後に コロ ンを 2 つ 付ける. 



例 F00 ： RET 



> 疑似 命令の PUBLIC, ENTRY, または GLOBAL で 宣言す る. 



例 PUBLIC FOO 



これらの 疑似 命令に ついては 3.6.2 データ 定義お よび シンボル 定義の 項 を 参照して ください. 
上記 2 つの 宣言 方法の 結果 は 同じです. 従って， 次の 2 つの 例 は 同じ 意味です. 



例 J FOO ： ： RET 



I 例 I PUBLIC FOO 
FOO ： RET 

3.S.3 外部 参照 シン 7IU レ 



外部 参照 シンボル は それ を 宣言して いる モジュールの 外部で 定義され ている シンボルです. 外 
部 参照 シンボル は 別の モジュール では バブリ ック シンボル として 定義され ています. 外部 参照 シ 
ン ボルに は， リンク 時に， 他の モジュ 一ルの パブリック シンボルの 値が 与えられます 



I 例 ， モジュール 1 

EXTRN FOO ； EXTERNAL FOO 
CALL FOO 

モジュール 2 

FOO ： ： RET ； PUBLIC FOO 

リ ン クロー ダはリ ンク 時に， モジュール 1 の 外部 参照 シンボル FOO の 値と して モジュール 2 
の パブ リ ック シンボル FOO の 値 （ステートメントの ァ ドレス） を 使用し ます， 
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外部 参照 シンボルの 宣言 方法 は 次の 3 通 り です. 
• シンボルの 参照の 直後に ハ ッ シュ 記号 2 つ (腸 を 入れる. 
I 例 I CA しし F00## 

F00 は 他の プロ グラム で 定義 された 2 バイトの 値 を 持つ シンボル (通常 は プログラム ァ ドレ 
ス） である こと を 宣言し ます. 

き 疑似 命令 EXT， EXTRN, または EXTERNAL のい ずれ かで， 2 バイ トの 値で ある こと を宣 
言す る. 

| 例 | EXTRN F00 

F00 は 他の プロ ダラ ムで 定義され た 2 バイ ト の 値 を 持つ こ と を 宣言 します. 

参 疑似 命令 BYTE EXT， BYTE EXTRN, または BYTE EXTERNAL のい ずれ かで， 1 バ 
ィ トの 値で ある こと を 宣言す る. 

| 例 | BYTE EXT FOO 

FOO は 他の プログラムで 定義され た 1 バイ トの 値と して 宣言し ます. 
これらの 疑似 命令に ついては， 3.6.2 データ 定義お よび シンボル 定義の 項 を 参照して ください. 
これらの 宣言の 結果 は 同じです. 従って， 次の 2 つの 例 は 同じ 意味です. 

I 例 1 CALL FOO## 

1 例 | EXT FOO 
CALL FOO 

3,a,4 モード 屬性 

シンボル は， アーギュメント フィールドに 名前 を 書く ことで 参照し ます. シンボル を 参照す る 
と， シンボルの 名前に 代わって （シンボル を 定義した ステートメントから 得られる） シンボルの 値 
が 演算で 使われます. 
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シンボル は プログラム カウンタ （PC) モードに 従って 評価され ます. 
PC モード が 絶対 モ ード なら ば 絶対 ァ ドレスで， コード 相対 モ ード ，データ 栢対 モードなら ば 相対 
アドレスで， また， コモン 相対 モードな らば 他の モジュールと 共用す る アドレスが それぞれ 設定 
されます. モード の 指定が なレ ュ 場合 は コード 相対 モ ードを 仮定し ます. 

MSX'M- 80 では 1 つの モジュール を 必要に応じて 次の 4 つの プログラム カウンタ • モード 
(PC モード） に 分けて アセンブル する ことができます. 疑似 命令の 詳細 は 3,6.3 PC モードの 項 
を參 照して 下さい. 

• 絶対 モー ド （Absolute) 

疑似 命令 ： ASEG 

絶対 モード は 実行時の メモリ 上の 配 H 位置 を 特定の アドレスに 固定す る プログラム 部分に つ 
いて 指定し ます. 絶対 モードの シンボル および 式 は 絶対値 を 持ち， 非リ ロケータ ブルです. 
絶対 モー ドの セグメント 中の コー ド は 非 リ ロケータ ブル コー ド です. 

• データ 相対 モー ド （Data - relative) 

疑似 命令 ： DSEG 

デ一 タ 相対 モ 一 ド は 実行時に メモリに 領域 を 書き換える 可能性が あ る プログラム 部分に つい 
て 指定し ます. したがって， データ 相対 モードの セグメント は RAM 上に ロードし ます. 
データ 相対 モード は プログラムの データ 領域に 適して います. 
デ一 タ 相対 モードの シンボル はリ ロケータ ブルです. 

秦 コード 相対 モー ド （Code- relative) 

疑似 命令 ： CSEG 

コード 相対 モ 一 ド は 実行時 に メモリ 領域の 書 き 換え の 可能性が な い プログラム 部分に ついて 
指定し ます. したがって ROM/PROM 上に 置く こと もで きます. 
コ 一 ド 栢対モ ードは プログラムの コ一 ド 領域に 適 しています. 
コ 一 ド 相対 モ 一ドの シン ボル は リ ロケータ ブルです. 

• コモ ン 对モ ― ト (Common - relative) 

疑似 命令 ： COMMON 

コ モ ン 相対 モー ド は 他の プロ グラムと の 共通 データ 領域の 部分に ついて 指定 します. 
コモン 相対 モードの セグメント は 他の プログラムと 共用す る ことができます. 

相対 モー ドの プログラム 部分 はリ ロケータ ブルで あり， メモリの 配 E について 柔軟な プロ グラ 
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ミ ング をす る ことができます. 

アセンブル 時には 4 つの 各 モードに 対応した セグメント ごとに オブジェ ク ト コード を 生成し ま 
す. 

また， リ ン クロード では， 指定がない かぎり デフォルトの アドレス から コモン 相対 セグ メン 
ト， データ 相対 セグメント， コード 相対 セグメント を 順に 配© し， 相対 セグメント 内に 含まれて 
いる 相対 ァ ドレス を 絶対 ァ ドレスに 変換し ます. アドレス 100H〜102H に は プログラム 開始 ァ ド 
レスへの ジャンプ 命令が ス トァ されます. 

複数の モジュール をリ ンク する 場合に は 各 モジュール ごとに 同じ モードの セグメント 同士 を統 
合します. また， コード 相対 セグメントと データ 相対 セグメント は MSX*L — 80 の スィッチ/ P 
および/ D を 使って セグメ ン ト を 任意の ァ ド レスに 配 H する こ ともで きます. 



3.3 命令 コード 33<fc び 攝 似絲 

命令 コード （オペコード） は 機械語 命令に 対応す る ニモニック 名です. 疑似 命令 は， マイクロ プ 
口 セッサ ではなく， アセンブラ に対する 指示です. 

MSX-M-80 は 8080/Z80 の 2 つの 機械語 命令 セ ッ ト をサ ポー ト します • 命令 コードお よび その 
機能の 簡単な 要約が 付録 C に 記載して あ ります ♦ 8080/Z80 のうちの どち ら かの 命令 セ ッ ト でプ 
ログ ラム を 作成す るか は， 疑似 命令で 選択す る ことができます. また， プログラムの 途中から， 
異なる 命令 語 セットに する ことができます. 詳細に ついては 3.6.1 命令 セッ トの 選択 を 参照して 
下さい. 

MSX-M-80 は， また， アセンブラに 種々 の 機能 を 指示す るた くさん の 疑似 命令 をサ ポー ト しま 
す. 

疑似 命令の 詳細 は 3.6 に 記して おり， また， 付録 B に 要約した もの を 記載して います， 

マクロ 名 は マクロ 定義 ブロックに 付けた 名前です. 頻繁に 使用す る 命令 セッ トの ブロック を マ 
クロ 定義して おき マクロ 名 を 指定す る だけで 呼び出す ことができます' 

命令 フィールドの 項目 は 次 の 順番で 評価 されます. 
• マクロ 名 

秦 命令 コード/疑似 命令 
參式 

命令 フィールドの 項目 は 上記の 順序で 評価 されます ので， 命令 コード や 疑似 命令 と 同じ 名前の 
マ ク 口 定義 を 作成す ると マク 口 定義の 方が 優先され， その マクロ 定義 以降で は 同 じ 名前の 命令 コ 
ードゃ 疑似 命令 を 使う ことができません • たとえば， マクロ 名が ADD という マクロ 定義 をす る 
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と， 命令 コードの ADD を 使用す る ことができません， 

ステートメント 行に 有効な マクロ 名 あるい は 命令 コード /疑似 命令が な く， 式の みが ある 場合で 
も アセンブラ は エラ一 を 表示し ません. この場合， アセンブラ は 式の 前に バイト 定義 疑似 命令が 
ある ものと 仮定し， その 行 を 処理し ます. 



3-4 アーギュメント (式) 

命令 コ 一 ド と 疑似 命令の ァーギ ュメン ト に は 式 を 記述し ます. 式 は， た と えば 5+4*3 のよ う な 
数式 に似てい ます. 式 は オペランド （たとえば 数式 内の 5， 4, 3) および 演算子 (オペレータ， たと 
えば 数式 内の 十， りから 構成され ます. 式 は 1 つ 以上の オペランド を 含み， 2 つ 以上の オペランド 
を 含む 場合 は オペラ ン ドは 演算子に よってた がいに 関係 づけます. 

「 例 1 ADDR 7*2 6 - 3 8/7 ADDR+3 

以下に オペランドと オペレータの 形式 を 説明し ます. 

3,4,1 オペ ランド 

数値 

数値の デフ オル 卜の 基数 は， 10 進数です. 基数 は .RADIX 疑似 命令に よって 2 進から 16 進ま 
での 任意の ベースに 変更で きます. 基数が 10 より 大き い 場合に は 9 の 次の 数に は A〜F を 使用 し 
ます. 

数値の 最初の 文字が 数字で ない 場合に は， その 数の 前に 0 がなければ な り ません. 
数値 は 次の 表記法が 使用され ていない 限り， その 時点で 設定され ている 基数 を 使用し ます， 

nnnnB 2 進 
nnnnD 1 0 迤 
nnnnO 8 進 
nnnnH 1 6 進 
X'nnnn* 1 6 M 

数値 は 16 ビッ 卜の 符号な しの 2 進数です. 65535(16 ビッ トで 表わす ことができる 最大値） を 超 
える 数の オーバ フロー は 無視され， その 結果 は 16 ビッ トで 表される 範囲 内の 数になります， 

ASCII ストリング 

ストリング (文字列） は ゼロ または 1 個 以上の 文字に より 構成され， 引用符で 囲みます • 弓 | 用符 
は， シングル (，） または ダブル ("） のい ずれ か を 使用し ます， 引用符で 囲まれた ス ト リ ング がァ" ギ 
ュ メント として 入力され たと き， 弓 | 用符 内の 文字 力り IR に メモリに ストア されます. 
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例 I DB "ABC" 



4 


1 


4 


2 


4 


3 



0 12 3 



上 の 例で は 先頭の アドレスに A の ASCII コード （4 1 H) , 2 番目の アドレスに B (42H) ， 3 番目の ァ 
ドレスに C(43I-I) 力 ミス トァ されます. 

また， シングル クオ一 テーシ ヨン （，） で 囲んで いる ストリング 中には， ダブル クオ 一 テ―シ ヨン 
(，，） をス ト リ ングに 一部と して 入れて おく ことができ， ダブル クオ 一 テ一シ ヨン （"） で ffl んで いる 
ス ト リ ング 中には， シングル クオ 一 テーシ ヨンぐ） をス ト リ ングの 一部と して 入れて おく ことが で 
きます. 



[ 例 1 "I am 'great 5 today" 
'I am "great" today' 

区切りと して 使われて いる 引用符 も， それが 必要な 部分に 2 つの 引用符 を 並べて 文字と して 用 
いる ことが 出来ます. 



例 I "I am ""great"" today" 



上の 例 は 次のように ス トァ されます. 

I am "great" today 
引 ffl 符に 文字がない 場合， ス トリ ン グはヌ ルス ト リ ングと して 評価され ます • 
文字 定数 

文字 定数 はス ト リ ング に似ていて， 0〜2 文字の ASCII 文字よ り 構成され 引用符で 囲みます. 
引用符 は シングル でも ダブルで も 使用で きます. 区切りの 引用符 も， 2 つ 並べる と 文字と して 用い 
る ことが 出来ます. 

ス トリ ング との 違い は 次のと おりです • 

• 文字 定数 は 文字 数が 0〜2 個です • 

秦 式が 2 つ 以上の オペラ ンドを もっている 場合， 引用符で 囲まれた 文字 は 文字 定数と して 扱わ 
れ ます. 弓 | 用符で 囲まれた 文字が 式 中 唯一の オペランド である 場合， その 文字 は， スト リン 

グ として 扱われます. 
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「 例 1 ，A'+1 • • • • 文字 定数 
'A' • • • • ストリング 

>文 字 定数の 値 は 計算され， 結果 は 最初の ァ ドレスに 下位 バイ ト 力、 2 番目の ァ ドレスに 上位 バ 
ィ トが ストア されます. 



例 I DEFW 'AB'4-O 



4 


2 


4 


1 



0 1 2 



上の 例で は 文字 定数が 4142H と 評価され， 最初の ァ ドレスに 42H を， 2 番目の アドレスに 41H を 
ス トァ します. 

1 文字の 文字 定数 は その 文字の ASCII コードに 対応す る 値 を 持って います. 文字 定数の 上位 バ 
ィ トは ゼロで あり， 下位 バイ トは 文字の ASCII コードに 対応す る 値です. たとえば 文字 定数' A ，の 
値 は 41H です. 



例 I DEFW 'A' 



4 


1 


0 


0 



0 1 2 



上の 例で は， メモリ 上に 図の ような 2 バイトの 値が 確保され ます. なお， アセンブル リストの ォ 
ブジェク ト コード 欄で は， 上位 バイ ト， 下位 バイ トの 順に 表示され ます. 

2 つの 文字の 文字 定数 は， 上位 バイ トに ft 初の 文字の ASCII コード を 持って います. たとえば 
文字 定数， AB，+0 の 値 は 41H*256+42H+0 です. 



例 I DEFW 'AB， + 0 



4 


2 


4 


1 



0 1 2 



ASCII 文字の 10 進数 及び 16 進数の 値 を 付録 A に 記載して います. 
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式 内の シンボル 

シンボル は 式 内の オペラ ンドと して 使用す る こ とがで きます. 

シンボル は 評価され， シンボルの 持つ 値が シンボルに 代わって 置き換えられます. 

春 オペレーション は シンボルの 値 を 使用して 行われます. 

オペランド として シンボル を 使用す る 利点 は， ジャンプ 先 や データ 領域の アドレス 値 を 覚え 
てお く 必要が な く ， シンボルの 名前 を 覚えて いればよ いという こと です. 
シンポ ルの 名前 付 け は 覚え やすく 意味 を 持った 綴り 力 ミ 便利です. 

プログラム 内の 参照 ボイ ン ト の 数が 多い 場合， オペ ラン ド と して シンボル 名 を 使える こ と は 
大きな 魅力です. 

• 式 中 に 外部 参照 シ ン ボル を 使用す るた め の 規則 

a. 外部 参照 シンボル は 次の 演算子 を 式 中に 使用す る ことができます. 

+ - * / MOD HIGH LOW 

b. 外部 参照 シ ン ボル. が 式 中で 使用 さ れ ていた 場合 は， そ の 式の 結果 は 外部 参照 となります. 
• 式 中の シン ボ ル に関する モード の 規則 

a. オペレーションが AND, OR, または XOR を 除いて， オペランド は 任意の モードで も か 
まいません. 

b. AND, OR, XOR, および SHR の 場合， 両 オペランド は 絶対 モード かつ 内部 参照で なく 
て はなり ません. 

c. 絶対 モードの オペランドと 別の モードの オペランド を 含む 場合， その 式 は (絶対 モードで な 
い） もう 一方の モードと なります. 

d. 異なる モードで 2 つの オペランド を 減算した 場合， 式 は 絶対 モードと なり， おなじ モード 
の 場合， 式 は その オペランドの モードと なります. 

e. データ 相対 シンボル 及び コード 相対 シンボル を 加えた 場合， 式の 値 は 未定です. 
MSX-M-80 は その 式 を 未解決の ものと して MSX' い 80 に 渡し， MSX* い 80 が 解決し ま 
す. 
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カレント， プログラム カウンタ • シンボル 

アーギュメント フィールドに しか 書け ない シンボル として， カレント • プログラム カウンタ • 

シンボル という ものが あります. カレント • プログラム カウンタ は， 次に アセンブル する 命令の 
ァ ド レスです. カレント 'プロ グラム カウンタ は 次の 命令の 参照 点と して 便利な ことが よ く あり 
ます. カレント 'プログラム アドレス を 記憶して 置く 力》， 計算す るか わりに S という シンボル を 使 
つて 現在の プログラムの アドレスの 値 を 使用す る ことができます. 



I 例」 JP $ + 6 

A EQU $ 

オペランドと しての 8080 命令 コード 

8080 命令 コード は， 8080 モードで のみ 有効な 1 バイ トの オペランド となります. 命令 コード は 
アセンブル 中に 命令 コードの バイ ト値 として 評価され ます， 

オペランド として 8080 命令 コード を 使用す るた めに は， まず. 8080 疑似 命令 を セットし ます, 
命令 コードの 先頭 1 の バイ ト のみが オペランド として 有効です. オペランド として 用いる 命令 コ 

—ドが 2 バイ ト 以上 を 生成す る 命令の 場合， かっこで 囲んで 命令 コードの 先頭 1 バイ トを 生成す 
るよう アセンブラに 指示して 下さい. 

1 例 | MVI A，(vJMP) 

ADI (CPI) 

MVI B,(RNZ) 

CPI (INX H) 

ACI (LXI B) 

MVI C,(MOV A，B) 

オペランド 内に （かっこ 内に ）2 バイ ト 以上の コードが 生成され るよう な 命令が 含まれる と， たと 
えば， （CPI5), (LXI B f LABELl), または (JMP LABEL2) などの 場合 は エラーと なります. 



通常 1 バイ ト を 生成す る 命令 コ 一 ド はかつ こで 囲まなくても オペランドと して 使用す る ことが 
できます. 
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3-4,a 演算子 (オペレータ） 

MSX-M-80 では 算術 演算子お よび 論理演算 子の 両方 を 使う こ とがで きます. 論理演算 子の 計 
算 結果 は， その 値が 0 以外の 数値の と き に 真 (True) と， また 0 の 時に 偽 (False) と して 取 り 扱われ 
ます. 

論理 値の み を 返す 論理演算 子 は 真の 値に- 1 を 偽の 値に 0 を 返します • 次の オペレータ を 式 中で 使 
用す る ことができます. 

オペレータ 定義 

NU し 

アーギュメント （バラ メータ） が ヌルの 場合 真 を 返します. NUL の 後の， 同一 行の 残り 部分が 
NUL の ァーギ ュメン ト と して 使用され ます. 

I 例 I IF NUL < アーギュメント > 

この 条件 は アーギュメント の 最初の 文字が セ ミ コロン また は 行末 以外の もので あつ た 場合に 偽 
となります. 」: の 条件 は IFB や IFNB の 機能と 同じです が， IFB の 方が 使用法が 簡単です. 
(3.8 の 条件 ァセ ン ブル 機能の 項 を 参照して く ださ い. ) 

TYPE 

TYPE オペレータ は アーギュメントの モードと， 外部 参照で あるかそう でない かの 情報 を 含む 
バイ トを 返します. TYPE の アーギュメント は 任意の 式 （ストリング， 数値， 論理) です. その 式 
が 無効の 場合 TYPE は ゼロ を 返します. 返される バイ トは 次のと おりです. 

• 下位 2 ビ ッ ト は モー ド を 表わ します， 

00(0) 絶対 モード 
01 (1) コード 相対 モード 
10(2) データ 栢対 モード 
11(3) コモン 相対 モード 

秦最 上位 ビ ッ ト （80H) は 外部 参照 ビ ッ ト です. この ビット がォ ンの 場合 式に は 外部 参照が 含 ま 
れ ます. また 上位 ビッ トが オフの 場合 式 は 内部 参照と なります. 

• 式がモ ジ ュ ール 内で 定義 されて いる 場合 は 20H の ビ ッ ト がォ ン です. 

この ビッ トは 式が 内部で 定義され ている 場合 は オンで あり， 式が 定義され ていない か 外部 参 
照の 場合 は オフです. 全部の ビッ トが オフの 場合 その 式 は 無効です. 
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TYPE は， 通常 マクロの 中で， アーギュメントの 種別 を 調べる 必要の あるよう なと きに 使用 
します. 例えば， 条件 アセンブリ などで プログラムの 流れ を 変える ことができます. 

| 例 | FOO MACRO 
LOCAL 
Z SET 
IF 

TYPE は X の モードお よび タイプ を テストし ます. X の 評価に よって IF Z,.. で 始まる コ 
一 ドのブ 口 ックを アセンブル する 場合と， アセンブル しない 場合と に 分ける ことができます. 

LOW 

16 ビ ッ ト 値の 下位 8 ビット を 分離し ま す. 
HIGH 

16 ビッ ト 値の 上位 8 ビッ トを 分離し ます. 



乗算 を 行います. 

I 

除算 を 行います. 
MOD 

剰余の 計算 をし ます. 左 オペランド を 右 オペランドで 割り， その 残り （剰余） の 値 を 返します. 
SHR 

右 シフト を 行います. 
SIIR に 続く 整数の 数 だけ 右へ シフ 卜が 行われます. 

SH し 

左シフ 卜 を 行います. SHL に 続く 整数の 数 だけ 左へ シフ トが 行われます. 
- (負号） 

負号 を 表わす オペレータ 演算子です. この オペレータに 続く 整数 は 負の 値で ある こと を 示し ま 
す. 



加算 を 行います. 



X 



TYPE X 
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左 オペランドから 右 オペランド を 減算した もの を 返します. 
EQ 

等号の 条件 判断. 両 オペランド が 等 し レ 5 場合 に 真 を 返します. 
NE 

不等号の 条件 判断. 両 オペラ ン ドが 等しく ない 場合に 真 を 返します. 
し 丁 

左 オペラ ン ドが右 オペラ ンド より 小さ い 場合に 真 を 返します. 
し E 

左 オペランドが 右 オペランドより 小さい か あるいは 等しい 場合に 真 を 返します. 
G 丁 

左 オペラ ン ドが右 オペラ ンドょ り 大きい 場合に 真 を 返します. 
GE 

左 オペランドが 右 オペランドより 大きい か あるいは 等しい 場合に 真 を 返します. 
NOT 

D 否定. オペランドが 偽で ある 場合， 真 を 返します. オペランドが 真で ある 場合， 偽 を 返し ま 
す. 

2) オペランドの 全ビッ トを 反転した 値 を 返します. 
AND 

1) 論理 積. 両 オペランドが 真の 場合に 返します. いずれ かの オペランドが 偽で あるか， 両 オペ 
ラ ン ドが 偽の 場合に 偽 を 返します. 両 オペラ ン ド 共に 絶対値で なければ な り ません， 

2) 左 オペラ ン ド と 右 オペラ ン ド の 論理 積 を 返し ま す. 

OR 

1) 論理和. いずれ かの オペランドが 真で あるか， 両 オペランドが 真で ある 場合に 真 を 返します. 
両 オペラ ン ド 共に 絶対値で なければ なりません. 

2) 左 オペラ ン ド と 右 オペラ ン ドの 論理和 を 返します. 

XOR 

1) 排他的 論理和. いずれ かの オペラ ン ドが 真で あり 他方が 偽で ある 場合に 真 を 返します- 
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両 オペランドが 共に 真で ある 力: S 両 オペランドが 共に 偽で ある 場合に 偽 を 返します. 両 オペ 
ランド は 共に 絶対値で なければ な りません， 
2) 左 オペランドと 右 オペランド の 排他的 論理和 を 返します. 

オペレータ 演算子の 優先順位 は 以下の とおり です. 

NUL, TYPE 

LOW, HIGH 

*，/， MOD, SHR, SHL 

負号 

EQ， NE, LT, LE, GT， GE 

NOT 

AND 

OR, XOR 

優先順位の 高い 演算子 を 含む 部分 式が 最初に 計算され ます. 優先順位 は 優先した いと 望む 式の 
部分 を かっこで 囲む ことによって 変更す る ことができます， 

+ ，一， S および/を 除く すべての オペレータ は， 1 つ 以上の 空白 を 入れて オペランドと 分離し 
なければ なりません. 



3.5 71Z ン ブラの 機能 

MSX-M-80 マクロ アセンブラ は 単一 機能 疑似 命令， マ ク 口 機能， お よ び 条件 ァ セ ン ブル 機能の 
3 つの 一般的な 機能 を 備えて います. 



3.B 単一 機能 疑似 命令 

単一 機能 疑似 命令 は， それ 自身の ステートメント 行 だけに 開 係し， アセンブラに 一つの 機能 だ 
け を 実行す るよう 指示し ます. （マクロお よび 条件付き アセンブル は， これに 対し 複数の 命令 行が 
関係して きます ので， プロ ッ ク 疑似 命令と 考える こ とがで きます.） 

単一 機能 疑似 命令 は， 次の 5 つの タイプに 分類す る ことができます. 

参 命令 セッ ト 選択 

• データ 定義/ シ ン ボ ル 定義 

• PC モード 指定 

• ファイル 関連 

• リス ティ ング 制御 
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3-6,1 命令 セットの 選択 

MSX-M-80 では アセンブルしょう とする プログラムが Z80 命令 セット を 使用す るか， 8080 命 
令セ ッ ト を 使用す るか を 選択す る ことができ ます， 

命令 セッ 卜の デフォルト は Z80 です， 8080 の 命令 セッ トを 使用す る プログラム では， プロ グラ 
ムの 先頭で 8080 命令 セッ トを 使用す る こと を 疑似 命令に よって 宣言し なければ なりません. 
本章に 記述の ある 疑似 命令 は どちらの 命令 セッ ト でも 使用で きる ことに 留意して 下さい. 

命令 セッ 卜 選択 疑似 命令に 続いて 入力され るすべ ての 命令 コード は， 別の 命令 セッ ト 選択 疑似 
命令に 出会う まで 指定した 命令 セッ トの 命令 コードと して アセンブル されます. 選択した 命令 セ 
ッ ト にない 命令 コード を 入力す ると エラーと なります. 

命令 セ ッ ト 選択 疑似 命令 は 次の と お り です. 

.8080 
.Z80 

.8080(8080 ト ド S 択） 



機 能] 8080 命令 セット モードに します, 



「書 式 1 ,8080 
L 文 例 I 8080 



解 説 | 參 8080 命令 セッ ト モードで アセンブルす るよう MSX'M-80 に 指示し ます. 
會ァ一 ギュメ ント はあり ません. 

,Z80(Z80 モード 邇択） 



「機 能 | Z80 命令 セッ ト モード （デフォルト） にします. 
|_ 書 式」 .Z80 



文 例] .280 



解 脱， 會280 命令 セッ ト モードで アセンブルす るよう MSX*M-80 に 指示し ます. 
参 アーギュメントはありません. 
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3-6,2 デづ 定義お よび シン す" レ 定義 

データ 定義お よび シンポ ル 定義 疑似 命令 は SET 疑似 命令 を除レ > て , 8080/Z80 のど ちら の 命令 
セッ ト モードで も サポート されます. SET 疑似 命令 は Z80 モードで は 使用で きません • データ 定 
義ぉ よ び シンボル 定義の 疑似 命令 は 次の と お り です. 



DB/DEFB/DEFM 
DC 

DS/DEFS 

DW/DEFW 

EQU 

EXT/EXTRN/EXTERNAL 

BYTE EXT/BYTE EXTRN/BYTE EXTERNAL 

ENTRY/GLOBAL/PUBLIC 

SET/DEFL/ASET 



参考の ために， それぞれの 命令 セットで どの 疑似 命令が 普通 使われる か を 示す ために， 疑似 命 
令の 前に 以下の 印が つけて あります. 



* Z80 の 疑似 命令 



ァスタ リスク （づ のない 場合 は， ィ ン テル 8080 の 疑似 命令. 
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DB/DEFB/DEFM (バイト 定義) 



「機 能 I アーギュメントで 指定した ス ト リング または 式の 値 を 持つ 1 バイ トず つの データ 領 
域 を 確保し， 初期値 を 設定し ます. 

I 書 式 | DB <式> [,<式>]... 

*DEFB <式> [， く 式 >]••• 

DB < ストリング > [， < ストリング >]••• 

*DEFM < ストリング > [，< ストリング >]••• 



文 例 I DEFB 'AB' 

DEFB 'AB* AND OFFH 
DEFB 'ABC' 



ァセ ン ブル 結果 は 次の とおり です. 



0000' 41 42 DEFB 'AB' 

0002' 42 DEFB 'AB' AND OFFH 

0003' 41 42 43 DEFB 'ABC' 



解 説 1 譬 DEFB は アーギュメントと して 式 を 指定す る 場合に 使用し ます. また， DEFM はァ 
ーギュ メント として ス ト リ ングを 指定す る 場合に 使用し ます. 
壽 アーギュメントで 指定した 値 は 現在の ロケーション カウンタの 位置から 1 バイ トず 
っス トァ されます. 

秦く 式〉 の 値 は 1 バイ トで 表わす ことができる 値 （-256〜255， 上位 バイ トが 0 または 
255) でなければ なりません. それ 以外 は "A" エラーと なります. 

參 3 文字 以上の ストリング はく 式〉 の 中で 使う こと はでき ません. （即ち， カンマ （，） 
で 次に 続ける か， 行末で 終わって いなければ なりません.） 

擊ス ト リ ング 中の 文字 は その 順序に 従って 1 バイ ト ずつ ス トァ されます. 



128 



第 3^ MSX'M-80 マクロ アセンブリ 言語 

DC (文字 定義） 



Wlk] アーギュメントで 指定した ス ト リングの データ 領域 を 確保して 初期値 を 設定し ます • 



害 式] DC く ストリング > 



文 例 I FOO: DC "ABC" 



ァ セン ブル 結果 は 次の 通り です. 

0000' 41 42 C3 F00 ： DC 'ABC 



解 脱， 鲁 アーギュメントで 指定した く ストリング > が カレント • ロケーション カウンタの 位 

置か ら の 連続 し た 領域に 用意 されます， 
秦ス ト リ ング 中の 各 文字 は その 順序に 従って ストアされ ますが， ス ト リ ングの 最後の 

文字 は 最上 位ビッ トが 1 になります. 
参 アーギュメントが ヌ ルス ト リ ングの 場合 は エラーと なります. 
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DS/DEFS (領域 定義) 



[m 能， メモリ 頜域を 予約 (確保） します. 
I 害 式 I ds <式> [，く 値 >] 

*DEFS <式> [，< 値 >] 



文 例 I DEFS 100H • • • • 100H バイトの メモリ 領域 を 予約し ます. 



DEFS 100H,2- • • • 100H バイ トの メモリ 領域 を 予約し， 各 バイ トの値 を 2 

にします. 

解 説 I • DS/DEFS はく 式〉 の 値の 大きさの メモリ 領域 を 確保 します. 

• < 値 > は 確保した 領域の 初期設定 値です. く 値 > を 省略す ると 領域の 初期設定 はさ 
れず， 実行時の 内容 は 保証され ません. ただし, 領域 を ゼロに 初期設定したい 場合 ，く 
値〉 に 0 を 指定す るか わ り に， アセンブル 時に MSX'M-80 の/ M ス ィ ツチ を 使用 
する ことができます./ M スィ ツチの 詳細 は 4.5 スィッチ を 参照して 下さい. 

• く 式 > 中に 使用す る シンボル は， 前もって 定義され て （すなわち， パス 1 のこの 時点 
で 値が 決って） いなければ なりません. そうでな いと パス 1 で" V" エラ一， そして 
多分， パス 2 では" U "エラーが 発生し ます. パス 2 で" U" エラーが 発生し ない (後 
で 定義され ている） 場合， 領域 定義 疑似 命令 は パス 1 で コード を 生成して いないの 
で， フェーズ エラーが 発生し ます. 
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DW/DEFW (ワード 定義) 



Vm 能 | 2 バイトの ワード を 確保し， 初期値 を 設定し ます. 
I 害 式 | DW <式> [，く 式 >]... 

*DEFW <式> [，く 式 >]... 
| 文 例 | F00 ： DEFW 1 234H 

アセンブル 結果 は 次のと おり 

0000' 1 234 F00 ： DEFW 1 234H 

I 解 説 I 參 カレント • ロケーション カウンタからの 連続した 領域に く 式 > の 数 だけ 2 バイ 卜の 
ワード 領域 を 確保し， 式の 値 を ストアし ます. 
• < 式 > は 2 バイトの 値 （ワード） として 評価され， メモリ 上に 下位 バイト， 上位 バイ 
トの 順で ストア されます. 



3 


4 


1 


2 



0 1 2 



'アセンブル リスト 上で は， 上の 例の ように， ストア された 順で はなく 評価され た 値 
がその まま 表示され ます. 
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EQU 



Vm 能 | く シンボル > に アーギュメントで 指定した <式> の 値 を 割り当てます. 
L 書 式 j < シンボル > EQU <式> 



文 例 I BUF EQU 0F3H 



解 脱， • く シンボル〉 は ラベル あるいは 変数で， 以後 式の 中で 使用す る ことができます. 
像く シンボル〉 の 直後に コロン （ ： ） を 付ける こと は 出来ません. 
參く式 > が 外部 参照の 場合 は エラーと なります. また， く シンボル〉 がすで にく 式〉 以 

外の 値 を 持って いる 場合 は "M" エラーと なります. 
• < シンボル > を プログラム 中で あとから 再定義す る 場合に は， EQU の 代わ り に 

SET 疑似 命令 を 使用して く ださい. 
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EXT/EXTRN/EXTERNAL 

BYTE EXT/BYTE EXTRN/BYTE EXTERNAL 

(外部 参照 シン 71 ^レ） 



08 能 | アーギュメント 中の シンポ ルが 外部 参照 シ ン ボ ル (他の モジュールで 定義され ている 
パブ リ ッ ク シンボル） であ る こと を 宣言 します. 



\m 式， EXT 

EXTRN 
* EXTERNA し 
BYTE EXT 
BYTE EXTRN 
BYTE EXTERNA し 



< シンボル > [ 

< シンボル > [ 

く シンボル > [ 

< シンボル > [ 

< シンボル > [ 

< シンボル > [, 



< シンボル >]. 
< シンボル >]. 
< シンボル >], 
く シンボル >], 
< シンボル >]• 
< シンボル >]• 



文 


例 1 




1 解 


鋭 1 



EXTERNAL ITRAN ； tranf init rtn 

参 アーギュメント 中の シンポ ルが 同一 モ ジュ一 ル 内で 定義 して ある シン ボルの 場合， 
"M" エラ一 となり ます. 

• EXT, EXTRN, EXTERNAL は 2 バイ ト の 値と して， ま た， BYTE EXT, BYTE 
EXTERNAL, BYTEEXTRN は 1 バイ ト の 値と して 評価され ます， 

• EXTRN と EXT, BYTE EXTRN と BYTE EXT と は それぞれ 同じ 働き をし ます. 

參 アーギュメント 中の シンボル は， 同一 モジュール 中で 定義した シンボルと おなじよ 

うに 使用す る ことができます. 
• シンボル を 参照す ると き に 直後に ハ ッ シュ 記号 2 つ (##) を 付け る ことで， 同様に シ 

ン ボル を 外部 参照 と し て 定義す る こと がで きます. 



例 



例 



EXTERNA し 
CA しし 
CA しし 



SUB1 
SUB1 
SUB1 ## 



• 外部 参照 シンボル は 先頭 6 文字の みが リ ンク ローダに 渡され， 余分な 文字 は 内部で 
切り捨てられます. 

秦 MSX'M- 80 はこの 疑似 命令に ついての コード は 生成し ません. 文例の EXTRN を 
含む モジュール では， 
CALL ITRAN 

の CALL について コード を 生成す る と き， ITRAN という シンボルの 値 を ゼロ 
(0000*) で 生成し ます， 

リンク ロード 時に ロード された 他の モジュールの 中から PUBLIC ITRAN を 含む 
モジュール を 検索 し ， ITRAN が 定義 された 値 （アドレス） に 置き 換わります. 
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ENTRY/GLOBAL/PUBLIC (パプ J, ジク シン レ) 



「機 能 1 同一 モジュール 内で 定義して いる シンボル を 他の モジュールから 参照で きる ように 宜 
言し ます， 

| 害 式 | ENTRY く シンボル > [，く シンボル >]... 

GLOBAL く シンボル > [，く シンボル >]••• 
PUBLIC く シンボル > [，く シンボル >]，•• 



文 例 | PUBLIC LABELS, し ABEL2, DATA 



「解 脱 I きこの 疑似 命令で 宣言した パブ リ ッ ク シンボル は MSX'L- 80 で一 緖に リンク ロード 
する 他の モジュールで 参照す る こ とがで きます. 
秦 ENTRY, GLOBAL, PUBLIC の 機能 は 同じです. 

譬 シンボル は モジュール 内で 定義され ていなければ なりません. シンボルが モジ ユー 
ル 内で 定義され ていない 場合" U" エラーになります. また， シンボル 名が 外部 参照 
名 または コモン ブロック 名の 場合 "M" エラーと なります. 

• パブリ ック シンボル 名 は 先頭 6 文字の みが リ ンク ローダに 渡され， 余分な 文字 は 内 
部で 切り捨てられます， 

• MSX- M-80 は こ の 疑似 命令に ついての コード は 生成 しません， 次の 例の モジ ユー 
ル 1 と モジュール 2 のリ ン クロード 時に， モジュール 2 の ITRAN シンボルの 値 
(アドレス） が モジュール 1 の CALL ステートメントの ITRAN の 値と して 使用 さ 
れ ます. 

會 ラベルの 直後に コロン を 2 つ （ ： ：） 付ける ことで， パブリック シンボル 疑似 命令で 
宣言した のと 同じように， 他の モジュールから 参照す る ことができます. 



モジュール 1 

EXTRN ITRAN 

CALL ITRAN 

モジュール 2 

PUBLIC ITRAN 

ITRAN: L0 HL,PASSA ； store addr of 

； reg pass area 
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SET/DEFL/ASET (セット) 



機 能] < シンボル > に アーギュメントで 指定した <式> の 値 を 割り当てます. 



1 機 


能 1 






式 1 



< シンボル > SET 
< シンボル > DEFL 
< シン ポル > ASET 



<式> (.Z80 モード 以外） 

<式> 

<式> 



文 例 FOO ASET 



BAZ+ 1 000H 



FOO ASET 



3000H 



FOO DEFL 6CDEH 



解 脱 1 •< シンボル > は ラベル あるい は 変数で あ り ， こ れ 以降 式の 中 で 使用 する ことができ 
ます. 

また ，く シンボル > の 直後に コロン （ ： ） を 付ける こと は 出来 ません. 式が 外部 参照の 

場合 は エラーと なります. 
• SET 疑似 命令 は Z80 の 命令 コードに SET 命令が あ るた め， Z80 命令 セ ット モード 

では 使用で きません. ASET と DEFL は どちらの 命令 セッ ト モードで も 使用が 可 

能で あり， 機能 は 同じです. 
• あとでく シンボル〉 の 再定義 をした レ 、場合 は， EQU ではなく セット 疑似 命令 を 使用 

します. 

いずれ かの セッ ト 疑似 命令で 一旦 定義した く シンボル〉 は， 前に 使用した セッ ト疑 
似 命令に かかわり なく どの セッ 卜 疑似 命令で も 再定義す る ことができます パ ただし 
Z80 命令 セ ッ トモ一 ド では SET を 使用で きないの は 変わ りありません.） 
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3B.3 PC^K 



コー ドの 生成 は プログラム カウンタ （略して PC) とよ ばれる カレン ト • ロケーション カウンタ 

のァ ドレス を 基準と して 行-います. PC は 次の ステ一 ト メ ントの コード 生成 ァ ドレス を 指して い 

ます. 

MSX'M-80 では PC は 絶対 モード， データ 相対 モード， コード 相対 モード， または コモン 相対 
モードの いずれ か 1 つの モー ドを もっています. PC モー ドの 指定 は 以降の プログラム を それ ぞ 
れ 絶対 セグメント， コード 相対 セグメント， データ 相対 セグメント， コモン 相対 セグメントの 対 
応 する セグメ ントと して アセンブル します. プログラム 中の シンボル や 式の モード は， PC モ一 ド 
とおな じ モー ド厲 性に な り ます. 詳細に ついては 3.2.4 を 参照く ださい. PC モー ド 疑似 命令 は PC 
モード を 設定 し， PC モー ド 疑似 命令 以降の プロ ダラ ム を どの モ ードの セグメントに アセンブル 
す る か を 決定 します. PC モード の 疑似 命令 は 次の とおり です. 

ASEG 

CSEG 

DSEG 

COMMON 

ORG 

. PHASE/. DEPHASE 
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ASEG 讓 モード) 



機 能 1 PC モー ドを 絶対 モー ド にします. 

害 式 I ASEG 



「文 例 1 ASEG 

ORG 1 03H 

r^~^1 秦 ASEG に は アーギュメントはありません. 

秦 ASEG 以降の プログラム は 絶対 モードの セグメントに コード 生成され ます. 
• ASEG は ロケーション カウンタ を メモリ の 絶対 セグメ ント （実ァ ドレス） にセッ ト 
します. 

ロケーション カウンタの デフォルト値 は 0 であるた め， ASEG を 指定 し た だけで は 
オペ レー ティ ング システムの 領域に プログラム を 配置す る ことになります. ASEG 

ステ一 トメ ントの 次に ORG ステートメントで ロケーション カウンタの 値 を 103H 
以上に 指定して ください. 
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CSEGOKffl 対 モード) 



[機 能 | PC モード を コード 相対 モードに します. 



式] CSEG 



文 例] CSEG 



「解 説， 秦 CSEG に は ァーギ ュメン ト はありません. 

• CSEG は ロケーション カウンタ を コード 相対 セグメ ントに 切り換えます. 

鲁 ロケーション カウンタの 初期値 は 0 で， ORG ステートメントで 変更し ない 限り， 生 

成 コードの 大きさ だけ 增 ttl します. 
像 CSEG 以降の プログラム は コード 相対 モードの セグメントに コード 生成され ます. 

コード 相対 セグメント はリ ロケータ ブルです. コード 相対 モードで は， ORG ステー 

トメ ント で 絶対 ァ ドレス を 指定す る こ と はでき ません. ORG ステートメント ではく 

式〉 に はコー ド 相対の 値 を 指定 します. 

く 式〉 で 絶対値 (数値な ど） を 指定す ると， コード 相対と みなします. 

次の 例 は ロケ一 シ ヨン カウンタ をコ一 ド 相対の 50 にし ま す. 
CSEG ステー トメ ントの 次に ORG ステートメント を 置く ことにより， コード 相対 
セグメ ント 中の コード 生成 ァ ドレス を 相対的に 変える こ とがで きます， 



例 I CSEG 



ORG 50 





ゴー 


ド 部分 A 


DSEG 




デ一 


タ 部分 B 


CSEG 






ド 部分 C 



, コード 相対 セグメ ントの メモリ 配置 位置 は MSX'M-80 でリ ン クロ一 ド する と き 
に，/ P スィッチ を 使つ て 任意の アドレス に 指定す る ことができ ま す. 
| CSEG は MSX.M-80 の デフォルトの モードです. ASEG, DSEG, または COM- 
MON 疑似 命令 を 指定す る ま で プロ グラム をコー ド 相対 セ グ メント として ァ セン ブ 
ル します. 
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DSEG (テ "^相対 モード) 



機 能 1 PC モー ドを データ 相対 モードに します. 

書 式」 DSEG 



文 例 I DSEG 



解 脱， #DSEG に は アーギュメントはありません. 

• DSEG は ロケーション カウンタ を データ 相対 セグメントに 切り替えます. 

秦 ロケーション カウンタの 初期値 は 0 で， ORG ステートメントで 変更し ない 限り， 生 
成 コードの 大きさ だけ 増加し ます. 

• DSEG 以降の プログラム は データ 相対 モー ドの セグメ ントに コード 生成され ます. 
データ 栢対セ グメン トはリ ロケ" タ ブルです. データ 相対 モ ード では ORG ステー 
トメ ント で 絶対 ァ ド レス を 指定す る こと はでき ません. ORG ステートメントで 
は， く 式 > に は デー タ 相対の 値 を 指定し ます. 

< 式> に 絶対値 (数値な ど） を 指定す ると， データ 相対と みなします. 
参 データ 相対 セグメ ントの メモリ 配置 位置 は MSX*L-80 でリ ン クロード するとき 
に/ D スィッチ を 使つ て 任意の ァ ドレス に 指定す る ことができます. 
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COMMON (コモン 相対 モード） 



[m _ 能 | COMMON 以降 を コモン 相対 モードに します. 



文 例 



式 I COMMON /< ブロック 名 >/ 



解 脱 



COMMON /DATAIN/ 

ANVIL EQU 1 0OH 

DEFB OFFH 

DEFW t 234H 

DEFM 'FORGE' 
CSEG 



• コモン 相対 モードの セグメ ン ト は 他の モジュールと 共用で きる 共通 データ エリアで 
す. 

• < ブロック 名 > は 6 文字まで です. 7 文字 以上の く ブロック 名 > を 記述す る と， 先頭 
6 文字まで がく ブロック 名 > として 使用され， 以降の 文字 は 無効 となります. 

• COMMON は 同じく ブロッ ク名 > を 持つ COMMON ブロック ごと に 共通 デ一 タ 
エリア を 作成し ます. 

く プロ ッ ク名〉 を 省略して いる 力、， スペース である 場合， く プロ ッ ク名〉 が ブランク 
の 共通 データ エリアと 仮定され ます. 

• COMMON は， 変数， 配列， および ストリング を COMMON スト レー ジと 呼ばれ 
るス トレー ジ エリアに 割り当て， 異なる モジュール 間で 同一の ス トレー ジ エリア を 
共用す る ことができます. 

• COMMON 以降の ステー トメ ント はく ブロック 名 > の COMMON エリアと して 
アセンブル されます. 

秦 COMMON エリアの 大きさ は 別の PC モ一 ド 疑似 命令 までの COMMON ブロッ 
ク 内の 変数， 配列， データ 領域 長の 合計です. 

• MSX.L - 80 でリ ン クロードしょう とする 複数 モジュールに 大きさの ことなる 同一 
名の COMMON プロ ッ ク が あ る 場合， もっとも 大きな COMMON プロ ッ ク を 含む 
モジュール 名 を MSX'L-80 コマンドの 先頭に 指定し， 最初に ロードし なければ な 
り ません. MSX-L-80 の 詳細 は 第 5 章 を 参照して く ださい. 

• COMMON は ロケ ーショ ン カウンタ を COMMON ブロ ックの ボイ ンタに 切り 換 
えます. ロケーション は FORTRAN の COMMON ステートメントと の 互換性 を 
保った めに 常に エリアの 始めに されます， 
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ORG (セット オリジン） 



機 能] D ケーシ ヨン カウンタの 値 を 変更し ます. 



式] ORG <式> 



「文 9\] 1) DSEG 

ORG 50 
2) ASEG 

ORG 800H 

| 解 鋭 I •ORG は ロケーション カウンタ にく 式〉 の 値 をセッ ト します. MSX'M-80 はく 式〉 
の 値の ァ ドレスから コード を 生成し ます. 
秦 絶対 モー ド では < 式〉 の 値 は 絶対値です. 

像 コード 相対 モード， データ 相対 モード， コモン 相対 モードで はく 式 > の 値 は それ ぞ 
れの セグメント 内での 相対値です. コード 相対 モー ド， データ 相対 モー ド では <式> 
で 絶対アドレス を 指定す る ことができません. コード 相対 セグメント， データ 相対 
セグメ ントの ロード アドレス はリ ン クロード 時に フレキシブルに 決ま り，/ P ： くァ 
ドレス〉 や/ D ： く アドレス〉 スィッチ を 指定す る ことにより， 任意に 指定した アド 
レスへ ロードす る こ とがで きます./ P スィ ッ チ， /D スィ ッ チの 詳細に ついては 5.5 
を 参照して ください. 

• < 式〉 に 使用す る シンボル は 同一 モジュール 内で 定義し なければ なり ません. ま 

た， く 式〉 の 値 は 絶対値 または ロケーション カウンタで 使用す る エリアと 同一の ェ 

リアに なければ なりません. 
• 文例の 1) は データ 相対 モ一 ドの ロケーション カウンタ を データ 相対 セグメ ントの 

先頭 +50 に 設定し ます. データ 相対 セグメントの 先頭 50 パイ ト はとば されます. 
• 文例の 2) は 絶対 モ 一ドの ロケーション カウンタ を 絶対 ァ ドレスの 800H に 設定 し 

ます. 

2) の 絶対 セ グ メント は 絶対 ァ ドレス 800H から ロードされ ます， 



141 



第 3 部 ユー ティ リ ティ 



. PHASE/ - DEPH ASE (リロ ケー 卜） 



機 能」 , PHASE か ら ， DEPHASE までの コード を < 式 > の エリ ァで 実行で きる ようにし ます. 



1 機 


能 1 






式 1 



式 .PHASE <式> 



.DEPHASE 



文例 



.PHASE 100H 
F00 ： CA しし BAZ 

JP ZOO 
BAZ ： RET 

. DEPHASE 
ZOO ： JP 5 



解 脱 



• . PHASE/. DEPHASE は 特定の アドレスで プログラム の 一部分 を 実行す るた めに 
用います. 

• .PHASE/. DEPHASE 間の プログラムの PC モー ド はく 式〉 の モー ドと 同じです 
力、 コード は- PHASE を 指定す る 直前の プログラムと 同じ セグメントに 連続して 配 
置され ます. 

• . PHASE/. DEPHASE 間の プログラム を 実行す るた めに はく 式〉 で 指定 した アド 
レスへ 移動 させなければ なり ません. 

• 文例 は 次のように アセンブル されます. 



CD 0106 
C3 0007， 
C9 

C3 0005 





.PHASE 100H 


BAR: 


CALL BAZ 




JP ZOO 


BAZ: 


RET 




.DEPHASE 


ZOO: 


JP 5 



o CO Co 7 

o o o o 

111 o 

o o o o 
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3.B.4 ファイル 関連 



ファイル M 連の 疑似 命令 は プログラムに 長い コメント を 入れたり， モジュールに 名前 を 付けた 
りします. ファイル 関連の 疑似 命令 は 次のと おりです. 



.COMMENT 
END 

INCLUDE/$INCLUDE/MACLIB 

NAME 

.RADIX 

.REQUEST 
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, COMMENT (コメント) 



\m 能 I く 区切り 貫 5号> では さまれ たく テキスト > を コメントと みなします. 





式 1 


.COMMENT 


く 区切り 記号 >< テキスト >< 区切り 記号 > 




例 1 


.COMMENT 


* any amount of text 






entered here 










return to normal assembly 



「解 脱， •.COMMENT の あと の 最初の 空白 以外の 文字 を 区切 り 文字と して 扱い ます. く 区 

切り 記号〉 以降， 次の く 区切り 記号 > までのく テキス ト> が コメント ブロック とな 
ります. 

譬 コメント 行の ように コメントの 前の セ ミ コロン （ ；） を 置く 必要はありません. くテ 

キス ト> は 複数 行に わたって 書く ことができます. 
拿 アセンブル 中 コメント ブロック は 無視 され， コード の 生成 は 行わ れ ません. 



144 



第 3 章 MSX'M-80 マクロ アセンブリ 言語 



END (プログラムの 終了) 



[WW モジュールの 終了 を 指定し ます. また， オプションで プログラムの 実行 開始 点 を 指定 

します. 



式] END [< 式 >] 



「文 例 1 1) END PR0G1 
2) END 



解 脱， • END ステートメント は モジュールの 終了 を 宣言し ます. また， リ ンク ローダに プロ 
グラムの 開始 アドレス を 指示し ます. ソース プログラムに END ステートメントが 
ない 場合， "%No END statement" の 警告メッセージが 表示され ます， 

秦く 式〉 は MSX'L-80 が プログラムの 開始 点と して ロードす る ことができる シンポ 
ル， 数値， その他の アーギュメントです. く 式〉 を指定 すると， MSX'L- 80 は 100H 
番地に く 式 > のァ ドレスへの ジャンプ 命令 をセッ ト します. く 式 > を 指定し ない 場 
合 は， MSX-L-80 に プログラム 開始 点が 渡されず， 最初に ロードした モジュールの 
先頭から プログラムが 開始し ます （また ，く 式〉 を 指定し ない 場合， MSX' い 80 の/ 
G スィッチ は 無効です). 

• < 式〉 の 指定 は， この モジュールが メイン プログラム である こと を 宣言し ます. 
く 式〉 が 無い 場合， MSX-L-80 はこの モジュール を サブルーチンの 集ま り とみな し 
ます. 

拿 リンク ロード 時に プログラム 開始 点 を 指定した モジュールが 2 つ 以上 ある 場合， 
MSX-L-80 は どれが メイン プログラム であるか 区別す る ことが 出来ません， プ ログ 
ラ ム 開始 点 を 持つ モジュール を 2 つ 以上 リンク ロードす る 場合 は， MSX • L-80 の/ 
G: く 名前〉 または/ E: く 名前〉 スィッチ を 使用して ください. 

秦髙級 言語 プログラム は， 自動的に， プログラム 開始 点 を 指定した オブジェクト を 作 
成します. 

そのため， 通常 は 高級 言語 プログラムが メイン プログラムと なります. MSX.L-80 
の/ G: く 名前 > または/ E: く 名前〉 スィ ツチ を 使用して アセンブリ 言語で 作成し 
たモ ジ ユール を 高級 言語で 作成 した モジュ ールの 前に 実行す る こと は 可能です が， 

それよ り も， 高級 言語 モジュールの 最初で CALL あるいは INCLUDE ステート メ 
ント など を 使って アセンブリ 言語 モジュール を 呼び出す 方法 をお すすめし ます. 
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INCLUDE/$INCLUDE/MACL 旧 (揮 入) 



「機 能 I INCLUDE ステート メン 卜の 位置に 他の ソースファイルに 含まれる ステート メン トを 
論理的に 挿入し ます. 

I 書 式 I INCLUDE く ファイル 名〉 
SINCLUDE く ファイル 名〉 
MACLIB く ファイル 名〉 



文 例 I INC し UDETEXT 



解 脱 1 • INCLUDE, INCLUDE, MACLIB の 機能 は 同じです， 

• インクルード 疑似 命令 は， アセンブリ 中に， 別の ソースファイル を 現在の ソース フ 
アイ ルの 中に 挿入し ます. インクルード 疑似 命令 を 使用す ると， 頻繁に 使用す る 部 
分 を 繰り返し プログラミング する 手間 を 省く こと がで き ま す. 

• 7 アイ ル名は オペ レー テ ィ ング システムで 有効な 任意の ファ ィ ル 指定で， デフ 才 ル 
卜 の 拡張 子 は . MAC です. INCLUDE 環境 変数が ("SET INCLUDE -.. ノ， コ マン 
ドで） セッ ト されて いれば， それ は パス 名と みなされ， INCLUDE ステートメントで 
指定した ファイル を， その ディレクトリから 読み込みます. 指定す る ファイル 名に 
は， ディレクトリ を 含む パス 名 を 指定で きます. 

像 インクルード 疑似 命令 は， ステートメントの 読み込み をす 旨定 された ファイルに， 一 
時 的に 変更し ます. この ファイル を 読み終わ ると， アセンブラ は インクルード 疑似 
命令の 次の ステー トメ ント から もとの ソース フ アイ ルの アセンブル を 再開 します. 

修 インクルードの ネス ト （入れ子） は 許されません. ィ ン クル一 ドの ネス トが あると 
"0" エラーと なります. 

• < ファイル 名〉 で 指定 した フ アイ ルがァ セ ン ブル 時 に 見つからな レ 、場合 "V" エラ一 
となり， インクルード 疑似 命令 は 無視され ます. 

き アセンブル リストに は 挿入した ィ ンク ルード ファイルの ステートメントが プリント 
されます， 

また 挿入した ステートメントの オブジェ ク ト コードと ソース ラインの 間に は， 他の 
ステートメントとの 区別 をす るた めに" C" を 表示し ます. リス ト フォー マツ トの詳 
細に ついては リスティング 制御 命令 を 参照して ください. 
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NAME (モジュール 名 定義) 



機 能] モジュール 名 を 定義し ます. 



式] NAME (，く モジュール 名〉，) 



文 例 I NAME ('MODULI') 



解 脫| 暴く モジュール 名 > はかつ こ （） と シングル クオ一 テーシ ヨンで 囲みます， モジュール 
名 は 先頭 6 文字 ま でが 有効です. 
秦 モジュール 名 は TITLE 疑似 命令で も 定義す る ことができます. NAME お よ び 
TITLE 疑似 命令の 両方 を 指定して いな い 場合， モジュール 名 は ソース フ アイ ル名 
から 作成され ます. 
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.RADIX (基数 指定) 



機 能] 定数の 入力 基数 を 指定し ます. 



「書 式] .RADIX <式> 
| 文 例 | .RADIX 2 

[WW •< 式 > は 現在の 基数の 指定に 関わらず 10 進数の 定数です. 

• 定数の デフ ォ ル ト の 入力 基数 は 10 進です， .RADIX を 使う と 2 進から 16 進までの 
範囲で 入力 基数 を 任意の 底に 変更す る こ とがで きます. 

• .RADIX は アセンブル リスト の 基数 を 変更す る わけで はなく， 特殊な 表記法 を 使わ 
ずに， 指定した 基数の 数値 を 入力で きる ようにし ます. 

• .RADIX で 指定した 基数と 異なる 基数 を 用いる 場合 は 3 ん 1 で 説明して いる 表記法 
を 使って ください. 



DEC: 


DEFB 


20 




.RADIX 


2 


BIN: 


DEFB 


000 




.RADIX 


16 


HEX: 


DEFB 


OCF 




.RADIX 


8 


OCT: 


DEFB 


73 




.RADIX 


10 


DEC I: 


DEFB 


16 


匪： 


DEFB 


OCH 



アセンブル 結果 

0000 1 14 
0002 

ooo r ie 

0010 

0002' CF 
0008 

0003' 3B 
000A 

0004' 10 
0005' 0C 



DEC: 


DEFB 


20 




.RADIX 


2 


BIN: 


DEFB 


000： 




.RADIX 


16 


HEX: 


DEFB 


OCF 




.RADIX 


8 


OCT: 


DEFB 


73 




.RADIX 


10 


DEC I: 


DEFB 


16 


HEXA: 


DEFB 


OCH 
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■REQUEST (リンク ロー 求) 



W~m\ リンク 口一 ダに， 未解決の 外部 参照 シ ン ボル を 指定 した フ アイ ルで 検索す る こと を 要 
求し ます. 

書 式 I .REQUEST く ファイル 名 > [，く ファイル 名 >] 



文 例 I .REQUEST SUBR1 



解 脱 1 秦. REQUEST はリ ンク ローダに 対する 要求です. リ ンク ローダ は 外部 参照 シンボル 

の 参照 を 解決す る ためにく フ アイ ル名 > で 指定 した モジュール を 検索 し， 対応す る 

シ ン ボルが あれば 追加 モ ジュール として ロードし ます. 
秦く ファイル 名〉 は シンボル とし て 有効な 文字列で な ければ な らず， ドライ ブ 指定 や 

拡張 子 は 指定で きません. く ファイル 名 > の 長さ は 7 文字 ま でです . 
• 文例で はリ ン クロード 時に 外部 参照 シンボルに 対応す る バブリ ック シンボルが ロー 

ド 済の モジュール にない 場合， SUBR1 を 検索し ます. 
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3,6,5 リスティング 疑似 命令 

リスティング 疑似 命令 は アセンブル リス トの プリ ント に関する 疑似 命令です. 

フォー マツ ト 制御 

アセンブル リストの ページ ブレーク， タイトル， および サブタイトル を 指示し ます. 
フォーマット 制御 疑似 命令 は 次の とおりです. 

PAGE/$EJECT 
TITLE 

SUBTTL/$TITLE 
一般 リスティング 制御 

アセンブル リスト の 出力/抑止 を 指定 します. 特に 指定し なくても プログラム の 先頭で- LIST 
を 指定した ものと みなします. 一般 リスティング 疑似 命令 は 次のと おりです. 
.LIST 
.XLIST 

条件 リスティング 制御 

偽 条件 プロ ック 内に 含まれる ステートメント の アセンブル リ ス ト の 出力/抑止 を 指定し ます • 
4.5 の /X スィ ツチに 関する 記述 も 参照して ください. 条件 リスティング 制御 命令 は 次のと おり 
です. 

.SFCOND 

.LFCOND 

.TFCOND 

マクロ 拡張 リスティング 制御 

拡張 リス ティン グ 疑似 命令 は マクロお よび REPT， IRP, IRPC で 展開す る ステートメントの リ 
ス ティング を 制御し ます. 拡張 リスティング 制御 疑似 命令 は マクロ または リ ピート ブロック 内の 
ステートメント に対して 有効です • 指定がない 場合 は, XALL を 指定して いるものと みなします. 
マクロ 拡張 リス ティン グ 制御 疑似 命令 は 次のと おりです. 

.LALL 

.SALL 

.XALL 

CREF 情報 出力 制御 疑似 命令 

CREF 情報 出力 制御 疑似 命令 は クロ ス リファ レンス 情報 を クロ ス リファレンス 'フ アイ ルへ出 
力す るか 抑止す るか を 指定し ます. この 疑似 命令 は MSX.M-80 スィ ツチ/ C を 指定し ないかぎ り 
効果はありません. 

CREF 情報 出力 制御 疑似 命令 は ソース プログラム の 任意の 位置 に 指定 し， プログラム の 必要な 
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部分に ついての クロス リ フ アレンス 情報 を 出力す る ことができます. CREF 情報 出力 制御 疑似 命 
令 は 次のと おりです. 

.CREF 

.XCREF 
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PAGE/$EJECT (フォームフィード) 



[櫬 能」 アセンブル リストの 改 ページ を 行います. 



PAGE [ぐ 式 >] 
SEJECT [ぐ 式 >] 



* 例 I SEJECT 58 



—解 説， 參改 ページ を 行い フォーム フィ 一 ド 疑似 命令 以降の ステー トメ ント を 次 ページから プ 
リントし ます. MSX'M- 80 は ページの 終りで リス ティ ング ファイル 内に フォーム 
フィード 文字 を 置きます. 
• く 式 > は， 指定す る 場合， 改 ページ 後の 1 ページに 出力す る 行数 を 指定し ます. く 
式〉 は 10 から 255 の 数値です. デフ ォ ル ト の 行数 は 1 ページ あたり 60 行です. 
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TITLE (タイトル) 



\m 能 I アセンブル リストに プリント する タイトル を 指定し ます. 



「害 式 1 TITLE く テキスト > 
| 文 例 | TITLE PR0G1 

{_ 解 脱 J 秦 アセンブル リス トの各 ページの 最初の 行に プリ ント する タイ トル をく テキス ト〉 で 
指定し ます. 1 つの モジュールに 2 つ 以上の TITLE を 指定す ると "Q" エラーと な 
ります. 

會 同じ モジュール 内に NAME 疑似 命令 を 使用して いない 場合， く テキス ト〉 の 先頭 

6 文字 を モジュール 名と して 設定し ます. （TITLE, NAME 疑似 命令がない 場合， 

モジュール 名 は ソースファイル 名から 作られます.） 
• 文例 は アセンブル リストの 各 ページの 最初の 行に PR0G1 という タイ トル を プリン 

ト し， NAME 疑似 命令が モジュール 内に なければ モジュール 名 を PR0G1 に 設定 

します. 
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SUBTL/$HTLE (サブタイトル) 



機 能 I アセンブル リストに プリ ント する サブ タイ トル を 指定し ます. 



「香 式"! SUBTTL く テキス ト > 
$TITLE (，く テキスト： >') 

I 文例 I SUBTT し SPECIAL I/O ROUTINE 



SUBTTL 



解 脱， • SUBTTL は アセンブル リストの 各 ページの タイ トルの 次の 行に プリント する サブ 
タイ トル を 指定し ます. く テキスト > の 60 文字 以降 は 無視し ます， 
•1 つの モジュールに 任意の 数の SUBTTL を 指定す る こ とがで きます. 既に 
SUBTTL を 指定して いる 場合， 前の SUBTTL でセッ ト したく テキス ト〉 は 最新 
の SUBTTL のく テキス ト〉 で 置き 換わります， 

既に 指定して いる サブ タイ トルの プリント を 解除す る 場合 はく テキスト〉 の 指定 を 
省略して ください. 

参 文例の 最初の SUBTTL により， サブ タイ トル SPECIAL I/O ROUTINE がァ セン 

ブルリ ス トの各 ページの 先頭に プリ ント されます， 2 番目の SUBTTL は サブ タイ 
トル を 解除し 空白に します. 
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丄ほ T (リス 卜） 



[機 能] .LIST 以降の ステートメント について アセンブル リスト を 出力し ます, 



書 式 I .UST 



文 _ 例 



• XLIST ； listing suspended here 



.Lib に ； listing resumes here 



解 脱， #.LIST は アセンブル 開始 時の デフォルト 状態です. 

• MSX'M-80 コマンドで リス ティ ング ファイル を 指定した 場合に， 指定した フ アイ 
ノレに リス トを 出力し ます. 
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,XLIST (リスト 抑止) 



「機 能 1 .XLIST 以降の ステー トメ ントの アセンブル リストの 出力 を 抑止し ます. 
| 害 式 | .XLIST 

L 文 例 I • 



.XLIST ； listing suspended here 



.LIST ； listing resumes nere 

解 說 I • アセンブル 開始 時の デフ オル ト は. LIST 状態です. .XLIST を 指定す る と， ソース 

ステート メ ント 及び 生成した オブジェ ク ト コード は リストされ ません. .XLIST 
は. LIST を 指定す るまでの ステー トメ ント に対して 有効です. 
• .XLIST は， （.LIST 疑似 命令 以外の） リスティング 疑似 命令に 優先し ます. したが 
つて， 他の リスティング 疑似 命令が あっても， リストに は 何も プリントされ ません. 
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.PRINTX (コンソール メッセージ 表示) 



機 能] アセンブル 中， テキスト を コンソールに 表示し ます. 



式] .PRINTX く 区切り 記号 >< テキスト〉 く 区切り 記号 > 



文 例， 1 ) .PRINTX * Assembly half done* 
2) IF1 

.PRINTX *Pass 1 done* ； pass 1 message only 

ENDIF 

IF2 

PRINTX *Pass 2 done* ； pass 2 message only 
ENDIF 

解 脱 I き. PRINTX はく 区切り 記号〉 に はさまれ たく テキス ト〉 を アセンブル 時に コンソ 
ールへ 表示し ます. 

• .PRINTX 以降の 空白 以外の 最初の 文字 をく 区切 り 記号〉 とみな します. また， く 
区切り 記号 > から 次の く 区切り 記号〉 までが く テキスト〉 です. 

• .PRINTX は 長時間 かかる 場合に アセンブルの 進行状況 を 表示したり， 条件 ァ セン 
プリの スィッチの 値 を 表示す るのに 役立ちます. 

參. PRINTX は パス 1， バス 2 の両 パスで それぞれく テキス ト> を コンソールへ 表示 
します. 

どち ら かの パスでの み 表示したい 場合， IF1, ま たは IF2 疑似 命令 を 併用して 下さ い, 
IF1 及び IF2 について は 条件 疑似 命令 を 参照して ください. 
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•SFCOND(flft 条件 抑止) 



「機 能 1 偽 条件 プロ ッ クの アセンブル リ ス ト 出力 を 抑止 します. 

[害 式」 .SFCOND 



文 例 I . SFCOND 



解 脱 I •.SFCOND は MSX，M-80 のス ィ ッ チ /X に 関係な く ， 以後の 偽 条件の プロ ックの 
アセンブル リストの 出力 を 抑止し ます. 
秦偽 条件 プロ ック に対する リスティング 制御 疑似 命令がない 場合， /X スィ ツチの 指 
定が あれば 偽 条件 プロ ックの アセンブル リスト は 抑止され ます. 

•LFCONDOft 条件 出力） 



機 能] 偽 条件 ブロックの アセンブル リスト を 出力し ます, 



「書 式， .LFCOND 
L 文 例 I . LFCOND 



解 脱， #. LFCOND は MSX*M-80 のスィ ツチ /X に 関係な く ， 以後の 偽 条件 プロ ッ クのァ 
セン ブルリ ストが 出力され ます. 
秦偽 条件 ブロック に対する リス ティ ング 制御 疑似 命令がない 場合， /X スィ ツチの 指 
定 がなければ 偽 条件 プロ ックの アセンブル リ ス ト は 出力され ます. 
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-TFCOND (トグル リスティング ft 条件) 



機 能 1 /x スィッチの 有無に よ り 偽 条件 ブロックの アセンブル リストの 出力 を 決定す る. 

また，. TFCOND の 指定 をす るた びに 出力/抑止 を 反転す る. 



害 式 | . TFCOND 
文 例 | .TFCOND 

WW •.SFCOND お よび 丄 FCOND の 指定 と は 無関係に， /X で 決まる デフォルトの 出力 
状態 を 反転し ま す. デフ ォ ル ト では， /X を 指定す る と 偽 条件 プロ ッ ク の 出力 は 抑止 
され， 指定 しないと 抑止され ません. 
參偽 条件 ブロック を， 2 つの. TFCOND で 囲んで おく ことにより， 次の ような 効果 を 
得る ことができます. 



a. /x を 指定す る 時， 奇数 番目の. TFCOND とその 次の. TFCOND までの 間の 偽 
条件 プロックの アセンブル リスト は 出力 さ れ， 偶数 番 目 の . TFCOND とその 次 
の. TFCOND までの 間の 偽 条件 プロ ックの 出力 は 抑止され ます. 

b. /x を 指定し ない 時， 奇数 番目の. TFCOND とその 次の. TFCOND までの 間の 
偽 条件 プロ ックの アセンブル リ ストの 出力 は 抑止され， 偶数 番目の. TFCOND 
と その 次の . TFCOND ま での 間の 偽 条件 プロ ッ ク は 出力 されます. 
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丄 ALL 

I 櫬 能 I マクロお よび リ ピート ブロックの 展開 部分 を アセンブル リストに 出力し ます. 

| 害 式 | .LAL し 
n^Wl .LALL 

I 解 脱 I • オブジェクト コード を 生成す る ステー トメ ント か 否かに かかわ らず， マクロお よび 
リ ピー ト プロ ックの 展開 部分の すべての ステ一 トメ ント を アセンブル リ ス ト に 出力 
します. 

■XALL 

I 機 能 I マクロお よび リ ビート ブロックの 展開 部分のう ち オブジェクト コー ドを 生成す るステ 
一 トメ ントを アセンブル リストに 出力し ます. 

| 害 式 | .XALL 
「女 例 | XALL 

I 解 脱 I 秦 拡張 リスティング 制御 疑似 命令がない 場合 は， .XALL を 指定して いる ものと みな 
します. 

■SALL 

I 檨 能 I マクロお よび リ ピート ブロックの 展開 部分の アセンブル リストへの 出力 を 抑止し ます. 

| 書 式 | SALL 
L 文 例 | SALL 
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•CREF (クロス リファレンス 作成) 



機 能] クロス リファレンス • ファイル を 作成し ます, 



[害 式] .CREF 



文 例] .CREF 



「解 m\ 參 . CREF 以降， . XCREF の 指定 をす るまで クロス リファレンス 情報が 出力 されます. 

• - CREF は デフォルト の 状態 です の で， . XCREF 疑似 命令 を 使用した 後で クロス リ 

ファレン ス • ファイルの 作成 を 再開 するとき に 使用して ください. 
• . CREF の 機能 は MSX-M- 80 の コマンド に/ C スィッチ を 指定 したと き に 有利です. 



■ XCREF (クロス リファレンス 抑止) 



「機 能 | クロス リファレンス • ファイルの 作成 を 抑止し ます. 

| 害 式 | .XCREF 
L 文 例 | XCREF 



解 脱， •.XCREF は. CREF 疑似 命令の 指定 を 解除し ます * .XCREF 以降， .CREF の 指定 を 
する ま での 部分の クロス リファレンス 情報 は 出力され ません.. XCREF を 使用す 
る ことによって クロス レ ファレ ンス 情報の 作成 を 指定 し た 部分 だけ 抑止す る ことが 
できます， 

秦 - CREF と . XCREF は MSX 'M-80 の コマンドに/ C スィッチ を 指定した ときに 有 
効です. このため 通常の リスティング ファイル （クロス リファレンス *フ アイ ル では 
ない） を 出力させる 場合に は， MSX*M-80 の コマンドに/ C スィ ツチ を 指定し ない 
だけで よ く ， .XCREF を 使う 必要 は あ り ません. 
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3-7 マクロ 機能 

マクロ 機能 は， 何回も 繰り返して 現われる 一連の コード を， 再 コーディング する ことなく マク 
ロブ ロックと して 定義で きる ようにし ます. マクロ ブロック は マクロ 定義 疑似 命令， あるいは 反 
復 疑似 命令で 始ま り ， ENDM 疑似 命令で 終わ ります. ブロック の 中で さ ら に， 任意の 別の マ ク 口 
ブロック を 使用す る ことができます. ネストの 深さ は メモ リ 領域の 大 き さ でのみ 制限 さ れ ます. 

マクロ 機能で 使う 疑似 命令に は， 次の ものが あります. 

• マクロ 定義 疑似 命令 

MACRO 

秦 反復 疑似 命令 

REPT 

IRP 

IRPC 

譬 マクロ ブロック あるい は マ ク 口 展開の 終了 
ENDM 
EXITM 

譬 マクロ 内の ローカル シンボル 宣言 
LOCAL 

また， マクロ 機能で は 次の 特殊な マクロ 演算子が 使えます. 
$ 

T 

% 
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MACRO〜ENDM (マクロ 定義) 



機 能] マクロ ブロック を 定義し ます， 



式] < マクロ 名 > MACRO [く ダミー > [，く ダミー >]•••] 



ENDM 



解 脱 1 •MACRO ステートメントから， ENDM までの ステートメントが マクロ 本体， すな 
わち マクロの 定義になります. マクロ 定義に 対する ォ ブジェク トコ一 ドは 生成され 
ません， 

秦く マクロ 名 > は 定義す る マクロの 名前で， シンボル 名の 規則に 従います. く マクロ 

名〉 の 長さ は 任意です が， 先頭 16 文字まで が 有効です. マクロ を 定義した 後 は， < 

マクロ 名〉 を 使って マクロ を 呼び だします. 
きく ダミー〉 は， マクロ ブロックが 使用され ると きに， マクロ 呼び出し のく パラメ 一 

タ〉 の テキストで一 対 一に 置き換えられる 部分 を 指定し ます. く ダミー > は 32 文字 

までの 文字列です. 

また， く ダミー > の 数 は 一行に 入る までい くつで も 指定で きます. く ダミー〉 とく ダ 
ミー〉 と の 間 は 力 ンマ （, ) で 区切 ります. 



[プ o グラム] 



MOVE 



呼び出し 例 
MOVE 



MACRO X,Y 

LD HL,(Y) 

LD (X),HL 
ENDM 



AREA2,AREA1 



アセンブル 結果 



HOVE 



MACRO 

LD 

LD 

ENDM 
MOVE 
LD 
LD 



X,Y 

HL,(Y) 

(X),HL 

AREA2,AREAI 

HL.(AREAl) 

(AREA2)JL 



TITLE, SUBTTL 疑似 命令 を マクロ プロ ックが 現われる 部分で 使いたい 場合 は， 
ステートメントの 形式に 注意し なければ なりません， 例えば， もし SUBTTL 
MACRO DEFINITIONS と いう 行 を 入力 したと すると， MSX-M-80 はこの ステート 
メント を SUBTTL を マクロ 名と し DEFINITIONS を ダミーと する マクロ 定義と し 
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て アセンブル します. この 問題 を 避ける ために は， MACRO という 単語 を 避け， MA- 
CROS など を 使うよう にします. 

マクロの 呼び出し 

マクロの 呼び出し は， マクロ を 定義した 後 (マクロ 定義の 前に マクロの 呼び出し をす ると エラーと 
なります)， プログラムの 任意の 場所で 行う ことができます， 
呼び出 し の 形式 は 次の とおり です. 

く マクロ 名 > [く パラメータ > [，く パラメータ〉] •••] 

鲁く マクロ 名 > は マクロ ブロ ックの 名前です. 

• く パラメータ〉 は マクロ 定義の く ダミー〉 と 左から 順番に 対応し， マクロ ブロック 中の くダ 
ミー >を 置き換えます. 

きく パラメータ > の 数 は 任意です 力、 く パラメータ〉 の 並び は 一行 以内に 納まらなくて はなり 
ません. 

また， パラメータと パラメータとの 問 は カンマ （，） で 区切り ます. 

参 カンマで 区切った く パラメータ〉 を 山形 かっこ （く >) で 囲む と， 山形 かっこ 内の すべての 項 
目 を 単一の く パラメータ〉 として 扱います. 

FOO 1 ,2,3,4,5 • • • • 5 つの パラメータ として 扱います. 

FOO <1, 2,3,4,5 > • • • • 1 つの パラメータ として 扱います. 

拿く パラメータ〉 の 数と マクロ 定義の く ダミー > の 数 は 一致し なくても 構いません. 

く パラメータ〉 の 数が く ダミー > の 数より 多い 場合， 余った く パラメータ〉 は 無視され ます • 
また < パラメータ > の 数が く ダミー > の 数よ り 少ない 場合， 不足して いるく パラメータ > を 
ヌルと みなします， 

EXCHNG MACRO X,Y 

PUSH X 

PUSH Y 

POP X 

POP Y 
隱 M 
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反復 疑似 命令 は 反復 ブロ ッ ク を 指定した 回数 だけ 繰 り 返し 展開し ます. 
マクロと 反復 疑似 命令 との 違い は 次の とおり です. 

• マクロ は ブロックに 名前 をつ け， あとで 必要な 場所で 何回で も 呼び出して 展開す る 
ことができます. 

参 マクロで は マクロ 呼び出し 時に パラメータ を 指定す る ことによって， 展開す るマク 
口 を 変更す る ことができます. 

反復 疑似 命令 は 反復 プロ ッ ク を 反復 疑似 命令の 位置に 繰 り 返 し 展開 します. 
他の 場所 か ら 呼び出す こと はでき ません. 



呼び出し 例 



0000' 3A 002F 

0003， 67 

0004' 3A 003F 

0007， 57 

0008' E5 

0009' D5 

000A' E1 

000B' D1 



反復 疑似 絲 



EXCHNG 



X,Y 

X 

Y 

X 

Y 

A,(2FH) 
H，A 

A,(3FH) 
D,A 
HL.DE 
HL 



c s s F p D c s s p p 

AUUOONDDDDXUUOO 

MPPPPELLLLEPPPP 



E L E 

D H D 
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REPT〜ENDM (反復) 

I 機能 I 反復 プロ ッ ク を 指定 し た 数 だけ 繰 り 返し 展開し ます. 

[JT^] REPT <式> 



ENDM 

解 脱 I #REPT と ENDM ステートメント 間の 反復 プロ ック をく 式〉 の 回数 だけ 繰り返し 
展開し ます. 

• < 式〉 は 16 ビッ 卜の 符号な し 整数と して 評価され ます. 

• く 式〉 が 外部 参照で あったり， 定義して いない 項目が ある 場合に は エラーと なり ま 
す. 



プご グラノ 



0000 



0000， 

ooo r 

0002' 
0008， 
0004， 
0005， 
0006' 
0007' 
0008' 
0009， 



00 
01 
02 
03 
04 
05 
06 
07 
08 
09 



； Generates DEFB 1 ― DEFB 10 



+ 

： X 



XXXXXXXXXX 



LTBLMBBBBBBBBBB 

FPFFDFFFFFFFFFF 

EEEENEEEEEEEEEE 

DRDDEDDDDDDDDDD 



166 



第 3 章 MSX'M-80 マクロ アセンブリ 言語 



IRP~ENDM (不定 回数 反復) 



機 能] 反復 ブロック を 指定した パラメータに 従ってく り 返し 展開し ます. 



式] IRP < ダミー >，< 山形 かっこで 囲んだ パラメータの 並び > 



ENDM 



解 脱， 秦 パラメータの 並び は 山形 かっこ （く >) で 囲み， カンマ （，： ) で 区切ります. 

• IRP と ENDM ステートメント 間の 反復 プロ ック をく パラメータ > の 数 だけく り 
返し 展開し ます. 

また， 展開 中に 反復 ブロックに 含まれる < ダミー〉 を 展開 回数に 従って 左側から 
のく バラ メータ > で 順次 置き換えます. 



IRP を MACRO 定義 内で 使用す る 場合， マ ク 口 呼び出しの 時の 山形 かつ こ は マ ク 
口 の 展開 時に 取 り 除かる ので， 前の 例 を マクロ 呼び出 し の 形で 使用す る 場合 以下の よ 
うにし ます. 



X,<1，2，3,4,5，6,7,8,9,10> 
X 

1 
2 

3 

5 
6 
7 
8 
9 
10 



X 

Y,<X> 
Y 



cl,2,3,4,5，6,7,8,9,10> 



PFDFFFFFFFFFF 

RENEEEEEEEEEE 

IDEDDDDDDDDDD 

+ + + + + + + + + + 



123456789A 

oooooooooo 



0123456789 

oooooooooo 

oooooooooo 

oooooooooo 



o 

R 



3 M M B B B B B B 

FDDOFFFFFF 



CPFDDOFFFFFF 

ARENNOEEEEEE 

MIDEEFDDDDDD 



o 

o 



-23456 

- o o o o o 



o I 2 3 4 5 

o o o o o o 

o o o o o o 

o o o o o o 
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山形 かつ こ は マクロ の 展開 時に 取 り 除かれ， 単一の パラ メータと して IRP の パラ メ 
ータ 内の X と 置き 換わります. 



B B B B 

F F F F 

E E E E 

D D D D 



7 8 9 A 

o o o o 



6 7 8 9 

o o o o 

o o o o 

o o o o 
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IRPC〜ENDM (不定 回数 文字 反復) 



機 能 1 反復 ブロック を 指定した 文字列に 従ってく リ 返し 展開し ます. 

害 式 | IRPC く ダミー〉， く 文字列〉 



ENDM 

| 解 説 | • IRPC と ENDM ステートメント 間の 反復 プロ ックを く 文字列〉 の 文字 数 だけ く り 
返し 展開し ます. また， 反復 ブロックに 含まれる < ダミー > は 展開 中に 展開 回数に 
従 つ て 左側 か ら く 文字列 > 中の 文字で 順次 置 き 換えられます. 



IRPC X, 0123456789 



+ ++++++++++ 

X 0123456789 

FDFFFFFFFFFF 

DEDDDDDDDDDD 

+ + + + + + + + + + 



123456789A 

oooooooooo 



0123456789 

oooooooooo 

oooooooooo 

oooooooooo 
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EXITM 



« 能 1 マクロ や 反復 プロ ッ クの 展開 を 終了 します. 



「書 式つ EXITM 

I* *t\ 參 EXITM を 条件 疑似 命令と 組み合わせて 使用す る ことにより， マクロ や 反復 プロ ッ 
ク の 展開 を 展開 時の 条件に よ つ て 途中で 終了す る ことができ ま す. 

• EXITM をァ セン ブルす ると マクロ や 反復 プロ ックの 展開 を 中止し， 残り の 展開に 
ついての ォブジ ヱ タト コード 生成 を 行いません. 

• EXITM を 含む ブロックが 他の ブロックの 中の 入れ子に なって いる 場合， 外部の ブ 
ロックの 展開 は 続行し ます. 

11 ^グ Vil FOO MACRO X 

Y DEFL 0 
REPT X 

Y DEFL Y+l 

IF Y GT 255 ； test Y 

EXITM ； if true.exit REPT 

ENDIF 

DEFB Y 

ENDN 

FOO マクロ は 呼び出 し ステートメント で 指定 し た 数 だ け バイ ト 定義 を 展開し ま す. 

定義 内容ば or か ら の 昇順です. 

呼び出 し 時に 255 より 大き い 数 を 指定 しても， 255 以降の 展開 はしません. 
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LOCAL (マクロ シン 淞 レ) 



[«k 能 I マクロ 展開 時に マクロ 定義 中の く ダミー > を.. 0000 から.， FFFF の 重複し ない シ 
ン ボルに 置き換えて 展開す るよう 指示し ま す. 

I 害 式 | LOCAL く ダミー > [，く ダミー >]••• 

I 文 例 | LOCAL A， B, C 

I 解 説 I • LOCAL は マ ク 口 定義 中での み 使用で きます. 

き マクロ 定義 中に LOCAL で 指定した く ダミー〉 を シンボルと して 使用して いる ス 
テート メント が あれば， モジュール 内 で 重複 しない.. 0000 から.. FFFF の シンボル 
に 置き換えて 展開され ます. 

• LOCAL ステー トメ ント は マクロ 定義の 最初 （つま り， MACRO ステ一 トメ ントの 
次の ステー ト メ ント） に 指定し なければ な り ません. 

• LOCAL ステー トメ ント は シンボル を 自動的に 作成す るので， マクロ 内での ラベル 
の 定義， 参照 を するとき などに 便利です， 

• LOCAL ステートメント は.， 0000 から，. FFFF までの シンボル を 定義す る ので， プ 
ログ ラミ ング 時に， .0000 力 、ら • .FFFF までの シンボル を 定義し ないよう にして く 
ださい. 



サンプル 
[_ プ 0 グラム 



F00 MACRO NUM,Y 

LOCAL A,B,C,D,E 

8 
Y 

Y+l 
NUH+l 
A 



.0001： 
.0002： 
.0003： 
.0004： 



DEFB 
DEFB 
DEFB 
DEFW 
JP 



0C00H.0BEH 

7 

8 

0BEH 
0BEH+1 
0C00H+1 
,.0000 



07 
08 
BE 
BF 

0C01 
C3 0000， 



A: 
B: 
C: 
D: 
E: 



に. 0000: 



o 1 2 3 4 6 

o o o o o o 

o o o o o o 

o o o o o o 



B B B B w M B 

F F F F F D o F 

EEEEEPNOE 

DDDDDJEFD 



t フ 1 
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特殊な マクロ 演算子 

マクロ 定義 中で は 次の よ う な 特殊な 演算子 を 使う ことができます. 

•& • • • • テキスト や シンボルの 連結 
• : ： • • • • 展開が 行われない コメント 

參！ • • • • 感嘆符の 次の キャラクタ を 文字通り アーギュメントして 扱う 
マクロ 呼び出 しで は 次の よう な 特殊な 演算子 を 使う こ とがで きます. 
參％ • • • • 式 を 現在 指定され ている 基数で 表わす 数に 変換す る. 
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\3 能 | テキスト または シンボル を 連結し ます. 



「文 例 1 1)PR0C&X EQU $ 

2) し D B ，'& X， 



「解 脱 | 參&は マクロ 呼び出し ステートメント では 使用で きません. 

• 引用符で 囲まれた ストリング 内で ダミー パラメータ を 使う 場合， また， シンボルの 
—部と して ダミー パラメータ を 使う 場合 (文字列と ダミー を 連結す る 場合) に ダミー 
の 直前に &を 置きます. & がない とき， 展開 時に ダミー パラメ一 タ と の 置き換え を 行 
いません. 



ERRGEN MACRO X 

ERROR&X:PUSH BC 

LD B ノ&) T 

JP ERROR 
國 

呼び出し 例 

ERRGEN A 

+ERR0RA: PUSH BC 

+ LD B，'A， 

+ JMP ERROR 
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m 能 I 展開 を 行わない コメント， 

I 文例 I LD B ，，& X' ； ； COMMENT 

「解 "K| 參 マクロ ブロックの 処理で， （； ；） 以降 は ブロックの一 部と して 保存し ません. （- 
LALL 疑似 命令 を 指定して も マクロ 展開の リストに は プリントされ ません.） 
秦 セミコロン 1 つ （ ； ） の コメント は マクロ 展開の リス トに プリント されます. 



；; generate each iteration 



" o X Y Y 



RLTLBMMEBBBBBBBBBB 

CFPFFDDGFFFFFFFFFF 

AEEEENNBEEEEEEEEEE 

unDRDDEEDDDDDDDDDDD 

E 



123456789A 

oooooooooo 

0122222222 

oooooooooo 

oooooooooo 

oooooooooo 



ルム 

ブ J 
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I 



m 能 I アーギュメント や パラメータ 中の 感嘆符の 次の キャラクタ を 文字通り アーギュメント 
と して 扱います * 



1$： —例 | IRP X ，くに，！ ，!，,!4> 



\m 眹 I • ！; はく ： 〉 と 同じです. 



0000， 
0001 ' 
0002， 
0003' 



v VA ， ， , , 

B M B B B B 

p F D F F F F 

R E N E E E E 

I D E D D D D 
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% 



「機 能 I マクロの パラメータと して 指定した <式> を. RADIX 疑似 命令で セッ ト した 基数に 従 
つて 表わします. 



「解 脱 I •% は マクロ 呼び出し ステ〜 トメ ントの バラ メータに のみ 使用で き， 直後に 続く 式 を 

展開 時の 基数 （ . RADIX 参照） で 表わ す 数に 変換 します. マクロ 展開 時 に は 変換 後の 

数が ダミーの かわ り に 使われます. 
參％ を 使用す る ことにより マクロに 値 を 渡す ことが 出来ます. （通常 は， パラメータで 

指定した テキスト を そのまま ダミーと 置き換えます.） 
•% に 続く 式 は， DS 領域 定義 疑似 命令の 式の 規則に 従います. つまり， 式 は （リ ロケ 

一 タ ブルで ない) 絶対値で 評価で き な ければ な りません. 

PRINTE MACRO MSG,N 

.PRINTX * MSG N * 
ENDM 

SYM1 EQU 100 
SYM2 EQU 200 

PRINTE <SYM1 + SYM2 =>,X(SYM1+SYM2) 

: PRINTX * SYM1 + SYM2 = 300 * 

%(SYM2+SYM2) は 式の 値 を 計算 後， ダミー N と 置き 換わります. ％(SYM1 + 
SYM2) の 代わ り に （SYM1+SYM2) を 指定す ると 次の ステートメント が 展開 され ま 
す. 

.PRINTX % SYM1 + SYM2 = (SYM1+SYM2) * 
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3.8 条件 疑似 命令 



条件 疑似 命令 は アセンブル 時の 特定の 条件 を テストし， その 結果に 応じて コード ブロック を 生 
成す るか どうか を 決め ま す. 条件 疑似 命令の 形式 は 次の とおり です. 

IFxxxx [アーギュメント] COND [アーギュメント] 



き IFxxxx は 条件 を 終了す るた めに， ENDIF と 対応して いなければ なりません. また， COND は 
条件 を 終了す るた めに， ENDC と 対応して いなければ なりません. IFxxxx や COND に 対応す 
る ENDIF や ENDC がない 場合， パス 1， パス 2 の 終了 時に "Unterminated conditional" の 
メッセージが 出力され ます， 

また， 対応す る IFxxxx がない ENDIF, または 対応す る COND がない ENDC の 場合， "C" 
エラーと なります. 
参 アセンブラ は 条件 ス テート メント の 真偽 を 評価 します， 

像 評価 結果が 真で あ る 場合， ELSE ステートメントが あれば IFxxxx/COND か ら ELSE までの 
ブロック を アセンブルし， ELSE 以降 ENDIF/ENDC までの ブロック を 無視し ます. また， 
ELSE ステー トメ ント がない 場合， IFxxxx/COND か ら ENDIF/ENDC までの ブロック をァ 
セン ブルし ます. 

参 評価 結果が 偽で あ る 場合， ELSE ステートメント が あれば， IFxxxx/COND か ら ELSE ま での 
ブロック を 無視し， ELSE 以降 ENDIF/ENDC までの ブロック を アセンブル します. また， 
ELSE ステートメント がない 場合， IFxxxx/COND か ら ENDC ま での プロ ッ ク を 無視 します. 

參 条件 ステー トメ ント の 真偽の 評価に ついては 次の ページに 述べます， 

• 条件 は 255 レベルまで ネス ト （入れ子） する こがで きます. 

書 条件 ステー トメ ント の 中の ァー ギュ メント は パス ！ で 解決で きる も のでなければ な り ません. 
IF, IFT, COND 及び IFF, IFE のく 式〉 はすで に 定義され た 値 を 用い， かつく 式〉 の 値が 絶 
対 値でなくて はなり ません. また， IFDEF, または IFNDEF の アーギュメント 中の シンボルが 
IFDEF, または IFNDEF 以降で 定義され ている 場合， パス 1 では 未定義と なります が， パス 2 
で 定義 済みと なります. 

• 条件 疑似 命令で は 偽の 条件が 成立す る 場合， 真の 条件の 場合と は 別の コー ド を 生成す るた めに 

ELSE ステ一 トメ ントを 使う こ とがで きます， 
• ELSE は IFxxxx または COND に対して 1 つ だけ 使用す る こ とがで きます. 

2 つ 以上の ELSE を 持つ 条件， または 条件がない ELSE は "C" エラー を 引き起こします. 



[ELSE 



[ELSE 



ENDIF 



ENDC 
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IFxxxx〜ELSE〜ENDIF/COND〜ELSE〜ENDC (条件) 



IF <式> 
IFT く 式 > 
COND <式> 

• < 式 > が ゼロ 以外の 値に 評価され た 場合， 条件 プロ ック 内の ステ一 トメ ント をァセ 
ン ブルし ます. 



IFE <式> 
IFF <式> 

秦く 式〉 が 0 と 評価され た 場合， 条件 プロ ック 内の ステー ト メ ン トを アセンブル しま 
す. 



IF1 



► アセンブルが パス 1 を 実行中の 場合， 条件 ブロック 内の ステ& トメ ント をァ セン ブ 
ル します. IF1 は アーギュメント を 持ちません. 



IF2 



秦ァセ ン ブラが パス 2 を 実行中の 場合， 条件 プロ ック 内の ステー トメ ント をァセ ンブ 
ル します， IF2 は アーギュメント を 持ちません. 



IFDEF く シンボル > 

秦く シンボル〉 が 定義， または 外部 参照 宣言され ている 場合， 条件 ブロック 内の ステ 
一 トメ ントを アセンブル します. 



IFNDEF く シンボル > 

譬< シンボル > が 定義 も， 外部 参照 宣言 もされて いない 場合， 条件 ブロック 内の ステ 
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—トメ ントを アセンブル します 



式] IFB < アーギュメント > 



解 脱， •< アーギュメント〉 は 山形 かっこで 囲みます. 

きく アーギュメント〉 が ブランク （何も 与えられ ていない） または ヌル ( 2 つの 山形 力 
ッコの 中に 何も 入って いない， く〉） の 場合， 条件 ブロック 内の ステートメント をァ 
セン ブルし ます. 

参 IFB (及び IFNB) は， 通常 マクロ ブロック の 内部で 使用 されます. 
IFB 疑似 命令に 続 く 式 はたいて い ダミー シン ボルです， マクロ が 呼び出 される と， 
ダミー は マクロ 呼び出し によって 渡される パラメータに 置き換えられます. マクロ 
呼び出しで ダミーに 対応す る パラメータ を 指定し ない 場合， その ブロック はァ セン 
ブルされ ます. 



「書 式， IFNB < アーギュメント > 

I 解 Btl •< アーギュメント〉 は 山形 かっこで 囲みます. 

拿く ァー ギュメ ン ト > が ブランク でない 場合， 条件 プロ ック 内の ステー トメ ント をァ 
セン ブルし ます. 

• (お よ び 1FB) は 通常 マ クロ ブロッ クの 内部で 使用 されます. IFNB 疑似 命令 
に 続く 式 はたいて い ダミー シンボルです. マクロが 呼び出され ると ダミー は マクロ 
呼び出し によって 渡される パラメータに 置き換えられます. マクロ 呼び出しで ダミ 
—に 対応す る パラメータ を 指定した 場合， その ブロック は アセンブル されます. 



「害 式 I IFIDN く アーギュメント 1>， 〈アーギュメント 2> 



* ^1 零く アーギュメント 1〉 およびく アーギュメント 2> は 山形 かっこで 囲みます. 

秦ス ト リ ングく アーギュメント 1〉 がス ト リングく ァ" ギュ メント 2> と 同一で ある 

と， 条件 ブロック 内の ステートメント を アセンブル します. 
• IFDIF (お よ び IFIDN) は 通常 マ クロ ブロック 内部で 使用 されます. IFIDN に 続 く 
アーギュメントの 1 つ はたいて い ダミー シンボルで， も う 1 っはス ト リ ング です 
マクロが 呼び出され ると ダミー は マクロ 呼び出しで 渡される パラメータに E き 換え 

られ ます. マクロ 呼び出しで ダミーに 対応す る パラメータに ス ト リ ングと 同じ もの 
を 指定す ると， その ブロックが アセンブル されます. 
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式] IFDIF く アーギュメント 1 >， く アーギュメント 2> 



解 鋭 I • く アーギュメント 1> およびく アーギュメント 2〉 は， 山形 かっこで 囲みます. 

きス ト リ ングく ァーギ ュメン ト 1> がス ト リ ングく アーギュメント 2> と 異なって い 

る 場合， 条件 ブロック 内の ステートメント を アセンブル します. 
• IFDIF (および IFIDN) は 通常 マ クロ ブロック 内部で 使用 されます. IFDIF に 続 く 

ァーギ ュメン ト の 1 つ はたいて い ダミー シンボルで， もう 1 っはス トリ ング です. 

マクロが 呼び出され ると ダミー は マクロ 呼び出しで 渡される パラメータに 置き換え 

られ ます. マクロ 呼び出しで ダミーに 対応す る パラメータに ス ト リ ングと 異なる も 

の を 指定す ると， その ブロックが アセンブル されます. 
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4.1 MSX'M-80 

MSX-M-80 は ソースファイルに 作成した ソース プログラム を アセンブルし， リロ一 ケ 一タブ 
ルな （再配置 可能） な オブジェ ク ト プログラム を 作成し ます， オブジェ ク ト プログラム は ディスク 
ファイルに 保存す る ことができます. また， オブジェクト プログラム を 保存す る ディスク 上の フ 
アイ ルを オブジェクト ファイルと 呼び， 指定がない 限 りフ アイ ル名 拡張 子 を . REL にします. 

オブジェ ク ト プログラム （.REL) は 実行可能で はあり ません. オブジェ ク ト プログラム は 
MSX'L-80 で 処理 後， はじめて 実行可能と なります， 

パス 

MSX-M-80 は パス 1 と パス 2 の 2 段階で ソース プログラム を アセンブル します. 

パス 1 では プログラム 中の ステー トメ ント の 評価 をし， オブジェ ク トコ一 ド 生成 量 を 計算し ま 
す. また， プログラム 中の シンボルに 値 を 割り当て， シンボル テーブル を 生成し ます. プロ グラ 
ム 中に マクロ 呼び出し ステートメントが あれば， マクロ を 展開し ます. 

パス 2 では， パス 1 で 生成した シンボル テーブル を 使用し， オブジェクト コード 中の シンボル 
や 式の 参照 箇所に シンボル や 式 を 代入し ます. また， マクロ を 再び 展開し， ォブ ジヱク トフ アイ 
ル （.REL) に リ 口 ケータ ブルな ォ ブジ ヱクト コード を 出力 します. 

MSX-M-80 は， パス 1， パス 2 で シンボル， 式お よび マクロの 値 を チェック します. 
パス 2 での 値が パス 1 と 異なる 場合， フェーズ エラーと なります. 
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4.2 MSX，M-BOrtt 用す る ファイル 

MSX-M-80 は アセンブル 時に 次の ファイル を 使用し ます. 
これらの ファイル 名 は 4.3， 4,4 で 述べる MSX，M- 80 コマンドで 指定し ます. 



ソ一 スフ アイ メレ 

(MAC) 




図 3-1 MSX'M-80 で 使用す る ファイル 



(1) ソースファイル 

アセンブリ 言語で 書かれた ソース プログラムが 入って いる ファイル. 汎用 テキスト エディ タ 
で 作成し ます. 



(2) ォブ ジヱク ト ファイル 

MSX-M-80 で アセンブルした 結果で ある ォブ ジヱク ト プログラム を 入れる ファイル, 



(3) リス ティ ング ファイル 

ソース プログラムと 生成した オブジェ ク ト コードの リスティング ファイルです 



(4) クロス リ ファレン ス • ファイル 

MSX'M - 80 では/ C スィ ツチ を 指定す る ことにより， ディスク 上へ クロス リファレンス. フ 
アイ ルを 作成す る ことができます， クロス リファレンス • ファイルに は リスティング フ アイ 
ルの 情報に 加えて 内部 ラベルの クロス リファ レンス 情報が 含まれて お り ， CREF- 80 クロス 
リファレンサ を 使って クロス リファレンス • リス トを 得る ことができます. 
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4,3 MSX'M-80 の 呼 び出し 

MSX-M-80 は コマンド で 呼び出 します. 
また， このと きァセ ン ブル 中に 使 ぅフ アイ ル名ゃ MSX*M_80 に 対す る スィッチ を MSX'M- 80 
コマンドで 指定し ます. 

MSX-M-80 の 呼び出 し 方法 は 次の 2 通りが ありま す. 

(1) 呼び出 し 時の コマンドに MSX'M-80 コマンド を 指定す る . 

A>M80 < MSX-M-80 コマンド > 

像 この 呼び出し 方法 は プログラム を 1 つ だけ アセンブル する 場合に 便利です. この 呼び出し 方法 
では タイ ピ ングの 手間 が 少なくて すみます. 

秦 こ の 呼び出 し 方法 を 使つ てァセ ン ブル 処理 を BATCH コマンド の 一部 とする ことができます. 
參 プログラムの アセンブル 後， 制御 は MSX'M- 80 から オペ レー ティ ング システムへ 自動的に 戻 
ります. 

(2) 呼び出し 時の コマンドに パラメータ を 指定せ ず， コンパイラの プロンプト に応じて MSX'M- 
80 コマンド を 指定す る. 



A>M80 

*< MSX-M-80 コマンド〉 



秦 この 呼び出 し 方法に より 1 台の みの ドライ プ 構成で MSX'M-80 を 使； B する ことができます. 
秦 また， MSX-M-80 の 再 呼び出し をせ ずに 複数の プログラム を 連続して アセンブル する こ とが 

できます. 1 つの プログラムの アセンブルが 完了す ると， MSX'M-80 は アスタリスク （*) プロ 

ンプト を 表示して 次の MSX'M-80 コマンド を 待ち ま す. 
秦 プロンプトが 表示され ている 時に MSX*M-80 を 終了す る 場合 はく CTRL + C> を キー ィ ンし 

ます. 



184 



第 4 章 MSX'M-80 の 実行 

4.4 MSX*M-80 の コマンド 



4.4,1 MSX*M-80 の コ マン TO^ 式 

MSX-M-80 の コマンドに は， ァセ ン ブル 時に 使用す る ファイルと スィッチ を 指定 します. 
コマンド の 形式 は 次の とおり です. 

[く オブジェ ク ト>] [，く リスティング >] =< ソース >/< スィッチ > 

く オブジェ ク ト> ，く リスティング〉 ，く ソース〉 に は 4.4.2 で 述べる ファイル 名 を 指定し ます. 

4.4.S ファイル 名の 指定 

フ アイ ル 名の 指定 方法 は 次の とおり です. 

く ドライブ 名〉 ： く パス 名〉 ¥く ファイル 名〉， く 拡張 子〉 または く 論理 デバイス 名〉 

| 例 | A ： ¥SRC¥SAMPLE.MAC 

ドライブ 名 は 1 文字の アルファべ ッ トで， 直後に コロン （ ： ） を 付けます. 
ドライブ を 省略す ると カレン 卜 ドライブ を 仮定し ます. 

従って， フ アイ ルがカ レント ドライ ブ上 にある 場合 ドライ ブ 名の 指定 は 必要 あ り ません. 
パス 名 も 省略 可能で その 場合 カレント ディ レク ト リを 仮定し ます. 

ファイル 名 に は 下に 述べ る デバイス ファイル (CON, PRN な ど） を 指定す る こと もで きます. 

CON コ ン ソー ルのス クリーン また は キー ボー ド 
PRN プリンタ 

拡張 子 

拡張 子 は 1〜3 文字の 英数字です. 拡張 子の 前に は ピリオド （.） を 置きます. 拡張 子がない ファ 
ィルの 場合， ファイル 名の 後に ピリオド を 指定し ます， 



例 I A ： SAMPLE. 



拡張 子 は 付けなくても よく， また 任意の 名称に する ことができ ますが， 拡張 子 を 省略す ると 標 
準 的な 拡張 子 を 仮定し ますので 次の よ う な MSX- DOS での 標準 的な 拡張 子 を 付ける こ と をお す 
すめし ます. 
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拡張 子 


フ アイ ノレの 雜額 


.MAC 


MSX-M-80 ソースファイル 


-REL 


オブジェ ク ト ファイル 


.PRN 


リス ティ ング ファイル 


CRF 


クロス リファレンス ファイル 



餘理 デバイス 名 

論理 デバ ィ ス名は 3 文字で， 直後に コ ロン をつ けて 指定し ま す. MSX-M-80 で 使用で きる 論理 
デバイス は 次のと おりです. 

TTY ： 標準 入出力 
PRN ： 標準 プリンタ 出力 

MSX-M-80 スィッチ は コマンド の 後に 任意の 数 だけ 指定す る ことができます. スィッチ につ 
いて は 4.5 で 述べます. 



「例， M80 SAMPLE, SAMPLE = SAMP し E/R/C 

ファイル 名 は その一 部， あるいは 全部 を 省略す る ことができます. 次に アセンブラで 使用す るフ 
アイ ル とそ の 省略の 方法 を 述べ ま す. 

(1) ソースファイル 

ソースファイルの 指定 は 省略す る ことができません， しかし， ファイル 名のう ち ドライブ 名, 
パス 名と 拡張 子 を 省略す る ことができます. ドライ ブ 名の 省略時に は カレント ドライ ブを， 
バス 名の 省略時に は カレント ディレクトリ を， また， 拡張 子の 省略時に は. MAC を 指定した 
ものと みなします. 拡張 子が. MAC でない 場合 拡張 子 を 省略す る こと はでき ません. カレン 
ト ドライブが A ： であると き 次の ファイル 名 は 同じです. 



I 例 I A ： SAMP し E.MAC 
A ： SAMPLE 
SAMP し E.MAC 
SAMPLE 

(2) ォブ ジヱク ト ファイル 

オブジェ ク ト ファイルの 指定 は オプションです. ドライブ 名 を 省略す ると カレント ドライブ 
を 指定した とみな されます. パス 名 を 省略す ると， カレント ディレクトリ 中の ファイル とみ 
なされます. また， 拡張 子 を 省略す ると， REL を 指定した とみな されます. 
オブジェクト ファイル 名と リスティング ファイル 名 を 省略す ると， 拡張 子が. REL である こ 
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と を 除いて ソースファイルと 同じ ファイル 名 を 仮定し ます. オブジェ ク ト ファイル を ソース 
ファイル 名と 異なる ファイル 名に する 場合， ォブジ ヱクト ファイル 名の 指定 は 省略で きませ 
ん. 

また， オブジェクト ファイルと リスティング ファイル を 作成す る 場合， オブジェクト フ アイ 
ルの 省略 はでき ません. カレント ドライブが A ： のとき 次の ファイル 名 は 同じです. 



| 例 | A ： SAMP し E.REL 
A ： SAMPLE 
SAMPLE 

(3) リスティング ファイル 

リスティング ファイルの 指定 は オプションです. リスティング ファイル 名の 前に は カンマ （，） 
を 置きます. リスティング ファイル 名 を 省略す ると，/ L スィ ツチ を 指定して いない 限り リス 
ティ ング ファイル は 作成され ません./ L スィ ツチに ついては 4.5 を 参照 下さい * 
ドライブ 名 を 省略す ると カレント ドライ ブを 指定した ものと みなし， パス 名 を 省略す ると， 
カレント ディレクトリ 中の ファイルと みなします. また， 拡張 子 を 省略す ると. PRN を 指定 
した ものと みなします， 

4,4,3 MSX*BO J7 ン ドの侧 

MSX-M-80 の コマンド は 次の よ う に 省略す る ことができ ます. 
翁ォ ブジェク ト ファイル のみ 作成す る. 
=< ソースファイル 名 > 

く オブジェ ク ト ファイル 名 > = < ソースファイル 名 > 

=く ソースファイル 名〉 のみの 場合， オブジェ ク ト ファイルが ソースファイルと 同じ ディスクの 
同じ ディ レク ト リ 中に 作成され ます * オブジェ ク ト ファイル 名 は 拡張 子 カミ. REL である こと を 除 
いて ソースファイル 名と 同じです. 



例 I M80 = NEIL 



上の 例 は ソースファイル NEIL.MAC を 入力し， オブジェクト ファイル NEIL.REL を 出力し ます. 
»才 ブジェク ト ファイル や リス ティ ング ファイル を 作成し ない. 

， = く ソースファイル 名 > 
MSX-M-80 は ソース プログラムの シンタックス チェック を 行います. オブジェ ク ト ファイル 
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や リス ティ ング ファイル を 作成 しないので アセンブル 時間が 短く， エラー をより 早く 知る ことが 
できます. 



例 I M80 ， = NEIL 



4.5 スィッチ 

スィ ツチ は MSX*M-80 に対して 追加 機能 や 代替 機能 を 指示し ます. 
スィッチ は MSX-M-80 コマンドの 最後に 指定し ます. 

スィッチ はいくつ でも 指定す る ことができます が， 各 スィッチの 前に は スラッシュ (/) を いれます, 
I 例 | M80 = NEIL/ し/ R 
MSX-M-80 で 使用で き る スィッチ は 次の とおり です. 



表 4-1 スィッチ 一!！ 



スィ ツチ 


説 明 


/0 


リス ティ ングフ ァ ィ ルのァ ドレス 表示 を 8 進数に する. 


/R 


ソースファイルと 同じ 名前 (拡張 子 は. REL) の オブジェ ク ト ファイル を ソース 
ファイルと 同じ ディ レク ト リ 上に 作成し ます./ R は MSX'M-80 コマンドで， 
才ブ ジヱク トフ アイ ル名を 指定す る 代わ り に 使用で きます. 次の 2 つ 例で は 
NEIL.REL という オブジェ ク ト ファイルが 作成され ます. 
例） M80 ，NEIL = NEIL/R 
M80 = NEIL/R 


/し 


ソースファイルと 同じ 名前 (拡張 子 は, PRN) の リスティング ファイル を ソース 
ファイルと 同じ ディ レク ト リ 上に 作成し ます./ L は MSX*M-80 コマンドで， 
リスティング ファイル 名 を 指定す る 代わ り に 使用で きます. 
次の 3 つの 例で は NEIL.PRN という リス ティ ング ファイルが 作成され ます. 
例） M80 = NEIL/L 

M80 = NEIL/L 

M80 NEIL = NEIL/L 


/C 


CREF-80 クロス リファレンス 機能で 使用す る， クロス リファレンス 情報 ファ 
ィルを ソースファイルと 同じ 名前 (拡張 子 は. CRF) にして 作成し ます. クロス 
レファレンス 機能 を 使用す る 場合，/ C スィ ツチ を 指定して アセンブルし なけれ 
ばな りません. 詳細 は 第 6 章 CREF-80 クロス リファレンサ を 参照して くだ 
さい. 


/Z 


Z80 命令 コードの アセンブル を 指示し ます./ Z は プログラム 中で. Z80 疑似 命 
令 を 指定した のと 同じ 働き をし ます. 
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スィッチ 


説 明 


/1 


8080 命令 コードの アセンブル を 指示し ます. /1 は プログラム 中で, 8080 疑似 命 
令 を 指定した のと 同じ 働き をし ます. 


/P 


/p を 指定す る ごとに- アセンブル 時に 使用す るス タツ ク 領域^ 256 バイ ト追カ n 

割当し ます./ P は アセンブル 時に スタック • オーバーフロー エラーが 起こった 
場合に 使用し， それ 以外の 場合に は 必要ありません. 


/M 


DS (領域 定義) 疑似 命令に よって 定義す る データ エリア を ゼロ に 初期設定 し ま 
す，/ M スィッチ を 指定し ない 場合， この データ エリア は ゼロ に 初期設定 さ れ 
ず， プログラム 開始 時の デ^ "タエ リアの 内容 は 保証され ません. 


/X 


偽 条件の リス ティ ングを 抑止し ます. /X の 指定がない 場合， 偽 条件 ブロック を 
リスティング します. /X は, TFCOND 疑似 命令 と 関連して 使用され る 場合が 
あります. 詳細 は 3.6.5 リスティング 疑似 命令 を 参照く ださい. 



4B メッセージ 

ァ セン ブル 終了後に 次の メッセ 一 ジが 出力 されます. 
I yy \ 

|^ \ Fatal Error ^s) 匸， yy wammgvs)] 



xx は 重大な 文法 エラーの 件数です. 
また yy は 警告 エラーです. 

メ ッ セージ は アセンブル 終了 時に コンソール 及び リス ティ ング ファイルに 表示され ます. 
プログラムに エラーがなければ "No Fatal Error (s)" が 出力され ます. 
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4.7 リス ティン カオ 一 マット 

MSX-M-80 の リスト は 次の 2 つの 部分に 分かれて い ま す. 
攀 ソース 行 リスト 

ソース プログラムと 生成した オブジェクト コードが プリント されます. また， プログラム 中に 
ェ ラ 一が あれば， エラ一 コードが エラー の 発生 し た 行に 表示 されます， 

書 シンボル テーブル リ ス ト 
プログラム 中の すべての マクロ 名と シンボルが それぞれ アルファべ ッ ト 順に リス ト されます. 

以下， リスティング フォーマット について 解説し ます. サンプル リスト を 参考に してく ださい. 

4,7,1 ソース 行 リスト 

各 ページの 先頭 3 行に は 見出しが プリント されます， 見出しの 形式 は 次の とおりで， 3 行 目 は 空 
白 行です. 

[タイ トル] MSX'M-80 2.2Z dd-mmm-yy PAGE x 
[サブ タイ トル] 

(1) タイ トル 

TITLE 疑似 命令で 指定した タイ トルが プリ ン ト されます， TITLE 疑似 命令 を 指定し ない 場合 
は 空白と なります. 

(2) サブ タイ トル 

SUBTTL 疑似 命令で 指定した サブ タイ トルが プリント されます. SUBTTL 疑似 命令 を 指定し 
ない 場合 は 空白と なります. 

(3) バー ジョ ン 番号 

プログラムの バージョン 番号 を プリ ン ト します. 

MSX-M-80 z.zz(z.zz は パージ ョ ン 番号） 

(4) ページ 番号 

PAGE x(x は ページ 番号). ただし シンボル テーブル リストで は PAGE S と 表示され ます. 
各 ソース 行 は 次の 形式で プリ ン ト されます. 
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(5) エラー 

ソース ステートメントに エラーが ある 場合の み， 1 文字の エラー コード を 表示し ます. 
エラ一 がない 場合， ここ は 空白です， 

(6) ロケ ーショ ン 

XXXX は ロケーション カウンタの 値です， 数値 は 4 桁の 16 進数， または 6 桁の 8 進数で， 基数 
は MSX*M- 80 コマンドの/ H または /0 スィ ツチで 決められます， スィ ツチが 指定され ていな 
い 場合の デフ オルト は 16 進数です. 

m はモ〜 ド 属性の 表示です. モー ド厲 性に 応じて 次の よう な 文字が プリ ン ト されます. 

， コード 相対 モード 
" データ 相対 モード 
！ コモン 相対 モード 
空白 絶対 モード 
* 外部 参照 

(7) オブジェクト 

XX および XXXX は 生成した オブジェ ク ト コードです. XX は 1 パイ トの 値で 2 桁の 16 進数 
または 3 桁の 8 進数， XXXX は 2 バイ トの 値で 4 桁の 16 進数 または 6 桁の 8 進数で 表示され 
ます .2 バイ トの値 は 上位 バイ トが 先に （つまり 実際に ストアされ るのと は 逆に） 表示され， 先に 
述べた， モード 属性 を 表わす 文字が 付きます. 

(8) [W] 

他の フ アイ ルか ら インクルード 疑似 命令で 挿入 された ステートメント， あるいは （MACRO, 
REPT, IRP, IRPC で) 展開され た ステートメント を 表わします， INCLUDE 疑似 命令の 場合 
に は "C" が， また 展開され た ステートメントに は " が 表示され ます. 

(9) テキス ト 

ソース プログラムの テキス トが プリ ント されます. 



XXXXm XX XXXXm I Wl X …― X 

[ロケーション] [オブジェクト] [テキスト] 



！ l _ 
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4,7,5 シン 凇!/^ ブルリ スト 

ソース 行 リストと 同じ 形式の 見出しが 各 ページの 先頭に 表示され ます. ただし， ページ は 

"PAGES- xx" のように 表示され ます. 

まず， マクロ 名が アルファベット 順に 表示され， 次に， シンボルが 同じく アルファベット 順に 
表示され ます， シンボル は 次のと おり 表示され ます. 

X X X X m XX... X 
~ I ~ 丁 I 
値 属性 名前 

(10) シンボルの 値お よ び厲性 

シンボルの 値と 属性です. 値 は 4 桁の 16 進数 または 6 桁の 8 進数で 表示され ます. また， シン 
ボ ルの厲 14 によって 次の よう な 文字が ケ| けられます. 

I PUBLIC シンボル 
U 未定義 シンボル 

C COMMON ブロック 名. 値 は コモン ブロックの 大きさです. 

空白 絶对値 
， コード 相対値 
" データ 相対値 
！ コモン 相対値 
* 外部 シン ポル 

(11) シンボル 名 

シ ン ボル 名 の 先頭 16 文字 ま でが 表示 されます. 
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アセンブル リス ト例 



Some Useful Subroutines MSX-M-80 2.00 dd-mmi-yy PAGE 1 — (4) 

t (3)T 

(1) TITLE Some Useful Subroutines 

ENTRY MUL10,DHUL10,DIV10 



シンボル テーブル 例 



So«e Useful Subroutines HSX^M-80 2.00 dd-mmm-yy PAGE S 

Macros: 
Symbols: 

00121， DIV10 00061' DMUL10 0014， DVL0P 

00001 * HUL10 

(10) T (11) T 
No Fatal error(s) 



； DMUL10 - CHL>[A]*10 
DMUL10: 



Divide by 10 

[BMA]/10,[A]=[A] MOD 10 



； Set up CBC] and [HL] 
； [HL]=(CHL]*2*2+[BC])*2 



B,0 ； Clear quot. 
B 

10 ； Try SUB 

NCDYL0P ； OK, then another try 

B ； OOPS! Exceed 0, 

A, 10 ； then adjust stuff 
； & return 



MUL10 一 [A]=[A]*10. [B] is destroyed. 



MUL10: 
(9)— LD 

D 
D 
D 
D 
T 



B,A 
A,A 
A,A 
A,B 
A, A 



； [A]=([A]*2*2+[A])*2 



DIV10: 

06 00 

DVL0P: 



7 

)7 7 7 o 7 9 

6 4 8 8 8 8c 

o o 1 2 3 4 5 

wlooooooo 

S 4O0OOOO0 

o o o o o o o 



o 

o 

5 F 6 9 o 9 9 9 9 19 

C40662202CC 



6678ABCDEF01 

ooooooooooll 

oooooooooooo 

oooooooooooo 



D 

A 



D D D E 



比 L c L 

H H B H 

A o c B ， ， I ， 

c » f f ,LLLLC 

BCBLHHHHHB 

s D D D D p T 

UDDDDDDDDOE 

PLLLLAAAAPR 



2244579AC 

ooooooooo 

ooooooooo 



c B c D T D 

o N u R E D E N 

L I s JD A R E 



A B A 

OF o 

4 6 o 5 6 9 

o D 3 o c c 
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4.8 エラー コードと エラーメッセージ 

プログラム 中に ヱ ラーが ある 場合， リス ティ ング ファイルと コンソールに エラ 一コード または 
エラー メ ッ セージが 表示され ます， 

エラー コード は リス ティ ング ファイルの 該当 ステートメントの 行の カラム 1 に 表示され ます. 
また， エラー メ ッ セージ は リス ティ ング ファイルの 終わりに プリ ント されます. 

エラー コードの 付いた 行 や エラ一 メ ッ セージ は， リスティング ファイルの 出力と は 別に コンソ 
ールに 出力され ます. 



表 4-2 エラ一 コード 一！ g 



エラー コード 


説 明 


A 


Argument error 

疑似 命令に 対する ァー ギュメ ン ト の 形式が 正し く ないか， 指定 値が 範囲 外で 
ある. 


C 


Conditional nesting error 

IF のない ELSE, IF のない ENDIF, IF に対して 2 つの ELSE が ある， 
COND のない ENDC な どの 場合です. 


D 


Double Defined symbol 

参照す る シン ボルが 2 筒 所以 上で 定義 されて いる. 


E 


External error 

エクスターナル シンボルが 誤って 使用され ている. 
例） F00 DEFL NAME## 


M 


Multiply Defined symbol 

定義し ようと した シンボル はすで に 定義 済みです. 


N 


Number error 

数値の 表現が 間違って い ま す. 
例 )8Q 


0 


Bad opcode or objectionable syntax 

• ENDM や LOCAL が マクロ 定義 プロ ッ ク外 にある. 

• SET, EQU， MACRO に シンボル 名 や マクロ 名 を 指定して いない. 
* 命令 コード が 間違つ ている 力 卜 式の 書式が 間違つ ています. 

例) かっこ や 引用符が 対に なって いない， 演算子が 連続して いる. 


P 


Phase error 

ラベル， または EQU の シンボル 名の 値が バス 1 と パス 2 とで 異なる. 
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エラ 一コード 


説 明 


Q 


Questionable 

行が 正しく 終了して いない 場合な どです， これ は 警告 エラーです， 
例） LD A，B, 


R 


Relocation 

式 内の リロ ケー ショ ンを 間違つ て 使用した 場合な ど. 
例） く アブ ゾリ ユート〉- く リラ ティブ〉 

データ セグメント， コード セグメント， コモン セグメントの 各 領域 はリ ロケ 
ータ ブルです. 


U 


Under med symbol 

式 中で 使 ffl している シンボル は 定義され ていません. 一部の 疑似 命令で は， 
パス 1 で V エラーが 表示され， パス 2 で U エラーが 表示され ます. V エラー 
の 説明 を 参照く ださい. 


V 


Value error 

パス 1 で 決まる 値 を 持たなければ ならない 疑似 命令 (た とえば. RADIX, 
PAGE, DS， IF， IFE など） が 定義され ていない 値 を 持って いる. この ステ一 
ト メ ン ト 以降で シンボルが 定義され ていれば， パス 2 では U エラー は 表示 さ 
れ ません. 
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表 4-3 エラーメッセージ 一 K 



エラー メ ッ セージ 


説 明 


%No END 
statement 


END 文 力 《ない または や：^ 偽备你 ブロ、 ソ クゃ TRP/TRPfVRFPT 

レ丄、 ジ v , cK ,レ » ひ！^ 丄、 _L /人な 一 |树 木 | 卞/ ^ / / \ 丄 / 1J\_T し/！ 1 
ブロックの 中に あり， 読み とられなかった. 


Unterminated 
conditional 


条件 プロ ッ ク 力ん 終了して いない. 


Unterminated 

DT?DT ゾ TDD 

/IRPC/MACRO 


^ 7 ^7 M *、、 >7 ュぐ 、な々 1 1 v ゆ、 \ 、 

^クロス ロック 力、 終 j して! ^な！/: i. 


Symbol table 
full 


シ ン ボ ルテー ブル を 作成 中に メモ リ が 不足 した. 一般的に マクロ 定義 ブ 
口 ソノ "J 数 タぃ^ j 口 ^9B3l 9 ヾフ 口/ £教ノ ロッグ fSk^lt^ のコ メ ノ 
ト も 含めて シンボル テーブルに ス トァ される ので， コメントの 前の セミ 
コロン （；） を セミコロン 2 つ （： ： ） に 変える と アセンブル できる ことが 
ある. 


{ xx | No} Fatal 

errors 
[， yy warnings] 


xx は 重大な エラ一 の 数， また， yy は 警告 エラーの 数です. この メッセ一 
ジは アセンブル 終了 時に コンソールと リスティング ファイルへ 出力され 
ます. 
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第 5 章 MSX*L-80 リンク ローダ 



5.1 MSX-L-80 

5.2 MSX'L- 80 で 使用す る ファイル 

5.3 MSX^-80 の 呼び出し 

5.4 MSX'L-80 コマンド 
5.5 スィッチ 

5.6 メッセージ 

5.7 エラーメッセージ 
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5.1 MSX 七- 80 

MSX-M-80 や 他の コ ン パイ ラ で 作成 した オブジェクト ファイル （- REL ファイル） はま だ 実行 
可能ではありません. MSX'L- 80 のリ ンク ローダ は. REL ファイルに 入って いる オブジェ ク トモ 
ジュール を リンク ロードし， 実行可能な プログラムに 変換して そのまま 実行したり， 実行可能 フ 
アイ ル （.COM ファイル） と して ディスクに セーブした りします. 

リ ンク ローダ は 次の 機能 を 持って います. 

• 相対ァ ドレス を 絶対 ァ ドレス に 変換す る . 

アセンブラ や コンパイラ で 作成 した オブジェクト モジュールに は ラベ ルゃ 変数 名が モ ジュール 
内での 相対 ァ ドレスの 形で 含まれて います. MSX-L-80 はォ ブジェク トモ ジュール を メモリ 上 
に ロードし， 相対 ァ ドレスへ ロード アドレス を 加えて 絶対 ァ ドレス に 変換 します. 

眷モ ジ ユール 間の グロ 一 バル リファレンス （外部 参照） を 解決す る , 
ある モジュールから 別の モジュール を 呼び出したり， 別の モジュールの ラベル や 変数 名 を 参照 
する こ と を グローバル リ ファレン ス （外部 参照） といい ます. 

リ ン クロー ド しょう とする モジュールが 別に アセンブル または コ ン パイルし ておいた モジュ 
一 ルを 呼び出 したり 参照 したりす る 場合 （モジュール 中に EXTERNAL シンポ ルが あ る 場合） : 
呼び出 し 先 や 参照 先の 絶対 ァ ドレス が 呼び出 し 元 や 参照 元へ 代入 されます. 

• 高級 言語で ィ乍 成した プログラムに ランタイム ライ ブラ リをリ ンク する， 
MSX-C などの コンパイラで 作成した オブジェ ク トモ ジュールに ランタイム ライ ブラ リを リン 
ク します. 高級 言語 用の ランタイム ライ ブラ リゃ ランタイム ライ ブラ リのリ ンク 方法に ついて 
は， 各コ ンバ イラの ユーザーズ • マニュアル を 参照して く ださい， 

参 実行可能 プロ グラムの セーブ 

リンク ロー ド 後の 実行可能 プログラム を ディスク 上の 実行可能 ファイル （.COM ファイル) へ 
セーブす る ことができます. セーブした 実行可能 プログラム は オペレーティングシステムの コ 
マンド レベルで ファイル を 指定す る だけで 呼び出す ことができます （このと き， 拡張 子. COM 
を 入力す る 必要はありません.） 

L 例 J B ： SAMPLE 
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5.S MSX，L - 用す る ファイル 

リンク ロード 時に 使用す る ファイル は 次の とおり です. 



ライ ブラ リファイ/ レ 




<z z> 

オブジェクト ファイル 


(REL) 
^ 




(.RED 




実行可能 ファイル 

(COM) 



図 5 - 1 MSX'L-80 で 使用す る ファイル 



(1) オブジェ ク ト ファイル 

コンパイル， あるいは アセンブル 済みの オブジェ ク トモ ジュール （ォ ブジェク ト プログラム） が 
入って いる ファイル. 省略時の 拡張 子 は. REL です. 

リンク 口一 ド では 複数個の ォブジ ェク トフ アイ ルの 入力が 可能です. オブジェクト ファイル を 
指定 しないと "NOTHING LOADED" の メッセージが 表示され ます. 



(2) 実行可能 ファイル 

リンク 口一 ド 後の 実行可能 プログラムが 入 る ファイル. 省略時の 拡張 子 は， COM. 実行可能 フ ァ 
ィルの 指定 は オプションです. 



(3) ラ イブ ラリ ファイル 

オブジェクト ファイル を LIB-80 ライブラリ マネー ジャを 使って 集め， ライブラリ 形式に した 
もの. ライブラリ ファイルの 指定が あり， リンク ロード 時に 未解決の グローバル リファレンス 
(外部 参照) が あれば， ライブラリ ファイルが 検索され 必要な オブジェ ク トモ ジュールが メモリ 
上に ロード されます. ライ ブラ リファイ ルの 指定 は ォプシ ョ ン です. 
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5.3 MSX*L-80 の 呼び出し 

MSX'L- 80 リンク ローダ は コマンドで 呼び出します. また， リンク ロード 時に 使う ファイル 名 
や リンク ローダに 対する スィッチ は MSX • L-80 コマンド で 指定 します. MSX* L-80 コマンドの 
指定の 方法 は 次の 2 通りが ありま す. 

(1) リ ンク ローダ を 呼び出す コマンドに MSX'L- 80 コマンド 列 を 指定す る， 
A>L80 < MSX- L-80 コ マン ド列 > 



「 例 1 A>L80 MYPROG, SUB1, MYPROG/N/E 

(2) リ ンク ローダ を 呼び出す コマンドに は MSX*L- 80 コマンド 列 を 指定せ ず， リ ンク ローダの プ 
ロン ブト （*) に応じて 指定す る. 



A> し 80 

*<MSX-L~80 コマンド 列 > 
* く MSX'L-80 コマンド 列 > 



MSX-L-80 コマンド をリ ンク ローダの プロンプト に応じて 指定す る 場合， コマンド を いくつか 
に 分けて 指定す る ことができます. リ ン クロードの 終了 は /E，/G スィ ツチ を 指定した 時です， 
プロンプト はリ ン クロード を 終了す るまで 表示され ます. 次の 例 は （1) と 同じ 結果になります. 

I 例 | A> し 80 

* MYPROG 
♦SUB1 
*MYPROG/N 
*/E 



ディスク ドライブが 1 台のと きに リンクしょう とする オブジェ ク ト ファイルが 複数の ディスク 
に 入って いる 場合 や， 実行可能 ファイル をォブ ジヱク ト ファイルと は 別の ディスクに 作成す る 場 
合， 異なる ディスク への 入出力の たびに ディスク ドライブの ディスク を 交換し なければ なり ませ 
ん. 
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5.4 MSX'L-80 コマンド 



5.4-1 MSX.L - 80 コマンドの 形式 

MSX'L- 80 コマンド では， リ ン クロード 時に 使用す る ファイルと リ ンク ローダに 対する スィ ッ 
チを 指定し ます. MSX'L-80 コマンドの 形式 は 次のと おりです. 

< オブジェクト ファイル 名 > [，く オブジェクト ファイル 名 >]••• 

ス イツ チの 指定 方法に ついて は 5.5 で 説明し ま す. 

5.4,2 ファイル 名の 指定 

フ アイ ル 名の 指定 方法 は 次の とおり です. 

< ドライブ 名 > ： く パス 名 >¥< ファイル 名〉. く 拡張 子 > 



例 I A ： ¥OBJ¥SAMP し E.RE1 し 



• ドライブ 名 は ファイルの 入出力 装置の 指定です. ドライブ 名の 直後に は コロン （ ： ） を 付けます. 

ドライブ 名 を 省略す ると カレン ト ドライブが 仮定され ます. 
• パス 名 を 省略す ると， カレント • ディ レク トリが 仮定され ます. 
• 拡張 子 は 3 バイ ト 以内の 文字列です. 拡張 子の 前に は ピリオド を 置きます. 

| 例 | A ： SAMPLE 

拡張 子 は 任意の 名称に する こと も， また 付けない こと もで きます が， 省略す ると 次の ような 
MSX-DOS の 標準 的な 拡張 子が 仮定され ますので， これに 合わせた 拡張 子 を 付ける こ と をお すす 
めします. 



拡張 子 


フ アイ ルの 種類 


.REL 


ォ ブジェク ト ファイル 


.COM 


実行可能 ファイル 


-HEX 


Intel HEX 形式 実行可能 フ アイ ル 



201 



第 3 部 ユー ティ リ ティ 



5,4.3 ローデ イングの 順序 

ロー ディ ングは 次の 規則に 従って 行われます. 

• MSX*L-80 コマンドに 指定した 順序で ォ ブジェク ト ファイルの ロード， または スィ ツチの 機 
能が 実行され ます. ただし/ N，/X，/Y スィ ツチの 処理 は/ E または/ G スィ ツチ 実行時に 行われ 
ます. スィ ツチの 詳細に ついては 5.5 を 参照く ださい. 

暴ォ ブジェク トモ ジュールの ロード 開始 アドレス は/ P,/D スィ ツチの 指定 をし ない 限り 103H 
からです. オブジェ ク ト ファイル を MSX'L-80 コマンドに 指定す るた びに オブジェ ク トモ ジ 
ュ 一 ルが 順次 隣接 して ロード されます. モジ ユー ルの 実行 順序で ファイル 名 を 指定す る 必要 は 
ありません. 

•/E または/ G スィ ツチ を 指定す る と， それまでに ロードした モジュール 間の グローバル リファ 
レンス （外部 参照） の 解決 を 行い， 実行可能 プログラムの 実行 開始 アドレスへの ジャンプ 命令 を 
100H〜102H へ 設定 します. 実行 開始 ァ ドレス は才ブ ジヱク トモ ジ ユールの 配置 と は 開 係 あ り 
ません. 



例 | L80PR0G1, SUB1, SUB2, PR0G1/N/E 



実行可能 プログラム PR0G1 の ローデ イング 結果 



103H' 



高位 アドレス 



PR0G1 



SUB1 



SUB2 
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5,4.4 MSX*L-SO コマンドの 例 

き オブジェクト ファイルの リンク ロード 後， 実行可能 プロ グラム を 実行す る . 

1 例 | *NEIL/G 

NEIL.REL を リンク ロードし 実行し ます. 実行可能 ファイル は 作成 されません. 
秦ォ ブジェク ト ファイルの リ ン クロード 後， 実行可能 プログラム を 実行可能 ファイルへ セーブし 
実行す る. 



例 j *NEI し， NEI し/ N/G 



NEIL.REL を リンク ロード 後， NEIL.COM へ セーブし 実行す る. 

| 複数 ォ ブジ ヱクト ファイル を リンク ロード 後， 実行可能 プロ グラム を 実行可能 ファイルへ セー 
ブし 実行す る. 



例 I *NEI し/ N， BASPROG, ASMSUB1, ASMSUB2/G 



ASMSUB1.REL, ASMSUB2.REL, BASPROG.REL を リンク ロード 後， NEIL.COM へセ一 
ブし 実行し ます. 
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5.5 スィッチ 

MSX*L-80 スィ ツチ は リンク ローダの 動作 を 指示し ます. コマンド 列に は 任意の 数の スィ ッ 
を 置く ことができ ま すが， スィッチの 前に は スラッシュ （/) を 入れな ければ な りません. 



例 | *NEIL, NEI し/ N/G 



以下の 表 は， 各 スィッチ を 機能 別に まとめた ものです. 
各スィ ツチの 詳細に ついては 表の 次に 解説し ます. 



表 5-1 スィッチ一!！ 



機 能 


スィ ツチ 


説 明 


プログラムの 実行 

, Z ， ゾ, ノ、 J J 


/G 

/G: < 名前 > 


ロードした オブジェクト を リンク' 実行し， 次に オペ レ 

一 キ ノ 、ノ々 * ぐノづ 子/- へ； tir け 中す 
一 / 1 ゾノ ノ^ \ 】 & へ 恨 1 ^フ ヌ • 

く 名前 > を 指定す ると， プログラム 開始 アドレス がく 名 

前 > で 指定した パブリック シンボルの アドレスに 設定 さ 
れ ます. 


MSX*L-80 の 終 

了 


/E 

/E . <： 名 gij ク 


ロード した オブジェ ク 卜 モジュ 一ノレ を リンク した 後 オペ 
レ 一ティ ング システムへ 抜け出す. 
く 名前 > を 指定す ると， プログラム 開始 アドレス がく 名 
前 > で 指定 した パブリック シン ボルの アドレスに 設定 さ 
れ ます. 


プログラムの 
セーブ 


/N 

/N ： P 


実行可能 プロ グラム を/ N の 直前の フ アイ ル 名で デ ィ ス 
クに セーブし ます. 

:P を 指定す ると， プログラム 領域 (CSEG セグメント） 
のみ を セーブし ます. ：P の 指定 は /X を 指定した ときの 
み 有効です. 


ライブラリ サーチ 


/S 


/S の 直前の ファイル 名の オブジェクト ライ ブラ リ を検 
索し ます. 


グロ一 バル 
リスティング 


/U 


未定義の 外部 参照 名 を リスティング します. 


/M 


外部 参照 マップ を リスティング します. 


基数の 設定 


/0 


基数 を 8 進数に します. 


/H 


基数 を 16 進 （デフォルト値） にします. 


ロード 

開始 アドレスの 
設定 


/P 


オブジェ ク トモ ジュールの ロード 開始 ァ ドレス を 設定し 
ます,/ D スィッチ と共に 使用す る 場合, /P は プログラム 
領域 (CSEG) の ロード 開始 アドレス を 設定し ます. 


/D 


データ 領域 (COMMON, DSEG) の ロード 開始 アドレス 
を 設定し ます. 


リセット 


/R 


MSX-L-80 を 初期 状態に リセット します. 
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機 能 


スィ ツチ 


説 明 






Intel ASCII16 進 形式で 実行可能 フ ァ ィ ルを 作成 します. 




/X 


実行可能 フ アイ ルの 拡張 子 は . HEX です， 


特殊 コード 




/X スィ ツチ は/ N スィ ツチと 共に 指定し ます. 




/Y 


シンボル テーブル を 出力し ます. 

/Y スィ ツチ は/ N スィ ツチと 共に 指定し ます. 



ス イツ チの 指定 位 IS はスィ ツチの 種類に よってつ ぎの よう に 異な ります. 

(1) コマンド 列の 先頭， 最後， オブジェクト ファイル 名の 後の 任意の 場所に 置く ことができる 
また， 独立して 1 つの コマンド として 指定す る こと もで きる. 

(/E, /G， /R, /U, /M， /0， /H， /X， /Y) 



1 例 1 */G 

(2) オブジェ ク ト ファイル 名の 後に 付加し， その ファイル について 作用す る 
(/N,/S) 



「 例 1 *MYLIB/S, MYPROG 

♦MYPROG, MYPROG/N 

(3) その スィ ツチ を 作用 させたい (複数の） ォブ ジヱク 卜 ファイルの 前に 指定す る 
(/P，/D) 



例 I */P ： 200, FOO 
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/G 

/G スィ ツチ は コマンド 行に 指定した オブジェ ク ト ファイル を ロード， リ ンク 後， プログラム を 
実行し， その後に 制御 を オペレーティングシステムの コマンド レベルへ 戻す こと を 指示し ます. 

參 次の 例 は NEIL.REL を ロード， リンクし， NEIL.COM という フ アイ ル 名で 実行可能の プロ グ 
ラム を ディスク 上に セーブし ます. また， リンク 後の プログラムが 実行され， 次に オペ レー テ 
イング システムへ 抜け出ます. プログラムの 実行 直前に 5.6 で 説明す る メッセージと "BEGIN 
EXECUTION" メッセージが 出力され ます. 

I 例 I *L80 NEIL, NEl/N/G 

秦 実行可能 プログラム を セーブす る 必要が な レ 、場合 は 次のと おりになります. 

I 例 I し 80 NEIL/G 

上の 例の 場合/ N スィ ツチ を 指定して いないので， 実行可能 ファイル は 作成され まん. 
この プログラム をもう 一度 実行す るた めに は MSX* い 80 をもう 一度 実行 しなくて はなり ません, 

/G:< 名 前> 

/G: く 名前〉 スィ ツチ は/ G スィ ツチの 機能に 加えて， プログラムの 実行 開始 アドレス を 設定 
します. 

• く 名前〉 は ロード した モジュールの 1 つに あらかじめ 定義され ている パブ リ ック シンボル 
(PUBLIC ステートメント で 宣言 し た ラベル） です， 

參 MSX* い 80 は ラベルと してく 名前 > を 持つ 行 を プログラムの 実行 開始 位置と し ，く 名前〉 の 
アドレスへの ジャ ンプ 命令が 100H〜102H に セット されます. 

• MSX.L- 80 は 自動的に つぎの ような プログラム 実行 開始 アドレス を 設定し ますので， 通常 
は ： < 名前 > のまき 定の 必要はありません. 

a. 高級 言語 (FORTRAN, BASIC, COBOL) の モジュール をリ ン クロード する 場合 は 高級 言語 
の モジュール を メイン プログラムと みなし， この モジュールの 先頭の 命令 を プログラム 開始 
アドレス とします. 

b. アセンブリ 言語の モジュール を リンク ロードす る 場合 は， END く 式〉 ステートメント を 持 
つ モジュール を メイン プログラムと みなし， く 式 > を プログラム 開始 ァ ドレスと します * 

籲 アセンブリ 言語の モジュール を リンク ロード するとき， 次の ような 場合に ： く 名前〉 の 指定 を 
する 必要が あります. 

a. END <式> ステートメント を 含む アセンブリ 言語 モジュールが 2 つ 以上 ある 場合. 

b. END く 式〉 ステ一 トメ ント を 含む アセンブリ 言語 モジュールが 1 つも 無い 場合. 
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»髙 級 言語 プログラムの 実行に 先だって アセンブリ 言語の モジュールの 実行 をしたい 場合， 高級 
言語 モジュールの 開始 点で CALL 文な ど を 使用して アセンブリ 言語 モジュール を 呼び出して 
下さい. 



/E 

/E スィ ツチ はリ ン クロード を 終了後， オペレーティングシステムへ 抜け出す こと を 指示し ま 



秦リ ン クロード を 終了後， プログラムの 実行 をし ない 場合/ E スィ ツチ を 使用し ます. MSX.L-80 
の 終了 は/ E スィ ツチの 他に/ G スィ ツチの みが 使用で きます. リ ン クロード 終了 直後に 5.6 で 
説明す る メッセージが 出力され ます， 

き/ G スィ ツチの 項 を 参照して く ださい. 

/E: く 名前 > 

/E ： く 名前 > スィ ツチ は/ E スィ ツチの 機能に 加えて， プログラムの 実行 開始 ァ ドレス を 設定 
します. 

• < 名前 > は 口一 ド した モジュールの 1 つに あらかじめ 定義され ている パブ リ ック シンボル 
(PUBLIC ステートメント で 宣言 し た ラベル) です. MSX-L-80 は ラベルと してく 名前 > を 持 
つ 行 を プログラムの 実行 開始 位置と し， く 名前〉 のァ ドレスへの ジャンプ 命令が 100H〜102H 
にセッ トされ ます. 

• ： く 名前 > の 指定 は/ G: く 名前 >スィ ツチの 項で 説明して いるよう な 場合の アセンブリ 言語 
モジュール をリ ン クロー ド するとき に 必要になります. 

/N 

/N スィッチ は， リンク ロー ド 後の 実行可能 プログラム を/ N の 直前に 指定した フ アイ ル 名で デ 
イス ク 上に セーブし ます. 

• くフ アイ ル名 > は 出力 となる 実行可能 フ ァ ィ ル 名です. くフ アイ ル名 > の 拡張 子 を 省略す る 
と ， . COM 力ま 仮定 されます. ただし, /X を 共に 指定し た 場合 に は， . HEX が 仮定 されます. 
この ファイル (実行可能 ファイル） を COM ファイルと 呼びます. COM フ アイ ノレ 名 は 必ず/ N ス 
ィ ツチの 直前に 付与して ください. 

•/N スィ ツチの 動作 は/ E または/ G スィ ツチの 機能 を 実行す るまで 据え置かれます./ N スィ ッ 
チ は,/ N スィ ツチの 指定 以降に/ E または/ G の 指定 はない 限り 効果はありません， 

•/N スィ ツチ を 指定す る 場合， MSX.L- 80 コマンドに は 1 つ 以上の リ ン クロードすべき 才ブジ 
ェクト ファイル 名と， ディスクへ セーブす る リ ン クロード 後の 実行可能 ファイル 名 を 指定し な 
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ければ なりません, 



「 例 I し 80 NEIL, NEI し/ N/G 

上の 例 は 最低限 必要な 項 目 を 指定した コマンド です. 最初の ファイル 名 NEIL は リンク ロード 
しょうと する オブジェ ク ト ファイル 名です. 2 番目の/ N を 指定した ファイル 名 NEIL は ディ 
スクに セーブす る リンク ロード の 結果の 実行可能 ファイル (COM ファイル) 名です. 
> また， コマンド に 指定す るフ ァ ィ ル 名の 順序 は 任意です. 

「例， L80 NEIL/N, BASPROG, ASMSUB1, ASMSUB2/G 

上の 例 は オブジェクト ファイルの BASPROG, ASMSUB1, お よ び ASMSUB2 を ロード， リ 
ンク し， NEIL という ファイル 名で 実行可能 ファイル を セーブし ます. 
ゾ N スィ ツチ を 指定して 実行可能 ファイル を セーブ しないと， リンク ロード 終了後に プロ ダラ 
ム を 実行す る 場合に 再度 リンク ロードし な ければ な りません. 



/N:P 

リンク ロー ド 後の 実行可能 プロ グラムの うち プロ グラム 領域 (CSEG ェ リ ァ） のみ を/ N ス イツ 
チ の 直前の フ アイ ル 名で ディスク 上に セーブし ます. ： P の 指定 は， /X を 指定して Intel 
ASCII 16 進 形式の ファイル を 作成 するとき のみ 有効です. 
書く ファイル 名 >/N は 実行可能 フ アイ ルの プログラム 領域と データ 領域の 両方 を ディスクに セ 
ーブ します が， 実行可能 ファイルの サイズ を 小さく する 場合な どで は/ N ： P の 形式に する こと 
により プログラム 領域 部分 だけ を ディスク 上に セーブす る ことができます. 

/P: く アドレス > 

/P スィ ツチ は，/ P スィ ツチ 以降に 指定す る オブジェ ク トモ ジュールの ロード 開始 アドレス を 
指定し ます. また，/ D スィッチ を 共に 指定して いると き， ォブ ジヱク トモ ジュール のうち プ 
ログ ラム 領域 (CSEG エリア） の ロード 開始 アドレス を 指定し ます. 
暴く アドレス〉 は カレント 基数， つまり /0 スィ ツチの 指定が あれば 8 進で 指定 し， /H スィッチ 
の 指定が あれば 16 進で 指定し ます. また， /0 も/ H も 指定して いない 場合 は， 16 進で 指定し ま 
す. 

• < アドレス〉 の 後 は カンマ (，） で 区切り ます. 

秦 /P スィ ツチ を 指定し ない 場合， デフォルトの ァ ドレス 103H から ォ ブジェク トモ ジュール を 配 
置し ます. 

• < アド レス 〉 は 口一 ド 開始 ァ ド レスです. 
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例 I し 80 IP ： 1 03， NEIL/N/E 



き/ P スィ ツチ を 指定し，/ D スィ ツチ を 指定して いない 場合， オブジェ ク トモ ジュール のうち デー 

タ 領域 (DSEG エリアと COMMOM エリア） が/ P で 指定した く アドレス〉 へ ロードされ， その 

後へ 隣接して プログラム 領域が ロード されます， 
•/P スィッチ は/ P ス ィ ツチの 後に 指定す るフ ァ ィ ル に対して 有効です が， /P ス イツ チの 前に 指 

定 した ファイルに は 無効です. /P スィッチ は 指定 した アドレスで ロード を 開始したい ファイル 

の 前に 置きます. 

參/P スィ ツチと/ D スィ ツチ を 指定して いる 場合， オブジェ ク トモ ジュール のうち プログラム 領 
域が/ P スィッチに 指定した く アドレス〉 へ ロード されます. また， データ 領域 (DSEG エリア 
と COMMON エリア） とが/ D スィ ツチに 指定した く アドレス > から ロード されます. 
プログラムが CSEG に加えて DSEG， あるいは COMMOM から 構成され でい ると き，/ P と/ D 
ス イツ チを 一緒に 使用す る こ と がで きます. 

參 ASEG エリアの ロー ドア ドレス は/ P ス イツ チの 影響 を う けません. 

秦 MSX'L- 80 では セグメントが 自動的に 順次 隣接して 配 fi されます が， 同— リ ン クロード セッ 
シ ョ ン 中に 2 つ 以上の/ P ス ィ ツチ を 指定して 複数個の プロ グラム 領域 を 隣接し ない ァ ド レス 
に 配置し， モジュール 間に 空 スペース を 作る ことができます. ただし 空 スペース は 初期化され 
ません. 

像 モジュール の 配置 について は 次の 制約が あります. 

a. ロードしょう とする 複数の プログラム 領域が 重複し ないように アドレスの 指定 をして くださ 
い. 重複す ると 警告 エラ一 メッセージが 表示され ます • 

b. プログラム コード エリ ァが データ エリ ァ （DSEG エリ ァ） または コモン エリ ァ （COMMOM 
エリア） によって 分割され てはいけ ません. たとえば 200H から CSEG を 配置し， 300H から 
DSEG を 配 S し， 400H か ら CSEG を 配置 したりし てはいけ ません. このよう な 場合 ェ ラー メ 
ッ セージが 表示され ます. 



例 ] リンク ロード 前の オブジェクト モジュール 



— MODULA 一 

DSEG 
(100H バイ ト） 

CSEG 
(100H バイ ト） 



一 MODU し B 一 

DSEG 
(100H バイ ト） 

CSEG 
(100H バイ ト） 
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' し 80 MODULA, MODULB, PR0GX/N/E 



PR0GX の ローデ イング 結果 
103H 



203H 



303H- 



403H 一 



503H 



MODULA の 
DSEG 



MODULA の 
CSEG 



MODU し B の 
DSEG 



MODU し B の 
CSEG 



' し 80 MODULA, IP ： 400, MODULB, PROGX/N/E 



PROGX の ローデ イン グ 結果 
103H 



203H - 



303H 
400H — 

500H ト 

600H 



MODU し A の 
DSEG 



MODULA の 
CSEG 



空き エリア 



MODULB の 
DSEG 



MODULB の 
CSEG 
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し 80 IP ： 1 50， /D ： 400, M0DU し A, M0DU し B, PR0GX/N/E 
PR0GX の ローデ イング 結果 



103H- 
1 50H ― 


空き エリア 


M0DULA の 


250H- 


CSEG 


M0DULB の 


350H- 
400H- 


CSEG 


空き エリア 


M0DULA の 


500H- 


DSEG 


M0DULB の 


600H- 


DSEG 



/D: く アドレス > 

/D スィ ツチ は/ D スィ ツチの 後に 指定す る才 ブジェク ト ファイル のうち データ 領域 (DSEG ェ 
リ ァ と COMMON ェ リ ァ） を 分離し， 指定した ァ ド レスへ ロードす るよ う に 指示し ます. 

暴く アドレス〉 は カレント 基数， つまり /0 スィッチの 指定が あれば 8 進で 指定し， また /H スィ 
ツチの 指定が あれば 16 進で 指定し ます ./0 も /H も 指定して いない 場合に は 16 進で 指定し ま 

• < アドレス > の 後 は カンマ （，） で 区切り ます. 

「 伊门 し 80 /D ： 1 03， NEIL, NEI し/ N/E 

秦/ D スィッチ の 指定が な い 場合， /P スィッチ で 指定 した アドレスから データ 領域の ロード を 開 
始 します. また，/ P の 指定 もない 場合， 103H が 省略時の アドレスと なります. 

秦 /D スィ ツチ は/ D スィ ツチの 後に 指定す る ファイル に対して 有効です ,/D スィ ツチの 前に 指定 
した フ アイ ルに は 無効です. データ 領域 を 特定の ァ ド レスへ 口 一 ド したい 場合 は その フ アイ ル 
の 直前に/ D スィ ツチ を 指定し ます. 

•/D スィ ツチ は/ P スィ ツチと M 連して いますので，/ P スィ ツチの 項 を 参照して ください 



^ »1 リ ン クロード 時に メモリが 不足して リ ン クロード できない プログラム を/ p,/D スィ 
ツチ を 併用す る ことによ り リ ン クロード できる ことがあり ます 

MSX-L-80 は リンク ロー ド 時に 相対 リファレンス ごとに 5 バイ ト で 構成す るテー 
ブル を 作成し ます が， /D 及び/ P 指定す ると この テーブル を 作成 しないの で， リンク 口 



21 1 



第 3 部 ユー ティ リ ティ 



ード 時の 必要 メモリ 量 を 小さく する ことができます. この 時の /P，/D スィ ツチに 指定 
する アドレス は 次のと おり です. 

/P スィ ツチで 指定す る アド レス = 領域の サイ ズ + 1 03H 
/D スィッチで 指定す る アドレス = 103H 

データ 領域の サイ ズは リスト を 見て DSEG エリアと COMMOM ェ リ ァの サイ ズを 加えて 求 
めます. 

(S 

/s スィ ツチ は/ s スィ ツチの 直前に 指定した ファイル を 検索し， ファイルに 含まれて いる モジ 
ユール を 参照して グローバル リファレンスの 解決 を はかります. 

參/S スィ ツチの 直前の ファイル は LIB- 80 ライ ブラ リ マネージャ を 使用して 作成した ライ ブラ 

リファイ ル です. 
秦 /S スィ ツチの 直後 は カンマで 区切ります. 

I 例 I し 80 NEI し/ N, MY し IB/S， NEI し/ G 



/R 

/R スィ ツチ は MSX'L- 80 を 初期 状態に リセ ッ ト します， 

• MSX-L-80 は 最初に コ マン ド行 をスキ ヤンし，/ R ス イツ チが あれば 口 一ド されて いる すべて 
の ファイル を 無視して MSX • L-80 を 呼び出し た 直後の 状態 に リセット します. このと きァス 
タ リスク （*) プロンプトが 表示され， コマンドの 入力 待ちと なり ます. 

/U 

/u スィッチ は 未定義 状態の グ 口 一 バル シンボル を コンソールに リストし ます. 
また， プログラム 領域と データ 領域との それぞれの 先頭 アドレスと， 最終 アドレス および 領域 サ 
ィズを 表示し ます. 

•/U は/ G または/ E スィ ツチの どちらも 含まれて いない コマンド 行での み 有効です' 

き 未解決 状態の グロ— バル シンボルが 多い 場合， スクリーンが スクロール アップして リス 卜が 見 

えなくなる ことがあります. スクロール アップ を 止めたい 場合 はく CTRL+S> を 押します. 

また， これ を 解除す る 場合 はく CTRL+Q〉 を 押します. 
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/M 

/M スィ ツチ はすべ ての グローバル シンボル を コンソールに リス ト します. 
また， プログラム 領域と データ 領域との それぞれの 先頭 アドレスと 最終 アドレス および 領域 サイ 
ズを 表示し ます. 

暴 リス トは プリ ンタに 出力す る こと はでき ません. 

參 グローバル シン ポルが 定義 済みで あれば グローバル シンボルの あとに その 値が 表示され， また 

未定義で あれば ァスタ リスク （*) が 表示され ます. 
秦 プログラム 領域お よび データ 領域の 先頭 • 最終 アドレスと サイ ズの値 は/ P と/ D スィッチ を 指 
定 していない かぎり， 1 つの かたまった エリアと して リス ト されます. 
/P と/ D スィッチ を 指定 し た 場合， プロ グラム 領域 と データ 領域 と が それぞれ 別々 に リスト さ 
れ ます. 

IO 

/0 スィ ツチ は カレント 基数 を 8 進に セッ ト します. 
秦 基数の デフ オル 卜 値 は 16 進数です ./0 を 省略す る と 16 進が 仮定され ます. 

IH 

/H スィ ツチ は カレント 基数 を 16 進に セッ ト します. 

參 基数の デフォルト値 は 16 進です ので， /0 スィ ツチ を 指定して いて 16 進へ 変更す る 場合 以外に 
使用す る 必要はありません. 

[X 

/X スィッチ は 実行可能 ファイル を インテル ASCII HEX フォーマットに し，/ N の 直前の フ ァ 
ィル 名で セーブし ます. 

•/X スィッチ は/ N スィッチ を 指定して いる ファイルに 付与し ます. 

I 例 I L80 NEIL, NEIL/X/N/E 

•/X の スィッチ を 指定して いる 実行可能 フ アイ ルの 省略時の 拡張 子 は . HEX です. 
•/X の 主な 用途 は PROM に 焼き 込む プログラム を 用意す る 場合です. 

• HEX フ才一 マツ トの 実行可能 ファイル は ある マシンから 他の マシンへの プログラムの 移植 を 
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容易に する 目的で 作成され ました.. HEX フォー マツ トの 形式 は オブジェ ク トコ一 ド よりも コ 
一 ドの チェ ックが 多くなります. また， .IIEX ファイル は エディ タで 編集す る ことができます. 

/Y 

シンボル テーブル を 作成し/ N の 直前の ファイル 名で セーブし ます. 

き/Y スィ ツチ は/ N スィ ツチ を 指定して いる ファイルに 付与し ます. また，/ E スィ ツチの 指定 を 
必要と します. 

1 例 | し 80 NEIL, NEI し/ Y/N/E 

•/Y スィッチ を 指定して いる 実行可能 ファイル は，. COM ファイルと 拡張 子. SYM を 持つ ファ 
ィル との 2 通りが 作成され ます. ただし， /X スィ ツチ を 同時に 指定して いると，， SYM フ アイ 
ル と . IIEX ファイルと が 作成され ます. 

\~~m ~~ I L80 NEIL, NEIL/Y/X/N/E 
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5.B メま ージ 

リ ン クロード を 終了す ると 次の メ ッ セージが コンソールに 表示され ます. 
[mmmm nnnn yy] 

mmmm 実行可能 プロ グラムの 先頭 ァ ドレス 
nnnn 実行可能 プログラムの 最終 アドレス +1 

yy 1 ページ/ 256 パイ トで 表わす 実行可能 プログラムの サイズ (ページ 数） 



5,7 エラー;^ 1z —ジ 

リ ンク ローダで は 次の ような エラー メ ッ セージが 用意され ています. 



表 5-2 エラーメッセージ 一 H 



エラ一 メ ッ セージ 


説 明 


？ No start Address 


/G スィ ツチが 指定され たが， メイン プログラムが ロードされ ていな 
い. 


？ Loading Erorr 


入力と して 与え られた 最後の フ ァ ィ ルが MSX' い 80 に 対す るォブ 
ジェ タト ファイルと して 正しい 形式ではなかった. 


？ Out of Memory 


プログラム を ロードす るた めの 充分な メモリがない. 


？ Commond Erorr 


MSX-L-80 の コマンド ではない. 


？く ファイル 名〉 

Not Found 


コマンド の 中で 指定され たく フ アイ ル名 > で 示される フ アイ ルが， 
どこに も 存在し ない. 


%2nd COMMON 
Larger 

/xxxxxx/ 


最初に 定義 し た COMMON ブロッ ク /XXXXXX/ が 最大の も の 
でなかった， モジュールの ローデ イング 順序 を 変える か， または 
COMMOM プロ ックの 定義 を 変える 必要が ある. 


%Mult. Def. Global 
YYYYYY 


パブリック （外部） シンボル YYYYYY が 重複 して 定義され ている 
ことが ロー ディ ング 中に 判明した. 


% Overlaying Program 

Daea Area 

， start -XXXX 

， public =< シンボル〉 

(XXXX) 


/D ま た は/ P によって 既に ロードされ ている データ を 壊す 恐れが あ 
ります や/ P スィ ツチで 指定した ァ ドレスが MSX* い 80 の領 
域 を 指して いたり， 既に ロード 済みの 領域 を 指して いると きに 発生 
します. 


， External 。 く シンポ 
ゾレ〉 （XXXX) 
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エラー メ ッ セージ 


説 明 


？ Intersecting Program 
Data Area 


プログラムと データ 領域と が 重なって おり， そのため アドレス また 
は グローバル シンボルの チ ヱイ ン エントリ も 重なって いる （だぶ つ 
ている）. S 終 的な 値が この S なった 領域に あるた め， 現在の 値に 変 
換 する ことができない. 


？ Start symbol 

-く 名前〉 - Undefined 


/E または/ G が 指定され たが， その 記号が 定義され ていない. 


Origin Above Loader 
Below 

Memory, Move 
Anyway 
(Yoy N)? 


/E ま た は/ G が 指定され たが， データ， プロ グラムの いずれ かの 領域 
の 先頭 ァ ドレスが ローダ メモリー （モジュール を 口一 ド する ために 
利用で きる メモリ） の 外に ある. Y0 と 答えた 場合 MSX'L-80 はプ 
ログ ラム または データ の 領域 を 移動 さ せ 処理 を 続行す る . 
その他の 答の 場合 は MSX 丄 -80 は 終了す る. いずれの 場合に おい 
て も/ N が 指定して あれば， ロード イメージ は 常に 保存され る こ と 
になる， 


？ Can't Save Object 
File 


ファイル を セーブし ようと したと きに ディスク エラーが 発生した， 
ディスクが いっぱい であるか， 書き込み 禁止の 場合に 発生し ます. 


？ Nothing Loaded 


オブジェ ク ト ファイルが ロードされ ていないのに， く ファイル 名 >/ 
S また は/ E ま た は/ G が 与え ら れた. 

即ち， オブジェクト ファイルが ロードされ ていない 時に， ライ ブラ 
リの 検索， リンカの 処理 終了， または プログラムの 実行が 要求され 
た. 



216 



第 6 章 CREF- 80 ク ロス リファレンサ 

第 S 章 CREF-80 クロス リファレンサ 



6.1 CREF-80 

6.2 CREF- 80 で 使用す る ファイル 

6.3 クロス リファレンス • ファイルの 作成 

6.4 CREF - 80 の 呼び出し 

6.5 CREF-80 コマンド 

6.6 リスティング 制御 疑似 命令 



21 フ 



第 3 部 ユー ティ リ ティ 



6.1 CREF-8Q 

CREF- 80 クロス リファレンサ は MSX.M- 80 で 出力され た クロス リファレンス • ファイル を 
入力し， プログラム 内の 内部 ラベルと その 定義 位置 を クロス リファレンス • リス トへ 出力し ます 
この クロス リファレンス • リス トは デバッグに 役立ちます. 



B.g CREF-80 THIffi する ファイル 

クロス リファ レン サの 実行時に 使用す る フ アイ ルは 次の 通 り です. 

<Z r>i 

クロス リファレンス 
ファイル 

し (XRF>_J 



CREF-80 
クロス リファレンサ 



クロス リファレンス • 
リスティング フ アイ ノレ • 

(PRN) 
^ J 

図 6-1 CREF-80 で 使用す る ファイル 

(1) クロス リファレンス • ファイル 

MSX-M-80 で プログラム を アセンブルした 時に/ C スィ ツチ を 指定して 出力した リス ティ ン 
グ ファイル. クロス リファレンス' フ アイ ルに は MSX'M-80 で セット さ れた 制御 文字が 組み込 
まれて います. クロス リファレンス • ファイルの 省略時の 拡張 子 は. CRF です. 

(2) クロス リファレンス • リスティング ファイル 

クロス リファレンス 'リスティング ファイル は， MSX'M- 80 の リスティング フ アイ ル に加えて 
次の 追加 情報が 付加 されて いま す. 

a. ソース ステートメント の 各 文 に は クロス リファレンス 番号が 付与 されて います. 

b. リス トの 最後に シンボルが アルファべ ッ ト顺に 並べて プリ ン ト されます. さらに シンボル 
を 参照して いる 行と， シンボルの 定義 をして いる 行の 行 番号が プリ ン ト されます (定義 をし 
ている 行の 行 番号に は #が 付与 さ れ ています.） 

クロス リファレンス • リス ティ ング ファイルの 省略時の 拡張 子 は， .PRN です. 

この. PRN ファイル は オペ レー ティ ング システムの コマンド （COPY, TYPE コマンド） を 使用 

して プリ ンタへ 出力したり， コンソールの スクリーンへ 表示させる ことができます. 
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また， CREF-80 は MSX'M-80 と 同じ 出力装置の 指定 をサ ポー 卜します. 

B.3 クロス リファレンス • ファイルの 作成 

クロス リファレンス • ファイル は， MSX • M-80 で プログラム を アセンブル 時に MSX • M - 80 コ 
マンド 列へ MSX • M-80 スィッチの/ C を 指定して 作成し ます. 

|_ 例 J M80 = NEIL/C 



上の 例 は NEIL.MAC を アセンブルし， オブジェクト フ アイ ノレ (NEIL.REL) と クロス リ ファレ 
ンス • ファイル (NEIL.CRF) を 作成し ます. 



6,4 CREF-80 の 呼び出し 

CREF-80 クロス リ ファレン サは コマンドで 呼び出します. また， クロス リ ファレン サの 実行時 
に 使う フ アイ ル名 を CREF- 80 コマンド で 指定 します. CREF-80 コマンド の 指定の 方法 は 次の 2 
通りが あります. コマンド は 小文字で 入力 しても 大文字で 入力 しても 同じです. 
小文字 は 大文字に 変換され ます. 

(1) クロス リファレンサ を 呼び出す コマンドに CREF-80 コマンド を 指定す る • 

A>CREF80 < CREF-80 コマンド > 
| 例 | A > CREF80 PRN = 图し 

(2) クロス リファ レン サを 呼び出す コマンドに は CREF-80 コマンド を 指定せ ず， クロス リ ファレ 
ンサの プロ ンプ ト （*) に応じてす 旨定 する. 

A>CREF80 
*<CREF-80 コ マン ド> 

次の 例 は (1) と 同じ 結果になります. 



例 I A>CREF80 
*PRN = NE に 

CREF-80 は CREF- 80 コマンド を 処理す る と ァスタ リスク （*) プロンプト を 表示し ますので. 
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次の CREF- 80 コマンド を 指定す る ことができ ま す. 
CREF-80 から オペ レー ティ ング システムに 抜け出る に はく CTRL+C〉 を キー ィ ン します 



6.5 CREF-80 コマンド 



6,5. 1 CREF - 80 コマ ンド 娜式 

コマンド の 形式 は 次の とおり です. 

く クロス リファレンス • リスティング 'ファイル 名 >=< クロス リファレンス • ファイル 名 > 

6,5,2 ファイル 名の 指定 

フ アイ ル 名の 指定 方法 は 次の とおり です. 

< ドライブ 名 > ： く パス 名 >¥< ファイル 名 >.< 拡張 子 > または < 論理 デバイス 名 > 
| 例 | A ： TMPVNEI し. CRF 

(1) ク ロス リファレンス， ファイル 

クロス リファレンス 'ファイルの 指定 は 全部 を 省略す る こと はでき ません. ただし， ドライブ 
名， パス 名と 拡張 子 は 省略す る ことができます. ドライブ 名の 省略時に は カレント ドライブ を， 
パス 名の 省略時に は カレント ディレクトリ を， また， 拡張 子の 省略時に は. CRF が 仮定され ま 
す. 

(2) クロス リファレンス • リス ティ ング ファイル 

クロス リファレンス' リスティング ファイル は 指定 を 全部 省略す ると， クロス リファレンス • 
ファイルと 同じ ディ レクト リ 上に クロス リファレンス • ファイルと 同じ ファイル 名 （ただし 拡張 
子 は . PRN) で 作成 されます. 

一部 を 指定す る 場合， ドライブ 名 を 省略す ると カレント ドライブが， パス 名 を 省略す ると カレ 
ント ディレクトリが， また， 拡張 子 を 省略す ると. PRN が 仮定され ます. さらに， ファイル 名 
を 省略した 場合， クロス リファレンス • ファイルと 同じ ファイル 名が 仮定され ます. クロス リ 
ファレン ス • ファイルと 異なる ドライブ あるいは ディ レク ト リに 作成す る 場合， ドライブ 名 ま 
たは パス 名 を 省略す る こ と はでき ません， 
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例 ] CREF80 B ： = A ： NEI し 



また， .PRN 以外の 拡張 子で 作成す る 場合 拡張 子 を 省略す る こ と はでき ません. 



例 I CREF80 NEI し. CR し = NEIL 



クロス リファレンス • リス ティ ング ファイル では， ファイル 名に 次の ような デバイス ファイル 
を 指定して プリ ンタゃ コンソールに 出力す る こと もで きます. 

CON コンソール 
PRN プリンタ 

論理 デバイス 名 

論理 デバ ィ ス名は 3 文字で， 次のように 直後に コロン をつ けて 指定し ます. 

TTY ： 標準 入出力 
PRN: 標準 プリンタ 出力 

デバイス ファイルとの 違い は， 標準 入出力で は オペ レー ティ ング システムの コマンドで リ ダイ 
レクトが できる ことです. 従って， 次の ような 応用が 可能と なります， 

I 例 I M80 ,TTY ： = NEI し/ C I CREF80 NEI し =TTY ： 

6,5,3 CREF-BO コマンドの 例 

• クロス リファレンス • リス トを プリンタへ 出力す る. 

I 例 | CREF80 PRN = NEIL 

NEIL.CRF を 入力し， クロス リファレンス 'リスト を プリンタへ 出力し ます. （ディスク フ アイ 
ルは 作成され ません). 

• クロス リファレンス • リス トを コンソールに 出力す る. 

I 例 I CREF80 CON = NEI し 

NEIL.CRF を 入力し， クロス リファレンス 'リス トを コンソールに 出力し ます （ディスク フ アイ 
ルは 作成され ません). 
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クロス リファレンス • リスティング ファイル を ディスクへ 出力し ます. 



「 例 1 CREF80 NEI し = NEIL 
CREF80 =NEI し 

NEIL.CRF を 入力し， クロス リファレンス • リスティング ファイル を NEIL.PRN という 名前 
で NEIL.CRF と 同じ ディスク 上に 作成し ます. 



B.B リスティング 制御 疑似 命令 

クロス リファレンス. リスト を ォプシ ョ ンで プロ グラムの 全部で はな く 一部 だけ 出力す る こ と 
がで きます. クロス リファレンス • リストの 出力 • 抑止 を 制御す る 場合 は， MSX'M-80 の 入力と 
な る ソース プログラム 中で 次に 掲げる クロス リファレンス • リス ティ ング 制御 疑似 命令 を 使用 し 
てくだ さい. 

これら の 疑似 命令 は オペレーション フィールドに 入力し ます. 他の リス ティン グ 制御 疑似 命令 
と 同様に アーギュメント フィールドの 指定はありません. また， これらの 疑似 命令 は プログラム 
中の 任意の 場所に 置く ことができます. 詳細 は 6.6 リス ティ ング 制御 疑似 命令の 項 を 参照して く 
ださい. 

.CREF 

クロス リファレンス を 作成し ます. 

.CREF は デフ ォ ル 卜 状態です. .CREF は， .XCREF 疑似 命令 を 使つ て クロス リファレンス を 
抑止した 後， 抑止 を 解除して クロス リ フ アレンスの 作成 を 再開す る と き 使用し ます. 

.CREF の 指定 は. XCREF の 指定 をす るまで 有効です. しかし， MSX'M- 80 コマンドで/ C ス 
ィ ツチ を 指定 しないと， クロス リファレンス • ファイル は 作成され ません. 

XCREF 

クロス リ ファレン スを 抑止し ます. 

XCREF は， .CREF 疑似 命令で セッ ト した 状態 (デフォルト） を 解除し ます • .XCREF の 効果 
は， ， CREF の 指定 をす る ま で 有効です. 
プログラム の 一部で ク ロス リファレンス の 生成 を 抑止す ると きに. XCREF を 使用 してく ださ 

い. 

.CREF と. XCREF は MSX'M-80 の コマンドで/ C スィ ツチ を 指定 しないと 効果 はあり ませ 
ん から， 通常の リ ス ティ ング ファイル （クロス リ ファレン ス 以外の もの） を 出力 させたい 場合で も- 
XCREF を 使う 必要 はなく MSX* M-80 コマンドに/ C スィッチ を 指定 しないだ けで かまい ませ 
ん. 
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； MUL10 - [A]=[A]*10. LB] is destroyed. 
MUL10: 



LD 


B, 




ADD 


A, 


A 


ADD 


A, 


A 


ADD 


A, 


B 


ADD 


A 


A 


RET 







； DNUL10 一 CHL]=CA]*10 
DMUL10: 



PUSH 


BC 


LD 


C,A 


LD 


B,0 


LD 


L,C 


LD 


H,B 


ADD 


HL,HL 


ADD 


HL,HL 


ADD 


HL.BC 


ADD 


llL'HL 


POP 


BC 


RET 





； Divide by 10 

； [B]=[A]/10,[A]=[A] MOD 10 
DIVIO: 



LD 


B,0 


INC 


B 


SUB 


10 


JR 


N に DVLOP 


DEC 


B 


ADD 


A, 10 


RET 




END 
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Sone Useful Subroutines MACRO-80 3.44 09- Dec-81 PAGE 1 

TITLE Some Useful Subroutines 

ENTRY MUL10.DMUL10.DIV10 



3 
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00 
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Some Useful Subroutines MACRO-80 3.44 09-Dec-8l PAGE S 

Macros: 

Symbols: 

00121' DIVIO 00061， DMUL10 0014' DVLOP 

0000 I' MUL10 



No Fatal 


error(s) 




DIVIO 


3 


33# 


DMUL10 


3 


17« 


DVLOP 


35# 


38 


鼠 10 


3 


7# 



1) クロス リファレンス 番号 

2) 変数 名と 変数 名が 定義して ある 行と 参照して いる 行の クロス リ ファレン ス 番号 
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7 簟 UB-80 ラ<7 ラリ マネージャ 



7.1 LIB-80 

7.2 LIB-80 で 使用す る ファイル 

7.3 LIB-80 の 呼び出し 

7.4 LIB-80 コマンド 
7.5 スィッチ 

7.6 注意事項 
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7.1 LIB-BO 

LIB-80 ライ ブラ リ マネージャ は， オブジェ ク トモ ジュール を 集めた ライ ブラ リファイ ルを管 
理 する ュ一 ティ リ ティ プログラムで， 高級 言語の ライ ブラ リファイ ルゃ 私用の ライ ブラ リファイ 

ル を 作成す る ことができ ま す. LIB-80 の 機能 は 次の とおり です. 

暴 オブジェ ク ト ファイル， あるいは 既存の ライブラリ ファイルに 含まれる オブジェ ク トモ ジ ユー 

ルを 集めて， 新しく ライブラリ ファイル を 作成し ます. 
參 ライブラリ ファイルに 含まれる ォブ ジヱク トモ ジュール 名と， オブジェ ク トモ ジュールに 含ま 

れ ている バブリ ック シンボルの 参照， 被 参照 状態 を コンソールの スクリーンに 表示し ます. 

LIB- 80 を 使って オブジェ ク トモ ジュール を ライブラリ ファイルに 集めて おく と， MSX'L- 80 
で コマンド にく ライ ブラ リファイ ル名 >/S を 指定す る だけで^!、 要な オブジェ ク トモ ジュールの 
み が 実行可能 ファイルに リンク されます. こ の 機能 は サブルーチンが 多い プログラム の 場合， 
MSX'L-80 コマンドで 1 つ 1 っ才 ブジェク トモ ジュール ファイル を 指定す るのに 較べて 大変 便 
利です. 



注 意 1 LIB-80 は 新たな ライ ブラ リファイ ルを 作成す るのに 便利な 反面， コマンドの 指示 を 
誤る と 既存の ライ ブラ リファイ ルを 破壊す る 可能性が あ ります. 
MSX-L-80 の 使用 前に 既存の ライ ブラ リファイ ルの バックアップ コピー を 取って お 
いてく ださい. 
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7.S UB - 用す る ファイル 

LIB-80 ライ ブラ リ マネージャの 実行時に 使用す るフ ァ ィ ルは 次の とおり です. 









ライブラリ ファイル 




才ブジ I ク トフ アイ J レ 


(肌〉 




(.RED 






^ ^ 




LIB-80 
ライブラリ マネージャ 



<Z_ _ 〉 

ライ ブラ リファイ J レ 
(RE し） 



図 7 -〗 し旧 - 80 で 使用す る ファイル 

(1) オブジェ ク ト ファイル 
アセンブリ 言語の プログラム を アセンブルした 結果， または FORTRAN -80， COBOL-80, 
BASIC などの コ ン パイ ル 結果で ある ォブ ジヱク トフ アイ ル です. 



(2) ライブラリ ファイル 
オブジェ ク 卜 ファイル を LIB- 80 で 集めた ライ ブラ リ イメージの ファイルです 
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7.3 UB-SO の 呼び出し 

LIB-80 ライブラリ マネージャ は コマンド で 呼び出 します. 
また， LIB-80 の 実行時に 使う ファイル 名 ゃスィ ツチ を LIB-80 コマンドで 指定し ます. 
LIB-80 コマンド の 指定の 方法 は 次の 2 通りあります. 

(1) ラ イブ ラリ マネージャ を 呼び出す コマ ン ド に LIB- 80 コマンド を 指定 します. 

A>LIB80 < LIB-80 コマンド > 



例 ] A>LIB80 < LIB-80 コマンド > 



(2) ライブラリ マネージャ を 呼び出す コマンドに LIB-80 コマンド を 指定せ ず， ライブラリ マネー 
ジャの プロンプト （*) に応じて 指定し ます. 

A > し 旧 80 

* く LIB-80 コマンド > 



この 方法で は LIB-80 コマンド を いくつかに 分けて 入力す る ことができます. 

LIB-80 から オペレーティングシステムへ 抜け出す 場合に は， く CTRL + C〉 を キー インし ます. 



7.4 L 旧- 80 コマンド 



7-4,1 UB-S0IT7 ンドの 形式 

ュ マンド の 形式 は 次の とおり です. 

[< 宛先 フィ ール ド>=] く ソース フィ一 ル ド>< スィッチ > 
宛先 フィールド 

宛先 フ ィ 一ル ドの 指定 は 才プシ ョ ン です. = は 宛先 フ ィ ール ドの 指定 をす る 場合に 必要と な り ま 

す. 宛先 フィ一 ル ド に は LIB-80 で 作成す る ライ ブラ リファイ ル名を 指定 し ま す. 
< ライブ ラ リファイ ル名 > 
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この フィールド を 省略す る と F0RL1B.REL が 仮定 されます. このため， カレント ドライブ 上に 
提供され た FORLIB.REL ランタイム ライブラリが あると FORLIB.REL が 書 き 換わります. 
FORLIB.REL を 新しく 作成し ない 限り， 宛先 フィ ール ドの 指定 は 指定して ください. 



ソース フィールド 

ソース フィールド の 指定 は 省略す る こと はでき ません. ソ一 スフ ィール ド に は 宛先 フ ィ ール ド 
に 指定した ライ ブラ リファイ ルへ加 えたい オブジェクト ファイル 名， または 既に 作成 済みの ラ ィ 
ブラ リ ファイルに 含まれて いる オブジェ ク トモ ジュール 名です. 

く モジュール 指定〉 [，く モジュール 指定〉] ••• 

モ ジ ユール 指定 は 次の う ちの いずれ かです. 



< オブジェクト ファイル 名 > 
く ライブラリ ファイル 名 > 

く ライブラリ ファイル 名 > 、ぐ く モジュール 名 > '>， 



► ライブ ラ リファイ ルに 含まれて いる モジュール 名 は 山形 かっこ （く >) で 囲みます. 
き モジュール 名 は カンマ （，） で 区切って いくつで も 指定で きます. 



例 



き FILE1, FILE2 く MODZ>, FILE3<M0DR>, FILE4 



き ライ ブラ リファイ ルに 含まれて いる オブジェ ク トモ ジュール は 次のように 指定す る ことができ 
ます. 

a. ライブラリ ファイルに 含まれて いる 才 ブジェク トモ ジュール を 1 つ だけ 抜き出す. 



例 



-し IB1 =FI し E<MODB> 
— FI し E.RE し 

MODA 
― MODB 一 
MODC 



し IB1.RE し 



MODB 



b. ライ ブラ リファイ ルに 含まれて いる オブジェ ク トモ ジュール を カンマで 区切って いくつか 
抜き出す. 



例 I *IJB1 = FILE1 く MODC, MODA, MODE> 
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FILE1.REL 



し IB1 .RE し 



MODA 



MODB 



MODC 



MODD 



MODE 




MODC 



MODA 



MODE 



ォブ ジヱク トモ ジュール は 既存の ライ ブラ リファイ ル での 順序 と は 関係な く， 指定し た 順序で 
新しい ライブラリ ファイルへ 入ります. 

c. ライブラリ ファイルの 先頭から， 指定した ォ ブジェク トモ ジュールまで を 抜き出す. 



例 



*し旧1 - FILE ぐ. MODC > 



FI し E1.RE し 



IJB1.RE し 



MODA 



MODB 



MODC 



MODD 



MODE 



MODA 



MODB 



MODC 



抜 き 出す 最後の ォ ブ ジヱク トモ ジュ ール 名の 前に ピリオド を 2 つ 付け ま す. 



d. 指定した ォブ ジヱク トモ ジュールから ライ ブラ リファイ ルの 最後まで を 抜き出す. 



例 



七 旧 1 =FILE<MODC 



FI し E1.RE し 



し IB1.RE し 



MODA 



MODB 



MODC 



MODD 



MODE 



MODC 



MODD 



MODE 



抜 き 出す 先頭の ォ ブジェク トモ ジ ユール 名の 後に ピ リ ォドを 2 つ 付け ま す. 

e. 指定した オブジェ ク トモ ジュールから 別に 指定した ォブ ジヱク トモ ジュールまで を 連続し 
て 抜き出す. 
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例 



丄旧1 =FILE1 <MODB..MODD> 



FI し E1.RE し 
MODA 
MODB 
MODC 
MODD 



し IB 1. RE し 



MODB 
MODC 
MODD 



MODE 



抜き出す 先頭の オブジェクト モジュール 名と 最後の オブジェクト モジュール 名の 間に ピリオド 
を 2 つ 入れます. 

f, 抜き出す オブジェクト モジュールの 指定 を オブジェクト モジュール 名 + オフ セッ ト 番号， ォ 

ブジェク トモ ジュール 名-オフ セッ ト 番号で 指定す る. 
オフ セッ ト 番号 は 1〜255 です. 



例 



-LIB1 =FI し £1 <M0DB+2> 



FI し E1.RE し 



MODA 



MODB 



MODC 



MODD 



MODE 



し IB1 .RE し 



MODD 



例 



►LIB1 =FILE1 < MODD - 3 > 



Fl し E1.RE し 
MODA 
MODB 
MODC 
MODD 
MODE 



し IB1 .RE し 



MODA 
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例 



*し旧1 = FILE< MODA+ 1 ..MODE- 1 



FI し E1.RE し 



し IB 1. RE し 



MODA 



MODB 



MODC 



MODD 



MODE 



MODB 



MODC 



MODD 



g. ライ ブラ リ ファイルに 含まれて いる 才ブ ジヱク トモ ジュール を 全部 抜き出す. 



例 



- し IB1 =FILE1 



FILE.RE し 
MODA 
MODB 
MODC 
MODD 
MODE 



し IB 1. RE し 
MODA 
MODB 
MODC 
MODD 
MODE 
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7,4,2 ファイル 名の 指定 

フ アイ ル 名の 指定 方法 は 次の とおり です. 

< ドライブ 名〉 ： く パス 名 >¥ く ファイル 名 >.< 拡張 子〉 
し 例 」 A ： NEI し .RE し 

フ アイ ル 名の 指定 方法の 詳細 は MSX'L- 80 で 説明した ものと 同じです. 

(1) 宛先 フィールド 

宛先 フィールドの ライ ブラ リファイ ル 名の 指定 はォ プショ ンで すが， 省略す ると カレント ドラ 
ィ ブ 上の FORLIB.REL 力 《仮定され ますので 注意して く ださい. ま た， ドライ ブ 名の 省略時に は 
カレント ドライブ， パス 名の 省略時に は カレント ディ レク ト リ， 拡張 子の 省略時に は. REL がそ 
れぞれ 仮定され ます. 

(2) ソース フィールド 

ソース フィールドに は ライブラリ ファイル 名 かォブ ジヱク ト ファイル 名 を 1 つ 以上 指定し ます. 
ドライブ 名の 省略時に は カレント ドライブ， 拡張 子の 省略時に は. REL が それぞれ 仮定され ま 
す. 

7.4.3 し IB-8Q コマンドの 例 

拿ォ ブジェク トモ ジュール を 集めて ライ ブラ リファイ ルを 作成す る. 



「 例 ， A> し 旧 80 

*TRANLIB = SIN, COS, TAN, ACOG 

*0し0し18<三ス卩> 

*/E 

SIN.REL, COS.REL, TAN.REL, ACOG.REL および OLDLIB.REL に 含まれる EXP モジュ 
ールを 集めて TRANLIB.REL という ライ ブラ リファイ ルを 作成 します. 

眷 ライブラリ ファイルの リス ティ ングを 表示す る. 



9i | A> し IB80 

♦TRANLIB.LIB/U 
*TRANLIB.LIB/L 

TRANLIB 丄 IB に 含まれて いる パブ リ ック シンボル のうち リ ン クロード 時に 未定義と なる 可 



233 



第 3 部 ユー ティ リ ティ 

能 性の ある シンボルの リス ティ ング と， TRANLIB 丄 IB に ふく まれて いるすべ ての モジュールと 
パブ リ ック シンボルの クロス リ ファレン ス • リス ティ ングを コンソールに 表示し ます. 
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7,5 スィッチ 

スィッチ は LIB-80 に対して 追加 機能の 実行 を 指定 します. スィッチ は スラッシュ （/) が 付いた 
文字で， スィッチ フィールドへ いくつで も 指定す る ことができます. スィッチの 一覧表 を 次に 示 
します. 



表 7-1 スィッチ 一！！ 



スィ ツチ 


説 明 


/E 


現在 作成 中の ライブラリ を 宛先 フィールドで 指定した ファイル 名で セーブし ォ 
ペレ一 ティング システムへ 抜けます. ライ ブラ リファイ ルと 同じ 名前の フ アイ 
ルが あれば 既存の フ ァ ィ ルが 削除され ます. 


/R 


現在 作成 中の ライ ブラ リ を 宛先 フ ィ ール ドで 指定した ファイル 名で セーブし ま 
す， オペレーティングシステムに は 抜け出しません， ライブラリ ファイルと 同 
じ 名前の フ ァ ィ ルが あれば 既存の フ ァ ィ ルが 削除され ます. 現在 作成 中の ライ 
ブラ リファイ ルを セーブ 後， 他の ライ ブラ リファイ ルを 作成 し た レ 1 場合に 使用 
します. 


/L 


指定され た ファイル 内の オブジェ ク トモ ジュール 名と， オブジェ ク トモ ジ ユー 

ルに 含まれて いる グロ 一 ノヽル ンン ボル:^ 義を クロス リブ ァ レンス 形式で コ ンソ 

ールに 表示し ます. プリ ンタへ 出力したい 場合 は LIB-80 実行 前にく CTRL+ 
P〉 を キー インして ください. 


/U 


ライ ブラ リ ファイル 中の 才 ブジェク トモ ジュールに 含まれる グロ一 バル シンポ 
ル のうち， 未定義と なる 可能性の ある もの を コンソールに リス ト します， 


/C 


現在 作成 中の ライブラリ をク リアし， LIB-80 を 初期 状態に 戻します. LIB-80 
の アスタリスク （り プロンプト が 表示 され 新しい LIB-80 コマンド を 待ち ま す. 
/C は LIB-80 コマンド を 間違えて キー インし た 場合な どに 使用して ください. 


/0 


/L スィッチ を 指定 して 出力す る リスト 中の 数値の 基数 を 8 進に しま す. 
/0 は/ L スィ ツチと 共に 指定し ます. 
例) NEWLIB/L/0 


/H 


/L スィ ツチ を 指定して 出力す る リスト 中の 数値の 基数 を 16 進に します. 

16 進 は デフォルト 値です ので， /H を 指定し なくても 自動的に 16 進 基数 となり 

ます. 
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7.B 注意事項 

ライ ブラ リファイ ルはリ ン クロード 時に ロード 済みの オブジェ ク トモ ジュール だけで は 解決で 
きない グローバル リファレンスが あつたと き， 1 パス だけで 検索され ます. このため， ライブラリ 
ファイルへ オブジェ ク トモ ジュール を 集める 場合， 他の モジュールから 参照され るヱン 卜 リーボ 
イン ト を 持つ モジ ュ ールが 後へ 配 S される よ う に LIB- 80 コマンド で 指示 してく ださい. 
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C. 命令 コード 一覧表 

D. オブジェ ク 卜 ファイルの 形成 
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付鑤 A ASCII キャラクタ コード 表 



10 進 


16 進 


キャラクタ 


10 進 


16 進 


キャラクタ 


10 進 


16 進 


キャラクタ 


10 進 


16 進 


キャラクタ 


000 


00H 


NUL 


032 


oat r 




064 


40H 


@ 


09b 


60 H 




001 


01H 


SOH 


033 


21H 




065 


41H 


A 

A 


097 


6111 


a 


002 


0211 


STX 


034 


2211 




066 


4211 


B 


098 


62 H 


b 


AA り 


03 H 


bl a 






jj 

W 


Uo7 


^611 


ひ 
し 






c 


004 


04H 


EOT 


036 


24 H 


$ 


068 


44H 


D 


100 


64H 


d 


005 


05H 


ENQ 


037 


25H 


% 


069 


45H 


E 


101 


65H 


e 


006 


06 H 


ACK 


038 


26 H 


& 


070 


461 1 


F 


102 


66H 


f 


007 


07H 


BEL 


039 


27H 




071 


47 卜 1 


广 


103 


67H 


g 


008 


08H 


BS 


040 


OOTT 

28H 


( 


072 


48H 


H 


1 Ail 

104 


68H 


レ 
n 


009 


09H 


HT 


041 


29 II 


) 


073 


49H 


1 


105 


byhl 


i 


010 


0AII 


LF 


042 


2AH 




074 


4AH 


J 


106 


6AH 


J 


011 




v r 


043 


2BH 




Ar;r- 

(J/o 


Ann 
4LSH 


IV 


10/ 


ODli 




012 


0CH 


FF 


044 


2CH 




076 


4 し H 


し 


1 AO 


b し 上 1 


1 


013 


0DH 


CR 


045 


2DH 




077 


,1 T-\ I J 

4DH 


ivl 




burl 


m 


014 


0EH 


SO 


046 


OT7TT 






AX7U 


M 

JN 


1 1 n 
11U 


bbH 


n 


015 


OFH 


SI 


047 




/ 


079 


,1 17 TT 


r\ 
U 


ill 
HI 


br H 


0 


016 


10H 




048 




0 






1 


ill 


<UM 


P 


017 


11H 


DC1 


049 


Jill 


1 


ftQ 1 

08 丄 


ri TT 

Olrl 




1 1 Q 


71 LI 
/ ill 


Q 


018 


12H 


DC2 


050 


32H 


o 

I 


AQO 




K 


11/1 
上上 4 


70 TT 


r 


019 


13H 


DC3 


051 


3311 




Uoo 


DoH 


c 
o 


丄丄 t) 


/on. 


s 


020 


14H 


DC4 


052 


n 4 1 1 

34H 


A 
4 


Aft.< 


□4ri 


1 


lift 
lit) 


7-1 TT 


t 


021 


15H 


NAK 


053 


O r tt 


r 
D 


t\Qr 

Uob 


boll 


TT 
U 


上上/ 


/Drl 


u 


022 


16H 


SYN 


054 


3611 


c 
0 


Uoo 


bbH 


V 


丄丄 8 


7CTLT 

/ori 


V 


023 


]7H 


ETB 


055 


37H 


7 


087 


57H 


w 


119 


77H 


w 


024 


18H 


CAN 


056 


38H 


8 


088 


58H 


X 


120 


78H 


X 


025 


19H 


EM 


057 


39H 


9 


089 


59H 


Y 


121 


79H 


y 


026 


1AH 


SUB 


058 


3AH 




090 


5AH 


Z 


122 


7AH 


z 


027 


謹 


ESC 


059 


3BH 




091 


5BH 


[ 


123 


7BH 


{ 


028 


1CH 


FS 


060 


3CH 


< 


092 


5CH 


¥ 


124 


7CH 




029 


1DH 


GS 


061 


3DH 




093 


5DH 


] 


125 


7DH 


} 


030 


1EH 


RS 


062 


3EH 


> 


094 


DEH 




126 


7EH 




031 


1FH 


US 


063 


3FH 




095 


5FH 




127 


7FH 


DEL 



LF= ライン' フィード， FF- フォーム • フィード， CR= キャリッジ • リターン， DEL = ラブ アウト 
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付錄 B MSX*80 疑似 餘 表 

MSX'M-80 の 疑似 命令 を 機能 ごとの 一覧表に 示します. なお， SET 疑似 命令 は Z80 モードで 
は 使用 できません. SET 以外の 疑似 命令 は. Z80 モードで も，. 8080 モードで も 使用で きます， 



命令 セッ トの 選択 



疑似 命令 


説 明 


.Z80 
.8080 


Z80 命令 セッ ト モードに する 
8080 命令 セッ ト モードに する. 



データ 定義と シンボル 定義 



疑似 命令 


説 明 


く シンボル > ASET 




： ノソボ クレに ビザ ヽ r?>fi 亩 n^-r 
, , リヽメ 1 ^し ノ v>nifi*a:*su ソ: =j に 


[ぐ ラベル >] 


BYTE EXT 


< シンボル > 


T 々フ A3 , パノ^ ノ、 ノ J し せ 尝 


[< ラベル〉] 


BYTE EXTRN 


< シンボル〉 


エク スター ナノ レン ノホ ノレ 且 g 


[< ラベル >] 


BYTE 


く シンボル > 


エクスターナル シンボル 宣言 




EXTERNAL 






[ぐ ラベル >〕 


DB 


く 式 > [，く 式 >]••• 


1 パイ 卜ず つの 領域 を 確保し， 








初期 恤をセ ッ ト 


[く ラベル >] 


DB 


<ス ト リ ング〉 


1 バイ トず つの 領域 を 確保し， 






[，く ストリング >]••. 


初期値 をセッ ト 


[< ラベ/ レ〉] 


DC 


くス ト リ ング > 


ス ト リングの 領域 を 確保し， 








初期値 をセッ 卜 


[く ラベル >] 


DEFB 


< 式〉 [，く 式 >]••• 


1 パイ 卜ず つの 領域 を 確保し， 








初期値 をセッ ト 


く シンボル〉 


DEFL 


く 式〉 


シンボル にく 式 > の 値 を 割り 当 
て 


[< ラベ ノレ >] 


DEFM 


くス ト リ ング〉 


1 パイ 卜ず つの 領域 を 確保し， 






[，く ス ト リ ング >]••• 


初期値 をセッ ト 


[< ラベル >] 


DEFS 


<式> [，ぐ 値 >] 


領域 を 確保し， 初期値 を セット 


[< ラベル >] 


DEFW 


<式> [，く 式〉],.. 


2 パイ トの ワード 領域 を 確保し， 








初期値 をセッ 卜 


[< ラベル〉] 


DS 


<式> [，ぐ 値 >] 


領域 を 確保し， 初期値 をセッ ト 


[ぐ ラベル >] 


DW 


く 式 > [,< 式 >]••• 


2 バイ トの ワード 領域 を 確保し， 








初期値 をセッ ト 




ENTRY 


く シンボル〉 


パブ リ ック シンボル 宣言 






[， < シンボル〉].，. 




く シンボル > 


EQU 


ぐ 式〉 


< シンボル > に < 式〉 の 値 を 割 








り 当て 
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EXT 


く シンボル > 


外部 参照 宣 H 




厂 , ： ノ \ ノ ^ ，i ^ 、 画 
し 、ン ノホ ノレ〉 」• • ♦ 




EXTRN 


く シンボル〉 


ム1 tfrt >-fc-r >aaa. 

外部 参照 宣 S 




L， ^ ン ノ なく ノレ ノ」 • • • 




EXTERNAL 


< シンボル > 


外部 参照 宣 m 




厂 ノ 、 * ゝメ Ji^ ，、 . \ 1 

L, 、ンノ ？T 、ノレ〉」… 




GLOBAL 


ぐ シンポ ノレ〉 


ハブリ ッ ク ンンホ ノレ 旦闫 




[， < シンボル〉]... 




PUBLIC 


< シンボル > 


パブ、) ック シンボル 宣言 




[,< シンボル >]••• 




く シンボル〉 SET 


く 式〉 


シンボル にく 式 > の 値 を 割り 当 






て 



PC モード 指定 



疑似 命令 


説 明 


ASEG 
CSEG 
DSEG 

COMMON /く ブロック 名 >/ 
ORG <式> 
.PHASE <式> 
.DEPHASE 


絶対 モードに する 

コード 相対 モードに する 

データ 相対 モードに する 

コモン 相対 モードに する 

ロケーション カウンタの 値 を 変更 

.PHASE 力 1 ら. DEPHASE までの プログラム を 

<式> で 指定した ァ ド レスで 実行 



ファイル 関係 



疑似 命令 


説 明 


.COMMENT く 区切り 記号 > く テキスト > 


< 区切り 記号 > で はさ まれた く テキス ト> を 




< 区切り 記号 > 


コメント とする 




END 


[く 式 >] 


プログラムの 終了 




INCLUDE 


く ファイル 名 > 


他の ファイルに 含まれる ステ 
論理的に 揷入 


一 トメ ントを 


$INCLUDE 


<フ アイ ノレ 名 > 


他の ファイルに 含まれる ステ 


一 トメ ントを 




論理的に 挿入 




MACLIB 


< ファイル 名 > 


他の ファイルに 含まれる ステ 
論理的に 挿入 


一 トメ ントを 


NAME 


ぐく モジュール 名 >，） 


モジュール 名 定義 




RADIX 


ぐ 式〉 


基数の 指定 (2-16) 




'REQUEST 


< ファイル 名〉 

[，ぐ ファイル 名〉] ••• 


外部 モジュールの リ ン クロー 


ドを 要求 
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リスティング フォー マツ ト 制御 



疑似 命令 


説 明 


PAGE [< 式 >] 
SUBTTL [ぐ テキス ト: >] 
TITLE く テキス ト> 
$TITLE (，く テキス 卜〉，） 


リス ティ ン グの改 ページ 
サブ タイ トルの 指定 
タイ トルの 指定 
サブ タイ トルの 指定 



一般 リスティング 制御 



疑似 命令 


説 明 


丄 1ST 
.XLIST 

.PRINTX く 区切り 記号〉 く テキス ト> 
ぐ 区切り 記号 > 


リス ティ ングを 出力 

リスティングの 出力 を 抑止 

アセンブル 中に コンソール メ ッ セージ を 出力 

する 



条件 リスティング 制御 



疑似 命令 


説 明 


.LFCOND 
.SFCOND 
TFCOND 


偽 条件 ブロックの リス ティ ングを 出力 

偽 条件 ブロックの リス ティ ングの 出力 を 抑止 

/X スィ ツチの 有無に より 偽 条件 ブロックの リスティングの 出力 を 決定す る 


マクロ 拡張 リスティング 制御 


疑似 命令 


«fe 明 


.LALL 
.XALL 
.SALL 


マクロ， リピート ブロックの 展開 部分 を リスティング する 

マクロ， リピート ブロックの 展開 部分 を リスティング しない 

マクロ， リピート ブロックの 展開 部分のう ち， オブジェクト コード を 生成す る 
ステートメント を リス ティ ング する 


クロス リファ レンス 情報 出力 制御 


疑似 命令 


説 明 


.CREF 
XCREF 


クロス リファレンス 情報 を 出力 
クロス リファ レンス 情報の 出力 を 抑止 
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マクロ 



疑似 命令 


説 明 


く 名前 >MACRO [く パラメータ〉 

[, ぐ バラ メータ >]•••] 

ENDM 
EXITM 

LOCAL く ダミー〉 

[，< ダミー >]••• 


マクロ 定義 を 開始 

マクロ 定義 を 終了 
マクロの 展開 を 終了 

マクロ 展開 時に マクロ 定義 中の ダミー パラメ 
—タを ユニークな シンボルに 置き換える 


反復 


疑似 命令 


説 明 


PERT ぐ 式 > 

IRP く ダミー >，< 山形 力 ッコで 囲 
まれた パラメータ > 

IRPC く ダミー〉 ，く 文字列 > 


反復 プロ ッ ク を 指定した 数 だけ 繰り返し 展開 

反復 プロ ッ ク を 指定 し た パラメ ータに 従って 
繰り返し 展開 

反復 プロ ッ ク を 指定した 文字列に 従って 繰 り 
返し 展開 
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条件付き アセンブリ 機能 



疑似 命令 


明 


COND 


ぐ 式 > 


く 式〉 が ゼロ 以内の 値のと き 条件 は 真と みな 






され， 条件 ブロック 内が アセンブル される 


prx err 




IFxxxx や COND の 条件が 偽 となった ときに 






展開す る ステートメント を 開始す る 


じ丄 N1J し 




roNn で關始 1 チ， 冬 杜 ザ 口 、ソ ク ： ^欲 了す ス 

•v/vyiNU レけ ロレ/し 木 rl "ノ "ノ, *i J y O 


ENDIF 




TTT^yyv T^^iih I ナ， 么杜ブ n w 々 も 欲 了 オズ 


IF 


<式> 


く 式 > が ゼロ 以外の 値のと き 条件 は 真と みな 






され 条件 ブロ ック 内が アセンブル される 


IFB 


< アーギュメント〉 


くァー ギュメ ン ト〉 が ブランクのと き 条件 は 






真と みなされ 条件 ブロ ッ ク 内が アセンブル さ 






お プ 
れる 


IFDEF 


く シンボル > 


く シンボル > が 定義され ている と き 条件 は 真 






とみな され， 杀件ァ 口 ッ ク内 力》 ァセ ノブ ノレされ 


IFDIF 


〈アーギュメント 1>, 


\ / ーギ ュメノ r 丄> とぐ/一 キュメ ノト 2> 




<ァ 一 ギュメ ント 2〉 


z^irj i/ ン こさ 宋 1 干 t5 具 c ^>^C e 4u, 朱 1 千 ノ uj ッ 






ク肉: ^ァ お ソブ ノレ さ わ A 


IFE 


く 式〉 


く 冗〉 力 ゝ ゼロの fit のと き条 f 牛 は 真と みなされ 






么他ブ a 、、ノ 々 t^r^T-^ 、ノプ クしぺ わ ス 

5fC |~T z M ノノド 3 7J* / てンノ ノレ cT 4— し O 


IFF 


<式> 


く 式〉 が ゼロ の 値の と き 条件 は 真 とみな され 






9kr\- クロック 円 力、/ セノ 7 ノレ される 


IFIDN 


< アーギュメント 1>, 


くァー ギュメ ント 1> と <ァ 一ギ ュメン ト 2〉 




く アーギュメント 2> 


か 同一のと き 条件 は 具と みなされ 条件 ブロ ッ 






ク円 力、, セン 7 ノレされ る 


IFNB 


く アーギュメント〉 


く アーギュメント〉 が ブラ ンク でない とき 条 






) a. v. も わ Jo 4t /4--y*n め 力 rib お マ レ、 ' 

1 干 (^具 とみ^ k さ 《し， 籴 1 千 ノロ ッ ク 内 力、 7 セノズ 






ノレされ る 


IFNDEF 


ぐ シンポ ノレ〉 


く ンノ冚 ノレ〉 力、 定義され ていない と き 条件 は 






錢 こか zd: e ォし， 宋 1 十 ノ u ッ 7 力、/ で ンノ ノレ さ 






れる 


IFT 


く 式 > 


< 式 > がゼ 口 以外の 値 のとき 条件 は 真 とみな 






さ れ 条件 ブロック 内が アセンブル される 


IF1 




アセンブラが パス 1 を 実行中， 条件が 真と みな 






され 条件 ブロ ッ ク 内が アセンブル される 


IF2 




アセンブラが パス 2 を 実行中, 条件が 真と みな 






され 条件 プロ ッ ク 内が アセンブル される 
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付錄 C 命令 コード 一 K 表 

Z80 命令 コード 一覧表と， 8080 命令 コード一 覧表を 示します. 

Z80 命令 コード ー黧 



命令 コード 機 能 



ADC A Add with Carry to Accumulator 

ADC H し， rp Add Register Pair with Carry to H し 

ADD Add 

AND Logical AND 

BIT Test Bit 

CALL Addr Call Subroutine 

CALL cond,addr Call Conditional 

CCF Complement Carry Flag 

CP Compare 

CPD Compare, Decrement 

CPDR Compare, Decrement, Repeat 

CPI Compare, Increment 

CPIR Compare, Increment, Repeat 

CPL Complement Accumulator 

DAA Decimal Adjust Accumulator 

DEC Decrement 

Dl Disable Interrupts 

DJNZ Decrement and Jump if Not Zero 

El Enable Interrupt 

EX Exchange 

EXX Excange Register Pairs and Althernatives 

HALT Halt 

IM x Set Interrupt Mode 

IN Input 

INC Increment 

IND Input, Decrement 

INDR Input, Decrement, Repeat 

INI Input, Increment 

INIR Input, Increment, Repeat 

JP addr Jump 

JP cond,addr Jump Conditional 
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JR 




Jump Relative 


JR 


cond,addr 


Jump Relative Conditional 


し D 


A,(addr) 


Load Accumulator Direct 


し D 


A,(BC)or(DE) 


Load Accumulator Secondary 


し D 


A,l 


Load Accumulator from Interrupt Vector Register 


し D 


A,R 


Load Accumulator from Refresh Register 


し D 


HL,(addr) 


し oad H し Direct 


し D 


data 


Load Immediate 


しじ 


xy,(addr) 


Load Index Register Direct 


し D 


reg,(HL) 


Load Register 


し D 


reg,(xy+disp) 


Load Register Indexed 


し D 


rp'(addr) 


Load Register Pair Direct 


し D 


SP'HL 


Move HL to STack Pointer 


し D 


SP,xy 


Move Index Register to Stack Pointer 


し D 


dst,scr 


Move Register - to-Register 


し D 


(addr),A 


Store Accumulator Direct 


し D 


(BC)or(DE),A 


Store Accumulator Secondary 


し D 


l,A 


Store Accumulator to Interrupt Vector Register 


し D 


R，A 


Store Accumulator ro Refresh Register 


し D 


(addr),HL 


Store HL Direct 


し D 


(HL)，data 


Store immediate to Memory 


し D 


(xy-f disp),data 


Store Immediate to Memory Indexed 


し D 


(addr),xy 


Store Index Register Direct 


し D 


(HL),reg 


Store Register 


し D 


(xy+disp),reg 


Store Register Indexed 


し D 


(addr) T rp 


Store Register Pair Direct 


し DD 




Load t Decrement 


し DDR 




Load, Decrement, Repeat 


LDI 




Load, Increment 


LDIR 




Load,lncrement,Repeat 


NEG 




Negate (Two's Complement) Accumulator 


NOP 




No Operation 


OR 




Logical OR 


OUT 




Output 


OUTD 




Output, Decrement 


OTDR 




Output,Decrement,Repeat 


OUTI 




Output, 1 ncrement 


OTIR 




Output, Increment, Repeat 


POP 




Pop from Stack 
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PUSH 

RES 

RET 

RET cond 

RETI 

SETN 

R し 

RLA 

R し C 

R し CA 

R し D 

RR 

RRA 

RRC 

RRCA 

RRD 

RST 

SET 

SBC 

SCF 

SLA 

SRA 

SR し 

SUB 

XOR 



Push to Stack 
Reset Bit 

Return from Subroutine 

Retrun Conditional 

Return from Interrupt 

Retrun from Non-Maskable Interrupt 

Rotate Left Through Carry 

Rotate Accumulator Left Through Carry 

Rotate Left Circular 

Rotate Accumulator し eft Circular 

Rotate Accumulator and Memory Left Decimal 

Rotate Right Through Carry 

Rotate Accumulator Right Through Carry 

Rotate Right Circular 

Rotate Accumulator Right Circular 

Rotate Accumulator and Memory Right Decimal 

Reset 

Set Bit 

Subtract with Carry (Borrow) 
Set Carry Flag 
Shift Left Airthmetic 
Shift Right Airthmetic 
Shift Right Logical 
Subtract 

Logical Exclusive OR 
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BOBO 命令 コード 一 簾 

命令 コード 機 能 



ADCACI 


Add with Carry 


ADD.ADI 


Add 


ANA.ANI 


Logical AND 


CA しし 


Call Subroutine 


CC 


Call on Carry 


CM 


Call on Minus 


CMA 


Complement Accumulator 


CMC 


Complement Carry 


CMP,CPI 


Compare 


CNC 


Call on No Carry 


CNZ 


Call on Not Zero 


CP 


Call on Positive 


CPE 


Call on Parity Even 


CPO 


Call on Parity Odd 


CZ 


Call on Zero 


DAA 


Decimal Adjust 


DAD 


1 6-bit Add 


DCR 


Decrement 


DCX 


1 6-bit Decrement 


Dl 


Disable Interrupts 


El 


Enable Interrupts 


HLT 


Halt 


IN 


Input 


INR 


Increment 


INX 


Increment 1 6 bits 


JC 


Jump on Carry 


JM 


Jump on Minus 


JMP 


Jump 


JNC 


Jump on Not Carry 


JNZ 


Jump on Not Zero 


JP 


Jump on Positive 


JPE 


Jump on Parity Even 


JPO 


Jump on Parity Odd 


JZ 


Jump on Zero 


し DA 


Load Accumulator 
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し DAX 


Load Accumulator Indirect 


し H し D 


Load HL Direct 


し XI 


Load 1 6 bits 


MOV 


Move 


MVI 


Move Immediate 


NOP 


No Operation 


ORA,ORI 


Logical OR 


OUT 


Output 


PCH し 


H し to Program Counter 


POP 


Pop from Stack 


PUSH 


Push from Stack 


RA し 


Rotate with Carry Left 


RAR 


Rotate with Carry Rigth 


RC 


Retrun on Carry 


RET 


Return from Subroutinbe 


RLC 


Rotate Left 


RM 


Return on Minus 


RNC 


Retrun on No Carry 


RNZ 


Retunn on Not Zero 


RP 


Retrun on Positive 


RPE 


Return on Parity Even 


RPO 


Return on Parity Odd 


RRC 


Rotate Right 


RST 


Restart 


RZ 


Retrun on Zero 


SBB,SBI 


Subtract with Borrow 


SH し D 


Store H し Direct 


SPH し 


HL to Stack Pointer 


STA 


Store Accumulator 


STAX 


Store Accumulator Indirect 


STC 


Set Carry 


SUB,SUI 


Subtract 


XCHG 


Exchange D and E,H and L 


XRA.XRI 


Logical Exclucive OR 


XTH し 


Exchange Top of Stack.HL 
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付鑤 D わ ジ工ク 卜 ファイルの 形式 

この 付録 はリ ロケータ ブル' オブジェクト • ファイルの ロード 形式 を 知りたい 方の ための 参考 
資料です. 特に 必要がなければ 読み 飛ばして 下さい. 

才 ブジェク ト ファイル はビッ ト ストリームより 成ります. ビット スト リームの 中の 個々 のフィ 
—ルド は 特に 述べる もの を 除いて バイ ト 境界に 調整され ません. リ ロケータ ブルな オブジェ ク ト 
ファイルに ビッ ト スト リーム を 用いる ことにより オブジェ ク ト ファイルの サイ ズが 小さ くな り， 
ディスク に対する 読み出 し， 書き込みの 回数 を 減 らす ことができます. 

ロード アイテムに は アブ ゾリ ユートと リ ロケータ ブル アイテムとの 2 つの 基本的な 型が あります. 
口— ド アイテムの 最初の ビッ トが 0 であれば アブ ゾリ ユート アイテム であり， また， ビッ トが 1 で 
あれば リ ロケータ ブル アイテムです. さらに， リ ロケータ ブル アイテム では 次の 2 ビットに より 
4 つの 型に 分けられます. 

MSX,L- 80 では オブジェ ク ト ファイル 中の ロード アイテムの 種類に よって 次の 表の ような 編 
集 を 行って リンク ロードし ます. 



表 D -， ロー ド アイテム 一!！ 



ロード アイテム 



説 明 



アブ ソ リュー トな ロー ド アイテム 



0 



アブ ソリ ユート パイ ト 



0 1 



2 ビッ ト目 以降の 8 ビッ トは アブ ソ リュー 
ト バイ ト として ロード される. 



特別の LINK アイテム 



0 0 



制御 

フィールド 





0 0 


0 0 0 0 


B フィールド 






0 0 


0 0 0 1 


B フィールド 






0 0 


0 0 10 


B フィールド 






0 0 


0 0 11 


B フィールド 






0 0 


0 10 0 


C フィ— ル ド 



特別の LINK アイテム はビッ ト ストリーム 
100 から 始まり， 4 ビットの 制御 フィールド 
によつ て 次の よ う な 種類が あ ります. 

エントリ 記号 (検索の 対象と なる 名前). 

COMMON ブロック の 選択. 

プログラム 名. 

ライブラリ 検索の 要求， 

拡張 LINK アイテム. 
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a — ド アイテム 



1 


0 0 


0 10 1 


A フィールド 


B フィールド 






0 0 


0 110 


A フィールド 


B フィールド 




1 


0 0 


0 111 


A フィールド 


B フィールド 






1 


0 0 


10 0 0 


A フィールド 








1 


0 0 


10 0 1 


A フィールド 








1 


0 0 


10 10 


A フィールド 








1 


0 0 


10 11 


A フィールド 








1 


0 0 


110 0 


A フィールド 








1 


0 0 


110 1 


A フィールド 








1 


0 0 


1110 


A フ ィ ール ド 










1 


0 0 


1111 





説 明 

COMMON の 大きさの 定義 

外部 参照 記号の チ ヱイ ン （A フィールド は 
チ エイ ンの 先頭， B フ ィール ド は 外部 参照 記 
号). 

エントリ ポイント の 指定 (A フ ィ 一ル ド は 
アドレス， B フィールド は 名前ん 

外部 参照 記号- ォ フ セット. 外部 参照 記号に 
対する ジャンプ 命令の ために 使用され る. 

外部 参照 記号 + オフセット. A フィールド 
の 値 は 実行の 直前に 現 口 ケーシ ヨン カウン 

タが 示す ァ ドレスから 始まる 2 バイ トにカ n 
えられる. 

データ 領域の 大きさ を 定義. 

(A フィールド は 大きさ）， 

ロー ディ ング 時の ロケーション カウンタ （A 
フィールド は ロケ一 ショ ン カウンタ）. 

アドレスの チ エイ ン （A フィールド は チェ 
ィ ンの 先頭 番地で あ り， チ ヱイ ンで 結ばれて 
いるすべ ての ェン トリ は ロケーション カウ 
ンタの 現在の 値で 置き換えられる. チ ヱイ ン 
の 最後の ェント リ は アブ ソ リ ユート 番地 0 
を アドレス フィールド として 持って いる.） 

プログラムの 大きさの 定義. 
(A フィールド は 大きさ） 

プログラムの 最後. 
(バイ ト 境界に される） 

ファイルの 終わり. 



コード 相対 



1 01 16 ビットの 値 



0 



3 



19 



当該 プログラムの ベース アドレス を 加えて 
から 後に 続く 16 ビッ トを ロードす る. 



データ 相対 



1 10 16 ビットの 値 



0 1 3 



19 



当該 プログラムの ベース ァ ド レス を 加えて 
から 後に 続く 16 ビッ トを ロードす る. 



コモン 相対 



1 



1 1 



16 ビッ トの値 



当該 プログラムの ベース ァ ドレス を 加えて 
から 後に 続く 16 ビッ トを ロードす る. 



0 1 3 



19 



250 



付 録 



A フィールド： 
YY 



16 ビッ トの ft 



0 2 

YY ： 2 ビ ッ ト の 番地 型フ ィ ール ド 
00 絶対アドレス 
01 コード 相対 
10 データ 相対 

11 コモン 相対 
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B フィールド： 



ZZZ シンボル （1〜6 バイ トの 文字列） 



0 3 

ZZZ = シンボルの 長さ （3 ビッ ト） 
シンボル =1〜6 文字の 文字列 



C フ ィール ド 



I 1 1 



0 



S 



bbbbbb 



3 



11 



1 1 I = 追加 情報の 長さ （3 ビット） 

F80 は ブランク コモンに ついて 0 の ェント リ長を 作成し ますので 0 は 1 を 意味 
します 

S - 次の ような 8 ビッ トの サブ タイプ 識別子 

5 (X，35，） COBOL オーバーレイ セグメ ン ト 標識 

A (X，41，） 算術 フ イクス アツ プ (算術 演算子） 

B (X，42，） 算術 フィクス アツ プ (外部 参照） 

C (X，43，） 算術 フ イクス アツ プ (領域 ペース + オフ セ ッ ト ） 
bbbbbb- 1〜6 バイ トの 追加 情報 

名前に 対する LINK アイ テムの 場合 追加 情報 は 6 文字 だけです. 



拡張 LINK アイテムの 説明 

オーバレイ セグメント 標識の 場合 追加 情報の 長さ は 2 バイ ト （1U = 010) であり， 当該 オーバレイ 
セグメ ン ト 番号が 値 b+49 にセ ット されます ♦ この セグメント は 直前の セグメ ン ト 番号が 0 以外 
である 場合， かつ，/ N スィッチが 有効で ある 場合に ファイル 名が 現 プログラム 名で あり， 拡張 子 
が .Vnn である ディスク 上の ファイルに 書き込まれます • (nn は 数字 (b+ 49) 10 進 を 表わす 2 文字 
の 16 進数です. 

サブ タイプ A， B， および C によって ポーランド 式 算術 テキストの 処理が できます. 
各 アイ テム は， 逆 ポーラ ン ド 式と して， 読み取らなければ な り ません. 1 つ 以上の サブ タイプ B ま 
たは C の アイ テムの 次に 1 つ 以上の 算術 演算子 (サブ タイプ A) が 続き， Store-Result 算術 演^子 
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(B.STBT または B.STWT) で 終了し ます. すべての 項目 は オフ セッ ト がすべ て 最終 (絶対） アド 
レスに 変換され た あと フィ ックス アップ • テーブルに ta かれます. ポーランド 式はリ ンクの 終わ 
りに フ イツ クス アップ • テーブルから 取 り 出して 実行され， その 結果 は LINK アイ テム を 読み込 
ん だとき の PC にス トァ されます. 
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索引 ― 

【記号】 

！ 162,172,175， 191, 192, 238 

$EJECT 150,152 

$1NCLUDE 143,146,240 

$TITLE 150,154,241 

% 145,162,172,176,196,215,238 

& 172,173,174,175,238 

* 14,46, 120, 123, 125, 157, 184, 

191, 192,212/213.235,238 

+ 14, 117 J 19, 120,123.】 25,238,240, 

- 46,120,123,124,125,238 

.8080 126,189/239 

.COMMENT 1U、143,144,240 

.CREF 151 ュ 61,222,241 

. DEPHASE 136J4Z240 

.LALL 150 員 174,241 

. LFCOND 150 J 58, 159,241 

. LIST 150,155,156,241 

. PHASE 136,142,240 

• PRINTX 157,176,241 

• RADIX 117,143,148,176, 195,240 

. REQUEST 143, 149,240 

.SALL 150,160.241 

. SFCOND 150,158,159,241 

. TFCOND 150,159,189,241 

.XALL 150,160,241 

, XCREF 151,161,222,241 

. XLIST 150,155,156,241 

.280 126.135,188,239 

： ： 162,172,174,196 

【A】 

ADD AUX 12,17, 19,20, 43 

AKID 56>59, 71、 73,81,82,89 

AND 120,124,125,244,247 

ASCII キャラクタ 238 

ASCII ス ト リ ング 117 

ASEG 115, 136, 137, 138, 141,209,240 

ASET *• 110,127,135,239 

【B】 

BEEP 17,21 

BIO 17,22 

BODY 17,23,51,52 

BSAVE 17,24,51 

BYTE EXT 114,127,133,239 

BYTE EXTERNAL 114, 127, 133,239 

BYTE EXTRN 1 14 J27 f 133,239 



【c】 



CAL 

CALC ……， 
CHKDSK - 
CLS 



,17,25,52 
""• 17,26 
…-' 12,30 
〜•' 12.30 



115, 136, 138,140, 192,204, 

209,2U，215,240,249,250 

COND〜ELSE ：〜 ENDC 178 

CONKID 60,61,82,87 

CREF-80 95,96, 101,107,183,188,217， 

218.219,220,221 

CSEG 1】5,136. 138， 140,204,208, 

209,210,211,240 

【D】 

/D ： 141,211 

DB 118， 127, 】 28,174,229,230,231,232,239 

DC 127 ,129,239 

DEFB 127,128,140,148,166, 167. 

168,169, 1 70, 1 71 1 74, 1 75.239 

DEFL 1 10, 127, 135, 166 t 170、 174. 194,239 

DEFM 127,128, 140,239 

DEFS 110,127, 130,239 

DEFW 】 19,127、 13h 140, 1 71,239 

DISKCOPY 12 

DS 727. 130, 1 76 f 189, 195,239 

DSEG 115,136,138,139.141,204, 

209,210,211.212,240 

DUMP 17.27,51,52 

DW 127J31239 

【E】 

/E 23,27,200,202,204,207,216,235 

/E! 24,145,204,207 

ECHO 12 

END 110, 143, 145, 196.206,240 

ENTRY 113,127, 134, 193,223,239 

EQ 124,125 

EQU U0J12, 121, 127、 132, 194,239 

EX1TM 162,170,242 

EXPAND 17，29 

EXT 114,127,133 

EXTERN 113,114,127,133,198,239,240 

EXTERNAL 113,114,127， 133, 198.239,240 

【G】 

/G 145,200,202,205,206.215,216 

/G ： 145、204,206,207 

GE 124 J 25 

GLOBAL 113,127, 134,240 

OREP 16,17,30 
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GT' 



/H ……^ 
HEAD- 
HELP- 
HIGH- 



IF 

IF1 

IF2 

IFB 

IFDEF 

IFDIF 

IFE 

IFF 

IFIDN 

IFNB 

IFNDEF 

IFT 

IFxxxx〜ELSE ：〜 END1F 



124,125,170 

【H】 

18,52, 191,204,208,213,235 

17,31,52,53 

12,23,28.3135 

120,123,125 

【门 

'110,177,178,194,195, 243 

157,178.243 

157,178,243 

122.179,243 

177,178,243 



•177,178,195,243 

177,178,243 

…… 179錢243 
…… 122,179,243 
…… 177,178,243 
…… 177,178,243 
178 



INCLUDE 

IRP〜ENDM>" 
IRPC-ENDM • 



KEY- 
KID- 



LE '…… 
LIB- 80' 



LIST …- 
LOCAL- 

LOW …'- 

LS 

LT 



… 106, 143, 145, 146, 191,240 

167 

169 

【K】 

17,32,52,53,82 

…… 33,56,59, 71, 73,81,82,89 

に】 

124,125 

* 95,96,101,108,199,212,225, 
226、227，228,233,235，236 

17,33,150,155,156,241 

162,171,194,242 

120,123,125 

17,34,51 

124,125 

【M】 

130,189,204,213 

143,146,240 

163 

15，17,36，51,53，90 

17,38 

63 



/M 

MACLIB 

MACRO— ENDM 

MENU 

MORE 

MSX-JE 

MSX-L-80 …- 17,24,95, 100, 107, 120, 134, 139, M5, 
182, 197,206,211/215/226,233,249 

MSX-M-80 1 7,95,101， 106, 109, 1 10, 115. 120. 

125, 130, 133, 141, 150, 155, 158, 161、 
163,181,190, 198,218,222,237,239 

MSX • M-80 疑似 命令 237,239 

MOD 120J23J25 



【N】 

/N 23,27,30,31,45,47,20Z204，207,251 

/N ： P 204,208 

NAME 143,147,153 

NE 124 1 125 

NOT 124,125,199 

NUL 122,125,238 

【o】 

/0 188， 191204,213,235 

OR 120,124, 125 

ORG 104,136,137,138, 139、 140,141240 

【P】 

/P 24,38,50,138, 141, 189,202,204,208,209 

PAGE 150,152,190,195,241 

PATCH 13 ュ 7,39 

PC モード '• 115, 125, 136, 137, 138, 139, 140, 142, 240 
PUBLIC 113,127、 133,134, 192,206,207,240 

【RI 

/R 29,34 ,36,42, 188,204,2】 么 235 

REPT-ENDM 166 

【s】 

/S 23,27,34,36,39，42,45，47， 

52,53,204,212,216,226 

SET UdllZl^JZZlSZlSS, 

146,194,239,240,246 

SHL 123,125,248 

SHR 120,123,125 

SLEEP 17,41,52 

SORT 17,42,48 

SPEED 12,17, 43 A4 

SUBTTL 150,154,163,190,241 

【T】 

TAIL • 17,45 

TITLE 147, 153, 163、 190,193.223 

TR 17,46 

TYPE 122,1 23， 125,218 

【u】 

/U 204,205,212,233,235 

UN1Q 17,48 

【W】 

WC 13,17,50,53 

【X】 

/X 24，30,43,159,189,202,205,213,214,24i 

XOR 120.124,125,246 

【Y】 

/Y 25,53,202,205,214 
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索 引 



【ァ】 



'ィ一 ルド- 



アーギュメント 
アーギュメント： 

ィ ンサ一 ト 

エクスターナル シンボル' 
エラ— 



51,110,117 

■111,112,114.121222 

73,74,76 

111,194,239 

…… 51,70，81，189,215 
算子 …-' U1.U7, 120,122 J 23, 125,162,172,194,251 

エントリ ポイント 100,250 

オーバー ライ ト 73,76,78 

才ブジ x ク トフ アイ ル …… 95,101,186,200,211,215, 

226,233,237,249 

オブジェ ク ト プログラム 99,182,183,199 

オブジェ ク トモ ジュール …… 198,202,204,208,226, 

229,230,233,235 

オペコード 116 

オペラ ン ド …… 111 ,117 M8, 120, 121,123, 124, 125 

オペレーション 11,48,120,222 

オペレーション フィールド 222 

オペレータ U7,122 t 123,125 

オペレータ 定義 122 

【力】 

外部 参照 99,103,1 07, 113, 120, 122, 132, 149, 

166, 1 78, 190, 198, 199,202,240,250 
外部 シンボル （エクスターナル シンボル） 

111,194,239 

キー アサイ ン 6(161、82,84,85,86，87,92 

疑似 命令 95,106,116,121,125， 130、 

140,143,150,160,165,222 

グロ 一 パル リファレンス 

99， W0, 198, 199,202,212,236 

クロス リファレンサ 

95,96,101,107,183, 188,217,218,219 

クロス リファレンス • ファイル 

150,161，183,217，218,219，220,222 

クロス リファレンス • リスティング ファイル 

W1, 218,220,221222 

コ 一 ド 相対 モー ド -… 1 15,122 J36,138J41, 190,240 

コメント フィールド imu】 

コモン 相対 モー ド '…： 115，122,136,140，141,191,240 

コントロール コード 32,68,73,76,77 

コンフィギュレーション 92 

【シ】 

実行可能 ファイル 198, 199, 200,201,203,205, 

206, 207,208, 213,214,226 

条件 疑似 命令 109、 は 7,170,177 

条件 付 き アセンブル 107,125 

シンボル 111 

シンポ ル 定義 … • 107, 1 12, 113 J 14 1 125, 127.235,239 
シンボル フィールド 110,112 



スィッチ （LIB-80) 228,235,241,251 

スィ ツチ （MSX'L-80) 

200,201,202,204,211,218,222,225 

スィ ツチ (MSX'M - 80) '116，130，141,145,150,157， 
161J81J83J91J97 

絶対 モード 

…- 103, 104, 105, 1 15. 120, 122, 136, 137, 141, 190,240 
ソース フ アイ） い… 17,99,101103,106,110,146,147, 
153, 182, 183, 186, 187， 188 

【タ】 

データ 相対 モー ド ""115,122,136,139,141,190,240 
データ 定義 1 12, 113J 14, 125,127,239 

【ナ】 

パイブ 11.12 

パス U，13，30,65,71，83,105、107,130 t 146, 

157, 1 78、 182, 185, 194,201 ,220,233,236,243 
パブ リ ッ ク シン^) い 100,103,112,113,134,149,204， 
206,207,226,233,234,239 厕 

反復 162, W5、 W6, 167, 169,170,242 

反復 疑似 命令 162,165 

ファイルの 問 接 指定 13,14,15 

プログラム カウンタ • モード U5 

【マ】 

マクロ アセンブラ 95,96,99, 125 

マクロ 演算子 162,172 

マ ク 口 機能 W6, 109,125,162 

マクロ 定義 

106,116,162， 163, 164J71J 72. 194、 196， 242 

命令 セ ッ ト の 選択 116,126,239 

文字 定数 118.1W 

【ャ】 

ヤンク バッファ 65> 72,89 

【ラ】 

ライブラリ ファイル -， 〜'' 10lJ99 f 212,226.227,228, 
229,230,232,233,235,236 

ライブラリ マネージャ 

95,96,101,108, 199,212,225,226,227,228 

ラベル 24,W0,1U、112,113，132,134J35,171, 

183. 194, 198,206,207,218,239 

リス ティン グ 疑似 命令 150.156，W9 

リス ティ ング ファイル 

101, 152, 155, W1, 183J86J87, 

188， 189, 194,218,220.221,222 

リダイレクション 11,12,33 

リ ロケータ ピリ ティ 106 

リ ロケータ ブル 

… … 99, 膽, 104, 106, 7/5. 138, 139, 1 76, 182. 195,249 
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ぉ闥ぃ 合わせに ついて 

弊社で は 厳重に 梱包した 上， 細心の 注意 を 払って 製品 を 発送して おります. 万一， 輸送 上の ト 
ラ ブルが 起 こ つ た 場合に は ご一 報いた だければ 新しい ものと 交換いた しま す， 

マニュアル 作成に あたり， なるべく 詳細な 説明 をす るよう に 心がけた つもりで すが， 理解で き 
ない ところ は 実際に コンピュータと 向きあって 納得の いくまで 確かめて 下さい. また， 他の ベー 
ジを 参照す るの も ひとつの 方法です • それでも 疑問 点が 解決で きないと き は， 封書に て， 下記の 
要領で お問い合わせ 下さい. この ハツ ケージの 性格 上， « 話での お答え は 不可能と 存じます ので， 
ご了承 下さいます ようお 願い 申し上げます. 記入され てない 項目が 一つで もあります と， IUI 答で 
きかね る 場合が あります. 十分 注意して 下さい. 

また， 本 製品 以外に 対しての ご 意見， ご 希望が ございましたら， 弊社まで およせ 下さい. 



記 

1， 送付先 〒 107- 24 東京都 港 区 南 青山 6-11-1 ス リー エフ 南 青山 ビル 
株式会社 アスキー システム 事業部 MSX 係 

2. 必要 項目 

(1) お客様の 氏名， 住所 (郵便番号)， 電話番号 (市外 局番 も 含む） 

(2) 製品 名， 製品 シリアル 番号， ユーザ— ID 番号 

(3) 機器 構成 

本体 装置 名， メモリ バイ ト数 
CRT 装置 名， フロッピーディスク 装置 名 
プリンタ 装置 名 
その他 1/0， I/F 装置 名 
(め お問い合わせ 内容 

お問い合わせの 内容 は， できるだけ 製品の マニュアルに 記述され ている 用語 を 用いて， 具 
体 的 かつ 明確に 記述して 下さい. なお， 障害と 思われる 現象に ついては， その 現象 を 再現 可 
能な 情報が 必要です. 当社で 再現で きない もの は， 調査が できません. その 現象が 発生す る 
までの 操作 手順， データ を 必ず 添付して 下さい. データ ディスクが ある 場合 は， その コピー 
も 同封して いたた く と 調査が スピーディ一 になり ます. 

また， お客様 固有と 思われる アプリケーションの 設計， 作成， 運用， 保守に ついては， 当 
社の サポート 範囲 外です ので， お問い合わせいた だいても 回答で きません. ご了承 下さい ま 
すよう お願いい たします. 
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